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オリジナル刺しゅうを美しく作成していただくために

この「刺しゅうPRO」では、多様な刺しゅうデータの作成が可能となるように、ぬい方の様々な設定ができます。

ただし、最終的な仕上がりは、ご使用のミシンの性能や、ぬう条件（布、糸など）によって変わりますので、

必ず実際にご使用になるミシン、ぬう条件で、試しぬいを行ってください。

刺しゅう文字について

• ミニサイズ文字以外の刺しゅう文字は、フォントによってあまり小さいサイズを設定すると、きれいに

縫製できない場合があります。1 文字のサイズは、日本語フォントは 15mm 以上、欧文フォント（アル

ファベットなど）は 10mm 以上での設定をおすすめします。

• TrueType フォントを使用する場合は、フォントのデザインによってきれいに刺しゅうデータに変換さ

れない場合があります。均一な太めのラインでデザインされた TrueType フォントをお選びください。

• ミニサイズ文字が含まれた刺しゅうデータを縫製するときは、次の推奨事項に従ってください。

1. 糸調子を、通常の刺しゅうデータの場合より弱く設定します。

2. 通常の刺しゅうデータの場合より、遅い速度で縫製します。

3. 文字の間の渡り糸を切らないようにしてください。

（ミシンの糸調子とぬい速度の調整、および糸切りの設定については、お使いのミシンの取扱説明書を

参照してください。）
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マニュアルの使い方

本製品には次のマニュアルが同梱されています。

ソフトウェアを使用する前に、かんたんガイドをお読みください。かんたんガイドでは前半に、このソフ
トウェアを使うために必要な手順と注意事項について説明しています。後半は、主な機能を使用して刺
しゅうデータを作成する基本の操作方法と応用例です。

使いかたマニュアルは、このソフトウェアの使い方について説明しています。

「刺しゅう PRO ソフトウェアキーについて」、「アプリケーションを起動／終了する」、「刺しゅう PRO 10
で作成した刺しゅうデータについて」、「刺しゅうデータの取り込み方」、「画面について」をお読みになり、
ソフトウェアの基本概要をご理解ください。

次に、「レイアウトセンターの基本操作」をお読みください。この章では、代表的な刺しゅうデータの作り
方を練習課題にして、レイアウトセンターの基本的な使い方とミシンへの転送方法を説明しています。こ
の手順に沿って、実際に刺しゅうデータを作ってみてください。

各アプリケーションの章では、いろいろな設定や便利な機能について、機能別に説明しています。各タイ
トルから、知りたい情報ページに進んでいただけます。練習課題が記載されている機能は、どんなことが
できるか、手順に沿って試してみましょう。その後、詳しい説明をお読みください。

また、次の各章では次の内容を説明しています。必要に応じてお読みになり、ご活用ください。

サポート・サービス : 本製品についてのお問い合わせ先、プログラムのアップデートのしかたを説明してい

ます。

ヒントとテクニック : ［オプション］ダイアログボックスの設定方法、トラブル発生時の対処方法、本ソフ

トウェアをより使いこなしていただくためのコツや注意点を説明しています。

メニュー／ツール・ぬい方設定・フォント一覧：コマンド、ぬい方の種類、ぬい方設定、フォントを一覧
でき、各コマンドからその説明ページを探せます。

なお、本マニュアルの手順は、Windows® 8.1 を基準に記載されています。Windows® 8.1 以外のシステム

環境でご使用の場合は、手順や表示画面が多少異なります。

■使いかたマニュアル （PDF 形式）の開き方
「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」からソフトウェアをインストールすると、PDF 形式の使いかたマニュ

アルもインストールされます。

［スタート］画面左下の下矢印をクリックして［アプリ］ビューを表示し、タイトル［刺しゅう PRO 10］

の下にある［使いかたマニュアル］をクリックします。（Windows® 7 または Windows Vista® の場合 :［す

べてのプログラム］→［刺しゅう PRO 10］→［使いかたマニュアル］の順にクリックします。）

または、デザインデータベース以外のアプリケーションで、 →［マニュアル］の順にクリックします。

デザインデータベースでは、メニューの［ヘルプ］→［マニュアル］の順にクリックします。

かんたんガイド

使いかたマニュアル（本書）

b
• 使いかたマニュアル（PDF 形式）をご覧になったり、印刷するには、Adobe® Reader® が必要です。

• パソコンに Adobe® Reader® がインストールされていない場合は、インストールする必要があります。
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サポート・サービス

ユーザーサポート
本製品の使い方やアフターサービスについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または「お客様相談室
（ミシン 119 番）」までお問い合わせください。詳しくは、本書の裏表紙をご覧ください。

本製品のサポート情報については、レイアウトセンターの  の［刺しゅう PRO WEB ページ］をク
リックして、刺しゅう PRO 10 のホームページをご覧ください。メニューから刺しゅう PRO WEB ページ
を開けない場合は、下記アドレスの弊社 Web サイトをご覧ください。

ブラザーソリューションセンター（http://support.brother.co.jp/）

a
お問い合わせいただく前に次の点をご確認ください。より早く回答を見つけることができます。

1.パソコンの OS を最新の状態にアップデートしてください。

2.ご使用のパソコンの製造番号、モデル番号と、お使いの OS のバージョンをご確認ください。
（動作環境については、かんたんガイドを参照してください。）

3.表示されたエラーメッセージなどの内容をご確認ください。

http://support.brother.co.jp/
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サポート・サービス

最新のプログラムにアップデートする
レイアウトセンターの をクリックし、［ソフトウェアの更新を確認］をクリックします。

最新のプログラムになっているか自動的にチェックし、アップデートします。

次のメッセージが表示された場合は、プログラムは最新になっています。

次のメッセージが表示された場合は、プログラムは最新になっていません。［はい］をクリックすると、
Web から最新のプログラムがダウンロードされます。

a
• 最新のプログラムにアップデートする場合は、Administrator の権限のついたユーザーアカウントでログ
オンしてください。Administrator の権限のついたユーザーアカウントでのログオンについて詳しくは、
Windows の取扱説明書を参照してください。

• インターネットに接続していないパソコンではこの機能は使えません。

• ファイアウォール機能を使用しているときは、プログラムのバージョン確認ができない場合がありま
す。その場合は、一時的にファイアウォール機能を停止してください。

b
［アプリケーション起動時に更新を確認する］をチェックすると、プログラムの起動時に毎回最新のプロ
グラムになっているかチェックします。［更新内容の確認］をクリックすると、変更内容が表示されます。
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刺しゅう PRO ソフトウェアキーについて

刺しゅう PRO 10 を使用するには、付属の「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」をコンピューターの USB
ポートに差し込む必要があります。 
ソフトウェアの不正利用を防止するため、本ソフトウェアは「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」を挿入し
ないと起動できません。

a
•「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」は、USB メモリーとしては使用できません。転送または保存目的
で「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」に刺しゅうファイルを保存しないでください。

•「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」をコンピューターの USB ポートに差し込むと、［自動再生］ダイア

ログボックスが表示されます。 をクリックしてダイアログボックスを閉じ、刺しゅう PRO 10 を起

動します。

•「SISYU_PRO（E:）をスキャンして修復しますか？」というメッセージが表示されたら、［スキャンし
ないで続行］を選択し、刺しゅう PRO 10 を起動します。リムーバブルディスクのドライブ名はコン
ピューターによって異なります。

• コンピューターから「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」を取り外すには、［スタート］ - ［コンピュー
ター］をクリックして、「SISYU_PRO（E:）」を右クリックし、［取り出し］をクリックします。（「E:」
は「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」に使用されるドライブ名です。）

•「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」を初期化しないでください。

• 予期せぬ事態に備え、バックアップを取ることをお勧めします。
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刺しゅう PRO 10 で作成した刺しゅう
データについて

刺しゅう PRO 10 では、3 種類のデータを使用します。

ステッチデータ : 内蔵の刺しゅうデータ（刺しゅう PRO 10 で変換して作成します。）
文字データ :［文字］ツールで作成します。
図形データ :［図形］ツールで作成します。単数または、複数のぬい角度が全領域に適用されます。

下記のように、各データは別の種類のデータに変換できます。矢印は、データを変換できる方向を示しま
す。データの編集方法はデータの種類によって異なります。

ステッチデータ
ポイント（針落ち点）を編集（ポイントの移動 /
削除による変形、ポイントで線を切断 / 接続）し

たり、ステッチを切断できます。ただし、面や線
のぬい方またはぬい方設定は指定できません。

文字データ
文字の入力／削除によって文字を編集し、書式設
定（フォントまたは変形など）とぬい方設定を指
定できます。

図形データ
面と線のぬい方とぬい方設定の指定、図形データ
の輪郭の編集（ポイントの移動 / 削除、ハンドル

移動による変形、ポイントで線を切断 / 接続）、ぬ

い角度の変更、スタンプの入力／編集、エンボス
効果の適用、重なった面の削除／結合、ドーナツ
ぬいの設定、図形の分割、オフセットラインと花
模様の作成を行えます。

たとえば、ステッチデータを図形データに変換す
ると、ぬい方とぬい方設定を変更でき、また簡単
に形状の編集やサイズ変更ができます。文字デー
タを図形データに変換すると、ぬい角度と文字の
形を編集でき、またオフセットラインを作成でき
ます。

データの種類によって使用できない機能は、デー
タを別の種類に変換すると使用できる場合があり
ます。必要に応じて、別の種類のデータに変換し
てください。

図形データ

ステッチデータ

文字データ

図形データの輪郭

を編集して形状を

変更します。

針落ち点を編集して形状を

変更します。

文字の編集また

は、フォントを

変更します。
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アプリケーションを起動／終了する

アプリケーションを起動する
［スタート］画面左下の下矢印をクリックして［アプリ］ビューを表示し、画面のタイトル［刺しゅう
PRO 10］の下にある［刺しゅう PRO 10（レイアウトセンター）］をクリックします。

アプリケーションが起動すると、スタートアップウィザードが表示されます。

cc P.10 の「スタートアップウィザードについて」

アプリケーションを終了する
→［終了］の順にクリックします。

b
Windows® 7 または Windows Vista® の場合 →［すべてのプログラム］→［刺しゅう PRO 10］→［刺

しゅう PRO 10（レイアウトセンター）］の順にクリックします。
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アプリケーションを起動／終了する

スタートアップウィザードについて
［レイアウトセンター］を起動すると、次のスター
トアップウィザード画面が表示されます。

a テンプレートから作る
［テンプレートウィザード］が起動しま
す。

cc P.101 の「作ってみましょう 2 : テンプ
レートを使う」

b イラストや写真から作る
画像から刺しゅうデータを作成するウィ
ザードが起動します。

cc P.131の「ステッチウィザード :画像を刺
しゅうデータに自動変換する」と P.150
の「画像データを取り込む」

c 枠サイズや生地を設定する
デザインページのサイズ（刺しゅう枠サ
イズ）を指定できます。 
刺しゅうする生地を選択し、その生地に
適したぬい方設定を指定できます。

cc P.14 の「デザインページを設定する」
と P.183 の「リストからぬい方設定を
呼び出す」

d 、e 、f 

［取り込み］ウィンドウからボタンが示
す刺しゅうデータを取り込むことができ
ます。

g 最近使ったファイル
リストから最近使用したファイルのサム
ネイルを選択し、［開く］をクリックし
てそのファイルを呼び出します。

h 刺しゅうファイルを開く
刺しゅうデータ（.pes）を開くことがで
きます。

cc P.90 の「レイアウトセンターファイル
を開く」

i 刺しゅうファイルを管理する
デザインデータベースが起動します。 

cc P.232 の「デザインデータベース」

j
使いかたマニュアル（PDF 形式）が開き

ます。

k 起動時にこのウィザードを表示する
このチェックボックスをチェックする
と、レイアウトセンターの起動時にス
タートアップウィザードが常に起動しま
す。

l 閉じる
操作を行わずにスタートアップウィザー
ドを閉じます。

ab c g j

d e f l k i h

b
［レイアウトセンター］使用中にウィザードを開
くには、ウィンドウ上部の（［クイックアクセス

ツールバー］にある） をクリックするか、

をクリックし、アプリケーションボタンメ

ニュー から［ウィザード］を選択します。
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画面について

レイアウトセンターの画面

1 アプリケーションボタン

クリックするとメニューが表示され、［新規作
成］、［上書き保存］、［印刷］、［デザイン設定］
などのファイル操作を行うことができます。

2 リボン

上部のタブをクリックして、表示するコマンド
群を切り替えます。

下部のグループ名を参考にして目的のコマンド

を選びます。 マークが付いているコマンド

をクリックすると、コマンドメニューが表示さ
れます。 続けてコマンドを選びます。 
ツールまたは刺しゅうデータを選択すると表示
されるタブがあります。そのツールで、またそ
のデータを操作するためのコマンドが用意され
ています。

例）図形（長方形）ツール選択時

3 クイックアクセスツールバー

よく使うコマンドが配置されています。どのリ
ボンタブを選択しても表示されるので、よく使
うコマンドを追加しておくと便利です。

cc P.292 の「クイックアクセスツールバー
をカスタマイズする」

4 オプションボタン

他のアプリケーションを起動したり、ユーザー
糸リストなどのアプリケーション設定を指定で
きます。

3

14 1512

1

7

8

9 13

2

6

11

4 5

10
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画面について

5 ヘルプボタン 
マニュアルを表示したり、ソフトウェアに関す
る情報を見ることができます。

6 ぬい順ウィンドウ

ぬい順が表示されます。上部のボタンでぬい順
を変更したり、糸色を変更したりできます。

7 取り込み／糸色設定／ぬい方設定／書式設定
ウィンドウ

刺しゅうデータの取り込みに加え、糸色設定、
ぬい方設定、書式設定を統合したウィンドウで
す。タブで表示を切り替えます。

8 ステッチシミュレーター

ミシンでどのようにぬわれていくか、縫製の様
子をステッチシミュレーターで確認できます。

9 デザインページ

この領域内で、刺しゅうデータを作ります。

10 作業領域

11 ステータスバー

刺しゅうデータのサイズや針数などが表示され
ます。

12 表示モードボタン

表示モードを変更できます。

13 グリッド表示ボタン

グリッドの表示／非表示を切り替えます。

14 デザインプロパティボタン

刺しゅうデータの情報を表示します。

15 ズーム

現在の表示倍率を表示しています。クリックす
ると、倍率を数値で指定できます。
スライダーをドラッグしても、表示倍率を変更
できます。

b
• 6、7、8 は、［表示］タブの［表示または非表
示］で表示／非表示を切り替えることができま
す。また、独立したウィンドウで表示（フロー
ティング）したり、メイン画面に結合させて表
示（ドッキング）したりできます。

• コマンドの上にカーソルを置くと , ポップヒン
トが表示され、そのコマンドの機能説明やキー
ボードショートカットを確認できます。
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画面について

刺しゅうデータの取り込み方

刺しゅうデータは［取り込み］ウィンドウを使用
して取り込むことができます。

a 取り込み元
刺しゅうデータの取り込み元を選択します。

b 分類
データのカテゴリーを選択します。 

［取り込み元］セレクターで選択された
取り込み元に対するカテゴリーが一覧表
示されます。

c［分類］セレクターで選択されたカテゴ
リーのデータがリストに表示されます。 
データにカーソルを合わせ、左マウスボ
タンを押すと、デザインページに点線で
囲まれたボックスが表示されます。これ
によって、データのサイズをチェックで
きます。

d 取り込み
クリックすると、選択中のデータを取り
込みます。

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［取り込み］グループで［データ取り込み］

をクリックし、［取り込み元］メニューから
［デザインライブラリー］、［ファイル］、
［カード］、または［飾り模様］をクリックし
ます。 

 ウィンドウの右側に［取り込み］ウィン
ドウが表示されます。

取り込みウィンドウを使う

b
• リスト内でダブルクリックするか、デザイン
ページにドラッグしても、データを取り込むこ
とができます。

• 一度に複数のデータを選択して取り込むことは
できません。

cc P.91 の「フォルダーから」と P.92 の
「刺しゅうカードから」

a

b

c

d

取り込みウィンドウを表示
するには

b
［取り込み］ウィンドウは、［表示］タブの［取り
込みウィンドウ］チェックボックスにチェックを
入れて表示することも可能です。

［糸色設定］ウィンドウ、［ぬい方設定］ウィンド
ウ、または［書式設定］ウィンドウが表示されて
いたら、［取り込み］タブをクリックして［取り
込み］ウィンドウを表示します。
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ソフトウェアの基本設定

デザインページを設定する
デザインページのサイズと色を変更できます。デザインページのサイズはお使いの刺しゅう枠のサイズに
合わせて選択できます。複数のパーツに分割して縫製する分割模様の刺しゅうデータ用のカスタムサイズ
を設定することもできます。

1 →［デザイン設定］をクリックします。

2 デザインページのサイズや色を指定し、

［OK］をクリックします。

a ミシンの種類
ミシンの種類を選択します。ここで選択
するミシンの種類によって、選択できる
［デザインページサイズ］の枠サイズが
異なります。

b 枠サイズ
セレクターで枠サイズを選択します。

c 90 度回転
チェックを入れると、デザインページが
90 度回転した状態でレイアウトできま
す。

d カスタムサイズ
分割模様用のカスタムサイズを設定しま
す。
カスタムサイズを選択し、デザインペー
ジの幅と高さを指定し、パーツのサイズ

（使用する枠サイズ）を選択します。

cc P.168 の「作ってみましょう 9-1 : 分
割模様の刺しゅうデータを作る」

e デザインページ
デザインページの色を選択します。

f 背景
作業領域の色を選択します。

g 標準
標準設定（枠サイズ：100×100mm）に
戻ります。

h ユーザー枠の設定
クリックすると、［ユーザー枠の設定］
ダイアログボックスが表示され、任意サ
イズのユーザー枠を枠サイズセレクター
に追加できます。追加したユーザー枠
は、既存の枠サイズの下に表示されま
す。

cc P.15 の「ユーザー枠を設定する」

c b a h

g d f e
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ソフトウェアの基本設定

a 幅、高さ
追加する刺しゅう枠のサイズを入力しま
す。

b コメント
文字を入力すると、枠サイズの横にその
文字を表示できます。

c 追加
クリックすると、枠サイズがユーザー枠
リストに追加されます。

d ユーザー枠リスト
追加した枠サイズがリスト表示されま
す。表示順を変更したり削除するとき
は、ここで枠サイズを選択してから実行
します。

e 上へ、下へ
クリックすると、選択中の枠サイズの表
示順を 1 つ上または下に移動します。

f 削除
クリックすると、選択中の枠サイズを削
除します。

a
• 枠サイズの 100×172mm と 130×300mm には、
数字の前に「*」が付いています。このサイズ
は、3ヶ所でミシンに取り付ける特殊な刺しゅ
う枠（大型枠）用の刺しゅうデータを作るとき
に選択してください。

cc P.174 の「作ってみましょう 9-2 : 大型枠
用の刺しゅうデータを作る」

• 枠サイズは、お使いのミシンの最大刺しゅう縫
製範囲を超えるサイズを選択しないでくださ
い。

• 帽子枠、シリンダー枠、または丸枠が設定され
たデザインページは、90 度回転できません。

ユーザー枠を設定する

a
• ユーザー枠が選択されているときは、90 度回
転は設定できません。

• ユーザー枠は、カスタムサイズの下のパーツの
サイズ（使用する枠サイズ）セレクターには追
加できません。

• お使いのミシンの最大刺しゅう縫製範囲を超え
るサイズのユーザー枠は、設定しないでくださ
い。

• ユーザー枠サイズで作成した刺しゅうデータ
は、旧バージョンのファイル形式では保存でき
ません。

d

a

b

e

f

c
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ソフトウェアの基本設定

デザインページで作られたデータは縫製範囲の設
定によってぬい方が異なります。

1 ［縫製データの出力設定］タブをクリックし

ます。

2 縫製範囲（［デザインページの範囲］または

［縫製データを包含する最少矩形の範囲］）を
選択します。

デザインページの範囲

縫製開始時に、針の位置が作業中のデザイン
ページの中心になるように、刺しゅうデータ
が作られます。刺しゅうデータのサイズはデ
ザインページの大きさになります。

縫製データを包含する最少矩形の範囲

縫製開始時に、針の位置が作業中の実際の刺
しゅうデータの中心になるように、刺しゅう
データが作られます。刺しゅうサイズの実寸
が縫製範囲としてミシンに認識されます。

この設定は、デザインページのサイズを大型枠
（100×172mm または 130×300mm）に設定してい

る場合に選択できます。

チェックを入れると、刺しゅう枠の付け替え回数
が最も少なくなるようにぬい順／枠の取り付け順
が最適化されます。

この設定によって、刺しゅう枠の付け替えによる
ぬいずれ、ぬい弛みなどが起きにくくなります。

この設定は、ブラザー製多針ミシンで縫製する場
合にのみ適用されます。設定前に、［デザイン設
定］ダイアログボックスの［デザインページ設定］

タブの［ミシンの種類］を に設定しくださ

い。

糸切りせずに残す渡り糸の長さを設定します。

cc P.87 の「渡り糸での糸切りを設定す
る」、P.289 の「レイアウトセンターで
渡り糸の糸切りを指定する」、P.294 の

「新規入力データの渡り糸切り設定を有
効にする」

縫製範囲を設定する

デザインページ

（作業中画面）

縫製範囲＝デザイン

ページの範囲

デザインページ

（作業中画面）

縫製範囲＝縫製デー

タを包含する最少矩

形の範囲

大型枠の付け替え回数を最
適化する

渡り糸切り設定

a
この設定は、ブラザー製多針ミシン以外のミシン
では適用されません。詳しくは、お使いのミシン
の取扱説明書を参照してください。
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ソフトウェアの基本設定

生地の設定を使う
生地の種類に適したぬい方設定を、［生地の設定］ダイアログボックスから呼び出すことができます。刺
しゅうする生地を選択して、生地の説明と刺しゅうに関するアドバイスを表示します。

1 →［生地の設定］の順にクリックしま

す。

2 呼び出す設定を選択します。

a 生地の種類を選択します。 
生地の種類を選択すると、説明が表示さ
れます。

3 ［OK］をクリックします。

図形データと文字データを取り込むと、ぬい
方設定が選択された生地の推奨設定に設定さ
れます。

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」

a

a
• 生地の設定変更前に取り込まれた図形データと
文字データのぬい方設定は変更されません。

• 刺しゅうする前に、試しぬいを行ってください。

cc P.287 の「基本操作について」

b
任意の設定を作成し、後で［生地の設定］に使用

できます。［ぬい方設定］タブで をクリッ

クして、［保存］をクリックし、設定名を入力し、
［OK］をクリックします。保存した設定は、名前
の横に「*」が付けられて表示されます。

cc P.183 の「ぬい方設定をリストに保存す
る」
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ソフトウェアの基本設定

基本表示設定を行う

グリッドの表示／非表示を切り替えたり、グリッ
ドの表示のしかたや間隔を指定できます。

1 ［表示］タブをクリックします。

2 グリッドの設定を指定します。

a グリッド表示
チェックすると、グリッドが表示されま
す。

b 線で表示
チェックすると、グリッドが実線で表示
されます。

c グリッド間隔
数値を指定して、グリッドの間隔を設定
します。

d グリッドに固定
チェックすると、グリッドに沿って刺
しゅうデータを配置できます。固定機能
はグリッドの表示／非表示に関わらず有
効です。

ルーラーの表示／非表示を設定できます。

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ルーラーを表示する場合は、［ルーラー］グ

ループで［ルーラー］チェックボックスを
チェックします。

ルーラーを非表示にする場合は、チェックを
外します。

グリッドの設定を変更する

b
ボタンで、グリッドの表示と非表示を切り

替えることもできます。

a

b

d

c

ルーラーの設定を変更する

b
をクリックすると、長さの単位（mm ／イン

チ）を切り替えることができます。
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ソフトウェアの基本設定

ルーラーが表示されている場合、ガイド線も使用
できます。

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［ルーラー］チェックボックスにチェックを入

れた後、［ルーラー］グループで［ガイド線］
チェックボックスにチェックを入れます。

3 デザインページのルーラーをクリックしま

す。

  が表示され、ガイド線が引かれます。

1 ガイド線

• ガイド線を移動するには、 をドラッグ

します。

• ガイド線を削除するには、 をクリック
します。

ズーム表示が 100% のとき、実際の刺しゅうサイ

ズと同じ大きさで表示されるように表示サイズを
調整します。この調整は、最初に一回行えばその
後行う必要はありません。

1 →［オプション］の順にクリックしま

す。

2 ［画面補正］をクリックします。画面にもの

さしをあてて、a の部分の長さを測ります。
b にその数値を入力し、［OK］をクリック

します。

必ずミリメートル単位で長さを入力してくだ
さい。インチ単位の入力はできません。

ガイド線の設定を変更する

b
• ガイド線は、ルーラーをクリックするたびに追
加されます。また、左右、上下のルーラーそれ
ぞれに、最大 100 本のガイド線を追加できま
す。

• ガイド線をドラッグしている間、ガイド線の位
置がステータスバーに表示されます。

•［ルーラー］チェックボックスまたは［ガイド
線］チェックボックスのチェックを外した場
合、ガイド線は非表示になります。

•［グリッド表示］および［グリッドに固定］
チェックボックスの両方がチェックされた場
合、ガイド線がグリッドの線に沿って追加／移
動されます。

cc P.18 の「グリッドの設定を変更する」

1

b
データが保存されると、ガイド線も保存されま
す。ただし、データが旧バージョンの形式で保存
されると、ガイド線は削除されます。

画面表示の長さを調整する
（画面補正）

a b
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ソフトウェアの基本設定

1 →［オプション］の順にクリックしま

す。

2 ［単位］をクリックして、単位（［mm］また

は［インチ］）を選択します。

長さの単位（mm ／インチ）
を変更する
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レイアウトセンターの基本操作

図形の入力や刺しゅうデータの編集、ぬい設定、
ファイルの保存や印刷など、レイアウトセン
ターの基本的な使い方について説明します。
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作ってみましょう 1 : 図形を描いてデザインする

作ってみましょう 1 :
図形を描いてデザインする
いろいろな図形を組み合わせて刺しゅうにしてみましょう。

閉じた線／開いた線ツールを使用して茎を描きます。その後、図形データを取り込んで、葉、花、植木鉢
を作ります。

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _1 にあります。

図形を作成するには、図形ツールを使うか、サン
プルデータから、図形データを取り込みます。

1 図形を描くには、図形ツールを選択し、デザ

インページでカーソルをドラッグして図形を
描きます。

1 図形ツール

2 図形を取り込むには、［取り込み］ウィンド

ウの［取り込み元］セレクターから［図形
データ］を選択し、［分類］セレクターから

［簡単な図形］を選択します。
図形を選択して［取り込み］をクリックしま
す。

［図形］タブで図形のぬい方を、［図形］タブま
たは［糸色設定］ウィンドウで糸色を指定しま
す。

ステップ 1 図形データを描く、取り込む、移動する

ステップ 2 図形データを複製／反転／移動する

ステップ 3 ドーナツぬいを設定する

ステップ 4 ぬい目に模様を付ける

ステップ 5 ポイントを編集して、図形の形を変える

ステップ 1 図形データを描く、取
り込む、移動する

1
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作ってみましょう 1 : 図形を描いてデザインする
レ

イ
ア
ウ

ト
セ
ン

タ
ー
の

基
本
操

作

1 線の糸色ボタン

2 線のぬい方セレクター

3 面の糸色ボタン

4 面のぬい方セレクター

5 選択した糸色、糸色名

6 糸色パレット

1 茎を描きます。

(A)［ホーム］タブをクリックします。

(B)［ツール］グループで［図形］をクリッ

クした後、 をクリックします。

(C)［糸色設定］タブをクリックして色パ
レットを表示します。

(D)［キミドリ］をクリックします。
目的の色が表示されていないときは、ス
クロールバーを動かして表示させます。

(E)［線のぬい方］セレクターをクリックし、
［サテンぬい］をクリックします。

(F) 始点 1 をクリックし、終点 2 でダブルク

リックします。

1 2

3 4

5 6

b
［詳細表示へ］ボタンをクリックすると、糸色の
詳細が表示され、色が見つけやすくなります。

cc P.49 の「ぬい方を設定する」

b
線や面の糸色、縫製属性、大きさは、図形を描い
た後でも変更できます。

1

2



25

作ってみましょう 1 : 図形を描いてデザインする

2 右の葉を描きます。

まず図形データを取り込みます。面の糸色と
ぬい方も設定します。

(A)［取り込み］タブをクリックします。

(B)［取り込み元］セレクターから［図形
データ］を、［分類］セレクターから

［簡単な図形］を選択します。

(C)［BS_shapes27.pes］を選択して［取り

込み］をクリックします。

(D)［図形］タブをクリックします。

(E) 線の糸色の をクリックし、［使用し

ている色］の下の をクリックして

［キミドリ］を選択します。

(F)［線のぬい方］セレクターをクリックし、
［サテンぬい］をクリックします。

(G) 線の糸色と同様、面の糸色の をク

リックし、［使用している色］の下の

をクリックして［キミドリ］を選択

します。

(H) ハンドルをドラッグして、葉のサイズを
調整します。

(I) カーソルを葉の上に置き、カーソルの形

が になったら、ドラッグして位置を

調整します。

右の葉を複製し、左右反転させ、茎の左側に移動
します。

1 右の葉を複製します。

(A) 葉を選択します。

(B) ＜ Ctrl ＞キーを押しながら、葉をドラッ

グして移動します。

(C) マウスボタンを放します。

b
使用している糸色は、［使用している色］の下に
一覧表示されます。

ステップ 2 図形データを複製／反転
／移動する
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作ってみましょう 1 : 図形を描いてデザインする
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2 複製した葉を左右反転します。

(A) 複製した葉を右クリックします。

ドロップダウンメニューが表示されま
す。

(B)［反転］→［左右反転］をクリックしま
す。

3 複製した葉をドラッグして、茎の左側に移動

します。

4 左右の葉の位置を揃えます。

(A) ＜ Ctrl ＞キーを押しながら右の葉と左の

葉をクリックして、両方の葉を選択しま
す。

(B) 選択したまま、右クリックし、［整列］
→［上揃え］をクリックします。

花びらを描き、真ん中に円を描きます。その後、
重なっている部分が 2 回ぬわれないように設定し

ます。

1 花びらを描きます。

(A)［取り込み］タブをクリックします。

(B)［BS_shapes26.pes］を選択して［取り

込み］をクリックします。

(C)［図形］タブをクリックします。

b
＜ Shift ＞を押しながらドラッグすると、水平に

移動できます。

b
• 次の方法で、複数の刺しゅうデータを選択でき
ます。

 1 つ目のデータをクリックし、＜ Ctrl ＞キー

を押しながら次のデータをクリックします。

ドラッグして表示される四角形で、選択した
いデータの一部を含むようにドラッグしま
す。

• 反転されたコピーも、［ホーム］タブの［ク
リップボード］グループで［レイアウトコ
ピー］をクリックしてから［左右方向ミラーコ
ピー］をクリックすることで作成できます。

cc P.35 の「ミラーコピーツールを使う」

ステップ 3 ドーナツぬいを設定する
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作ってみましょう 1 : 図形を描いてデザインする

(D) 線の糸色を糸色パレットで［アカ］に、
ぬい方を［サテンぬい］に設定します

（a）。

(E) 面の糸色を糸色パレットで［ピンク］
に、ぬい方を［放射ぬい］に設定しま
す。（b）。

(F) ハンドル（c）をドラッグして、花び
らのサイズを調整します。

(G) 花びらをドラッグして、位置を調整しま
す。

2 中心の円を描きます。

(A)［取り込み］タブをクリックします。

(B)［BS_shapes01.pes］を選択して［取り

込み］をクリックします。

(C)［図形］タブをクリックします。

(D) 線の糸色を糸色パレットで［キイロ］
に、ぬい方を［サテンぬい］に設定しま
す（a）。

(E) 面の糸色を糸色パレットで［キイロ］
に、ぬい方を［同心円ぬい］に設定しま
す（b）。

(F) 花びらの中心へ円をドラッグします。

(G) ＜ Shift ＞キーを押しながら、ハンドル

（c）をドラッグして円のサイズを調節

します。

3 ドーナツぬいを設定するデータを選択しま

す。

(A) ＜ Ctrl ＞キーを押しながら、黄色い円

a と花びらb をクリックします。

a

b

c

a
＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、刺
しゅうデータの中心から拡大／縮小されます。

a

b

c

a

b
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作ってみましょう 1 : 図形を描いてデザインする
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4 ドーナツぬいを設定します。

(A)［ホーム］タブをクリックします。

(B)［編集］グループの［ぬい重なり編集］
をクリックしてから、［ドーナツぬい］
をクリックします。

線や面のぬい方は、［ぬい方設定］ウィンドウで細
かく設定できます。植木鉢の面を設定してみま
しょう。

1 植木鉢の線と面の糸色とぬい方を設定しま

す。

(A)［取り込み］タブをクリックします。

(B)［BS_shapes13.pes］を選択して［取り

込み］をクリックします。

(C)［図形］タブをクリックします。

(D) 線の糸色を糸色パレットで［チャイロ］
に、ぬい方を［サテンぬい］に設定しま
す（a）。

(E) 面の糸色を糸色パレットで［オウドイ
ロ］に、ぬい方を［プログラムタタミぬ
い］に設定します（b）。

a
ドーナツぬいの設定は、一対の刺しゅうデータの
一方が他方の内側に完全に囲まれていないと設定
できません。

cc P.39 の「面ぬいの二重ぬいを防止する
（ドーナツぬい）」

ステップ 4 ぬい目に模様を付ける

a

b
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作ってみましょう 1 : 図形を描いてデザインする

2 ぬい方設定を指定します。

(A)［ぬい方設定］タブをクリックします。 
［ぬい方設定］ウィンドウが表示されて
いないときは、［表示］タブ→［設定
ウィンドウ］→［ぬい方設定］をクリッ
クして、チェックマークを表示します。

(B)［ぬい方設定］ウィンドウには 2 つの

モードがあります。ここでは、簡易モー
ドのままで進めます。

(C)［糸密度］へ「5.0」と入力します。

(D)［ぬい角度］で、赤矢印を 90 度にドラッグ

します。または、「90」と入力します。

(E)［プログラムタタミ］の下の をク

リックします。

(F)［net4］をクリックし、［OK］をクリッ

クします。

(G)「7.6」と入力してパターンのサイズを指

定します。

1 選択されたパターンが表示されます。

設定結果を確認できます。［ガイド

を表示］／［ガイドを隠す］ボタン

で表示／非表示の切り替えができま

す。

ここをクリックすると、標準設定値

に戻ります。

（C）

（B）

（D）

（A）

（E）

b
• ぬい方設定ウィンドウが詳細モードで表示され
ているときは、［簡易モードへ］ボタンをク
リックして簡易モードに切り替えます。

• 詳細モードでは、さらに詳細な設定ができま
す。 

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」

1
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作ってみましょう 1 : 図形を描いてデザインする
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五角形の図形から 1 点を削除して、植木鉢を作り

ます。

1 ハンドルをドラッグして、植木鉢のサイズを

調整します。

植木鉢をドラッグして、位置を調整します。

2 ポイントを削除します。

(A)［ホーム］タブをクリックします。

(B)［選択］グループで［選択］をクリック

した後、 をクリックします。

(C) 植木鉢の図形データをクリックします。

 図形データのポイントが表示されます。

(D) 削除する上端のポイントを右クリック
し、［削除］をクリックします。

 ポイントが削除され、台形になります。

cc 保存については、P.95 の「保存する」
を参照してください。ミシンへのデザ
インの転送方法については、P.193 の

「刺しゅうデータをミシンへ転送する」
を参照してください。

ステップ 5 ポイントを編集して、
図形の形を変える

（A）

（B）

（D）

（C）



31

刺しゅうデータを編集する

刺しゅうデータを編集する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［選択］グループで をクリックします。

3 刺しゅうデータをクリックします。

1 回転ハンドル

2 ハンドル

4 複数の刺しゅうデータを選択するときは、

＜ Ctrl ＞キーを押しながら刺しゅうデータ

をクリックします。

■すべての刺しゅうデータを選択する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［選択］グループで［選択］をクリックし、

［すべて選択］をクリックします。

■移動する
1 つまたは複数の刺しゅうデータを選択し、ド

ラッグして移動します。

刺しゅうデータを選択する

b
•［選択］グループに が表示されていないと

きは、ボタン下部の▼をクリックし、 をク
リックします。

• 刺しゅうデータを選択すると、ステータスバー
に、刺しゅうデータのサイズ（幅と高さ）が表
示されます。

b
• ドラッグして表示される四角形で、選択したい
刺しゅうデータの一部を含むようにドラッグし
ても、刺しゅうデータを選択できます。

• ＜ Tab ＞キーを押すと、入力順で刺しゅう
データを選択できます。

• ＜ Ctrl ＞キーを押しながら選択中の刺しゅう

データをクリックすると、選択を解除できま
す。

1

2 b
• ショートカットキー＜ Ctrl ＞ + ＜ A ＞でもす
べての刺しゅうデータを選択できます。

• ロックされた刺しゅうデータは選択されませ
ん。

cc P.86 の「刺しゅうデータをロックする」

刺しゅうデータを移動する

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
水平方向または垂直方向に移動できます。

• 矢印キーを押すと、矢印キーの方向に移動しま
す。

• ＜ Ctrl ＞キーを押しながらデータをドラッグ

すると、任意の位置にデータの複製を作成でき
ます。
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刺しゅうデータを編集する
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■刺しゅうデータを中央へ移動する

1 1 つまたは複数の刺しゅうデータを選択し、

［ホーム］タブをクリックします。

2 ［編集］グループの［オプション編集］をク

リックし、［整列］→［中央へ移動］をク
リックします。

■刺しゅうデータを整列する

1 複数の刺しゅうデータを選択し、［ホーム］

タブをクリックします。

2 ［編集］グループの［オプション編集］→

［整列］→［左右方向］または［上下方向］
の任意のコマンドを順にクリックします。

 選択された刺しゅうデータは、次のよう
に整列します。

1 上揃え

2 上下中央揃え

3 下揃え

4 左揃え

5 左右中央揃え

6 右揃え

■拡大／縮小する

1 刺しゅうデータを選択します。

1 ハンドル

2 ハンドルをドラッグして、刺しゅうデータの

サイズを調整します。

刺しゅうデータを拡大／
縮小する

a
刺しゅうカードから取り込んだ刺しゅうデータは
拡大／縮小しないことをお勧めします。

1

2

3

4 5 6

1
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刺しゅうデータを編集する

■サイズを指定して拡大／縮小する

1 刺しゅうデータを選択し、［ホーム］タブを

クリックします。

2 ［編集］グループの［オプション編集］をク

リックし、［サイズ変更］をクリックします。

3 サイズを指定して、［OK］をクリックしま

す。

a 比率（%）またはサイズ（mm またはイ
ンチ）のどちらで指定するか、選択しま
す。幅と高さの数値を設定します。

b 縦横比を固定して拡大／縮小するとき
は、［縦横比を保持］チェックボックス
をチェックします。

c 糸密度やタタミぬいの品質を維持したま
ま刺しゅうデータのサイズを変更したい
ときは、［糸密度とパターンを保持］
チェックボックスをチェックします。

■回転する

1 刺しゅうデータを選択します。

2 回転ハンドルをドラッグします。

a カーソルの形が に変わります。

b 回転する

1 回転ハンドル

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
刺しゅうデータの中心から拡大／縮小されま
す。

• ハンドルをドラッグ中は、現在のサイズがス
テータスバーに表示されます。

• ステッチデータをそのまま拡大／縮小すると、
針数が変わらないため刺しゅう品質が落ちるこ
とがあります。
＜ Ctrl ＞キーを押しながら拡大／縮小すると、
糸密度やタタミぬいの品質を保ったまま、サイ
ズを変えられます。
ぬい密度と針落ち点のパターンが一定ではない
ステッチデータであっても、密度とタタミぬい
を維持しつつ拡大／縮小できます。

cc P.287 の「ステッチデータの拡大／縮
小」

a

b

c

b
［糸密度とパターンを保持］はステッチデータが
選択されているときのみチェックできます。

cc P.287 の「ステッチデータの拡大／縮
小」

刺しゅうデータを回転する

b
＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
15 度単位で回転します。

a

b

1
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刺しゅうデータを編集する
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■角度を指定して回転する

1 刺しゅうデータを選択し、［ホーム］タブを

クリックします。

2 ［編集］グループの［オプション編集］をク

リックし、［回転］→［回転］を順にクリッ
クします。

3 回転角度の数値を入力して指定します。

［OK］をクリックします。

1 刺しゅうデータを選択し、［ホーム］タブを

クリックします。

2 ［編集］グループの［オプション編集］をク

リックし、［反転］→［上下反転］または
［左右反転］をクリックします。

b
［右に 90 度回転］または［左に 90 度回転］をク
リックすると、データを時計回りまたは反時計回
りに 90 度回転できます。

b
［回転］ダイアログボックスで の矢印をド

ラッグしても、角度を指定できます。

刺しゅうデータを上下また
は左右に反転する

a
刺しゅうカードから読み込んだ刺しゅうデータに
は、反転できないものがあります。
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刺しゅうデータを編集する

■ミラーコピーツールを使う

1 1 つまたは複数の刺しゅうデータを選択し、

［ホーム］タブをクリックします。

2 ［クリップボード］グループの［レイアウト

コピー］をクリックし、［左右方向ミラーコ
ピー］、［上下方向ミラーコピー］、または
［四方向ミラーコピー］クリックします。

3 カーソルを移動して、任意の位置でクリック

します。

■サークルコピーツールを使う

1 1 つまたは複数の刺しゅうデータを選択し、

［ホーム］タブをクリックします。

2 ［クリップボード］グループの［レイアウト

コピー］をクリックし、［サークルコピー］
をクリックします。

レイアウトコピーで配置する

a
刺しゅうカードから読み込んだ刺しゅうデータに
は、レイアウトコピーができないものがありま
す。
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刺しゅうデータを編集する
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3 データの配置と間隔を指定します。

a お好みの配置を選択します。

b データ間の間隔を指定します。数値が大
きいほど、模様の間隔が広くなります。

4 ドラッグして円またはだ円を描きます。

5 カーソルを移動して刺しゅうデータの角度を

決めます。

線を回転させると模様の向きが変わります。

6 クリックして、コピーを確定します。

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
真円が描けます。

• だ円を描き直したいときは、右クリックする
と、だ円を描く前の状態に戻ります。

a

b

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながら移動すると、15 度
単位で回転します。
ステータスバーに線の角度が表示されます。

• カーソルを移動して方向を変更している間で
も、データの配置と間隔を［サークルコピー］
ダイアログボックスで変更できます。
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刺しゅうデータを編集する

■配列コピーツールを使う

1 1 つまたは複数の刺しゅうデータを選択し、

［ホーム］タブをクリックします。

2 ［クリップボード］グループの［レイアウト

コピー］をクリックし、［配列コピー］をク
リックします。

3 データ間の間隔を指定します。数値が大きい

ほど、模様の間隔が広くなります。

4 クリックし、カーソルを移動します。

長方形とその内側に配置できるデータが点線
で表示されます。

5 クリックして、コピーを確定します。

b
• 長方形を描き直したいときは、右クリックする
と、長方形を描く前の状態に戻ります。

• カーソルを移動して長方形のサイズを変更して
いる間でも、データの間隔を［配列コピー］ダ
イアログボックスで変更できます。
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■ぬい順を最適化する
［レイアウトコピー］ツールを使用する前にぬい順
を最適化すると、［レイアウトコピー］ツールで作
成するデータのぬい順を調整し、糸色を変更する
回数を減らせます。

1 1 つまたは複数の刺しゅうデータを選択し、

［ホーム］タブをクリックします。

2 ［クリップボード］グループの［レイアウト

コピー］クリックし、［ぬい順の最適化］を
クリックしてチェックマークを表示します。

3 レイアウトコピーの操作を行います。

選択した刺しゅうデータに、飾り模様を加えるこ
とができます。

1 1つまたは複数の刺しゅうデータを選択します。

2 ［取り込み］ウィンドウを表示し、［取り込み

元］セレクターから［飾り模様］を選択しま
す。

3 ［分類］セレクターからカテゴリーを選択し、

リストから飾り模様を選択して、［飾り模様
取り込み］ボタンをクリックします。

a 縦横比を保持

チェックを入れた場合
飾り模様の原型の縦横比を保持して模様
を囲みます。

［ぬい順の最適化］が

選択されていない

［ぬい順の最適化］が

選択されている

データを作成した順序が

ぬい順となります。

同じ糸色のものがつなが

るようにデータがぬわれ

ます。

飾り模様を加える

a
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刺しゅうデータを編集する

チェックを外した場合
囲む模様に合わせて、飾り模様の縦横比
を調整して模様を囲みます。

■グループ化する

1 複数の刺しゅうデータを選択し、［ホーム］

タブをクリックします。

2 ［編集］グループの［グループ編集］をク

リックし、［グループ化］をクリックします。

■グループ化を解除する

1 グループ化された刺しゅうデータを選択し、

［ホーム］タブをクリックします。

2 ［編集］グループの［グループ編集］をク

リックし、［グループ化解除］をクリックし
ます。

■グループ化された刺しゅうデータを
個別に編集する

刺しゅうデータをグループ化した後も個別に編集
ができます。

1 ＜ Alt ＞キーを押しながら刺しゅうデータを

クリックして、グループ内の刺しゅうデータ
を個別に選択します。

2 刺しゅうデータを編集します。

ドーナツぬいを設定すると、重なった面の二重ぬ
いを防ぐことができます。ドーナツぬいは、1 つ

の面が他の面を完全に囲む場合にのみ設定できま
す。

ドーナツぬいは、図形データに設定できます。

cc 図形データについて詳しくは、8 ページ 
を参照してください。 

1 二度ぬわれる

2 一度ぬわれる

b
刺しゅうデータが選択されていない場合、［取り
込み］ボタンが表示されます。このボタンをク
リックすると、飾り模様が標準サイズで取り込ま
れます。

刺しゅうデータをグループ
化する

面ぬいの二重ぬいを防止す
る（ドーナツぬい）

ドーナツぬいが設定

されていない場合

ドーナツぬいが設定

されている場合

1 2
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1 一対の刺しゅうデータを選択します。 この例

では、五角形のデータが星のデータ全体を囲
んでいます。

＜ Ctrl ＞キーを押しながら、星と五角形を

クリックします。

1 有効

2 無効

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［編集］グループの［ぬい重なり編集］をク

リックしてから、［ドーナツぬい］をクリッ
クします。

■ドーナツぬいを解除する

1 ドーナツぬいが設定されている刺しゅうデー

タを選択します。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［編集］グループの［ぬい重なり編集］をク

リックしてから、［ドーナツぬい解除］をク
リックします。

重なり削除、結合は、図形データに適用できます。

cc 図形データについて詳しくは、8 ページ 
を参照してください。 

■重なり削除
重ねて配置されている図形データの、重なって隠
れている部分を削除します。

1 ＜ Ctrl ＞キーを押しながら刺しゅうデータを

クリックして、2 つ以上の重なっている刺

しゅうデータを選択します。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

a
ドーナツぬいは以下の図形データには指定できま
せん。

• 交差する輪郭のあるデータ。

• ぬい方向線が複数あるデータ。

b
ステッチ表示でドーナツぬいの設定の前と後を表
示すると、実際にどのようにぬわれるか確認でき
ます。

cc P.78 の「ステッチ表示」

1

2

重なっている図形データの
形を変える
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刺しゅうデータを編集する

3 ［編集］グループの［ぬい重なり編集］をク

リックしてから、［重なり削除］をクリック
します。

• 部分的に重なっている場合

• 1 つの刺しゅうデータがその他のデータを

囲んで重なっている場合

■結合
重ねて配置されている図形データを 1 つのデータ

に結合します。

 結合後はぬい順が最後のデータ（画面上
では最前面のデータ）の糸色とぬい方に
設定されます。

1 ＜ Ctrl ＞キーを押しながら刺しゅうデータを

クリックして、2 つ以上の重なっている刺

しゅうデータを選択します。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［編集］グループの［ぬい重なり編集］をク

リックしてから、［結合］をクリックします。

 結合できないときは、エラーメッセージ
が表示されます。

• 部分的に重なっている場合

ぬい順が 1 番目の刺しゅうデータ

ぬい順が 2 番目の刺しゅうデータ

ぬい順が 3 番目の刺しゅうデータ

b
ぬい角度を指定した刺しゅうデータの重なった面
を削除または結合すると、ぬい角度が標準角度に
統一されます。

cc P.51 の「ぬい角度を設定する」
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1 図形データを選択し、［図形］タブをクリッ

クします。

cc 図形データについて詳しくは、8 ページ
を参照してください。

2 ［ツール］グループで［図形データ分割］を

クリックして、［図形データ分割］ツールを
選択します。

 図形データが重なっている場合、選択し
たデータは一番手前に表示されます。選
択したデータ以外はすべてのデータがグ
レーで表示されます。

3 始点をクリックします。

4 クリックして多角形の角（ポイント）を指定

し、切り取り部分を囲みます。

5 ダブルクリックして、切り取り部分を確定し

ます。

図形データをもとにして、線ぬいの花模様を作り
ます。

1 図形データを描いて、選択します。

2 ［図形］タブをクリックします。

図形データを切断する b
右クリックすると、直前に入力したポイントを削
除できます。

a
• 切断できるのは、交差する線がな
い閉じたデータのみです。右記の
データは切断できません。

• ドーナツぬいが設定された図形
データの内側のデータは切断できません。

• 分割範囲が交差している場合、その部分は切断
できず、メッセージが表示されます。

• 文字配列が適用されたデータを切断すると、文
字配列が解除されます。

• 切り取ったデータが任意のぬい順でない場合、
［ぬい順］ウィンドウで変更してください。

cc P.83 の「ぬい順を最適化する」、P.85 の
「糸色を変更する」

cc P.82 の「ぬい順を確認／変更する」

花模様を作る

a
必ず閉じた図形データを 1 つ選択してください。

cc P.64 の「両端の処理を変更する」
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刺しゅうデータを編集する

3 ［編集］グループで［花模様］をクリックし

ます。

■簡易モード

1 ［模様の度合い］スライダーをドラッグして、

模様を変化させます。

2 お好みの模様をクリックし、［OK］をクリッ

クします。

■詳細モード
詳細モードではより詳細な設定ができます。

1 ［花模様］ダイアログボックスの［詳細モー

ドへ］ボタンをクリックします。

2 ［模様の度合い］スライダーと［デザインパ

ターン］スライダーをドラッグして、模様を
変化させます。

模様の度合い 3 
デザインパターン 251

模様の度合い 10 
デザインパターン 251

模様の度合い 6 
デザインパターン 251

模様の度合い 6 
デザインパターン 0
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3 お好みの模様に調整できたら、［OK］をク

リックします。

図形データをもとにして、線ぬいの多重模様を作
ります。

1 図形データを描いて、選択します。

2 ［図形］タブをクリックします。

3 ［編集］グループで［オフセットライン］を

クリックします。

4 オフセットライン設定を指定し、［OK］をク

リックします。
b
花模様の線のぬい方は走りぬいが設定されます。

オフセットラインを作る

a
必ず閉じた図形データを 1 つ選択してください。

cc P.64 の「両端の処理を変更する」
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オフセットラインの位置

間隔

オフセットライン数

角を丸くする

外側 内側

1mm 5mm

1 本 5 本

チェックを入れる チェックを外す
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線と面の糸色とぬい方を設定する

［図形］タブの［ぬい設定］グループで、図形デー
タの糸色を設定できます。

1 線の糸色

2 面の糸色

■糸色 
［糸色］ボタンをクリックし、糸色のリストからお
好みの色を選択します。

a 糸のブランド名またはユーザー糸リスト
名と糸色リスト：  
現在選択中のパターンのブランド名とそ
の糸色リストを表示します。

b 使用している色
刺しゅうデータで使用されているすべて
の糸色が表示されます。

c 糸色設定
クリックすると、［糸色設定］ウィンド
ウが表示されます。

■糸色設定ウィンドウ
パレット表示モード

詳細表示モード

糸色を設定する

1

2

a

b

c

a

b
c

d

e

f

a

b

c

d

e

f



47

線と面の糸色とぬい方を設定する

a ぬい目の種類（［線］または［面］）を選
択して、使用されている色を表示しま
す。

線
線の糸色 

面
面の糸色 

b チェックボックスにチェックを入れて、
グラデーション／ブレンディングを適用
します。［パターン］ボタンをクリック
して、グラデーション／ブレンディング
パターンを指定します。（図形データが
選択されている場合のみ使用できます）

cc P.47 の「グラデーション／ブレンディ
ングを設定する」

c［糸リスト］セレクターで、糸のブラン
ドまたはユーザー糸リストを選択しま
す。

d 糸色リストで、糸色を選択します。

e クリックすると、表示モードが切り替わ
ります。

f 刺しゅうデータで使用されているすべて
の糸色が表示されます。刺しゅうデータ
を選択すると、そのデータで使用されて
いる糸色が枠で囲まれて示されます。同
じ糸色をここで指定できます。

■グラデーション／ブレンディングを
設定する

1 色または 2 色の糸密度を調整して、お好みのグ

ラデーションパターンを作ることができます。

1 面ぬいが設定された刺しゅうデータを選択し

ます。

2 ［糸色設定］タブをクリックして、［グラデー

ション］チェックボックスをチェックし、
［パターン］をクリックします。

3 ［グラデーションパターンの設定］ダイアロ

グボックスで設定を指定して、［OK］をク

リックします。

a 糸色を変えるときは、 をクリックし

ます。［糸色］ダイアログボックスで色
を選択して、［OK］をクリックします。

b［パターン選択］のパターンボタンをク
リックして、グラデーションのパターン
を選択します。

c スライダーを動かして、グラデーション
の糸密度を調節します。
グラデーションの全体的な密度を、［最
大］および［最小］スライダーで調整で
きます。 

［最大］スライダーをドラッグして最大
値を調整し、［最小］スライダーで最小
値を調整します。最大値と最小値の間に
ある値は自動的に調整されます。

d 2 色を混ぜる場合は、［ブレンディング］

チェックボックスをチェックし、その下

の をクリックします。［糸色］ダイ

アログボックスで色を選択して、［OK］

をクリックします。

e 変更結果がプレビュー領域に表示されま
す。

f 糸密度を指定します。

b e d f

c
a g
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g ぬい角度を指定するか、赤矢印をドラッ
グして調整します。

■特別色

a 空白（未定義）
実際にミシンを使って縫製する際、その
ときに応じて糸色を決めたい場合は、

［空白］を指定します。

アップリケ用の糸色 :
次の 3 つの特別色を使って、アップリケ

を作ります。

b アップリケピース
アップリケにする布などを切り取るため
の輪郭線をぬいます。

c アップリケの位置
アップリケをぬい付ける布に、アップリ
ケ位置のガイドとなる線をぬいます。

d アップリケ
アップリケをぬい付けます。

b
• グラデーション／ブレンディング機能は、面の
ぬい方がサテンぬい、タタミぬい、またはプロ
グラムタタミぬいで、ぬい角度が［手動］に設
定されている場合に設定できます。

•［ブレンディング］を解除したときは、面の糸
色ボタンで選択されている色が適用されます。

•［ぬい方設定］ウィンドウが詳細モードで表示
されている場合、［糸密度］でもグラデーショ
ン／ブレンディングを指定できます。

b
アップリケウィザードを使うと、簡単にアップリ
ケを作ることができます。

cc P.161 の「作ってみましょう 8-1 : アップ
リケを作る」

a

b

d

c
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線と面の糸色とぬい方を設定する

［図形］タブの［ぬい設定］グループで、ぬい方を
設定できます。

1 線のぬい方セレクター

2 面のぬい方セレクター

■線のぬい方

図形データと文字データの線のぬい方は［線のぬ
い方］セレクターで選択できます。

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」、 
P.167 の「サテンぬいとカットラインに
ついて」、P.316 の「線のぬい方」

［線のぬい方］セレクターをクリックし、ぬい方の
種類を選択します。

a ぬわない（線）
この設定を選択すると、線ぬいがオフに
なります（線がぬわれません）。

■面のぬい方

図形データと文字データの面のぬい方は［面のぬ
い方］セレクターで選択できます。

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」
と P.322 の「面のぬい方」

［面のぬい方］セレクターをクリックし、ぬい方の
種類を選択します。

 使用できる面のぬい方の種類は、図形
データと文字データのどちらを選択して
いるかによって異なります。

a ぬわない（面）
この設定を選択すると、面ぬいがオフに
なります（面がぬわれません）。

ぬい方を設定する

1

2

cc 316

cc 316

cc 316

cc 317

cc 318

cc 318

cc 319

cc 320

a 参照ページ

cc 322
cc 324
cc 324
cc 327
cc 328
cc 329
cc 329
cc 329
cc 329
cc 329
cc 330
cc 330

a 参照ページ
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■ぬい始終点を移動する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［選択］グループで［選択］ をクリックした

後、 をクリックして、ぬい始終点の選択

ツールを選択します。

3 刺しゅうデータをクリックします。

線ぬいのぬい始めの点です。前のデー
タからこの位置へ接続されます。

線ぬいのぬい終わりの点です。この位
置から次のデータへ接続されます。

面ぬいのぬい始めの点です。前のデー
タからこの位置へ接続されます。

面ぬいのぬい終わりの点です。この位
置から次のデータへ接続されます。

表示されるコードの意味は以下の通りです。 
L: 線ぬい R: 面ぬい

1: ぬい始点 2: ぬい終点

これは、現在選択中のデータのぬい終
点（または、ぬい始点）に接続され
た、次（または前）のデータのぬい始
点（または、ぬい終点）です。 
このポイントは、現在選択中のデータ
と同じコードを持つぬい始終点に接続
されます。
この例では、現在選択中のデータの
R1 と前のデータの R1 が接続されま
す。

4 矢印マークを輪郭線上の移動したい位置にド

ラッグします。

移動中のぬい始点（または、ぬい終点）と、
前（または次）のデータのぬい終点（また
は、ぬい始点）を示す十字の間に、点線が表
示されます。

ぬい始終点、中心点、ステッ
チパターン基準点を移動する

b
• ぬい設定がオフになっている面部や線部は、そ
のぬい始終点は表示されません。

• ぬい始点とぬい終点は［ぬい順］ウィンドウで
確認できます。ぬい始終点の選択ツールを選択
し、［ぬい順］ウィンドウでコマをクリックし
ます。選択されたデータのぬい始点とぬい終点
が表示されます。

この場合、［ぬい順］ウィンドウの空白部分を
クリックして操作を終了します。
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■中心点とステッチパターン基準点を
移動する

装飾効果を調整するため、中心点とステッチパ
ターンの基準点を変更できます。

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［選択］グループで［選択］をクリックした

後、 をクリックします。

3 同心円ぬい、放射ぬい、プログラムタタミぬ

い、モチーフぬい、クロスステッチ、ネット
フィル、またはサテンぬいネットフィルが指
定された面をクリックします。

1 ハンドル

4 ハンドルを移動先までドラッグします。

1 ハンドル

閉じた線／開いた線ツール、長方形／円／円弧
ツール、または図形ツールを使用すると、ぬい角
度が単一の図形を作成できます。マニュアルパン
チツールを使用すると、ぬい角度が複数の図形を
作成できます。

ぬい角度は、ぬい方向線（赤矢印）で示されます。
ぬい方向線は、端点を動かして、向きの変更がで
きます。また、新しいぬい方向線を追加すること
も可能です。

これらの設定は、サテンぬい、タタミぬい、プロ
グラムタタミぬい、パイピングぬい、またはモ
チーフぬいが指定された面に対しても指定できま
す。

a
図形データのみ、ぬい始終点を編集できます。文
字データやステッチデータは編集できません。

b
• 同心円ぬいまたは放射ぬいが指定された面には
中心点があります。

• プログラムタタミぬい、モチーフぬい、クロス
ステッチ、ネットフィル、またはサテンぬい
ネットフィルが指定された面にはステッチパ
ターン基準点があります。

中心点（放射ぬい） ステッチパターン基準点

（モチーフタタミぬい）

1

中心点（放射ぬい） ステッチパターン基準点

（モチーフタタミぬい）

ぬい角度を設定する

a
この機能は、［ぬい方設定］ウィンドウの［ぬい
角度］が［手動］（標準設定）に設定されている
場合に使用できます。

1
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■ぬい角度を複数設定する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［選択］グループで［選択］をクリックした

後、 をクリックして、ポイントの選択

ツールを選択します。

3 図形データをクリックします。

 ぬい方向線が表示されます。

4 ［図形］タブをクリックします。

5 ［ぬい方向線］グループの［ぬい方向線の追

加］をクリックします。

6 追加するぬい方向線の一方の端点をクリック

してから、もう一方の端点をクリックしま
す。

■ぬい角度を変更する

1 ポイントの選択ツールを選択します。

2 図形データをクリックしてから、ぬい方向線

上の白い四角または白い三角をクリックして
ポイントを選択します。

3 ポイントを別の位置にドラッグします。

2

1

b
• 以下のようにぬい方向線を指定します。

データに重なり、かつ、データの外に両方の
端点が配置される線を指定してください。

複数のぬい方向線を指定する場合、データ内

で交差しないでください。

上記以外の方法で指定されたぬい方向線は追加
できません。

a
ドーナツぬいが適用されている場合、ぬい方向線
は追加できません。

選択中のポイント
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■ぬい角度を反転する

1 ポイントの選択ツールを選択します。

2 図形データをクリックします。

3 ［図形］タブをクリックします。

4 ［ぬい方向線］グループの［ぬい方向線を反

転］をクリックします。

ぬい方向線が複数ある場合、すべてのぬい方
向線が反転されます。

■ぬい方向線を削除する

1 ポイントの選択ツールを選択します。

2 図形データをクリックしてから、ぬい方向線

上の白い四角または白い三角をクリックして
ポイントを選択します。

3 ［図形］タブをクリックします。

4 ［ぬい方向線］グループで［ぬい方向線の削

除］をクリックしてから、［削除］または
［選択したもの以外を削除］をクリックしま
す。

削除
選択したぬい方向線が削除されます。
＜ Delete ＞キーを押しても、ぬい方向線

を削除できます。

選択したもの以外を削除
選択中のぬい方向線以外の、すべてのぬい
方向線が削除されます。ぬい角度は統一さ
れます。

b
ぬい角度は、［ぬい方設定］ウィンドウの［ぬい
角度］の設定で、特定の角度（ぬい方向線 1 つ）

に設定することも可能です。

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」
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ぬい角度によるぬい目の違いについて

ぬい角度が変更されると、ぬい目が以下のように
変わります。

ぬい角度は、データのサイズと形状が変更された
場合にも変わります。

1 刺しゅうデータを選択するか、図形ツールま

たは文字ツールを選択します。

2 ［ぬい方設定］タブをクリックします。

a クリックすると、標準設定値に戻りま
す。

b クリックすると、簡易モードと詳細モー
ドを切り替えます。

c ぬい方設定の保存／読み込みをします。

d ガイドの表示／非表示を切り替えます。

e ガイド表示領域
設定を変更するごとに、具体的な変化を
ここで確認できます。カーソルを各設定
に移動すると、設定のプレビューが表示
されます。

ぬい角度 サテンぬい

タタミぬい プログラムタタミぬい

パイピングぬい モチーフぬい

（標準）

詳細なぬい方設定を指定する

簡易モード 詳細モード

b
ぬい方設定ウィンドウに表示されるぬい方設定の
内容は、選択されているぬい方の種類によって異
なります。

a a

b d c b d c

e



55

線と面の糸色とぬい方を設定する

3 ［線のぬい方］または［面のぬい方］の下に

表示された各設定を変更します。

 設定を変更するたびに、設定値が刺しゅ
うデータに適用されます。

cc ぬい方設定ウィンドウの各設定につい
ては、P.316 の「線のぬい方」、P.322
の「面のぬい方」を参照してください。

糸色、ぬい方、ぬい方設定などのぬい方の属性を
コピーして、他のデータに貼り付けできます。

1 コピー元

1 図形データまたは文字データを選択し、

ショートカットキー＜ Ctrl ＞ + ＜ C ＞を押

して属性をコピーします。

2 属性を貼り付ける図形データまたは文字デー

タを選択し、［ホーム］タブをクリックしま
す。

cc 図形データと文字データについて詳し
くは、8 ページを参照してください。

3 ［クリップボード］グループの［貼り付け］

をクリックし、［属性の貼り付け］をクリッ
クします。

b
よく使うぬい方設定は、保存すると便利です。

cc 詳細については、P.183 の「ぬい方設定
をリストに保存する」を参照してくださ
い。

ぬい方の属性をコピーする

1

1

b
• 図形、文字、モノグラム文字、またはミニサイ
ズ文字データをコピーし、それを別のタイプの
データに貼り付けると、色だけが貼り付けられ
ます。ぬい方とぬい方設定は貼り付けできませ
ん。

• 各文字に異なるぬい方設定が適用された文字
データをコピーすると、最初の文字の属性がコ
ピーされます。

a
この機能はステッチデータには使用できません。

コピー元 コピー先

コピー元 コピー先
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■特定の属性のみをコピーする
線の糸色など、特定の属性をコピーして、他の
データに貼り付けできます。

1 図形データまたは文字データを選択し、

ショートカットキー＜ Ctrl ＞ + ＜ C ＞を押

して属性をコピーします。

2 属性を貼り付ける図形データまたは文字デー

タを選択し、［ホーム］タブをクリックしま
す。

3 ［クリップボード］グループの［貼り付け］

をクリックし、［属性を指定して貼り付け］
をクリックします。

4 貼り付ける属性のチェックボックスをチェッ

クしてから、［貼り付け］をクリックします。
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2 つの図形データを重ねて、エンボス効果を設定

できます。

1 上に重ねたデータ

2 下のデータ

1 図形データを描きます。

この例では、面のぬい方をタタミぬいに設定
します。

2 1 で描いた図形データに重ねて、図形データ

を描きます。

3 2 つの図形を選択し、［ホーム］タブをクリッ

クします。

4 ［編集］グループで［エンボス加工］をク

リックしてから、［図形のスタンプパターン
変換］で任意のコマンドをクリックします。

線（凹）

下の図形データに、上に
重ねた図形データの輪郭
線をぬい沈めて模様が作
られます。

面（凹）

下の図形データに、上に
重ねた図形データの形を
ぬい沈めて模様が作られ
ます。
下の図形データの面のぬ
い方を［サテンぬい］に
設定すると、効果的で
す。

面（凸）

下の図形データに、上に
重ねた図形データの形を
浮き上がらせて模様が作
られます。
下の図形データの面のぬ
い方を［タタミぬい］に
設定すると、効果的で
す。

エンボス効果を設定する

1

2

b
エンボス効果は、スタンプ編集ツールで編集でき
ます。

例）［線（凹）］コマンド選択時
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スタンプを押すように、エンボス効果を加えるこ
とができます。元のぬい目に対し、異なる方向に
ぬい込まれて模様が作られます。

■スタンプを設定する

1 図形データを描きます。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［編集］グループの［エンボス加工］をク

リックしてから、［スタンプ設定］をクリッ
クします。

4 プログラムタタミ／スタンプパターンを選択

します。

a プログラムタタミ／スタンプパターンを
選択します。

b スタンプのサイズを指定します。

c スタンプの角度を指定します。

d 別のフォルダーを選択するときは、

をクリックします。

5 手順1で描いた図形データをクリックして選

択します。

 選択した図形データが、「動く点線」で囲
まれます。

6 スタンプを設定する位置をクリックします。

リアル表示にすると、スタンプの効果を確認
できます。

a
• これらのコマンドは図形データに対してのみ使
用できます。

• 下の図形データには、面のぬい方に次のいずれ
かが設定されている必要があります。

サテンぬい

タタミぬい

プログラムタタミぬい

•［線（凹）］コマンドを使用するには、図形デー
タの［線のぬい方］を［ぬわない（線）］以外
に設定する必要があります。 
［面（凹）］または［面（凸）］コマンドを使用
するには、図形データの［面のぬい方］を［ぬ
わない（面）］以外に設定する必要があります。

スタンプを設定／編集する

b
浮き上がり効果が設定されている面は、青色で表
示され、ぬい沈め効果が設定されている面は、赤
色で表示されます。

a b cd
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■スタンプを編集する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［編集］グループの［エンボス加工］をク

リックしてから、［スタンプ編集］をクリッ
クします。

3 スタンプを設定した図形データをクリックし

ます。

 選択した図形データが、「動く点線」で囲
まれます。

4 スタンプをクリックして選択します。

1 回転ハンドル

2 ハンドル

5 スタンプを編集します。

• スタンプパターンを変更する場合は、別
のパターンを選択し、［設定］をクリック
します。

b
• スタンプは、サテンぬい、タタミぬい、プログ
ラムタタミぬいが指定された図形データの面部
に設定できます。

• あらかじめいくつかのプログラムタタミ／スタ
ンプパターンが用意されています。ステッチク
リエイターで、付属のスタンプパターンを編集
したり、オリジナルのスタンプパターンを作成
したりできます。

cc P.250 の「ステッチクリエイター」

b
• 一度に選択できるスタンプは 1 つです。

• ハンドルをドラッグすると、スタンプのサイズ
を拡大／縮小できます。

• 回転ハンドルをドラッグすると、スタンプの角
度を変更できます。

• スタンプを削除したいときは、＜ Delete ＞

キーを押します。

1

2

b
• スタンプを設定した図形データのサイズを変更
しても、設定したスタンプのサイズは変わりま
せん。変更後にスタンプを確認してください。

• スタンプを設定した図形データを編集したとき
は、編集後にスタンプを確認してください。
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図形を描く

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループの［図形］をクリックし

てから、［長方形／円／円弧］の下にある
ツールアイコンをクリックして任意のツール
を選択します。

■ ／ ／

 : 長方形

 : 円／だ円

 : 角丸長方形

デザインページ上でカーソルをドラッグします。

長方形、円、円弧を描く

長方形

円 だ円 円弧

扇形 円弧と弦

b
＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、正

方形や真円が描けます。
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■ ／ ／

: 円弧と弦

: 円弧

: 扇形

1 「円／だ円」と同様の方法で円を描きます。

 マウスボタンを放すと円上に点線が表示
されます。

2 カーソルを円弧の始点に移動してクリックし

ます。

 点線が消えます。

3 カーソルを移動すると、円の形が変わりま

す。 カーソルを終点に移動しクリックする

と、形が決定します。

b
角丸長方形について

角の丸みを変えたいときは、［図形］タブの［角
の丸み］セレクターをクリックします。数値を入
力するか、セレクターで数値を選択します。

長方形を描く前に角の丸みを指定します。長方形
を描いた後に設定を変更することはできません。

例 1
角の丸み：0.0mm

例 2
角の丸み：20.0mm

b
＜ Shift ＞キーを押しながらカーソルを移動する
と、15 度ずつ移動できます。ステータスバーに、

現在の角度が表示されます。

始点でクリック

円弧と弦

終点へ移動

終点でクリック

円弧

始点でクリック

終点へ移動

終点でクリック
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1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループの［図形］をクリックし

てから、［図形］の下にあるツールアイコン
をクリックして任意の図形ツールを選択しま
す。

3 デザインページ上でカーソルをドラッグしま

す。

b
• 糸色とぬい方の種類は、図形を描く前でも後で
も変更できます。

cc P.49 の「ぬい方を設定する」

• 詳細なぬい方設定は、図形を描く前または後に
［ぬい方設定］ウィンドウで行います。

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」

扇形

始点でクリック

終点へ移動

終点でクリック

各種の図形を描く

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
図形ボタンのアイコンと同じ縦横比の図形が描
けます。

•［取り込み］ウィンドウで［取り込み元］セレ
クターから［図形データ］を選択し、［分類］
セレクターから［簡単な図形］を選択すると、
各種サンプルの図形データを使用できます。

cc P.13 の「取り込みウィンドウを使う」
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1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループの［図形］をクリックし

てから、［閉じた線／開いた線］の下にある
ツールアイコンをクリックして、任意の閉じ
た線／開いた線ツールを選択します。

 : ポイントをクリックして閉じた直線を
描きます。 
（ショートカットキー : ＜ Z ＞）

 : ポイントをクリックして閉じた曲線を
描きます。
（ショートカットキー : ＜ X ＞）

 : カーソルをドラッグして、フリーハン
ドで閉じた線を描きます。

 : ポイントをクリックして開いた直線を
描きます。
（ショートカットキー : ＜ Z ＞）

 : ポイントをクリックして開いた曲線を
描きます。
（ショートカットキー : ＜ X ＞）

 : カーソルをドラッグして、フリーハン
ドで開いた線を描きます。

3 デザインページ上でクリックまたはカーソル

をドラッグして、線を描きます。

■直線／曲線

1 始点にカーソルを移動し、クリックします。

2 次のポイントにカーソルを移動し、クリック

します。

 点線が実線に変わります。

3 各ポイントをクリックしながらカーソルを移

動し、終点でダブルクリックするか、
＜ Enter ＞キーを押します。

図形（線）を描く

終点

始点

開いた直線 閉じた直線

終点

始点

開いた曲線 閉じた曲線

b
ショートカットキーは、開いた線／閉じた線ツー
ルのいずれかを選択後に有効になります。

b
• 右クリックするか、＜ BackSpace ＞キーを押
すと、直前に入力したポイントを削除できま
す。

• 曲線ツールも使い方は同じです。
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■鉛筆ツール

1 カーソルをドラッグして、線を描きます。

2 マウスボタンを放すと、ドラッグしたとおり

の線が描けます。

図形データを選択した後、右クリックしてから、
［開いた線］または［閉じた線］をクリックして線
の端を変更します。

b
• 自由に線の種類を変えることができます。 ボタ
ンをクリックして選び直すか、ショートカット
キーを押します。

• 直線を描画中に＜ Shift ＞キーを押しながら
カーソルを移動すると、水平または垂直方向に
線が描けます。

• 線を描いてからでも、閉じた線を開いた線に、
また、その逆に変更できます。

cc P.64 の「両端の処理を変更する」

• 線を描いてからでも、直線を曲線に、また、そ
の逆に変更できます。

cc P.70 の「直線を曲線に、または曲線を直
線に変える」

両端の処理を変更する

b
また、閉じた図形データをポイントで切断して開
いた線を作成することや、開いた図形データの端
点を接続して閉じた線を作成することもできます。

cc P.67 の「ポイントを接続する／輪郭を切
断する（図形データ）」



65

図形を描く

［図形］タブのぬい設定グループで、刺しゅう属性
（糸色とぬい方）を設定できます。

cc P.46 の「線と面の糸色とぬい方を設定す
る」

例 : 長方形データが選択されている場合

a 線の糸色／面の糸色
線と面の糸色を設定できます。

cc 特別色については、P.48 の「特別
色」を参照してください。

b 線のぬい方セレクター
線のぬい方の種類を設定します。
図形データのすべての線を同じぬい方に
設定できます。

cc P.316 の「線のぬい方」

c 面のぬい方セレクター
面のぬい方の種類を設定します。
図形データのすべての面を同じぬい方に
設定できます。

cc P.322 の「面のぬい方」

図形データの刺しゅう属性
について

b
• 線のぬいをオフにするには、［線のぬい方］セ
レクターから［ぬわない（線）］を選択します。

• 面のぬいをオフにするには、［面のぬい方］セ
レクターから［ぬわない（面）］を選択します。

a c b
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刺しゅうデータを変形させる
ポイントを移動、追加、または削除して、データを変形できます。

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［選択］グループで［選択］をクリックした

後、 をクリックして、［ポイントの選択］

ツールを選択します。

3 刺しゅうデータをクリックします。

4 白い四角をクリックして、ポイントを選択し

ます。

1 ポイントを選択します。

2 ポイントを別の位置にドラッグします。

ポイントを選択する

b
次の方法で複数のポイントを選択できます。

• ドラッグする

 表示された四角形で囲まれたポイントを
すべて選択

• ＜ Ctrl ＞キーを押しながらポイントをクリッ

クする

 選択中のポイントをクリックすると、選
択解除

• ＜ Shift ＞キーを押しながら矢印キーを押す

 追加選択

• ＜ Ctrl ＞キーを押しながら矢印キーを押す

 選択するポイントを変更

ポイントを移動する

b
• 直線、曲線、またはステッチデータのポイント
は、＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグする

と、水平方向または垂直方向に移動できます。

• ポイントを選択して矢印キーを押しても、移動
できます。

• ドーナツぬいが設定された刺しゅうデータのポ
イントも移動できます。ただし、内側の刺しゅ
うデータのポイントを外側の刺しゅうデータを
越えて外側に移動することはできません。移動
したい場合は、ドーナツぬいを解除してくださ
い。

• 刺しゅうデータの輪郭線上のどこかをクリック
すると、新しいポイントが挿入されたり、選択
中のポイントの選択が解除されます。

選択中のポイ

ント

ドラッグ
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刺しゅうデータを変形させる

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［選択］グループで［選択］ をクリックした

後、 をクリックして、ポイントの選択

ツールを選択します。

3 刺しゅうデータをクリックします。

4 輪郭線上をクリックして、ポイントを挿入し

ます。

1 ポイントを選択します。

2 ［図形］タブをクリックします。

3 ［ポイント編集］グループで［ポイント削除］

をクリックします。または、＜ Delete ＞

キーを押してポイントを削除します。

■開いた図形データの輪郭を切断する
開いた図形データの輪郭はポイントで切断できま
す。

1 開いた図形データでポイントを選択します。

2 ［図形］タブをクリックします。

3 ［ポイント編集］グループの［ポイント切断］

をクリックして線を切断します。

ポイントを挿入する

ポイントを削除する

クリック

選択中のポイント

削除

ポイントを接続する／輪郭
を切断する（図形データ）
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■閉じた図形データの輪郭を切断する
閉じた図形データの輪郭はポイントで切断できま
す。閉じた図形データは、ポイントが相互につな
がるように構成されます。

1 閉じた図形データでポイントを選択します。

2 ［図形］タブをクリックします。

3 ［ポイント編集］グループの［ポイント切断］

をクリックして線を切断します。

b
• ドーナツぬいが適用された図形データを切断し
た場合、ドーナツぬいは解除されます。

• 文字配列が適用された図形を切断した場合、文
字配列が解除されます。

b
• 閉じた図形データの輪郭を切断して開いた図形
データを作成すると、面のぬい方設定は指定で
きなくなります。

•［開いた線］コマンドを使用して、閉じた図形
データを開いた図形データに変更することも可
能です。

cc P.64 の「両端の処理を変更する」
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刺しゅうデータを変形させる

■ 2 つの開いた図形データを接続する
2 つの図形データの端点を接続して 1 つの図形

データを作成できます。

1 端点（始点または終点）を選択します。

2 ＜ Alt ＞キーを押します。

 接続できるポイントが×として表示されま
す。

3 ＜ Alt ＞キーを押しながら、ポイントを接続

するポイントまでドラッグします。

 カーソルの形が に変わり、2 つのポイ

ントが重なると赤い四角が表示されます。

4 マウスボタンを放すと、接続されます。

■図形データの 2 つの端点を接続する
開いた図形データの 2 つの端点を接続して 1 つの

閉じた図形データを作成できます。

1 端点（始点または終点）を選択します。

2 ＜ Alt ＞キーを押します。

 もう一方の端点が × として表示されます。

3 ＜ Alt ＞キーを押しながら、選択したポイン

トをもう一方の端点にドラッグします。

4 2 つのポイントが重なり、赤い四角が表示さ

れたら、マウスボタンを放します。

b
ポイントが選択された図形データのもう一方の端
点と、他の図形データの端点（始点と終点）
が、× として表示されます。

a
図形データを閉じる際に、面のぬい方設定が表示
される場合があります。

b
［閉じた線］コマンドを使用して、開いた図形
データを閉じた図形データに変更することも可能
です。

cc P.64 の「両端の処理を変更する」
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1 ポイントを選択します。

2 ［図形］タブをクリックします。

3 ［ポイント編集］グループの［ポイント編集］

をクリックしてから、［直線化］または［曲
線化］をクリックします。

1 曲線のポイントを選択します。

2 ［図形］タブをクリックします。

3 ［ポイント編集］グループの［ポイント編集］

をクリックしてから、［スムーズ化］、［対称
化］、または［尖化］をクリックします。

スムーズ化

対称化

尖化

4 実線の黒いハンドルをドラッグして、線の形

を調整します。

直線を曲線に、または曲線
を直線に変える

曲線化

直線化

曲線の形を変更する

b
ポイントの片側にある実線の黒いハンドルをド
ラッグすると、形を変えることができます。
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ステッチデータを編集する

ステッチデータを編集する

図形データまたは文字データをステッチデータに
変換すると、針落ち点の位置を変更して、細かな
編集ができるようになります。

1 図形データを選択し、［図形］タブをクリッ

クします。

2 ［編集］グループで［ステッチデータに変換］

をクリックします。

＜ Alt ＞キーを押しながら、ステッチデータの選

択したい色部分をクリックします。

図形データまたは文字データ
をステッチデータに変換する

b
•［ステッチデータに変換］は、文字データをス
テッチデータに変換することもできます。

• ステッチデータは、刺しゅうのぬい目は実線
（ ）、渡り糸（刺しゅうデータ間を結ぶス
テッチデータ）のぬい目は一点鎖線（ ）
で表示されます。

• ドーナツぬいや図形データへの文字配列が設定
されているデータは、その一部をステッチデー
タに変換すると、設定されているデータ全体が
ステッチデータに変換されます。

• ステッチがない刺しゅうデータは、ステッチ
データに変換すると削除されます。

ステッチデータを糸色ごと
に選択する

b
• この方法で選択した色部分は、糸色を変更でき
ます。

cc P.46 の「糸色を設定する」

• グループ化されたステッチデータの場合、この
方法で糸色ごとの選択はできません。
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1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［選択］グループで［選択］ をクリックした

後、 をクリックして、ポイントの選択

ツールを選択します。

3 ステッチデータをクリックします。

4 白い四角をクリックして、針落ち点を選択し

ます。

1 選択された針落ち点

2 未選択の針落ち点

■針落ち点を移動する
針落ち点を選択し、移動したい位置にドラッグし
ます。

■針落ち点を挿入する
針落ち点間の線上をクリックして、新しい針落ち
点を挿入します。

■針落ち点を削除する
針落ち点を選択し、＜ Delete ＞キーを押して削除

します。

ステッチデータの針落ち点
を編集する

b
• ＜ Tab ＞キーを押す

 ぬい順で、色部分のすべての針落ち点を
選択

• ＜ Shift ＞および＜ Tab ＞キーを押す

 ぬい順の逆順で、色部分のすべての針落
ち点を選択

• ＜ Ctrl ＞および＜ Home ＞キーを押す

 ぬい順が 1 番目の色部分の始点を選択

• ＜ Ctrl ＞および＜ End ＞キーを押す

 ぬい順が最後の色部分の終点を選択

• 針落ち点を選択し、＜ Home ＞キーを押す

 選択した針落ち点の色部分の始点を選択

• 針落ち点を選択し、＜ End ＞キーを押す

 選択した針落ち点の色部分の終点を選択

1 2

b
• 針落ち点を選択するときは、確実に針落ち点
（白い四角）をクリックしてください。 デザイ

ンページの空白部分をクリックすると、選択中
の針落ち点がすべて選択解除されます。

• 渡り糸をクリックすると、その両端の針落ち点
が選択されます。

• 刺しゅうデータのポイント選択と同じ方法で、
複数の針落ち点を選択できます。

cc P.66 の「ポイントを選択する」

a
ステッチデータ以外の刺しゅうデータは、針落ち
点を編集できません。塗りつぶし表示で確認して
ください。

b
刺しゅうデータのポイント移動と同じ方法で、針
落ち点を移動できます。

cc P.66 の「ポイントを移動する」

b
• 渡り糸の終点を削除すると、その渡り糸は削除
され、前後の針落ち点がつながります。

• 針落ち点を挿入して渡り糸に変更するときは、
＜ Ctrl ＞と＜ Shift ＞キーを押しながら線をク

リックします。
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ステッチデータを編集する

ステッチをポイントで切断することで 1 つの色

データを 2 つに分割できます。またポイントを接

続して、2 つの色データを 1 つに統合できます。

ステッチデータを複数に分割すると、別の色に変
更するなど、各部分ごとに編集できます。

■選択したポイントで 1 つのステッチ
データを 2 つに分割する

1 ステッチデータでポイントを選択します。

2 ［ステッチ］タブをクリックします。

3 ［編集］グループの［ポイント切断］をク

リックしてステッチデータを切断します。

 ステッチデータがポイントで切断されま
す。

■ 2 つのステッデータを 1 つにする

1 ステッチデータの端点（ぬい始点またはぬい

終点）を選択します。

2 ＜ Alt ＞キーを押します。

 接続できるポイントが×として表示されま
す。

ポイントを接続する／
ステッチを切断する

（ステッチデータ）

a
ぬい始点またはぬい終点が選択されている場合、

［ポイント切断］は使用できません。

b
• ＜ Ctrl ＞ + ＜ Home ＞キーを押すと、ステッ
チデータのぬい始点を選択できます。

• ＜ Ctrl ＞ + ＜ End ＞キーを押すと、ぬい終点
を選択できます。

cc 詳しくは、P.72 の「ステッチデータの針
落ち点を編集する」を参照してくださ
い。

b
• ステッチデータのぬい始点が選択されている場
合、もう一方のステッチデータのぬい終点が ×
として表示されます。

• ステッチデータのぬい終点が選択されている場
合、もう一方のステッチデータのぬい始点が ×
として表示されます。
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3 ＜ Alt ＞キーを押しながら、ポイントを接続

するポイントまでドラッグします。

 カーソルの形が に変わり、2 つのポイ
ントが重なると赤い四角が表示されます。

4 マウスボタンを放すと、接続されます。

1 ステッチデータを選択し、［ステッチ］タブ

をクリックします。

2 ［ツール］グループで［ステッチ分割］をク

リックして、［ステッチ分割］ツールを使用
します。

 選択したデータは一番手前に表示されま
す。選択したデータ以外はすべてのデー
タがグレーで表示されます。

3 始点をクリックします。

4 クリックして多角形の角（ポイント）を指定

し、切り取り部分を囲みます。

5 ダブルクリックして、切り取り部分を確定し

ます。

b
ポイントが接続された後、データの糸色は、ポイ
ントを接続する前の最初のぬい順データの糸色に
なります。

ステッチデータの一部を
切り取る

b
右クリックすると、直前に入力したポイントを削
除できます。

b
切り取った部分のぬい順は、最後へ送られます。

cc P.82 の「ぬい順を確認／変更する」



75

ステッチデータを編集する

1 1 つまたは複数のステッチデータを選択し、

［ステッチ］タブをクリックします。

2 ［編集］グループで［色毎に分解］をクリッ

クします。

 ステッチデータが色ごとに分解され、そ
れぞれ点線で囲まれます。

ステッチデータは、2 種類の図形データに変換で

きます。

※ ブロックデータ : ぬい方向線が複数ある図形

データのグループ

変換後、各種編集操作を実行できます。

STB（Stitch to Block）機能

複数のぬい方向線を維持しつつ、データに変換
されます。

サテンまたはタタミぬいを使用する刺しゅう
データを拡大または縮小する場合に使用します。

図形データに変換

輪郭の形状に従って、データが変換されます。

■ステッチデータをブロックデータに
変換する（STB 機能）

STB（Stitch to Block）機能で、ステッチデータを

ブロックデータ（複数のぬい方向線のある図形
データのグループ）に変換できます。ブロック
データ（図形データ）は、ぬい方とぬい方設定を
変更して簡単に編集できます。

1 ステッチデータを選択し、［ステッチ］タブ

をクリックします。

2 ［編集］グループで［STB 機能］をクリック

します。

ステッチデータを色ごとに
分解する

ステッチデータを変換する

分解前

分解後

ステッチデータ

ブロックデータ 図形データ

b
• 変換後、図形データを編集できます。

cc P.49 の「ぬい方を設定する」
P.51 の「ぬい角度を設定する」
P.54 の「詳細なぬい方設定を指定す
る」
P.66 の「刺しゅうデータを変形させ
る」

• 図形データとステッチデータについて詳しく
は、8 ページを参照してください。



76

ステッチデータを編集する
レ

イ
ア
ウ

ト
セ
ン

タ
ー
の

基
本
操

作

3 スライダーをドラッグし、パラメーターを調

整します。［OK］をクリックします。

 ステッチデータがグループ化された図形
データに変換されます。ステッチデータ
を図形データに変換すると、輪郭を編集
できるようになります。

cc 詳しくは、以下の説明を参照してくだ
さい。
P.49 の「ぬい方を設定する」
P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」
P.66 の「刺しゅうデータを変形させる」
P.51 の「ぬい角度を設定する」

■ステッチデータを図形データに変換
する

図形データは色毎のステッチデータやデータ全体
の輪郭から作成できます。

1 全体を変換

2 色毎に変換

1 1 つまたは複数のステッチデータを選択しま

す。

2 ［ステッチ］タブをクリックします。

3 ［編集］グループの［図形データに変換］を

クリックしてから、［全体を変換］または
［色毎に変換］をクリックします。

 図形データが作成され、元のステッチ
データが削除されます。

b
• 通常は［普通］に設定します。

• ステッチデータの複雑さにより、必要に応じて
［粗い］または［細かい］を設定します。

a
刺しゅうカードから取り込んだステッチデータに
は、［STB 機能］を使えないものがあります。

1

2

b
• 作成された図形データの線のぬいは［ぬわない
（線）］に設定され、面のぬいは［タタミぬい］
に設定されます。

•［全体を変換］コマンドを選択すると、糸色は、
元のステッチデータのぬい順における、最初の
糸色に設定されます。

• 1 つのステッチデータから複数の図形データを
作成した場合、図形データはグループ化されま
す。

• 元のステッチデータに穴（ステッチはないがス
テッチに囲まれている領域）がある場合、ドー
ナツぬいが適用されることがあります。
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刺しゅうデータを確認する

刺しゅうデータを確認する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで または をク

リックします。

 : クリックするとズームインします。 

（右クリックでズームアウトします。）

 : クリックするとズームアウトします。 

（右クリックでズームインします。）

または、 の横にある をクリックして

から、［デザインページズーム］、［選択デー
タズーム］、または［実縫製サイズズーム］
をクリックします。

デザインページズーム
画面サイズに合わせて、デザインページ全
体が表示されます。［ツール］グループで

をクリックしても同じ操作を実行でき

ます。

選択データズーム
画面サイズに合わせて、選択中の刺しゅう
データ全体が表示されます。

実縫製サイズズーム
デザインページがほぼ原寸で表示されます。

パン機能を使うと、作業領域の表示位置を簡単に
移動できます。

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで をクリックします。

3 作業領域をドラッグして任意の部分を表示し

ます。

ズームツールを使う

b
• ステータスバーの［ズーム］スライダーをド
ラッグしたり、表示倍率をクリックしても表示
倍率を切り替えることができます。

• 他のツールを選択しているときに＜ Ctrl ＞
キーを押しながらマウスホイールを回しても、
ズームインまたはズームアウトできます。

cc P.11 の「レイアウトセンターの画面」

パンツールを使う

b
• 他のツールを選択しているときに＜ Space ＞
キーを押しながらカーソルをドラッグしても、
作業領域を移動できます。

• 左右にスクロールするには、＜ Alt ＞キーを押
しながらマウスホイールを回します。
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1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで をクリックします。

3 2 つのポイント（測りたい距離の両端）をク

リックします。

 ステータスバーに長さが表示されます。

1 長さ

2 幅

3 高さ

4 角度

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［表示モード］グループで［塗りつぶし］、

［ステッチ］、または［リアル］をクリックし
ます。

■塗りつぶし表示

■ステッチ表示

どのようにぬわれるか、刺しゅうデータの縫製イ
メージを確認できます。

ものさしツールを使う

b
ルーラーが表示されている場合、 ／ をク
リックすると長さの単位をミリメートルとインチ
に切り替えることができます。

1

4

2

3

刺しゅうデータの表示モード
を切り替える



79

刺しゅうデータを確認する

■リアル表示

刺しゅうデータの仕上がりイメージを確認できま
す。

b
［デザイン設定］ダイアログボックスのデザイン

ページ設定タブの［ミシンの種類］で を

選択している場合、［表示］タブをクリックして
から［糸切り表示］チェックボックスをチェック
すると、糸切りされる位置を確認することができ
ます。

オンオフ b
リアル表示設定を変更する

1. ［表示］タブをクリックします。

2. ［表示モード］グループの［リアル表示設
定］をクリックします。

3. 必要に応じて、［糸の太さ］［コントラス
ト］、［明るさ］の設定を変更し、［設定］

（［OK］）をクリックします。
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1 各ボタンを操作して、縫製のシミュレーションをします。

a シミュレーションを開始します。シミュ

レーション中は 表示に変わり、ク

リックすると一時停止します。

b シミュレーションを停止し、開始前の状
態に戻ります。

c スライダーはシミュレーションの進行状
況を示しています。また、スライダーを
ドラッグすると、シミュレーションを進
めたり、戻したりできます。

: ぬい始めまで戻り、停止します。

: ぬい終わりまで進み、停止します。

d スライダーをドラッグすると、シミュ
レーションの表示スピードを調整できま
す。

e チェックボックスにチェックを入れる
と、刺しゅうデータが画面より大きく表
示されている場合でも、自動的にスク
ロールして描画中のステッチが表示され
ます。

f クリックすると、ステッチシミュレー

ターの下部が非表示になります。  を

クリックすると、全体表示に戻ります。

g 数値は、描画中の針数／全体の針数を示
しています。

: 各ボタンに表示さ

れた針数分、シミュレーションを戻しま
す。

: 各ボタンに表示さ

れた針数分、シミュレーションを進めま
す。

h 数値は、描画中の糸色のぬい順／全体の
色数を示しています。

: 現在または 1 つ前の糸色のぬい

始めまで戻ります。

: 次の糸色のぬい始めまで進みま

す。

i 数値は、描画中の枠パーツのぬい順／全
体の枠パーツ数を示しています。

（分割模様の刺しゅうデータの場合にの
み表示されます。）

: 現在または 1 つ前の枠パーツ部

のぬい始めまで戻ります。

: 次の枠パーツ部のぬい始めまで

進みます。

ステッチシミュレーターでステッチを確認する

c

g h i

a b d e

f

a
ステッチシミュレーターがウィンドウ下部に表示
されていない場合、［表示］タブで［ステッチシ
ミュレーター］をクリックします。

b
• シミュレーション中に、ズームツールとパン
ツールを使用できます。その他のコマンドを選
択すると、シミュレーションは停止し、開始前
の状態に戻ります。

• g、h、またはi で数値を入力すると、そ
れぞれその数値の針数、ぬい順の糸色、ぬい順
の枠パーツまで進み／戻ります。

a
• 刺しゅうデータを選択してからステッチシミュ
レーターを操作すると、選択した刺しゅうデー
タのみシミュレーションできます。

• リアル表示で表示されているときは、［自動ス
クロール］チェックボックスは利用できませ
ん。
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刺しゅうデータを確認する

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［表示または非表示］グループの［リファレ

ンスウィンドウ］チェックボックスをチェッ
クします。

現在画面に表示されているデザインページの領域
を、赤い枠（表示領域枠）で示しています。

■表示方法を切り替える
リファレンスウィンドウは、デザインページ全体
を表示するか、刺しゅうデータ全体を表示領域サ
イズに合わせて表示するか、切り替えることがで
きます。

刺しゅうデータをリファレ
ンスウィンドウで見る

オン

オフ
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■表示領域枠を移動する／大きさを変
更する／描き直す

表示領域枠をドラッグして移動したり大きさを変
更して、画面に表示するデザインページの領域を
指定できます。

リファレンスウィンドウ上でドラッグして表示領
域枠を描き、画面に表示するデザインページの領
域を指定できます。

a［ぬい順］ウィンドウでのデータの表示
方法を選択します。

b 任意のコマンドを選択してぬい順を変更
します。

c ぬい順最適化
クリックすると、同じ糸色のデータが一
緒にぬわれるようにぬい順が調整されま
す。

d 糸色
選択されたオブジェクトの色を設定しま
す。

e デザインページ上でのデータの表示／非
表示を切り替えます。

f ロック
クリックすると、選択されたデータが
ロックされて編集できなくなります。

g 渡り糸切り設定
渡り糸切り設定のオン／オフを設定でき
ます。

h 選択
デザインページ上で刺しゅうデータを選
択します。

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［表示または非表示］グループで［ぬい順］

をクリックします。
ボタンをクリックすると、ぬい順の表示と非
表示が切り替わります。

a
表示領域枠を使用して、拡大表示するリファレン
スウィンドウの領域を選択できます。

ぬい順を確認／変更する

a b c d

e f g h
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刺しゅうデータを確認する

3 ［ぬい順］ウィンドウで をクリックし、

［ズーム］および［同じ色をまとめて表示］
をクリックします。

ズーム

クリックすると、それぞれの模様がコ
マいっぱいに拡大表示されます。

同じ色をまとめて表示

クリックすると、連続する同色の模様
が組み合わされて 1 つのコマに表示

されます。

■ぬい順を最適化する
ぬい順とぬい始終点が自動的に調整され、糸色を
変更する回数と、渡り糸を減らせます。

をクリックすると、ぬ

い順が最適化されます。 
右記のパターン（数字はぬ
い順を示します）の場合、
ぬい順は以下のように調整
されます。

ぬい順は、同じ色のデータが最適化された順でま
とめられるように調整されます。

また、前のデータのぬいの終点と次のデータのぬ
いの始点が最も近くなるように同じ色のデータが
最適化されます。

b
同色の複数の模様を組み合わ
せて表示しているコマは、コ
マの左横に が表示されま

す。

• をクリックすると、模

様ごとのコマが表示されま
す。

•  は、連続する同色の模

様のうち、一番最初にぬわ
れる模様のコマの左横に表
示されます。

• をクリックすると、連

続する同色の模様が組み合
わされて表示されます。

オンオフ

a
ただし、重なったデータは
そのデータの、最適なぬい
順で配置されます。

1 2

34
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■ぬい順を変更する
ぬい順を変更するときは、コマ
を選択し、新しいぬい順の位置
までドラッグします。ドラッグ
中は赤い線が表示され、コマの
移動先を示します。

先頭へ移動
ぬい順を先頭に移動します。

前へ移動
ぬい順を 1 つ前に移動します。

次へ移動
ぬい順を 1 つ後に移動します。

最後へ移動
ぬい順を最後に移動します。

■刺しゅうデータを選択する

1 ［ぬい順］ウィンドウのコマをクリックしま

す。

1 青枠

2 動く点線

2 ［ぬい順］ウィンドウにある をクリック

すると、［ぬい順］ウィンドウで選択したコ
マに対応するデザインページ上の刺しゅう
データを選択できます。［ぬい順］ウィンド
ウのコマをダブルクリックしても選択できま
す。

b
• ロックされたコマおよび、非表示のコマのデー
タも最適化されます。

• 大型枠（100×172mm、130×300mm）のぬい

順は最適化されません。

cc P.38 の「ぬい順を最適化する」

コマは、［ぬい順］ウィンドウ

で をクリックしてから、表

示されたメニューで任意のコマ
ンドをクリックして移動するこ
ともできます。

a
ぬい順を変更したときは、変更後に刺しゅうデー
タの重なっている模様が正しいぬい順になってい
るか確認してください。

b
複数のコマを選択するときは、＜ Shift ＞または

＜ Ctrl ＞キーを押しながら各コマをクリックし
ます。また、複数のコマを囲むようにドラッグし
て選択することもできます。

1 2
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■糸色を変更する

1 ［ぬい順］ウィンドウで 1 つまたは複数のコマ

を選択し、［ぬい順］ウィンドウにある

をクリックします。

 糸色設定ウィンドウが表示されます。

2 ［糸色設定］ウィンドウで、設定したい糸色

をクリックします。

cc P.46 の「糸色設定ウィンドウ」

■ぬい方設定を変更する

1 ［ぬい順］ウィンドウで、ステッチデータ以

外の 1 つ以上のコマを選択します。

 選択されたコマのぬい方セレクターが表
示されます。

2 ［ぬい方設定］タブをクリックします。 

［ぬい方設定］ウィンドウが表示されていな
いときは、［表示］タブ→［設定ウィンドウ］
→［ぬい方設定］をクリックします。

3 ぬい方の種類や設定を変更します。

cc P.49 の「線のぬい方」、「面のぬい方」、
P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」

■ぬわないコマを表示／非表示にする
ぬわないデータを含むコマを表示または非表示に
できます。

→［ぬわないデータを非表示］を順にクリッ

クします。

標準設定では、ぬわないデータを含むコマは非表
示になります。

ぬわないデータを含むコマが表示されている場合、
そのコマを選択して、そのデータを編集すること
ができます。

オンオフ
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■刺しゅうデータを表示する
刺しゅうデータをデザインページで表示または非
表示にできます。編集しないデータを非表示にす
ると、重なった刺しゅうデータを簡単に編集でき
ます。

コマを選択し、 をクリックします。

■刺しゅうデータをロックする
移動したり、削除したくない刺しゅうデータを
ロックすることができます。ロックされた刺しゅ
うデータはデザインページで選択や編集はできま
せん。

コマを選択し、 をクリックします。

b
• が表示されているコマは、同色の複数の模
様を組み合わせて作られています。表示する
と、すべての模様が表示されます。

•  は、 が表示されているコマの各模様の

表示設定が同一でない場合に表示されます。

• 面部と線部がある刺しゅうデータは、面と線の
どちらか一方が表示されると、その刺しゅう
データは表示されます。

オン オフ

b
• が表示されているコマは、同色の複数の模

様を組み合わせて作られています。ロックをす
ると、すべての模様がロックされます。

•  は、 が表示されているコマの各模様の

ロック設定が同一でない場合に表示されます。

• 面部と線部がある刺しゅうデータは、面と線の
どちらか一方がロックされると、すべてのデー
タがロックされます。

• グループ化、円弧配列、ドーナツぬい設定な
ど、組み合わせ設定がされている刺しゅうデー
タは、そのうちの 1 つのデータがロックされる
とすべてのデータがロックされます。
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渡り糸切り設定のオン／オフを設定できます。

コマを選択し、 をクリックします。

渡り糸切り設定について

• ［デザイン設定］ダイアログボックスの［縫製
データの出力設定］タブで、糸切りせずに残す

渡り糸の長さを指定できます。（ →［デザイ

ン設定］を順にクリックすると表示できます。）

• 渡り糸の長さが設定値よりも短いときは、［渡
り糸切り設定］をオンにされていても糸切りせ
ず、渡り糸を残します。

• ［渡り糸切り設定］が使用できるかどうかは、
選択されているミシンの機種によって異なりま
す。詳しくは、ミシンの取扱説明書を参照して
ください。

渡り糸での糸切りを設定する

a
この設定は、ブラザー製多針ミシンで縫製する場
合にのみ適用されます。設定前に、デザイン設定
ダイアログボックスの［デザインページ設定］タ

ブの［ミシンの種類］を に設定してくだ

さい。 

cc P.14 の「デザインページを設定する」

［ぬい順］ウィンドウの渡り糸切り設定ボタン

（ ）が有効になります。

オン オフ

b
•  は、 が表示されているコマの各模様の渡

り糸切り設定が同一でない場合に表示されま
す。

•［渡り糸切り設定］をオフにしても、色替え前
では自動的に糸切りは行われます。

•［表示］タブをクリックし、［表示モード］グ
ループで［糸切り表示］チェックボックスを
チェックします。デザインページ上で糸切りさ
れる位置を確認できます。
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cc P.16 の「渡り糸切り設定」、
P.289 の「レイアウトセンターで設定し
た設定に従ってミシンで糸切りをする
には」、
P.294 の「新規入力データの渡り糸切り
設定を有効にする」

→［デザインプロパティ］をクリックします。

.pes ファイルで保存された刺しゅうデータについ

ての説明や情報を入力できます。

b
新しく作成する刺しゅうデータについて渡り糸切
り設定をオンにするかオフにするかを設定できま
す。

リボン上部の［オプション］→［オプション］を
クリックして、［オプション］ダイアログボック
スを開きます。［渡り糸切り設定］→［新規入力
データの渡り糸切り設定を有効にする。］チェッ
クボックスをクリックして、チェックを入れる、
または外します。

cc P.294 の「新規入力データの渡り糸切り設定
を有効にする」

刺しゅうデータ情報を確認
する

b
色リストに表示される情報を切り替えることが可
能です。

• 色替え数
各色替えの糸色の情報が表示されます。これに
よって、糸色替えの総数をチェックできます。

• 総色数
必要な糸の糸色の情報が表示されます。これに
よって、糸色の総数をチェックできます。
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b
• 刺しゅうデータを選択して［デザインプロパ
ティ］ダイアログボックスを表示すると、選択
した刺しゅうデータのプロパティを確認できま
す。この場合、［選択したデータを表示］
チェックボックスのチェックを外すと、デザイ
ンページのすべての刺しゅうデータの情報に切
り替わります。

• デザインページのサイズに［カスタムサイズ］、
または［枠サイズ］に大型枠（100×172mm、
130×300mm）またはジャンボ枠

（360×360mm）が設定されている場合、［デザ
インプロパティ］ダイアログボックスには、デ
ザインページの刺しゅうデータの情報が刺しゅ
う枠ごとに表示されます。

• 入力した情報に基づいて、デザインデータベー
スでファイルを検索できます。
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刺しゅうデータを開く／取り込む

→［新規作成］の順にクリックします。

1 →［開く］の順にクリックします。

2 フォルダー、ファイルを選択し、［開く］を

クリックするか、ファイルアイコンをダブル
クリックします。

新規デザインページを作る

b
デザインページのサイズは変更できます。

cc P.14 の「デザインページを設定する」

レイアウトセンターファイル
を開く

b
•［一覧］をクリックすると、［一覧］ダイアログ
ボックスで表示中のフォルダー内の刺しゅう
データをアイコンで確認できます。

刺しゅうデータを選択して［データ確認］をク
リックすると、拡大表示で確認できます。

• 表示されているファイルを開くときは、［開く］
をクリックします。

• ファイルが表示されていないときは、選択中の
フォルダーに .pes ファイルがありません。
.pes ファイルがあるフォルダーを選択してく
ださい。

• .pes ファイル以外のファイルを選択すると、

［プレビュー］領域に「予期しないファイル形
式です。」と表示されます。

b
次の方法でもファイルを開くことができます。

• エクスプローラーからレイアウトセンターの
ウィンドウへ刺しゅうファイルをドラッグする

• エクスプローラーの刺しゅうファイルをダブル
クリックする

• デザインデータベースの刺しゅうファイルをダ
ブルクリックする
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刺しゅうデータは［取り込み］ウィンドウから取
り込むことができます。

cc ［取り込み］ウィンドウについて詳しく
は、P.13 の「刺しゅうデータの取り込み
方」を参照してください。

■デザインライブラリーから

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［取り込み］グループの［データ取り込み］

をクリックし、［デザインライブラリー］を
クリックします。

3 ［分類］セレクターからカテゴリーを選択し

て、目的の刺しゅうデータを表示します。

4 ファイルアイコンを選択して［取り込み］を

クリックします。

■フォルダーから

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［取り込み］グループの［データ取り込み］

をクリックし、［ファイル］をクリックしま
す。

3 をクリックします。

1 表示中のフォルダーの階層を示しています。

刺しゅうデータを取り込む

1
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4 フォルダーを選択し、［OK］をクリックしま

す。

5 ［取り込み］ウィンドウで［ファイルの種類］

をクリックします。対応する刺しゅうデータ
のファイル名の拡張子を選択し、［OK］をク

リックします。

6 ファイルアイコンを選択して［取り込み］を

クリックします。

■刺しゅうカードから

1 刺しゅうカードをカードライターに挿入しま

す。

cc P.194 の「オリジナルカードを使って転
送する」を参照してください。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［取り込み］グループの［データ取り込み］

をクリックし、［カード］をクリックします。

 読み込みが完了すると、刺しゅうカード
内の刺しゅうデータが表示されます。

4 ファイルアイコンを選択して［取り込み］を

クリックします。

a
他社の市販データから刺しゅうデータを取り込む
ときは、サイズがデザインページに合っているか
を確認してください。

b
.dst ファイルは糸色情報を持っていないため、取
り込んだ .dst ファイルは予期しない色になるこ

とがあります。［ぬい順］ウィンドウでステッチ
データを選択するか、＜ Alt ＞キーを押しながら
ステッチデータを選択すると、糸色を変更できま
す。

cc P.71 の「ステッチデータを糸色ごとに選
択する」

• .dst ファイルを取り込むとき、糸切りするジャ
ンプ回数を設定できます。

cc P.293 の「DST 形式の刺しゅうデータの
ジャンプ回数を設定する」

a
著作権上、この機能が使えない刺しゅうカードが
あります。
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.wmf（Windows メタファイル）、.emf（Enhanced 
Metafile）、.svg（Scalable Vector Graphics）ファ

イル形式のベクトル画像データを図形データに変
換できます。

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［取り込み］グループの［データ取り込み］

をクリックし、［ベクトル画像ファイル］を
クリックします。

3 フォルダー、ファイルを選択し、［開く］を

クリックします。

 画像がステッチデータに変換されて、デ
ザインページに表示されます。

■画像編集アプリケーションで描かれ
たベクトル画像を使用して刺しゅう
データを作成する

市販のアプリケーション（.ai（Adobe Illustrator 
Artwork）、.cdr（CorelDraw file）など）で作成さ

れたベクトル画像ファイルは、.svg ファイル形式

に変換して取り込めます。

アプリケーションを使用してベクトル画像ファイ
ルを WMF、EMF、または SVG ファイルに変換

し、「ベクトル画像（WMF ／ EMF ／ SVG）を刺

しゅうデータに変換する」に示す手順に従って刺
しゅう PRO に取り込みます。

ベクトル画像（WMF ／
EMF ／ SVG）を刺しゅう
データに変換する

a
• 画像、文字、線の幅、グラデーション、不透過
率、グラフィックなどのスタイルや設定は取り
込まれません。.emf および .svg 形式のファイ
ルの場合、曲線を保持したデータに変換されま
す。

• レイヤーの表示／非表示に関わらず、すべての
SVG ファイルデータが、刺しゅうデータに変
換されます。

b
ラスター画像ファイル（.bmp、.jpg など）は刺
しゅう PRO で下絵として使用するか、ステッチ
ウィザードを使用して刺しゅうデータに変換でき
ます。

cc 詳しくは、131 ページを参照してくださ
い。
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1 デザインセンターを起動し、ファイルを開き

ます。

cc P.204 の「原画ステージ」と P.215 の
「ファイルを開く」

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［取り込み］グループの［データ取り込み］

をクリックし、［デザインセンター］をク
リックします。

4 ［取り込み形式］、［取り込み倍率］、［方向］

を指定して、［取り込み］をクリックします。

取り込み形式

ステッチデータとして取り込む :
ステッチデータとして、デザインセン
ターで作成された刺しゅうデータを取
り込みます。

図形データとして取り込む :
図形データとして、デザインセンター
で作成された刺しゅうデータを取り込
みます。このデータは、レイアウトセ
ンターで作成した図形データと同様に
編集できます。

デザインセンターから刺しゅう
データを取り込む

a
デザインページのサイズより大きなサイズになる
取り込み倍率は、指定できません。
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保存／印刷する

■上書き保存する

→［上書き保存］の順にクリックします。

■新しい名前をつけて保存する

1 →［名前をつけて保存］の順にクリック

します。

2 保存先のフォルダーを選択し、ファイル名を

入力します。

3 ［保存］をクリックします。

 レイアウトセンターウィンドウのタイト
ルバーに新しいファイル名が表示されま
す。

■刺しゅうデータを別の形式で出力す
る

デザインページに表示されているデータを、別の
ファイル形式（.dst、.hus、.exp、.pcs、.vip、
.sew、.jef、.csd、.xxx、.shv）に変換して出力し

ます。

1 →［データ書き出し］の順にクリックし

ます。

2 保存先のフォルダーを選択し、ファイル名を

入力します。

保存する

b
データがまだ名前を付けて保存されていないとき
や、元のファイルが見つからないときは、［名前
をつけて保存］ダイアログボックスが表示されま
す。

a
ファイルの種類で旧バージョンを選択すると、保
存された .pes ファイルを旧バージョンの刺しゅ
う PRO で開くことができます。 ただし保存され
たデータはすべてステッチデータに変換されま
す。
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3 出力するファイル形式（.dst、.hus、.exp、

.pcs、.vip、.sew、.jef、.csd、.xxx、.shv）
を選択します。

■印刷の設定を変更する
刺しゅうデータを印刷する前に、印刷設定を変更
する必要がある場合があります。

1 →［印刷］→［印刷設定］をクリックし

ます。

a 用紙サイズと給紙方法を選択します。

b 印刷の向きを指定します。

c 刺しゅうデータを印刷するときは、［刺
しゅう印刷モード］を選択します。

d 印刷サイズ

原寸 :
刺しゅうデータのイメージを 1 ペー

ジ目に実寸で印刷します。2 ページ目

にぬい情報（刺しゅう寸法、刺しゅう
色順、針数、刺しゅう枠の位置）が印
刷されます。ファイル名は両方のペー
ジに印刷されます。

縮小 :
刺しゅうデータの縮小イメージとファ
イル名、ぬい情報（刺しゅう寸法、刺
しゅう色順、針数、刺しゅう枠の位
置）が、1 ページに印刷されます。

e 印刷オプション

画像を一緒に印刷する :
刺しゅうデータと一緒に、デザイン
ページに取り込まれている画像も印刷
します。ただし、刺しゅうの印刷エリ
アから画像がはみ出しているときは、
その部分は印刷されません。

縫製範囲と中心線を印刷する :
［原寸］印刷が選択されている場合に
のみ設定できます。

: デザインページの範囲（P.16 の

「縫製範囲を設定する」参照）
とその中心軸を黒色で印刷しま
す。

: 上記に加え、中心軸の上に位置

合わせマークを印刷します。
（デザインページを［ジャンボ枠］
に設定している場合は、この設定
は選択できません。）

グリッドを印刷する :
刺しゅう枠に添付の刺しゅうシートに
印刷されているグリッドと同様のグ
リッド線を緑色で印刷します。（デザ
インページサイズのユーザー枠が、
［帽子枠］、［シリンダー枠］、［ジャン
ボ枠］、［クランプ枠］、または［丸枠］
に設定されている場合、この設定は選
択できません。）

b
.dst 形式で出力する場合、［渡り糸での糸切り
ジャンプ数］を指定できます。［オプション］ボ
タン→［オプション］→［DST 形式の設定］を
クリックして設定してください。

cc P.293 の「DST 形式の刺しゅうデータの
ジャンプ回数を設定する」

a
• 刺しゅうカードから読み込んだデータには、出
力できないものがあります。

• 分割模様やジャンボ枠用、大型枠用の刺しゅう
データは、単一のファイルとして書き出され、
枠パーツごとに分割されることはありません。

印刷する

a

c
d

f

b

e

i

g

h
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先頭ページにパーツの境界線を印刷する :
デザインページがカスタムサイズまた
は［ジャンボ枠］に設定されたデザイ
ン部分を印刷します。パーツの境界線
が赤色で印刷されます。

用紙より大きいデザインを 2 ページに分

割印刷する :
用紙サイズより大きい刺しゅうデータ
を実寸で印刷する場合、A4 またはレ

ターサイズの用紙に半分ずつ印刷され
ます。
（［印刷の設定］ダイアログボックスで
［原寸］印刷が選択されており、デザ
インページが用紙より大きな枠サイズ
に設定されている場合にのみ設定でき
ます。［ユーザー枠の設定］に設定さ
れている場合は設定できません。）

／ または ／ が用紙の右下

に印刷されて 1 ／ 2 の分割印刷であ

ることを示します。

色替え数を表示する :
データの糸色替え情報が印刷されます。
このチェックボックスを外した場合、
必要な糸の情報が印刷されます。これ
によって、糸色の総数をチェックでき
ます。

f 印刷イメージ

ステッチ表示 :
刺しゅうデータがステッチ表示のイ
メージで印刷されます。

リアル表示 :
刺しゅうデータがリアル表示のイメー
ジで印刷されます。リアル表示設定を
変更するには、［設定］をクリックし
ます。

cc P.79 の「リアル表示設定を変更す
る」

g 取り込んだ画像をアイロンプリント紙や
印刷可能な布に印刷する場合や、位置合
わせシートを印刷する場合に、［画像印
刷モード］を選択し、［素材］を設定し
ます。

h 素材

画像をアイロンプリント紙や印刷可能な
布に印刷する :

背景画像をアイロンプリント紙や印刷
できる布に印刷します。画像のみが印
刷されます。

左右反転して印刷する :
画像を左右反転して印刷します。アイ
ロンプリント紙に印刷する場合、通常
は左右反転して印刷する必要がありま
す。（詳細はお使いのアイロンプリン
ト紙の説明書を参照してください。）
お使いになるプリンターに左右反転の
機能がない場合に選択します。（詳細
はお使いのプリンターの取扱説明書を
参照してください。）

画像と刺しゅうの位置合わせシートを紙
に印刷する :

画像と刺しゅうの位置を合わせるため
のシートを印刷します。画像の上に位
置合わせマークと刺しゅうの範囲を示
す基準線が印刷されます。

i 画像位置の変更

用紙に対する画像の印刷位置を変更でき
ます。（用紙の画像印刷領域から画像が
はみ出ているときは、その部分は印刷さ
れません。）［画像位置の変更］ボタンを
クリックすると、［画像の印刷位置の設
定］ダイアログボックスが表示され、画
像をドラッグして用紙に対する画像の印
刷位置を調整できます。

2 ［OK］をクリックします。

cc P.78 の「刺しゅうデータの表示モー
ドを切り替える」a

［用紙より大きいデザインを 2 ページに分割印刷

する］チェックボックスをチェックしないで印刷
すると、分割印刷はされません。刺しゅうの実寸
より小さい用紙を指定していると、はみ出た部分
は印刷されません。

b
ジャンボ枠の刺しゅうデータを使用する場合

ジャンボ枠の刺しゅうデータの領域 2 のデータ

が、実際の刺しゅうの方向（180 度回転）で印刷
されます。
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■印刷イメージを確認する
印刷前に印刷イメージを確認できます。

→［印刷］→［印刷プレビュー］をクリック

します。

■ぬい情報とデザインページを印刷す
る

デザインページとぬい情報を印刷します。

1 →［印刷］→［印刷］をクリックしま

す。

2 必要に応じて、設定を変更します。

3 ［OK］をクリックして、印刷します。

4 プリンターの指示に従って、印刷を終了しま

す。

b
印刷プレビューは、［印刷の設定］ダイアログ
ボックスの［印刷プレビュー］をクリックしても
表示できます。



99



文字を使った刺しゅうデータを作る 

文字の入力方法やいろいろなアレンジのしかた
について説明します。また、文字を差し替えて
作成する刺しゅうデータの作り方も説明します。

レイアウトセンターでは、いろいろな文字の刺
しゅうデータを作成できます。

フォントの種類は、次のとおりです。

さらに、次のアレンジも追加できます。

内蔵フォント : 130 種類の欧文フォントと 4 種類の日本語
フォントが内蔵されています。（そのうち、
10 種類の欧文フォントと 2 種類の日本語
フォントはミニサイズ文字専用フォントで
す。）

TrueType 
フォント :

お使いのパソコンにインストールされてい
る TrueType フォントの刺しゅうデータを
作成できます。

ミニサイズ文字
フォント :

文字サイズが 3mm ～ 6mm の小さい文字で
す。
小さくても、つぶれることなくきれいな文
字にぬい上がります。

モノグラム文字
フォント :

モノグラム文字専用フォント、内蔵フォン
ト、TrueType フォントと飾り模様を自由に
組み合わせて、モノグラムをデザインでき
ます。

オリジナル
フォント :

フォントクリエイターで作ったオリジナル
デザインのフォントを使って、刺しゅう
データを作成できます。

文字配列 : 文字を円や四角形などの図形データに組み
合わせて、いろいろな配列ができます。

文字変形 : 26 種類の変形パターンを文字に適用できま
す。
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作ってみましょう 2 : テンプレートを使う
［テンプレートウィザード］を使って、あらかじめ用意されたテンプレートの文字を差し替えて、お好みの
刺しゅうデータを簡単に作ることができます。手順に従って、作ってみましょう。

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _2 にあります。

レイアウトセンターを起動すると、スタートアッ
プウィザードが表示されます。

1 USB メモリーをパソコンに接続します。

2 ［テンプレートから作る］をクリックします。

1 分類［シャツ _ 胸］から［shirtsCH11B.pes］

を選択し、［次へ］をクリックします。

ステップ 1 テンプレートウィザードを起動する

ステップ 2 使用するテンプレートを選択する

ステップ 3 文字列を編集する

ステップ 4 編集したテンプレートをミシンへ転送する

ステップ 1 テンプレートウィザー
ドを起動する

ステップ 2 使用するテンプレート
を選択する
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作ってみましょう 2 : テンプレートを使う

a 文字リスト : ここで文字列を編集します。

b プレビューウィンドウ : 文字の編集結果
を確認できます。

c テンプレートの刺しゅう情報

1 テキスト編集ボックスで、変更する「R」を

クリックし、［テキスト編集］をクリックし
ます。

 文字列がハイライトされます。

2 「S」と入力し、＜ Enter ＞キーを押します。

 編集結果がプレビューウィンドウに表示
されます。
2 行目の文字「Sweetheart」がハイライト
されます。

3 「Championship」と入力し、＜ Enter ＞キー

を押します。

4 ［次へ］をクリックします。

b
［取り込み］ウィンドウの［取り込み元］セレク
ターで［テンプレート］が選択されている場合、
さまざまなテンプレートが使用できます。 
分類［シャツ _ 胸］から［shirtsCH11B.pes］
を選択し、［テンプレートウィザードの起動］を
クリックしてテンプレートウィザードを開きま
す。

ステップ 3 文字列を編集する

c

b

a
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a デザインページで編集
編集中のテンプレートをデザインページ
へ取り込みます。テンプレートをデザイ
ンページで編集／保存できるようになり
ます。

b 出力先セレクター
出力先を選択します。

c 送る
テンプレートを出力します。

d 別の模様を作成する
テンプレートを選択する画面に戻りま
す。別のテンプレートを編集できます。

1 ［出力先］セレクターで、使用する USB メモ

リーを選択し、［送る］をクリックします。

2 引き続き、別のテンプレートを編集する場合

は、［別の模様を作成する］をクリックしま
す。ステップ 2 のダイアログボックスが表示

されます。

テンプレートウィザードを終了する場合は、
［キャンセル］をクリックします。

■編集したテンプレートをミシンへ転
送する

USB メモリー、ミシン、カードライター、または

Link を出力先として選択できます。

1 転送方法に応じて、USB メモリー、オリジナ

ルカードを用意します。または、ミシンと接
続します。

2 ［出力先］セレクターから出力先を選択し、

［送る］をクリックします。

ステップ 4 編集したテンプレート
をミシンへ転送する

a

b

c

d

a
• お使いのミシンへの転送方法に応じて、出力先
を選択してください。

• 出力先が見つからない場合、［送る］ボタンは
グレーアウトされ使用できません。

cc P.193 の「刺しゅうデータをミシンへ転
送する」と P.196 の「Link 機能を使っ
て刺しゅうする」
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テンプレート機能の詳細設定

テンプレート機能の詳細設定

作成したデザインを、テンプレートとして利用で
きます。

1 文字列を含む刺しゅうデータを作成します。

2 ［名前差替え］設定を文字に適用します。

cc P.124 の「作ってみましょう 5 : 名前差替
えデータを作る」と P.127 の「名前差
替え機能（文字列を差し替える）」

3 →［名前をつけて保存］の順にクリック

します。

4 次の Sample フォルダーを選択します。

刺しゅう PRO がインストールされているド

ライブ￥Program Files （Program Files 
(x86)）￥Brother￥刺しゅう PRO 10￥
Library￥Template Library￥Sample

ファイル名を入力して、［保存］をクリック
します。

デザインを新しいテンプレート
として保存する
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作ってみましょう 3 : 文字を入力する
ここでは、変形した文字データを取り込み、文字を編集する手順について説明します。

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _3 にあります。

［取り込み］ウィンドウから文字データを取り込み
ます。

1 ［取り込み］ウィンドウを表示します。

2 ［取り込み元］セレクターから［文字データ］
を、［分類］セレクターから［文字変形］を
選択します。［TT_001.pes］を選択して［取
り込み］をクリックします。

1 取り込まれた文字データを選択し、［書式設

定］タブをクリックします。

2 文字入力領域をクリックします。

 文字データは点線として表示され、カー
ソルが文字の末尾に表示されます。

3 ＜BackSpace＞キーを押して文字を削除し、

文字一覧の文字をクリックして文字を入力し
ます。最後に、＜ Enter ＞キーを押して適用

します。

ステップ 1 変形した文字データを取り込む

ステップ 2 文字を編集する

ステップ 1 変形した文字データを
取り込む

b
［取り込み元］セレクターから［文字データ］を
選択すると、サンプルの内蔵フォントデータが
［取り込み］ウィンドウで使用できるようになり
ます。

ステップ 2 文字を編集する

b
その他の文字の編集方法について詳しくは、以下
を参照してください。

cc P.107 の「文字を編集する」
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文字データを作成／編集する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで［文字］をクリックし

た後、 をクリックします。

3 必要に応じて、フォント、サイズ、糸色、ぬ

い方の種類を変更します。

cc P.107 の「文字属性を指定する」と
P.117 の「文字データの刺しゅう属性に
ついて」

4 デザインページをクリックします。

5 文字を入力します。

6 ＜ Enter ＞を押すか、デザインページ上をク

リックします。文字を入力する

b
• ＜ Ctrl ＞キーを押しながら＜ Enter ＞キーを
押すと、改行します。

• 001 ～ 120 の欧文フォント、01 ～ 10 のミニサ
イズ文字フォントは、英数半角で入力してくだ
さい。また、日本語フォントの楷書、行書、
11、12 のミニサイズ文字フォントを選択した
ときは、全角で入力してください。

• 文字一覧をクリックしても入力できます。楷
書、行書は、文字一覧が表示されません。キー
ボードから直接入力してください

•［文字一覧を隠す］をクリックすると文字一覧
が非表示になります。文字一覧が非表示になっ
ている場合、［文字一覧を表示］をクリックす
ると表示されます。

a
入力した文字が選択されているフォントになかっ
たり、刺しゅうデータに変換できない場合は、デ

ザインページ上で、「 」と表示されます。この

場合は、文字を入力し直してください。
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文字編集モードのいずれかに切り替え、文字の末
尾に表示されるカーソルを使用し、文字を入力し
ます。

■書式設定タブを使用する

1 文字データを選択します。

2 ［書式設定］タブをクリックし、文字入力領

域をクリックします。

■テキスト編集ツールを使用する

1 文字データを選択します。

2 ［文字］タブをクリックし、［編集］グループ

で［テキスト編集］をクリックします。

■キーボードを使用する

1 文字データを選択します。

2 キーボードで文字キーを押します。

■文字ツールを使用する

1 ［ホーム］タブの［ツール］グループで［文

字］をクリックし、 を選択します。

2 編集する文字データをクリックします。

［文字］タブの［フォント］セレクターと［文字サ
イズ］セレクターで設定します。

■フォント
［フォント］セレクターをクリックし、フォントを
選択します。

a フォントの種類
•数字は内蔵フォントを示します。

•  オリジナルフォントを示します。

•  TrueType フォントを示します。

b フォントの見本
文字データが 1 つだけ選択されていると
きは、その文字データの文字列が表示さ
れます。

c フォント名

d 推奨最小サイズ

e 最近使用したフォント

文字を編集する 文字属性を指定する

b
文字データや文字ツールを選択すると、［文字］
タブが表示されます。

a b c d

e
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■フォントフィルター
［フォント］セレクターに表示するフォントを選択
できます。

1 文字データまたはモノグラム文字データをク

リックするか、［文字］ツールまたは［モノ
グラム文字］ツールを選択します。 

2 ［文字］タブをクリックします。

3 ［文字の設定］グループの［フォントフィル

ター］の横にある をクリックしてから、

［フォントフィルター設定］をクリックしま
す。

4 チェックボックスをチェックするとフォント

が表示され、チェックを解除するとフォント
が非表示になります。

モノグラム文字データまたは［モノグラム文
字］ツールを選択すると、［モノグラム文字
フォント］チェックボックスが使用できま
す。

5 ［OK］をクリックしてフィルター設定を適用

します。

6 フォントをフィルタリングするには、［フォ

ントフィルター］をクリックします

（ と表示されます）。 

ボタンをクリックすると、フォントフィル
ターの適用／不適用が切り替わります。

b
• オリジナルフォント

cc P.266 の「フォントクリエイター」

• TrueType フォント

インストールされている TrueType フォントは
オリジナルフォントの次に表示されます。

b
TrueType フォントの詳細設定を、［TrueType
フォントの設定］ダイアログボックスで変更でき
ます。

cc P.110 の「TrueType フォントの属性を設
定する」

a
• TrueType フォントの中には、フォーマットや
デザインの形状により、きれいに刺しゅうデー
タに変換できないもの、またぬい上がりがきれ
いにならないものがあります。実際にぬう前
に、試しぬいを行ってください。

• また、TrueType フォントの中には、刺しゅう
データに変換できないものがあります。

フォントクリエイターで .pef
ファイルを作り、刺しゅう PRO
がインストールされているフォ
ルダーの［MyFont］フォルダー

に保存すると、フォントセレク
ターにオリジナルフォントとし
て表示されます。オリジナル
フォントは、内蔵フォントの次
に表示されます。オリジナル
フォントの左側には、UD アイコ
ンが表示されます。

b
フォントを標準設定（すべてのフォントを表示）
に戻すには、［標準］をクリックします。

b
フォントフィルターはミニサイズ文字データには
適用できません。

cc P.118 の「ミニサイズ文字」
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■文字サイズ
［文字サイズ］セレクターをクリックします。サイ
ズを入力して＜ Enter ＞キーを押すか、文字サイ

ズセレクターで数値を選択します。

内蔵フォントは、［フォント］セレクター上に推奨
最小サイズが表示されます。表示されているサイ
ズ以上のフォントを使用することをお勧めします。

1 推奨最小サイズ

■書式設定を変更する

1 文字データを選択します。

2 ［書式設定］タブをクリックします。

［書式設定］ウィンドウが表示されていない
ときは、［表示］タブ→［設定ウィンドウ］
→［書式設定］をチェックします。

3 書式設定を変更します。

a 文字間（個別）

b 基準線からのオフセット

c 回転

d 文字間（全体）

1

0.0mm 5.0mm

（A と B の間）

0.0mm 2.0mm

0° 20°

0.0mm 2.0mm

a
b

c

d

f

g

h

i

j

e
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e 行間

f 揃え方

g 横書き／縦書き

h 文字変形

cc P.111 の「文字データを変形させる」

i

クリックすると、標準設定値に戻りま
す。

j 名前差替え

cc P.127 の「名前差替え機能（文字列を差
し替える）」

■ TrueType フォントの属性を設定す
る

1 TrueType フォントの文字データを選択しま

す。

2 ［文字の設定］グループで［TTF 設定］をク

リックします。

3 ［スタイル］セレクターで字体を、［フォント

の種類］セレクターでフォントの種類を選択
し、［OK］をクリックします。

100% 150%

左揃え 中央 右揃え

横書き 縦書き

b
•［文字間（個別）］と［文字間（全体）］は、と
もに文字の間隔を設定します。この 2 つの違い
は、［文字間（全体）］は、常に文字データ全体
に適用されるのに対し、［文字間（個別）］は、
個々の文字に適用されます。

cc 個々の文字の選択のしかたについては、
P.113 の「個別の文字を編集する」を参
照してください。

•［書式設定］ウィンドウの［文字間（個別）］、
［基準線からのオフセット］、［回転］で指定さ
れた設定は、選択されたすべての文字に適用さ
れます。

a
•［スタイル］と［フォントの種類］の内容は、
選択された TrueType フォントによって異なり
ます。

• 選択された文字データの文字列が、複数の
TrueType フォントで作られていると、
TrueType フォントの設定は選択できません。
また、同一フォントでも文字ごとにスタイルや
フォントの種類が異なる場合は、文字列の最初
の文字の属性設定がダイアログボックスに表示
されます。どちらの場合も、1 文字のみが選択
されている場合は、ダイアログボックスにその
文字に設定されている属性が表示されます。
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■文字データを変形させる

1 文字データを選択します。

2 ［書式設定］ウィンドウの［文字変形］

チェックボックスをチェックし、変形ボタン
をクリックします。

選択した文字データの形に応じて、文字デー

タの周りに点線と または が表示され

ます。

3 をドラッグして、文字データを変形させ

ます。

手順 2 で を選択した場合、以下の操作

を行うこともできます。

、 、 をドラッグして、文字の形を調

整します。

 : 文字のサイズを調整できます。

 : 円に沿って、文字を移動できます。

 : 円の丸みを調整できます。

a
線ぬいと面ぬいの両方をオンにした文字データを
変形させると、フォントの形状によっては、線部
と面部にわずかな隙間が生じることがあります。

b
•  は、縦にのみドラッグできます。

•  は、横にのみドラッグできます。

• 変形させた文字データを元の形に戻すときは、
［文字変形］チェックボックスのチェックを外
します。
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1 文字データまたはミニサイズ文字データと図

形データを選択します。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［編集］グループの［グループ編集］をク

リックし、［文字配列］をクリックします。

4 ［文字配列の設定］ダイアログボックスで、

文字配列の属性を指定して、［OK］をクリッ

クします。

a 横位置

b 縦位置

c 向き

d 内側に配置

b
［文字変形］で選択した文字データの形に応じて、
文字編集用に異なるハンドルが表示されます。

文字配列を設定する

a
b
c

d
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■文字配列を解除する

1 図形データ上に配列された文字データを選択

します。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［編集］グループの［グループ編集］をク

リックし、［文字配列解除］をクリックしま
す。

1 文字データを選択します。

2 テキスト内の文字を選択します。

文字の をクリックして、文字を選択しま

す。

a 回転ハンドル

b サイズハンドル

c 垂直オフセットハンドル

文字を個別に回転、サイズ変更、または再配
置できます。また、文字が選択された状態で

［文字］タブをクリックすると、糸色とぬい
方設定を変更できます。

a
• 変形した文字データを配列すると、文字変形は
解除されます。

• 1 つの図形データに対して配列できる文字デー
タは 1 つだけです。

b
• 図形上の文字データを選択してドラッグする
と、文字データの位置を移動できます。

• 文字配列された文字データも、1 文字ずつ［文
字サイズ］、［文字間］、［基準線からのオフセッ
ト］を変更したり、［回転］したりできます。

cc P.113 の「個別の文字を編集する」

個別の文字を編集する

b
刺しゅうデータのポイント選択と同じ方法で、複

数の文字の を選択したり、選択する を切

り替えたりできます。

• ドラッグする

 表示された四角形で囲まれたポイントを
すべて選択

• ＜ Ctrl ＞キーを押しながらポイントをクリッ

クする

 選択中のポイントをクリックすると、選
択解除

• ＜ Shift ＞キーを押しながら矢印キーを押す

 追加選択
• ＜ Ctrl ＞キーを押しながら矢印キーを押す

 選択するポイントを変更

cc P.66 の「ポイントを選択する」

a

b

c
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ハンドルをドラッグして、文字のサイズと属性を
簡単に変更できます。

■サイズを変更する

1 カーソルを右上の ハンドルの上に移動し

ます。

2 ハンドルをドラッグします。

3 マウスボタンを放すと、文字のサイズが変更

されます。

■文字間（個別）を変更する

1   ハンドル以外の文字上にカーソ

ルをおき、文字を横にドラッグします。

2 マウスボタンを放すと、文字間（個別）が変

更されます。

■基準線からのオフセットを変更する

1 カーソルを下側の ハンドルの上に移動し

ます。

2 ハンドルを縦にドラッグします。

3 マウスボタンを放すと、文字の基準線からの

オフセット位置が変更されます。

■文字を回転する

1 カーソルを ハンドルの上に移動します。

2 ハンドルをドラッグします。

文字のサイズと文字の属性
を変更する
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3 マウスボタンを放すと、文字の角度が変更さ

れます。

※ ブロックデータ : ぬい方向線が複数ある図形

データのグループ

変換後、書式設定は使用できなくなりますが、以
下の編集操作を行うことができます。

ブロックデータに変換

複数のぬい方向線を維持しつつ、データが変換
されます。

文字の形は部分的に再調整できます。

図形データに変換

文字は、編集可能な図形データに変換されます。

さまざまなぬい方やエンボス効果を適用できます。

■文字データをブロックデータに変換
する

文字データをブロックデータに変換すると、文字
の形を変形することができます。小さな面のそれ
ぞれでぬい方向線を変更すると、手ぬい刺しゅう
のように見える文字データを作成できます。

1 文字データまたはモノグラム文字データを選

択します。

2 ［文字］タブをクリックします。

3 ［編集］グループで［ブロックデータに変換］

をクリックします。

文字データを変換する

b
図形データと文字データについて詳しくは、8
ページを参照してください。

文字データ

ブロックデータ 図形データ

a
ミニサイズ文字データはブロックデータ（複数の
ぬい方向線のある図形データのグループ）に変換
できません。

b
• 文字データは、元のぬい品質を保ったまま変換
されます。

• 作成されたブロックデータの形状は細かく編集
することができます。

cc ブロックデータや図形データの編集につ
いて詳しくは、P.66 の「刺しゅうデー
タを変形させる」を参照してください。

• 文字データをブロックデータに変換すると、文
字を編集できなくなります。
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■文字データを図形データに変換する

1 文字データまたはモノグラム文字データを選

択します。

2 ［文字］タブをクリックします。

3 ［編集］グループで［図形データに変換］を

クリックします。

1 つの文字データの中の、文字と文字の間のぬい

接続点（前の文字のぬい終点と後ろの文字のぬい
始点）の位置を設定できます。 
設定は、［標準］、［最近点］、［遠点］から選択でき
ます。

1 文字データまたはモノグラム文字データを選

択します。

［ぬい方設定］ウィンドウが表示されていな
いときは、リボンの［表示］タブ→［ぬい方
設定］をクリックします。

2 ［文字間接続］を選択します。

a 標準

標準のぬい順でステッチが生成され、文字全
体のぬい品質を保ちます。

b
変換された図形データは、グループ化されます。
また、「A」の内側の△のような穴開き部分は、

ドーナツぬいが設定されます。

a
内蔵フォント（025、029）、オリジナルフォン
ト、ミニサイズ文字フォントの文字データは、図
形データに変換できません。

b
• 文字データを図形データに変換すると、ぬい品
質がわずかに落ちます。

• ぬい角度は統一されますが、編集は可能です。

cc P.51 の「ぬい角度を設定する」

• 文字データを図形データに変換すると、文字を
編集できなくなります。

文字データのぬい接続点を
設定する

a b c
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b 最近点

前の文字のぬい終点と次の文字のぬい始点が
最も近くなるようにステッチが生成されま
す。渡り糸が短くなり、糸切り回数を少なく
できます。

c 遠点

前の文字のぬい終点と次の文字のぬい始点が
遠くなるようにステッチが生成されます。渡
り糸が長くなり、手動での糸切りがしやすく
なります。

面ぬいのみの文字データだけでなく、線ぬい
が設定された文字データのぬい接続点も設定
できます。

属性タブのぬい設定グループで、刺しゅう属性
（糸色、ぬい方）を設定できます。

文字データが選択されている場合は、次の刺しゅ
う属性を指定できます。

a 線の糸色／面の糸色
線、面の糸色を設定します。

cc P.46 の「糸色」

b 線のぬい方
輪郭のぬい方を設定します。
内蔵フォント 025 および 029 とオリジ
ナルフォントを除くすべてのぬい方が文
字内の線に使えます。

cc P.49 の「線のぬい方」

c 面のぬい方
面のぬい方を設定します。

［サテンぬい］、［タタミぬい］、［プログ
ラムタタミぬい］が文字内の線に使えま
す。

cc P.49 の「面のぬい方」

a
次の場合は、この設定は指定できません。
• 文字データのフォントが、内蔵フォント
（025、029）、TrueType フォント、オリジナル
フォント、ミニサイズ文字フォントの場合

• 文字によって異なった糸色が設定されている場
合

• 文字データの文字のぬい順が連続していない場
合

文字データの刺しゅう属性
について

a
• 内蔵フォント（025、029）オリジナルフォン
トの文字データは、線部のない面部だけのデー
タです。面の糸色、ぬい方のみ設定できます。

• 文字データの場合、下打ちのぬい種類を設定で
きます。詳しくは、P.322 の「面のぬい方」を
参照してください。

a c b
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■ミニサイズ文字を入力する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで［文字］をクリックし

た後、 をクリックします。

3 標準文字と同じ入力方法で文字を入力します。

cc P.106 の「文字を入力する」

■ミニサイズ文字を編集する
ミニサイズ文字データの属性は、［文字］タブ、
［書式設定］ウィンドウ、［糸色設定］ウィンドウ
で設定します。ミニサイズ文字ツールを選択した
ときは、［文字］タブは次のように表示されます。

ミニサイズ文字フォント

a フォント番号

b フォントの見本

c フォント名

d 推奨サイズ

cc P.331 の「内蔵フォント」

b
• 線のぬいをオフにするには、［線のぬい方］セ
レクターから［ぬわない（線）］を選択します。

• 面のぬいをオフにするには、［面のぬい方］セ
レクターから［ぬわない（面）］を選択します。

• 線ぬいと面ぬいのオン／オフの組み合わせ方を
変えることで、多彩な表現が可能です。

線のぬい方 面のぬい方

オン オン

オフ オン

オン オフ

ミニサイズ文字

a
ミニサイズ文字をミシンで縫製するときの注意

cc P.295 の「刺しゅうに適したフォント」

b
［取り込み元］セレクターから［文字データ］を
選択し、［分類］セレクターから［ミニサイズ文
字］を選択している場合、サンプルミニサイズ文
字フォントデータを［取り込み］ウィンドウで使
用できます

cc P.13 の「刺しゅうデータの取り込み方」

b
ミニサイズ文字データやミニサイズ文字ツールを
選択すると、［文字］タブが表示されます。

a b c d
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フォント設定以外は、文字ツールで入力する文字
データと同様の方法で、ミニサイズ文字データの
文字／刺しゅう属性を設定できます。

ただし、ミニサイズ文字データは次の設定は行え
ません。

• ぬいの設定

• ぬい方設定

• 文字変形

• 名前差替え属性

■ミニサイズ文字をぬう場合
ミニサイズ文字のぬい上がりをきれいにするため
に、次の設定をお勧めします。

1 糸調子を通常の刺しゅうデータの場合より弱

くしてください。

2 通常の刺しゅうデータの場合より遅い速度で

縫製してください。
（糸調子とぬい速度の調整については、お使
いのミシンの取扱説明書を参照してくださ
い。）

3 文字の間の渡り糸を切らないように設定して

ください。
（ミシンの糸切りの設定については、お使い
のミシンの取扱説明書を参照してください。）

a
ミニサイズ文字は、内蔵フォントのミニサイズ文
字専用フォントのみ使用できます。

cc ミニサイズ文字専用フォントのフォント
は、P.333 の「ミニサイズ文字」を参照
してください。

b
• 入力済みのミニサイズ文字を編集するには、
［選択］ツールでミニサイズ文字データを選択
し、［書式設定］ウィンドウの文字入力領域に
新しい文字を入力します。

• 文字の編集方法は他にも 3 つあります。

cc P.107 の「文字を編集する」
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作ってみましょう 4：モノグラムを作る

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _4 にあります。

1 ［取り込み］ウィンドウを表示します。

2 ［取り込み元］セレクターから［文字データ］

を、［分類］セレクターから［モノグラム文
字］を選択します。［TM_002.pes］→［取

り込み］をクリックします。

3 取り込まれたモノグラム文字データを選択

し、［文字］タブをクリックします。

4 ［編集］グループで［テキスト編集］をク

リックします。

 文字データは点線として表示され、カー
ソルが文字の末尾に表示されます。

5 ＜BackSpace＞キーを押して文字を削除し、

キーボードを使用して「XYZ」と入力しま

す。

6 ＜ Enter ＞キーを押します。

 デザインページに文字データが作成され
ます。

ステップ 1 モノグラム文字を入力する

ステップ 2 飾り模様を加える

ステップ 3 モノグラム文字のサイズを変更する

ステップ 4 モノグラム文字の糸色とぬい方を変更する

ステップ 1 モノグラム文字を入力
する

b
［取り込み元］セレクターから［文字データ］を選
択し、［分類］セレクターから［モノグラム文字］
を選択している場合、サンプルのモノグラム文字
データを［取り込み］ウィンドウで使用できます。
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飾り模様を追加できます。

1 ［取り込み］ウィンドウを表示し、［取り込み

元］セレクターから［飾り模様］を選択しま
す。

2 モノグラム文字データを選択します。

3 ［分類］セレクターから［モノグラム飾り模

様］ を選択します。［Deco09.pes］→［飾り

模様取り込み］をクリックします。

 飾り模様が加えられます。

b
• この例では、モノグラム文字データを［取り込
み］ウィンドウから取り込みました。ただし、
データは、モノグラム文字ツールを選択し、文
字を入力して作成することもできます。

cc P.106 の「文字を入力する」

•［書式設定］ウィンドウの文字一覧の文字をク
リックしても入力できます。

• 改行はできません。

• 入力できる文字数は 3 文字までです。

• アルファベット大文字（文字一覧に表示されて
いる文字）のみ入力できます。

ステップ 2 飾り模様を加える

b
• モノグラム文字データが選択された場合、［飾
り模様取り込み］ボタンと［縦横比を保持］
チェックボックスが表示されます。 

- 元の縦横比を保持しつつモノグラム文字のサ
イズに合わせた飾り模様を取り込むには、

［縦横比を保持］チェックボックスをチェッ
クします。

- 選択を解除すると、モノグラム文字に合わせ
た縦横比の飾り模様が取り込まれます。

• モノグラム文字データが選択されていない場
合、［取り込み］ボタンが表示されます。この
ボタンをクリックすると、飾り模様が標準サイ
ズで取り込まれます。
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■モノグラム文字のサイズを変更する
［文字サイズ］セレクターをクリックし、「22」と

入力します。

設定を変更するモノグラム文字のポイントをク
リックします。

1 ここをクリック

■糸色を変更する

1 ［糸色設定］タブをクリックして色パレット

を表示します。

2 ［マンダリン］をクリックします。

3 文字「XZ」を選択して［アカ］をクリック

します。

■ぬい方を変更する

1 ［文字］タブをクリックします。

2 ［ぬい設定］グループで［面のぬい方］セレ

クターをクリックした後、［タタミぬい］を
選択します。

ステップ 3 モノグラム文字のサイ
ズを変更する

b
Diamond と Script は、モノグラム文字専用の
フォントです。内蔵フォントや TrueType フォン
ト、オリジナルフォントも使えます。

cc P.123 の「モノグラム文字を入力する」

ステップ 4 モノグラム文字の糸色
とぬい方を変更する

1
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モノグラム文字について

モノグラム文字データの属性は、［文字］タブ、
［書式設定］ウィンドウ、［ぬい方設定］ウィンド
ウ、［糸色設定］ウィンドウで設定します。

モノグラム文字ツールを選択したときは、［文字］
タブは次のように表示されます。

■モノグラム文字フォント
［フォント］セレクターをクリックし、フォントを
選択します。

a フォントの種類
•数字は内蔵フォントを示します。

•  モノグラム文字フォントを示しま

す。

b フォントの見本
文字データが 1 つだけ選択されていると
きは、その文字の文字データの文字列が
表示されます。

c フォント名

d 最近使用したフォント

フォント設定以外は、文字ツールで入力する文字
データと同様の方法で、モノグラム文字データの
文字／刺しゅう属性を設定できます。

ただし、モノグラム文字データは次の設定は行え
ません。

• 回転、文字間（全体）、行間、揃え方、横書き
／縦書き

• 文字変形

• 名前差替え属性

• 文字配列

モノグラム文字を入力する

b
モノグラム文字データやモノグラム文字ツールを
選択すると、［文字］タブが表示されます。

a b c

d

b
Diamond と Script は、モノグラム文字専用の

フォントです。内蔵フォントや TrueType フォン
ト、オリジナルフォントも使えます。

cc 内蔵フォント、モノグラム文字フォント
のフォントは、P.331 の「内蔵フォン
ト」を参照してください。

b
• 入力済みのモノグラム文字を編集するには、
［選択］ツールで文字データを選択し、［書式設
定］ウィンドウの文字入力領域に新しい文字を
入力します。

• 文字の編集方法は他にも 3 つあります。

cc P.107 の「文字を編集する」
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作ってみましょう 5 :
名前差替えデータを作る
文字の入った刺しゅうデータで、名前差替え機能を使うと、ユニフォーム用の名前を入れ替えるなど、同
じデザインで、文字だけを入れ替えたデータを、簡単にたくさん作ることができます。

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _5 にあります。

1 ［取り込み］ウィンドウを表示し、［取り込み

元］セレクターから［デザインライブラ
リー］を選択します。

2 ［分類］セレクターで［いろいろ］を選択し、

虹模様のファイルアイコンをデザインページ
へドラッグします。

3 ［ホーム］タブをクリックします。

4 ［ツール］グループで［文字］をクリックし

た後、 →デザインページをクリックしま

す。

5 「Fernand」と入力し、＜ Enter ＞キーを押し

ます。

ステップ 1 刺しゅう模様をデザインする

ステップ 2 名前差替えリストを作る

ステップ 3 名前差替えデータをファイルに出力する

ステップ 1 刺しゅう模様をデザイ
ンする
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6 文字データを選択して、［文字変形］チェッ

クボックスをチェックし、その下の を

クリックします。

7 刺しゅうデータをドラッグして、位置を調整

します。

1 文字データ「Fernand」をクリックし、［名

前差替え］チェックボックスをチェックし
て、［名前差替えリスト］ボタンをクリック
します。

2 名前差替えリストに文字を入力します。この

例では、リストの最後に文字を追加します。

(1) 行のセルをクリックしてから、［テ
キスト編集］をクリックするか、セルを
クリックして入力モードに切り替えま
す。

(2) キーボードで文字列を入力します。

(3) 入力時は、＜ Enter ＞キーを押すと、下

の行のセルが入力モードに切り替わりま
す。

（1）から（3）の手順を繰り返して文字列を

入力し、名前差替えリストを完成させます。

ステップ 2 名前差替えリストを作る
b
文字入力をしたセルを選択すると、文字をプレ
ビューできます。
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作ってみましょう 5 : 名前差替えデータを作る

ファイルに出力してみましょう。名前差替えリス
トの行数分、文字列を差し替えて刺しゅうデータ
を出力します。

1 ［フォルダーへ］をクリックします。

2 をクリックした後に表示されるダイアロ

グボックスでドライブとフォルダーを選択し
て、［ファイル名］ボックスにファイル名を
入力し、［OK］をクリックします。

 刺しゅうデータに問題がないか、本ソフ
トウェアが確認を始めます。問題が発見
されなかった場合は、出力を開始します。

3 出力が完了すると、次のメッセージボックス

が表示されます。［OK］をクリックします。

保存先のフォルダーに、名前差替えリストの
文字列の数の刺しゅうファイルが保存されま
す。

ステップ 3 名前差替えデータを
ファイルに出力する

b
出力されるファイル名は「元のファイル名
xxx.pes」（xxx は 001 からの連番）と付けられま
す。
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名前差替え機能（文字列を差し替える）

a 名前差替え
このチェックボックスをチェックして、

［名前差替え］属性を設定します。

b 名前差替えリスト
クリックして、［名前差替えリスト］ダ
イアログボックスを表示します。

c 縦横比を保持
チェックボックスをチェックすると、文
字の縦横比が保持されます。

■揃え方

名前差替え機能設定時の文
字属性について

a
•［名前差替え］属性が設定されると、設定され
ていた［文字間（個別）］、［基準線からのオフ
セット］、［回転］、［文字間（全体）］、［行間］、
文字サイズ、糸色はリセットされます。

•［名前差替え］属性は、［文字配列］が設定され
ている文字、ミニサイズ文字、モノグラム文字
には設定できません。

d e f

a c g h i b

b
書式設定の［名前差替えリスト］ダイアログボッ
クスは、［名前差替え］設定が適用された文字
データを選択し、［ホーム］タブの［ツール］グ
ル－プで［文字］→［名前差替えリスト］をク
リックして表示できます。

d

e

f

g

h

i
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名前差替え機能（文字列を差し替える）

a 名前差替えリスト
文字を置き換えるために使用する文字の
リストを作成します。セルをダブルク
リックすると、入力モードになります。
行を選択すると、その文字列での模様を
プレビュー表示で確認できます。

または キーで、行の選択の切り

替えができます。

b ボタンをクリックすると、リストの
最後に 1 行追加されます。
（500 行まで追加できます。）

c テキスト編集
選択したセルの文字列を入力モードにし
ます。（セルをダブルクリックしても入
力モードになります。

d 行を選択し、［行挿入］をクリックしま
す。選択された行の上に新しい行が挿入
されます。

e 行を選択し、［行削除］をクリックしま
す。選択された行が削除されます。

■名前差替えリストを保存する／読み
込む

f 作成した名前差替えリストを保存しま
す。
このボタンをクリックし、保存先のフォ
ルダーを選択し、［ファイル名］にファ
イル名を入力し、保存をクリックして、
.csv 形式で［保存］します。

g .csv 形式の名前差替えリストを読み込み
ます。
このボタンをクリックし、フォルダーを
選択してから、ファイル名を選択して

［開く］をクリックするか、ファイルア
イコンをダブルクリックします。

■名前差替えリストの文字列を適用し
て出力する

h Link 機能を使って、ミシンにデータを転
送できます。Link 機能対応のミシンがパ
ソコンに接続されている場合に、このボ
タンは有効になります。ミシンは、Link
モードで起動した状態で接続してくださ
い。

cc P.196 の「Link 機能を使って刺しゅ
うする」

i フォルダーへ

cc P.126 の「名前差替えデータをファ
イルに出力する」

■文字列を入れ替えた刺しゅうデータ
を編集する

j［名前差替えリスト］ダイアログボック
スで文字列を選択し、［OK］をクリック
します。デザインページに戻り、選択し
た文字列に差し替えた状態の刺しゅう
データを編集できます。

名前差替えリストダイアロ
グボックスの機能

b
模様に［名前差替え］属性を持つ文字データが 2
つある場合は名前差替えリストは次のようになり
ます。

a c d e

b

g f

h j i
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画像から刺しゅうデータを作る

画像から刺しゅうデータを簡単に作ることがで
きます。また、画像と刺しゅうを組み合わせた
作品の作り方を説明します。
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ステッチウィザード : 画像を刺しゅうデータに自動変換する

ステッチウィザード : 画像を刺しゅうデー
タに自動変換する
デジタルカメラの写真データやイラストをスキャンした画像データ、クリップアートの画像から、刺しゅ
うデータを作ることができます。

■オートパンチ（cc p. 132）

■クロスステッチ（cc p. 135）

■フォトステッチ 1（cc p. 139）

■フォトステッチ 2（cc p. 144）
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作ってみましょう 6-1 : オートパンチ
ここでは、オートパンチ機能を使ってイラストから刺しゅうデータを作ります。画像の図形と色から刺
しゅうデータが作成されます。

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［画像］グループの［開く］をクリックし、

［ファイル］をクリックします。

3 ［ドキュメント（マイドキュメント）￥刺

しゅう PRO 10￥作ってみましょう￥

作ってみましょう _6］フォルダーをダブル

クリックして開きます。

4 サンプルファイル［penguin.bmp］を選択

し、［開く］をクリックするか、ファイルア
イコンをダブルクリックします。

 画像がデザインページに表示されます。

1 ［画像］タブをクリックします。

2 ［ステッチウィザード］グループの［オート

パンチ］をクリックします。

ステップ 1 レイアウトセンターに画像データを取り込む

ステップ 2 オートパンチウィザードを起動する

ステップ 3 画像の切り抜き範囲を指定して、サイズと位置を調整する

ステップ 4 切り抜き範囲の輪郭線を指定して、刺しゅうデータに変換する

ステップ 1 レイアウトセンターに
画像データを取り込む

b
本アプリケーションがインストールされると、
［刺しゅう PRO 10］フォルダーがドキュメント
フォルダーにインストールされます。

b
•［オートパンチ］には、色数が少なく、色の
はっきりしたイラストが適しています。

• 画像を選び直したいときは、1 から 4 を繰り

返します。または、手順 4 のダイアログボッ

クスを使って画像を置き換えることができま
す。

cc P.147 の「範囲の設定ダイアログボック
ス」

• スキャナーまたはクリップボードから写真画像
を取り込むことができます。

cc P.150 の「画像データを取り込む」

ステップ 2 オートパンチウィザー
ドを起動する
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作ってみましょう 6-1 : オートパンチ

1 をクリックして切り抜き範囲の形状を選

択します。
ハンドルをドラッグしてサイズを調整し、切
り抜き範囲をドラッグして位置を調整しま
す。
［次へ］をクリックします。

cc P.147 の「範囲の設定ダイアログボック
ス」

2 画像をドラッグして、画像の位置とサイズを

調整します。白い背景は、デザインページの
縫製範囲を示します。 
［次へ］をクリックします。

cc P.148 の「範囲の確認／画像のサイズと
位置の変更ダイアログボックス」

［縁取りをぬう］チェックボックスをチェックし、
縁取りを指定します。変換結果を確認し、［完了］
をクリックします。

 刺しゅうデータが作られます。 画像は、自
動的に非表示になります。

ステップ 3 画像の切り抜き範囲を
指定して、サイズと位
置を調整する

b
ここで選んだ切り抜き範囲の輪郭線を、ステップ
4 で線データ（縁取り）にできます。

ステップ 4 切り抜き範囲の輪郭線
を指定して、刺しゅう
データに変換する
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オートパンチの詳細設定

a 変換結果
変換後のデータイメージが変換結果ボッ
クスに表示されます。

b 使わない面の色の選択／使わない線の色
の選択
［使わない面の色の選択］リストと［使
わない線の色の選択］リストで、色をク
リックして色単位で縫製する部分／しな
い部分を変更できます。ぬわない色に ×
マークを付けます。

c ズーム

d 線の作成
このボタンをクリックすると、［線にす
る領域の選択］ダイアログボックスが表
示されます。ここで、面を線に変換でき
ます。

線に変換する面を選択し、［OK］をク

リックします。

e 糸リスト
使用する糸リストを選択します。

f 縁取りをぬう
チェックボックスにチェックを入れる
と、切り抜き範囲の輪郭線の形の線ぬい
を作成できます。

g ノイズ除去
原画に含まれるゴミ（ノイズ）を除去す
る程度を設定します。

h 解像度
変換する際の解像度を設定します。

i 最大糸色数
使用する糸色の数を設定します。

j 再変換
設定を変更したら、ここをクリックして
変換結果を更新します。

オートパンチの設定
ダイアログボックス

b
• 変換結果ボックスの画像の各部分、または［使
わない面の色の選択］／［使わない線の色の選
択］リストをクリックして、縫製する部分／し
ない部分を変更できます。

• 変換結果ボックスのプレビュー領域では、次の
ように変更します。

- 面部は、ぬわない部分は × マークを付け、ぬ
う部分は × マークを外します。

- 線部は、ぬわない部分は点線に、ぬう部分は
実線にします。

1 この面と線はぬわれません。

a c b

d
e

j

i
f
g
h

1
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作ってみましょう 6-2 : クロスステッチ
クロスステッチ機能を使って、画像からクロスステッチ刺しゅうデータを作ります。ここでは、画像から
クロスステッチの刺しゅうデータを作成します。

［作ってみましょう _6］フォルダーを選択し、

［tulip.bmp］を取り込みます。

cc P.132 の「レイアウトセンターに画像
データを取り込む」

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［ステッチウィザード］グループの［クロス

ステッチ］をクリックしてから、［カラー］
をクリックします。

3 ［次へ］をクリックします。

このダイアログボックスで、画像の切り抜き
範囲を指定して、サイズを調整し、図形を編
集できます。ここでは、そのまま次の手順に
進みます。

cc P.147 の「範囲の設定ダイアログボック
ス」

4 ［次へ］をクリックします。

このダイアログボックスで、画像のサイズと
位置を調整できます。ここでは、そのまま次
の手順に進みます。

cc P.148 の「範囲の確認／画像のサイズと
位置の変更ダイアログボックス」

ステップ 1 レイアウトセンターに画像データを取り込む

ステップ 2 クロスステッチウィザードを起動する

ステップ 1 レイアウトセンターに
画像データを取り込む

ステップ 2 クロスステッチウィ
ザードを起動する
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5 ［次へ］をクリックします。

このダイアログボックスで、クロスステッチ
のサイズや色数を指定できます。ここでは初
期設定のままにしておきます。

6 ［完了］をクリックします。

このダイアログボックスで、ステッチの追加
／削除や、糸色、ぬい回数を指定できます。
ここでは初期設定のままにしておきます。

 刺しゅうデータが作られます。 画像は、自
動的に非表示になります。
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クロスステッチの詳細設定

a 変換結果
画像の各部分をクリックして、縫製する
／しないを選択します。

b 使わない色の選択
リストの色をクリックして、色単位で縫
製する部分／しない部分を変更できま
す。ぬわない色に × マークを付け、ぬう
色は × マークを外します。

c ズーム

d クロスステッチのサイズ
クロスステッチのサイズを設定します。

e 糸リスト
使用する糸リストを選択します。

f 最大糸色数
使用する糸色の数を設定します。

g 再変換
設定を変更したら、ここをクリックして
変換結果を更新します。

h 次へ
次のステップ（［クロスステッチの編集］
ダイアログボックス）に進みます。

■クロスステッチの編集ダイアログ
ボックス

a でステッチタイプを選択し、b で糸色を選
択し、c でステッチを編集します。

a ステッチの選択
追加／削除するステッチを選択します。

 （クロスステッチ）: マス目の中に

クロスステッチを設定します。

 （バックステッチ）: マス目の辺

（ または ）と中（ または ）

にバックステッチを設定します。

b 糸色設定
［色の変更］をクリックして、［糸色］ダ
イアログボックスを表示し、希望の色を
クリックして選択します。
ステッチで使われている糸色を選択した

いときは、 をクリックしてから、

その糸色が使われているステッチをク
リックします。

クロスステッチの設定 
ダイアログボックス

b
• 変換結果ボックスの画像の各部分、または［使
わない色の選択］リストをクリックして、縫製
する部分／しない部分を変更できます。

• 変換結果ボックスで、ぬわない部分は × マー
クを付け、ぬう部分は × マークを外します。

1 この面と線はぬわれません。

a c b

d
e

f

g

h

1

c a d

b

g

ef
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c 編集領域

クロスステッチの場合
マス目をクリック : 追加

バックステッチの場合
マス目の辺上をクリック : 辺上に追加

マス目の対角線上をクリック : 対角線上

に追加

クロスステッチ／バックステッチ共通
ドラッグ : 連続追加

右クリック／右ドラッグ : 削除／連続削除

d ズーム

e 下絵表示
［下絵表示］をクリックすると、取り込
んだ画像を表示できます。

f 縁取りをぬう
チェックボックスにチェックを入れる
と、切り抜き範囲の輪郭線の形の線ぬい
を作成できます。

g クロスステッチのぬい方／バックステッ
チのぬい方
それぞれのぬい回数を、［2 重ぬい］、［4
重ぬい］、または［6 重ぬい］から選択
します。

a
ステッチを編集後、［戻る］をクリックして前の
ダイアログボックスに戻ると、［クロスステッチ
の設定］はリセットされます。
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作ってみましょう 6-3 : フォトステッチ 1
フォトステッチ 1 機能を使って写真から刺しゅうデータを作ります。写真から作成した刺しゅうデータに
は、細かなステッチをぬい重ねたデータになります。

［作ってみましょう _6］フォルダーを選択し、

［swimming_girl.jpg］を取り込みます。

cc P.132 の「レイアウトセンターに画像
データを取り込む」

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［ステッチウィザード］グループの［フォト

ステッチ 1］をクリックしてから、［カラー］

をクリックします。

1 ハンドルをドラッグして、切り抜き範囲の形

を調整します。切り抜き範囲をドラッグし
て、位置を調整します。

2 次へをクリックします。

3 ［デザイン設定］をクリックします。

ステップ 1 レイアウトセンターに写真データを取り込む

ステップ 2 フォトステッチ 1 ウィザードを起動する

ステップ 3 画像の切り抜き範囲を指定して、サイズと位置を調整する

ステップ 4 適切な糸色を選択して刺しゅうデータに変換する

ステップ 1 レイアウトセンターに
写真データを取り込む

ステップ 2 フォトステッチ 1 ウィ
ザードを起動する

b
［フォトステッチ 1］では、多色（カラー）、セピ
ア調（セピア）、グレー調（グレー）、単色（モノ
クロ）の刺しゅうデータを作成できます。ここで
は、［カラー］を選択します。

ステップ 3 画像の切り抜き範囲を
指定して、サイズと位置
を調整する
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4 ［枠サイズ］を選択し、セレクターから

100×100mm のデザインページを選択しま

す。［OK］をクリックします。

5 ［ページのサイズに合わせる］をクリックし

て、仕上がりサイズを変更します。

cc P.148 の「範囲の確認／画像のサイズと
位置の変更ダイアログボックス」と
P.149 の「グレーバランス／画像のサイ
ズと位置の変更ダイアログボックス」

6 変換する領域のプレビューを確認し、［次へ］

をクリックします。

この時点で、［完了］をクリックすると刺しゅう
データが完成します。ただし、ここでは各種設定
を変更してフォトステッチを改善する方法につい
て説明します。

1 ［糸リスト］セレクターから［ブラザー糸リ

スト（フォトステッチ）］を選択します。 
［最大糸色数］セレクターでは、「20」を指定

します。 
［プレビューの更新］をクリックします。

2 ［明るさ］スライダーを左に 1 つ分スライド

し、［コントラスト］スライダーを右に 2 つ

分スライドします。 
［プレビューの更新］をクリックします。

b
• 刺しゅうのサイズを、画面左下で確認できま
す。この画面でサイズを自由に変更できます。

• ぬうことができる刺しゅうデータの最小サイズ
は以下のとおりです。

顔のみ :100×100mm

頭と顔 :130×180mm

ステップ 4 適切な糸色を選択して
刺しゅうデータに変換
する

b
画像によっては、必要に応じて調整を行います。
色数の調整が難しい場合、［候補から選択］をク
リックします。

cc P.143 の「候補から選択」
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3 右側のプレビューを見ながら、多く使ってい

る色（背景のミズイロ）と特徴的な色（唇の
コイピンク）をリストから選択し、［保持］
をクリックします。

 この例では、4 つの色（クリームイロ、ミ
ズイロ、サーモンピンク、コイピンク）
が保持されます。

4 ［最大糸色数］セレクターで、「10」を指定

し、［プレビューの更新］をクリックします。

5 ［完了］をクリックします。

 画像は、自動的に非表示になります。

実際の糸色が画面上の糸色と異なる場合、刺しゅ
う結果に大きく影響します。

［ブラザー糸リスト（フォトステッチ）］は、「ブラ
ザー刺しゅう糸」と「ブラザー肌色系刺しゅう糸」
から作成された糸リストであり、画面上の糸色と
実際の糸色の差を補うように調整されています。
ただし、動作環境によっては色が違って見える場
合があります。

画面上の糸色が実際の糸色と異なる場合は、ユー
ザー糸リストを使って糸色を調整すると、より良
い結果を得られます。

cc P.183 の「ユーザー糸リストを作成／編集
する」

b
でき上がった刺しゅうデータに強調したくない色
が含まれている場合（例えば、顔に灰色が入って
いるなど）、［ぬい順］ウィンドウでその色が他の
色より先にぬわれるように順序を変更すると、良
い結果を得られる場合があります。

cc P.85 の「糸色を変更する」

良い結果を出すためのヒント
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フォトステッチ 1 の詳細設定

カラー、セピア、グレーの場合

モノクロの場合

糸色設定a で糸色を選択し、［ぬい方設定］b
や［明るさ / コントラスト］c を設定し、［プレ

ビューの更新］d をクリックして設定結果を確認

します。［完了］e をクリックして刺しゅうデー

タに変換します。

a 糸色設定
フォトステッチ 1 の設定 
ダイアログボックス

a

b c d e

a

b c d e

カラー／セピア／グレー

糸リスト 使用する糸リストを選択します。

自動選択

糸色を自動で選択するか（オン）、手動

で選択するか（オフ）を選択します。

このチェックボックスをチェックする

と、機能がオンになります。

最大糸色数
自動設定で選び出す色数の値を設定し

ます。

使用している

色のリスト

使用中の糸色を表示します。使用中の

糸色を確認または変更できます。

追加

使用されている色のリストに糸色を追

加する場合、このボタンをクリックし

ます。

クリックすると、［糸色の追加］ダイア

ログボックスが表示されます。

糸リストを選択した後、糸色を選択し、

［OK］をクリックすると、その色が、

リストに追加されます。追加された糸

色は、使用している色のリストとして

保持されます。

削除

使用されている色のリストで糸色を選

択し、このボタンをクリックすると、

選択された色がリストから削除されま

す。不要な糸色を削除し、色の数を減

らす場合に使用します。

保持

使用する必要がある糸色を指定します。

使用されている色のリストで糸色を選

択し、このボタンをクリックすると、

保持列に が表示されます。この設

定をキャンセルするには、アイコンを

クリックします（ と表示されま

す）。

モノクロ

使用している

色のリスト 
使用中の糸色を表示します。

色の変更

使用する糸色を変更したい場合は、こ

のボタンをクリックして、［糸色］ダイ

アログボックスを開きます。
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フォトステッチ 1 の詳細設定

b ぬい方設定

c 明るさ／コントラスト

d プレビューの更新
設定を変更後、クリックしてプレビューを更
新します。

糸密度

［細かい］に設定するほど、細かい表現

が可能となりますが、ステッチ数は多

くなります。（ステッチが重なります）

走りピッチ
値を低くすると、ピッチが短くなり、

より細かい刺しゅうになります。

デザインペー

ジの色もぬう

（モノクロは

設定不可）

チェックを外すと、デザインページと

同色の部分の刺しゅうデータは作成さ

れません。

チェックを入れると、作成されます。

縁取りをぬう
チェックを入れると、切り抜き範囲の

輪郭線の形の線ぬいを作成できます。

その他の設定

以下の設定を指定したい場合は、この

ボタンをクリックして、［その他の設

定］ダイアログボックスを開きます。

［優先項目］:
-［ぬい品質］: ぬい上がりの品質を優

先してデータが作られ

ます。

-［渡り糸削減］: 渡り糸が少なくなるように

データが作られます。

［原画の種類］:
-［写真］: 　　糸色を混ぜ合わせ、よ

り自然なデータが作ら

れます。

-［イラスト］: 糸色を混ぜ合わせないで、

データが作られます。

写真などの画像データは［写真］を、

イラストなどの画像データには［イ

ラスト］を選択します。

上のスライダーで、明るさを調整します。 
下のスライダーで、コントラストを調整します。

候補から選択

自動補正された画像を選択できます。 
このボタンをクリックすると、元の画

像を基準として、明るさとコントラス

トレベルの異なる 9 つのパターンが表

示されます。候補を 1 つ選び、［OK］

をクリックします。

b
•［自動選択］チェックボックスがチェックされ
た場合、糸色は［糸リスト］セレクターで選択
されたリストから自動的に選択されます。糸色
が保持されている場合、保持されている色も

［最大糸色数］ボックスで指定された数に含ま
れます。 

［自動選択］チェックボックスがチェックされ
ていない場合、［糸リスト］セレクターと［最
大糸色数］ボックスの設定は適用されません。
現在のリストに含まれている糸色のみが糸色の
割り当てに使用されます。

• 糸色が追加／削除されると、［自動選択］
チェックボックスのチェックが外れます。追加
された糸色を使用しつつ自動的に他の糸色を選
択するには、［自動選択］チェックボックスを
チェックし、更新します。

• 使用する色リストは、糸色の明度が高い順に並
んでいます。この順番がぬい順となり、変更は
できません。

b
きれいな写真刺しゅうを作るには

•［糸リスト］セレクターの［ブラザー糸リスト
（フォトステッチ）］を選択すると、実際の刺
しゅうの糸色に最も近い色でデータをプレ
ビューできます。このリストは、期待する結果
に最も適した配色になります。 
ただし、パソコンの環境によっては色が違って
見えることがあります。色を編集して、お使い
の糸に対応したユーザー糸リストを作成する
と、実際に刺しゅうする糸に最も近い色を表示
しながら、データを作成できます。

cc P.183 の「ユーザー糸リストを作成／編
集する」

• 刺しゅうにしたい対象が大きく写っている写真
が適しています。人物の場合、顔の部分の大き
さを 75×75mm 以上にしてください。

• 明るくはっきりした写真が適しています。逆光
や屋内で撮影された写真は、きれいに変換でき
ません。
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作ってみましょう 6-4 : フォトステッチ 2
［フォトステッチ 2］では、［フォトステッチ 1］とは別の方法で、写真から刺しゅうを作ります。写真から
刺しゅうを作りますが、ジグザグのぬい目を繰り返したデータになります。［フォトステッチ 1］よりも大
まかな表現になりますが、ぬい目の整ったデータを作れます。

［作ってみましょう _6］フォルダーを選択し、

［girl2- face.bmp］を取り込みます。

cc P.132 の「レイアウトセンターに画像
データを取り込む」

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［ステッチウィザード］グループの［フォト

ステッチ 2］をクリックしてから、［モノク

ロ］をクリックします。

1 をクリックして丸い形状の切り抜き範囲

を選択します。

ハンドルをドラッグしてサイズを調整し、切
り抜き範囲をドラッグして位置を調整しま
す。

［次へ］をクリックします。

cc P.147 の「範囲の設定ダイアログボック
ス」

2 このダイアログボックスで、画像のサイズと

位置を調整できます。ここでは、そのまま次
の手順に進みます。

［次へ］をクリックします。

cc P.148 の「範囲の確認／画像のサイズと
位置の変更ダイアログボックス」と
P.149 の「グレーバランス／画像のサイ
ズと位置の変更ダイアログボックス」

ステップ 1 レイアウトセンターに写真データを取り込む

ステップ 2 フォトステッチ 2 ウィザードを起動する

ステップ 3 画像の切り抜き範囲を指定して、サイズと位置を調整する

ステップ 4 ぬい角度を変更する

ステップ 1 レイアウトセンターに
写真データを取り込む

ステップ 2 フォトステッチ 2 ウィ
ザードを起動する

ステップ 3 画像の切り抜き範囲を
指定して、サイズと位
置を調整する
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1 ［ぬい角度］セレクターに「45」と入力しま

す。

2 ［プレビューの更新］をクリックします。

3 ［完了］をクリックします。

ステップ 4 ぬい角度を変更する
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フォトステッチ 2 の詳細設定

カラーの場合

モノクロの場合

［ぬい方設定］a や［糸色設定］b を設定し、

［プレビューの更新］c をクリックして設定結果

を確認します。［完了］d をクリックして刺しゅ

うデータに変換します。

a ぬい方設定

b 糸色設定

フォトステッチ 2 の設定 
ダイアログボックス

a

c d

b

a

c d

b

ぬい間隔

ぬい密度

ぬい角度

縁取りをぬう

チェックボックスにチェックを入れる

と、切り抜き範囲の輪郭線の形の線ぬ

いを作成できます。

カラ―

糸リスト
［糸リスト］で使用できる糸のブランド

を選択できます。

色セット

［自動］を選択すると、最も適した 4 色

が自動的に選択されます。

または、4 色の組み合わせを選択しま

す。

選択肢の色は、C（シアン）、M（マゼ

ンタ）、Y（イエロー）、K（ブラック）、

R（レッド）、G（グリーン）、B（ブ

ルー）です。原画でよく使われている

色を次の組み合わせの中から選択しま

す。

色の組み合わせ :CMYK、RGBK、
CRYK、BMYK

使用する色 選択された 4 つの糸色を表示します。

色の変更

使用する糸色を変更したい場合は、［使

用する色］の変更したい色をクリック

し、［色の変更］をクリックして、［糸

色］ダイアログボックスを開きます。

色を選択し、［OK］をクリックします。

選択した糸色が適用されたプレビュー

が表示されます。

モノクロ

色の変更

使用する糸色を変更したい場合は、［色

の変更］ボタンをクリックして、［糸

色］ダイアログボックスを開きます。

色を選択して、［OK］をクリックしま

す。

カラー／モノクロ

明るさ／

コントラスト

上のスライダーで、明るさを調整しま

す。 
下のスライダーで、コントラストを調

整します。

プレビューの

更新

設定を変更後、クリックしてプレ

ビューを更新します。

ぬい間隔

低い 高い

0° 45° 90°
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ステッチウィザードの詳細説明

ステッチウィザードの詳細説明

ウィンドウ上部（［クイックアクセスツールバー］）

の をクリックしてスタートアップウィザード

を表示し、［イラストや写真から作る］をクリック
します。画像が取り込まれると、次のダイアログ
ボックスが表示されます。

a 変換前の画像のイメージ

b 変換後の刺しゅうデータのイメージ

c 変換方法を選択します。

d デザインセンターを起動して、デザイン
ページに画像を取り込みます。

e 変換方法の説明

f クリックして、次のステップに進みま
す。

■範囲の設定ダイアログボックス
どの［変換方法］を選択しても、このダイアログ
ボックスに進みます。

a 切り抜き範囲
選択した形状で画像を切り抜きます。

b 切り抜き範囲は変形または再配置できま
す。実行する操作に適したツールを選択
してください。

: ハンドルをドラッグして、切り抜
き範囲を拡大／縮小します。切り
抜き範囲をドラッグして、位置を
調整します。

: 切り抜き範囲を任意の形にすると
きは、ポイントを挿入／移動／削
除して切り抜き範囲の形を調整し
ます。
切り抜き範囲の輪郭線をクリック
すると、ポイントを挿入できます。
ポイントを移動するには、ポイン
トを選択してドラッグします。ポ
イントを削除するときは、ポイン
トを選択して、＜ Delete ＞キーを
押します。

ステッチウィザードを
起動する

b
画像が取り込まれていない場合は、［画像を開く］
ダイアログボックスが表示されます。

a

b

c

d

e

f

切り抜き範囲の指定と画像
の調整について

a
画像が小さい場合、切り抜き範囲のサイズを小さ
くできないことがあります。

a b d

e

fc
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c［背景抽出］をクリックすると、自動的
に画像の輪郭が検出されます。

この例のように、画像の背景が単色の場
合は［背景抽出］をクリックすると、自
動的に画像の輪郭が検出されます。

d ズーム

e［原画の調整］ボタンをクリックすると、
［原画の調整］ダイアログボックスが表
示されます。

• ［輪郭強調］スライダーで、原画の輪郭を
強調する割合を調整します。［輪郭強調］
に近く設定するほど、明るい部分と暗い
部分の境界が明確になります。

• ［明るさ］スライダーで、原画の明るさを
調整します。

• ［コントラスト］スライダーで、原画のコ
ントラストを調整します。

f［画像を開く］をクリックして、画像を
置き換えることができます。クリックす
ると、［画像を開く］ダイアログボック
スが表示されるので、任意のファイルを
選択します。

次のステップは、変換する色によって、操作が異
なります。

■範囲の確認／画像のサイズと位置の
変更ダイアログボックス

［オートパンチ］、［フォトステッチ 1］（カラー、

セピア、グレー）、［フォトステッチ 2］（カラー）、

クロスステッチの場合 :

次のダイアログボックスが表示されます。

a 画像の位置とサイズを調整します。画像
を移動先までドラッグします。
ハンドルをドラッグして、画像のサイズ
を調整します。

b［デザイン設定］をクリックすると、デ
ザイン設定ダイアログが表示され、デザ
インページサイズを変更することができ
ます。

cc P.14 の「デザインページを設定す
る」

c［ページのサイズに合わせる］をクリッ
クすると、切り抜き範囲の画像がデザイ
ンページサイズの大きさに調整されま
す。

d 刺しゅうのサイズ

a
で編集した切り抜き範囲や、［背

景抽出］をクリックして作成した切り
抜き範囲は、リスト上部に追加されま
す。次回、ステッチウィザードを使用
してパターンを作成したときに、この
切り抜き範囲を選択できます。最大 5
つの図形が追加され、直前に使用した
順に並べられます。

追加された切り抜き範囲は、どのス
テッチウィザードでも表示されます。

a

b
c

d
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■グレーバランス／画像のサイズと位
置の変更ダイアログボックス

［フォトステッチ 1］（モノクロ）、［フォトステッ

チ 2］（モノクロ）の場合 :

次のダイアログボックスが表示されます。

a 画像の位置とサイズを調整します。画像
を移動先までドラッグします。
ハンドルをドラッグして、画像のサイズ
を調整します。

b［デザイン設定］をクリックすると、デ
ザイン設定ダイアログが表示され、デザ
インページサイズを変更することができ
ます。

cc P.14 の「デザインページを設定す
る」

c［ページのサイズに合わせる］をクリッ
クすると、切り抜き範囲の画像がデザイ
ンページサイズいっぱいのサイズに調整
されます。

d 刺しゅうのサイズ

e スライダーをドラッグして、グレーバラ
ンスを調整します。

レイアウトセンターで取り込んだ画像を使って、
デザインセンターで刺しゅうデータを作ります。

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［ステッチウィザード］グループの［デザイ

ンセンター］をクリックします。

 デザインセンターが起動し、画像が取り
込まれたデザインページが表示されます。

cc P.203 の「デザインセンターの基本的な
使い方」と P.216 の「輪郭線画ステー
ジ」

a

b
c

d e

デザインセンターに取り込む
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画像データを取り込む
ステッチウィザードで使う原画として、マニュアルパンチの下絵として、また、「印刷と刺しゅうの組み合わせ」
機能でデザインするときのアイロンプリント紙や印刷可能な布に印刷する背景画像として画像を取り込みます。

画像の取り込み方は、次の 3 つの方法があります。

• ファイルから

• スキャナーから（TWAIN 機器）

• クリップボードから

■画像ファイルの形式について
次の形式のファイルを取り込むことができます。

- Windows ビットマップ（.bmp）、Exif （.tif、
.jpg）、Windows メタファイル（.wmf）、
Portable Network Graphics （.png）、
Encapsulated PostScript （.eps）、GIF （.gif）

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［画像］グループの［開く］をクリックし、

［ファイル］をクリックします。

3 フォルダー、ファイル名を選択します。［開

く］をクリックします。

a
デザインページに取り込める画像は 1 つです。別の画像を取り込むと、それまで表示されていた画像と置

き替えられます。

b
• .wmf（Windows メタファイル）、.emf
（Enhanced Metafile）、.svg（Scalable Vector 
Graphics）ファイル形式のベクトル画像データ
は、対応していない情報を除き、そのまま図形
データに変換できます。

cc P.93 の「ベクトル画像（WMF ／ EMF ／
SVG）を刺しゅうデータに変換する」

• EPS 画像ファイルが「プレビュー」画像を含
んでいない場合は、EPS ファイルの画像は正
しく表示されません。EPS 形式のファイルを
作る際には、必ず、プレビュー画像を含んで保
存してください。

ファイルから画像データを
取り込む b

•［プレビュー］チェックボックスがチェックさ
れていると、選択したファイルの内容が［プレ
ビュー］領域に表示されます。

• このソフトウェアには、いろいろな素材のサン
プル画像が付属されています。次の［ClipArt］
フォルダーにあります。 

刺しゅう PRO がインストールされている
ドライブ￥Program Files (x86)￥Brother
￥刺しゅう PRO 10￥Library￥ClipArt
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画像データを取り込む

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［画像］グループの［開く］をクリックし、

［クリップボード］をクリックします。

 デザインページにクリップボードの画像
が表示されます。

1 スキャナーなどの TWAIN 機器が、パソコン

に正しく接続されていることを確認します。

2 ［画像］ タブをクリックします。

3 ［画像］グループの［開く］をクリックし、

［TWAIN 機器の選択］をクリックします。

4 ［ソース］リストから、使う機器を選択して

クリックします。［選択］をクリックします。

5 ［画像］ タブをクリックします。

6 ［画像］グループの［開く］をクリックし、

［TWAIN 機器］をクリックします。

 ソースの選択ダイアログボックスで選択
した機器のインターフェイスが表示され
ます。

7 画像の取り込みに必要な設定を指定し、画像

を取り込みます。

 取り込んだ画像が、デザインページに貼
り付けられます。

クリップボードから
画像データを取り込む

a
この機能は、クリップボードに画像がコピーされ
ていないときは使えません。

スキャナーから画像データ
を取り込む（TWAIN 機器）

b
TWAIN とは、スキャナーなどを制御するソフト
ウェアのためのアプリケーションインターフェイ
ス（API）の標準規格です。

a
TWAIN 機器のドライバーがインストールされて
いない場合、［ソース］リストには何も表示され
ません。TWAIN 機器のドライバーをインストー
ルしてください。

a
TWAIN 機器の使い方については、その機器のヘ

ルプマニュアルをご覧になるか、その機器の製造
元にお問い合わせください。
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画像の各設定を変更する

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 スライダーをドラッグするか、［画像］グ

ループで または をクリックします。

■画像データを選択する

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［画像］グループで［移動／サイズ変更］を

クリックします。

 画像が選択され、以下のように表示され
ます。

1 ハンドル

2 赤い線

■画像データを移動する
選択した画像データを移動先までドラッグします。

■画像データを拡大／縮小する
ハンドルをドラッグして、画像データのサイズを
調整します。

画像の表示濃度を変更する

b
ショートカットキー＜ F6 ＞で、表示（100%）、
75%、50%、25% および非表示に切り替えるこ

とができます。

非表示 50%

25% 75%

100%

画像のサイズや角度、位置
を調整する

b
ステータスバーに、画像のサイズ（幅と高さ）が
表示されます。

b
＜ Shift ＞キーを押しながらハンドルをドラッグ
すると、画像の中心から拡大／縮小されます。

1

2
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画像の各設定を変更する

■画像データを回転する
画像を 90 度ずつ回転できます。

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［編集］グループの［右に 90 度回転］または

［左に 90 度回転］をクリックします。

■画像データを削除する

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［編集］グループで［削除］をクリックしま

す。

画像を選択して＜ Delete ＞キーを押すことでも削

除できます。

cc P.152 の「画像のサイズや角度、位置を
調整する」

■ファイルとして保存する

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［画像］グループの［保存］をクリックし、

［ファイル］をクリックします。

3 保存先のフォルダー、ファイルの種類を選択

します。ファイル名を入力し、［保存］をク
リックします。

■クリップボードに出力する

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［画像］グループの［保存］をクリックし、

［クリップボード］をクリックします。

右に 90 度回転

左に 90 度回転

画像データを保存する

b
画像データは、以下のいずれかの形式で保存でき
ます。Windows ビットマップ（.bmp）、JPEG
ファイル（.jpg）



154

画
像
か
ら

刺
し
ゅ

う
デ
ー

タ
を
作

る
作ってみましょう 7 : 印刷と刺しゅうを組み合わせる

作ってみましょう 7 :
印刷と刺しゅうを組み合わせる
背景画像と刺しゅうデータを組み合わせて、作品を作ってみましょう。

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _7 にあります。

ここでは、このソフトウェアに付属されているギ
フトボックス画像（Bear_Background.jpg）と熊の

刺しゅうデータ（tutorial_7_Bear.pes）を使いま

す。

1 レイアウトセンターを起動します。

デザインページのサイズを 130×180mm に設

定します。

cc P.14 の「デザインページを設定する」

2 ［画像］ タブをクリックします。

3 ［画像］グループの［開く］をクリックし、

［ファイル］をクリックします。

4 ［Bear_Background.jpg］を取り込みます。

［ドキュメント（マイドキュメント）￥刺
しゅう PRO 10￥作ってみましょう￥作って

みましょう _7］フォルダーを選択し、

Bear_Background.jpg を選択します。

cc P.150 の「画像データを取り込む」

5 ［取り込み］ウィンドウを表示します。

ステップ 1 背景画像と組み合わせてデザインする

ステップ 2 背景画像を印刷する

ステップ 3 位置合わせシートを印刷する

ステップ 4 刺しゅうする

背景画像を布に印刷

刺しゅうする

ステップ 1 背景画像と組み合わせ
てデザインする
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作ってみましょう 7 : 印刷と刺しゅうを組み合わせる

6 ［tutorial_7_Bear.pes］を取り込みます。

［取り込み元］セレクターから［作ってみま
しょう］を、［分類］セレクターから［作っ
てみましょう _07］を選択します。

［tutorial_7_Bear.pes］をデザインページに

ドラッグします。

cc P.91 の「刺しゅうデータを取り込む」

7 文字を入力します。

内蔵フォント［030］と糸色［コイピンク］

を選択します。
「Happy Birthday!」と入力します。

cc P.106 の「文字を入力する」

8 文字データを画像のデザインに合わせて変形

させます。

a［書式設定］ウィンドウのタブをクリッ
クします。

b［文字変形］チェックボックスをチェッ

クし、 をクリックします。

c 回転ハンドルをドラッグして、角度を調
整します。

d やハンドルをドラッグして、サイズ

を調整します。

cc P.111 の「文字データを変形させる」と
P.33 の「刺しゅうデータを回転する」

9 デザインが完成したら、ミシンで使えるよう

に刺しゅうデータを転送します。

cc 保存方法について詳しくは、P.95 の
「保存する」を参照してください。 

cc 転送方法について詳しくは、P.193 の
「刺しゅうデータをミシンへ転送する」
を参照してください。

a

b

b

c

d
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背景の画像をアイロンプリント紙または印刷可能
な布に印刷します。

1 →［印刷］→［印刷設定］をクリックし

ます。

2 印刷の設定をします。

a 印刷するプリンターを選択します。

b 印刷するアイロンプリント紙または布に
合わせて、［用紙］と［印刷の向き］の
設定を選択します。

c［画像印刷モード］を選択します。

d［画像をアイロンプリント紙や印刷可能
な布に印刷する］を選択します。

e 反転印刷が必要なアイロンプリント紙に
印刷するときは、［左右反転して印刷す
る］チェックボックスをチェックしま
す。
プリンターによっては、用紙選択で「ア
イロンプリント紙」を選択すると印刷時
にプリンター側で自動的に反転印刷する
ものがあります。そのようなプリンター
を使う場合は、［左右反転して印刷する］
チェックボックスのチェックを外してく
ださい。
詳しくは、お使いのプリンターの取扱説
明書を参照してください。

3 ［画像位置の変更］をクリックします。

4 画像の位置を確認します。

画像が印刷領域からはみ出ている場合は、画
像をドラッグして位置を調整します。

5 ［OK］をクリックします。

6 ［印刷］をクリックします。

ステップ 2 背景画像を印刷する

a

b

c

d

e

b
［印刷プレビュー］をクリックすると、印刷イ
メージを確認できます。
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7 ［印刷の設定］ダイアログボックスで設定を

行い、［OK］をクリックします。

cc P.96 の「印刷する」

 印刷が始まります。

画像と刺しゅうの位置を合わせるためのシートを
印刷します。

1 印刷の設定をします。

a 印刷する用紙に合わせて、［用紙］と
［印刷の向き］の設定を選択します。

b［画像と刺しゅうの位置合わせシートを
紙に印刷する］を選択します。

2 ［印刷］をクリックします。

3 ［印刷の設定］ダイアログボックスで設定を

行い、［OK］をクリックします。

cc P.96 の「印刷する」

 印刷が始まります。

1 アイロンプリント紙に印刷した場合は、画像

を布に転写します。

2 刺しゅう枠に布地を張ります。

b
アイロンプリント紙または印刷可能な布の印刷に
ついては、アイロンプリント紙または布に付属の
説明書を確認してください。

ステップ 3 位置合わせシートを印刷
する

a

b

b
［印刷プレビュー］をクリックすると、印刷イ
メージを確認できます。

ステップ 4 刺しゅうする

b
アイロンプリント紙の転写については、アイロン
プリント紙に付属の説明書を確認してください。
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3 背景画像と刺しゅうを合わせるため、布地の

画像に合わせて位置合わせシートを布地に貼
ります。

• 位置合わせシートが大きいときは、位置
合わせがしやすいように適当なサイズに
切ってください。

• 位置合わせシートがずれないように、
テープで布に固定してください。

4 ミシンに刺しゅう枠をセットします。

位置合わせシートがずれないよう注意してく
ださい。

5 針位置を位置合わせシートの中心のマークに

合わせます。

• ミシンに内蔵カメラがある場合、開始位
置合わせボタンを押すと、位置合わせ
マークが検出され、刺しゅう位置が自動
的に調整されます。

• 他のミシンの場合、位置を手動で調整し
ます。

6 針位置を合わせたら、位置合わせシートを取

り除きます。

7 ミシンをスタートして縫製します。

b
• ミシンの使い方については、お使いのミシンの
取扱説明書を参照してください。

• 次のフォルダーに、背景画像と刺しゅうを組み
合わせたサンプルデータが用意されています。
ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう
PRO 10￥サンプル￥レイアウトセンター￥印
刷と刺しゅうの組み合わせ
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レイアウトセンターを使いこなす

マニュアルパンチで作る刺しゅうデザインや、
アップリケ、ワッペン、大型模様の作り方など、
応用的な使い方について説明します。
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作ってみましょう 8-1 : アップリケを作る
アップリケウィザードを使うと、簡単にアップリケデータを作ることができます。ここでは、穴の開いた
デザインのアップリケを作ってみましょう。

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _8 にあります。

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで［図形］をクリックし

た後、 をクリックします。

3 デザインページ上でカーソルをドラッグして

円を描きます。

4 手順 1および 2に従って、 を選択し、円の

上にハートの図形を描きます。

5 2 つのデータを選択し、［編集］グループの

［ぬい重なり編集］をクリックし、［ドーナツ
ぬい］を選択してドーナツぬいを適用しま
す。

cc P.39 の「面ぬいの二重ぬいを防止する
（ドーナツぬい）」

1 外側のデータを選択し、［ホーム］タブの

［アップリケ／ワッペン］グループにある
［アップリケウィザード］をクリックして
［アップリケウィザード］ダイアログボック
スを起動します。

完成

ステップ 1 アップリケ模様を作る

ステップ 2 アップリケウィザードを使う

b
［名前差替え］設定が適用された文字を含むデー
タが選択されている場合、アップリケウィザード
は使用できません。

ステップ 1 アップリケ模様を作る

ステップ 2 アップリケウィザード
を使う

b
必ず外側の図形データを選択してから、［アップ
リケウィザード］を起動してください。
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2 以下の順序a - f の［アップリケウィザー

ド］ダイアログボックスで、設定を指定しま
す。

a アップリケピース

b アップリケの位置

c 仮止め

d アップリケ

e 元の模様とアップリケ

f ドーナツぬいのパーツも合わせる
［元の模様とアップリケ］の［元の模様
から置換え］を選択し、ドーナツぬいが
適用されたデータを使用している場合、
このチェックボックスが表示されます。

3 ［アップリケピース］で、アップリケ布の

カットラインを指定します。
カットラインが走りぬいで縫製されます。縫
製後、ラインに沿ってハサミで切り取りま
す。

4 ［アップリケの位置］は自動的に指定されま

す。

 アップリケの位置を示すガイド線がぬわ
れるように、自動的に設定されます。

5 ［仮止め］でアップリケの仮止めを指定しま

す。

アップリケをする土台の布の上に仮止めがで
きます。3 つのステッチから 1 つ選択しま

す。

 この例では、［あり］→［V ステッチ］を
選択します。

6 ［アップリケ］でアップリケを固定するぬい

目を指定します。アップリケぬいのぬい方と
［サテン幅］、［糸密度］を設定します。

 この例では、「サテンぬい」を選択してか
ら、［サテン幅］を「3.0mm」に、［糸密
度］を「4.5 本 /mm」に設定します。

cc ［ストローク］、［間隔］、［ピッチ］の設
定について詳しくは、P.319 の「E ／ V
ステッチ」を参照してください。

b
すべての設定を標準設定に戻すには、［標準］を
クリックします。

サテンぬい E ステッチ V ステッチ

a b c d e

f

サテンぬい
［サテン幅］と［糸
密度］の設定を指定
できます。

E ステッチ

［ストローク］、［間
隔］、［ピッチ］の設
定を指定できます。

V ステッチ

［ストローク］、［間
隔］、［ピッチ］の設
定を指定できます。
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7 ［元の模様とアップリケ］で、模様全体の周

りにアップリケを追加する（［元の模様の周
りに追加］）か、アップリケを図形の線に対
してぬう（［元の模様から置換え］）かを選択
します。 

 この例では、［元の模様から置換え］を選
択します。

8 ［ドーナツぬいのパーツも合わせる］でドー

ナツぬいを指定します。

穴の開いたデザインのアップリケを作る場合
は、チェックを入れます。

 この例では、このチェックボックスに
チェックを入れます。

9 ［OK］をクリックして、［アップリケウィ

ザード］ダイアログボックスを終了します。

元の模様の周りに追加
［元の模様からの距
離］の設定を指定で
きます。

元の模様から置換え

b
このチェックボックスは、ドーナツぬいが適用さ
れた外側のデータまたは文字データ（内蔵フォン
ト 025 および 029、オリジナルフォント、ミニ
サイズ文字フォント以外のフォント）のみが選択
され、［元の模様とアップリケ］の［元の模様か
ら置換え］が選択されている場合に表示されま
す。

※ 一定の条件が満たされている場合、複数の文
字データを選択できます。

b
アップリケピースの図形は、［ドーナツぬいの
パーツも合わせる］チェックボックスがチェック
されているかどうかによって、以下のように表示
されます。

［ドーナツぬいのパーツも合わ
せる］チェックボックスの
チェックを外した場合

［ドーナツぬいのパーツも合わ
せる］チェックボックスを
チェックした場合
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■元の模様とアップリケ設定について

元の模様の周りに追加：

• 元の模様の周りにアップリケが作成されます。

• ［元の模様からの距離］で、元の模様からアッ
プリケまでの距離を指定します。

• これは複数の模様を組み合わせる場合に使用で
きます。

元の模様から置換え：

• 元の模様の輪郭にアップリケが作成されます。

• 元の模様が削除されます。

• 図形データおよび文字データは元の模様として
使用できます。ただし、以下のデータは使用で
きません。

- 開いた線

- 交差している閉じた線

- 内蔵フォント 025 および 029 で作成された
文字、オリジナルフォント、またはミニサイ
ズ文字フォント

- 元の模様に、図形データと文字データの両方
が含まれている

a
線と面のぬい方が両方［ぬわない（線）］と［ぬ
わない（面）］に設定されている場合など、ス
テッチデータがない場合は、［元の模様の周りに
追加］設定は使用できません。

b
複数の模様が選択されている場合、アップリケは
以下のように作成されます。

• 模様が重なっていない場合
各模様に対してアップリケが作成されます。

• 模様が重なっている場合
［元の模様の周りに追加］設定がオンになって
いる場合、アップリケはすべての模様の周りの
輪郭に対して作成されます。

［元の模様の周りに追加］

［元の模様から置換え］

［元の模様の

周りに追加］

［元の模様

から置換え］
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作ってみましょう 8-2 : ワッペンを作る
ワッペンウィザードを使うと、簡単にワッペンを作ることができます。 

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _8 にあります。

1 ［図形］ツールを選択し、ハートを描きます。 

cc P.62 の「各種の図形を描く」

2 デザインライブラリーの［海］カテゴリーか

ら魚を取り込みます。

cc P.91 の「デザインライブラリーから」

3 ［文字］ツールを選択し、「I」、「Fresh」、

「Fish」と入力します。

cc P.106 の「文字を入力する」

4 各模様を描いて、バランスが取れるように配

置します。

ステップ 1 ワッペン模様を作る

ステップ 2 ワッペンウィザードを使用する

b
［名前差替え］設定が適用された文字を含むデー
タが選択されている場合、ワッペンウィザードは
使用できません。

ステップ 1 ワッペン模様を作る
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1 すべての模様を選択し、［ホーム］タブをク

リックします。

2 ［アップリケ／ワッペン］グループの［ワッ

ペンウィザード］をクリックして、［ワッペ
ンウィザード］を起動します。

3 以下の順序a - b の［ワッペンウィザード］

ダイアログボックスで、設定を指定します。

a サテンぬい

b カットライン

4 ［サテンぬい］で、ワッペンの輪郭線を指定

します。

 この例では、［あり］を選択し、［サテン
幅］を「3.0mm」に、［糸密度］を「4.5
本 /mm」に、［元の模様からの距離］を

「5.0mm」に設定します。

5 ［カットライン］で、ワッペンのカットライ

ンを指定します。

カットラインが走りぬいで縫製されます。縫
製後、ラインに沿ってハサミで切り取りま
す。

 この例では、［サテンぬいからの距離］を
「3.0mm」に設定します。

6 ［OK］をクリックして、［ワッペンウィザー

ド］ダイアログボックスを終了します。

ステップ 2 ワッペンウィザードを
使用する

b
［ワッペンウィザード］のすべての設定を標準設
定に戻すには、［標準］をクリックします。

a b

a
•［あり］が選択されている場合、［サテン幅］、
［糸密度］、［元の模様からの距離］が使用でき
ます。

•［元の模様からの距離］を使用して、元の模様
と輪郭線の間の距離を指定します。

b
サテンぬいの糸色は、デザインページで指定され
ている色です。
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［サテンぬい］が［あり］に設定されている場合：

• ワッペン模様とサテンぬいの間の距離は［元の
模様からの距離］で指定し、サテンぬいとカッ
トラインの間の距離は［サテンぬいからの距
離］で指定します。

1 ワッペン模様

2 サテンぬい

3 カットライン

• 複数のワッペン模様を選択した場合は、サテン
ぬいの幅に加え、模様間の距離や、模様、サテ
ンぬい、カットライン間の距離によって、仕上
がりが異なります。

［サテンぬい］が［なし］に設定されている場合：

• ワッペン模様とカットライン間の距離は、［元
の模様からの距離］で指定されます。

1 ワッペン模様

2 カットライン

• 複数のワッペン模様を選択した場合は、模様間
の距離や、模様とカットライン間の距離によっ
て、仕上がりが異なります。

サテンぬいとカットライン
について

1 2 3

1 2
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作ってみましょう 9-1 :
分割模様の刺しゅうデータを作る
レイアウトセンターでは、刺しゅう枠より大きいサイズの刺しゅうデータを作り、そのデータを刺しゅう
枠に合わせて分割する機能があります。

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _9 にあります。

1 →［デザイン設定］をクリックします。

2 デザインページのサイズとパーツのサイズを

設定します。

a お使いのミシンの種類を選択します。

b［カスタムサイズ］を選択し、デザイン
ページの幅と高さを設定します。刺しゅ
うデータの正確な幅と高さを設定してく
ださい。ここでは、幅を 230mm、高さ
を 330mm に設定します。

c［パーツのサイズ（使用する枠サイズ）］
セレクターをクリックし、枠パーツ（使
用する刺しゅう枠）のサイズを選択しま
す。ここでは、120×170mm 

（130×180mm）を選択します。

3 ［OK］をクリックします。

ステップ 1 レイアウトセンターのデザインページのサイズを設定する

ステップ 2 刺しゅうデータを作る

ステップ 3 ぬい順を確認する

ステップ 4 布地に接着芯を貼る

ステップ 5 位置合わせシートを使って刺しゅう位置の目印を付ける

ステップ 6 刺しゅう枠に布地を張る

ステップ 7 縫製する

ステップ 1 レイアウトセンターの
デザインページのサイ
ズを設定する

a

b

c

b
•［パーツのサイズ（使用する枠サイズ）］のパー
ツの幅と高さは、刺しゅう枠の実寸より 10mm
小さくなっています。 これは、パーツをきれい

につなぎ合わせるために、パーツ間に重なる部
分を作っているためです。10mm はこの重なる
部分の大きさです。

•［パーツのサイズ（使用する枠サイズ）］では、
縫製時に使う刺しゅう枠のサイズを選択してく
ださい。
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ここでは、このソフトウェアに付属のレース模様
の刺しゅうデータを使って説明します。

1 ［取り込み］ウィンドウを表示する

2 ［取り込み元］から［作ってみましょう］を

選び、［分類］から［作ってみましょう _09］
を選びます。［tutorial_9-1.pes］を選び、

［取り込み］をクリックします。

cc P.91 の「刺しゅうデータを取り込む」

枠パーツのぬい順を見て、刺しゅう枠に布地のど
の部分を張るか確認します。
枠パーツは、左から右、上から下の順でぬわれま
す。

1 →［デザインプロパティ］をクリックし

ます。

2 ［選択したデータを表示］のチェックを外し

て、枠パーツの情報を表示します。［次］ま
たは［前］をクリックして、次または前のぬ
い順の枠パーツの情報に切り替えます。
確認したら、［キャンセル］をクリックしま
す。

ステップ 2 刺しゅうデータを作る ステップ 3 ぬい順を確認する

a
カスタムサイズのデザインページで作られた刺
しゅうデータは、保存する前に、自動的に走りぬ
いが追加されます。 縫製時に、この走りぬいの線

を目安にして、枠パーツの位置合わせをすること
ができます。このぬい目は、［空白］（未定義）色
として表示され、編集することはできません。

cc P.172 「ステップ 7 刺しゅう」のメモ
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刺しゅうを縫製するときは、接着芯を使ってくだ
さい。接着芯にはいろいろな種類がありますが、
どの接着芯を使うかは、刺しゅうする布によって
異なります。分割模様の場合、複数のパーツに分
けて縫製しますので、アイロンで接着できるもの
など、布に接着芯を貼り付けるタイプのものを
使ってください。また、刺しゅうデータによって
は、2 枚必要になる場合があります。

また、十分な強度の接着芯を刺しゅうの全面に貼
り付けてください。接着芯が薄い場合は 2 枚重ね

ての貼り付けが必要な場合があります。

1 位置合わせシートの各ラインの両端に、穴を

開けます。

2 布の上に位置合わせシートを置き、それぞれ

の穴にチャコペンで印を付けます。

3 布に付けた印をつないで、基準線を描きま

す。

4 布の上に位置合わせシートを置き、1 つ目の

枠パーツ位置の目印を付けます。ポイント
A、B、C、D に印を付けます。

5 1 つ目の枠パーツ位置の右側の枠パーツ位置

の目印を付ける場合は、位置合わせシートの
ポイント A と D を布のポイント B と C に合

わせて、印を付けます。

ステップ 4 布地に接着芯を貼る

a
• 刺しゅうをきれいに仕上げるために、必ず説明
に従って布に接着芯を貼り付けてください。布
に適した接着芯を使用しないと、ぬい縮みを起
こしデザインが正しく配置されないことがあり
ます。

• 接着芯の説明書を確認して、布に適したものを
使用してください。

ステップ 5 位置合わせシートを
使って刺しゅう位置の
目印を付ける

b
• 位置合わせシートは、本製品に付属されていま
す。

• 位置合わせシートの PDF ファイルも、次の
フォルダーに付属されています。プリンターで
印刷してお使いください。

刺しゅう PRO がインストールされている
ドライブ￥ProgramFiles (x86)￥Brother
￥刺しゅう PRO 10￥Positioning Sheet

• 位置合わせシートの PDF ファイルは、原寸サ

イズです。印刷の際は、原寸（100%）で印刷
してください。原寸で印刷されていない位置合
わせシートを使うと、ぬいずれなどが発生する
原因となります。

A B

D C

A B

D C

A B

D C
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6 1 つ目の枠パーツ位置の下側の枠パーツ位置

の目印を付ける場合は、位置合わせシートの
ポイント A と B を布のポイント D と C に合

わせて、印を付けます。

7 手順 5 から 6 を繰り返し、配置し直しなが

ら、枠パーツ位置の目印を必要なパーツの数
だけ付けます。

1 内枠に刺しゅうシートを載せ、1 番目に縫製

する枠パーツの基準線と刺しゅうシートの基
準線を合わせて、布の上に置きます。

2 刺しゅうシートの基準線と布に描いた枠パー

ツの基準線がずれていないか注意しながら、
布と内枠を外枠にセットします。布を引っ張
りながら、シワやたるみが入らないようにし
ます。

3 刺しゅう枠がセットできたら、刺しゅうシー

トを取り外します。

a
• 縦と横の線が交差するポイントが、枠パーツの
中心となります。

• 布に対してどのように枠を取り付けるかを考
え、布の上に位置合わせシートを置き、刺しゅ
う位置の基準線を描いてください。大きな枠の
テンプレートは、下の図のように、刺しゅうの
縫製領域全体が含まれていません。縫製領域が
布からはみ出ないように注意してください。
（布端に位置合わせシートの端を合わせて置く
と、縫製領域が布からはみ出てしまいます。）

A B

D C

A B

D C

ステップ 6 刺しゅう枠に布地を張る
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1 分割模様の刺しゅうデータをミシンに転送す

ると、次のように刺しゅうデータがミシンに
表示されます。まず、1 番目に縫製する枠

パーツ（Aa）を選択します。

2 刺しゅう枠をミシンにセットし、針位置を布

の基準線の交点に合わせます。

3 1 番目の枠パーツを縫製します。

4 縫製し終わったら、ミシンから刺しゅう枠を

外し、枠から布を外します。

5 刺しゅう枠に、枠パーツのぬわれる部分を

セットします。 

cc P.171 の「刺しゅう枠に布地を張る」

a
• 布の表面を上にして、内枠に載せます。 次に、
内枠の高さと外枠の高さが同じになるまで、内
枠をしっかりはめ込んでください。

• 刺しゅうシートを使わずに、刺しゅう枠のマー
クを使って布の縦と横を合わせることもできま
す。
ただし、一部のミシンの刺しゅう枠は、枠の
マークの中心が多少ずれているので、刺しゅう
シートを使った方が正しい位置に刺しゅう枠を
セットできます。

• ヒント : のりの強い接着芯を使用する場合、縫
製完了後、すぐに布地から接着芯をはがしてく
ださい。

• ヒント : 内枠の布地側になる面に両面テープを
貼り、布地と内枠を仮止めすると、位置ずれを
気にせずに刺しゅう枠をセットできます。

ステップ 7 縫製する

b
Aa に縫製部分がない場合は、1 番目に縫製する
枠パーツを選択します。［アプリケーション］ボ
タンをクリックし、［デザインプロパティ］をク
リックしてぬい順をチェックします。

b
カスタムサイズのデザインページで作られた分割
模様の刺しゅうデータは、保存またはオリジナル
カードに書き込む前に、位置合わせの目安となる
走りぬいが、枠パーツのつなぎ合わせ部分に自動
的に加えられます。この走りぬいは、糸色は［空
白］（未定義）が設定されています。（位置合わせ
線は、印刷プレビューで確認できます。赤色の線
が位置合わせ線です。）

ここで使用しているサンプルデータの場合

（1）1 番目の枠パーツ（左上の部分）を縫製しま
す。

 位置合わせ線は枠パーツの下側と右側に
縫製されます。

（2）手順 (1) で縫製した枠パーツの右側の位置合
わせ線と、2 番目の枠パーツ（右上の部分）
の左端を合わせて、刺しゅう枠を取り付け、
縫製します。

 刺しゅう部分が縫製される前に、左側の
位置合わせ線が縫製されます。1 番目の
枠パーツの右側の位置合わせ線とぴった
り重なっているか確認します。刺しゅう
部分が縫製された後に、下側に位置合わ
せ線が縫製されます。
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6 手順 1から 5と同様の手順を繰り返して、残

りの枠パーツをすべて縫製します。

（3）手順 (1) で縫製した枠パーツの下側の位置合
わせ線と、3 番目の枠パーツ（左下の部分）
の上端を合わせて、刺しゅう枠を取り付け、
縫製します。

 刺しゅう部分が縫製される前に、上側の
位置合わせ線が縫製されます。1 番目の
枠パーツの下側の位置合わせ線とぴった
り重なっているか確認します。刺しゅう
部分が縫製された後に、右側に位置合わ
せ線が縫製されます。

（4）手順 (2) で縫製した枠パーツの下側の位置合
わせ線と、4 番目の枠パーツ（右下の部分）
の上端を、手順 (3) で縫製した枠パーツの右側

の位置合わせ線と、4 番目の枠パーツ（右下
の部分）の左端を合わせ、刺しゅう枠を取り
付け、縫製します。

 刺しゅう部分が縫製される前に、位置合
わせ線が縫製されます。2 番目の枠パー
ツの下側の位置合わせ線、3 番目の枠
パーツの右側の位置合わせ線とぴったり
重なっているか確認します。
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作ってみましょう 9-2 : 大型枠用の刺しゅうデータを作る

作ってみましょう 9-2 :
大型枠用の刺しゅうデータを作る
ミシンに付属の大型枠（ミシンへの取り付け部が、3ヶ所あるもの、枠サイズ：100×172mm、
130×300mm）に対応した刺しゅうデータを作ります。

大型枠の例：100×172mm サイズの刺しゅう枠

大型枠を使うときは、1 つの刺しゅうデータのサイズが 130×180mm（または刺しゅうミシンの縫製サイズ
により 100×100mm）で、刺しゅう枠の取り付け位置（上図の a、b、c）を替えたときに位置が合うよう
に、あらかじめ取り付け位置を考慮して刺しゅうデータが配置されている必要があります。

また、各刺しゅうデータはミシンの縫製範囲内に収まっていなくてはなりません。

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _9 にあります。

1 →［デザイン設定］をクリックします。

2 ［ミシンの種類］で を選択し、［枠サ

イズ］を選択し、セレクターで、
130×300mm または 100×172mm を選択し

て、［OK］をクリックします。

ステップ 1 デザインページのサイズを設定する

ステップ 2 刺しゅうデータを作る

ステップ 3 枠を最適化する

ステップ 4 刺しゅうデータを確認する

a
b
c

a

b
c

ABC

ステップ 1 デザインページのサイ
ズを設定する
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1 画面上のデザインページは次のように示され

ます。

2 次の条件に適合するように刺しゅうデータを

作ります。

• 1 つの刺しゅうデータの大きさが、

100×100mm（または 130×180mm）以内

であること

• それぞれの刺しゅうデータが、各領域
（a、b、c のいずれか）に完全に含まれて

いること

b
• 大型枠用設定は、数字の前に「 」が付いてい
ます。

• お使いのミシンで使用可能な刺しゅう枠を確認
してから設定してください。

ステップ 2 刺しゅうデータを作る

b
• 領域 a
上位の取り付け位置で刺しゅう枠を取り付けた
ときの縫製領域

• 領域 b
中央の取り付け位置で刺しゅう枠を取り付けた
ときの縫製領域

• 領域 c
下位の取り付け位置で刺しゅう枠を取り付けた
ときの縫製領域
各領域は点線で区分されています。

a

b

c

a

b

c

b

1: 領域 a に完全に収まっているので問題ありま
せん。

2: 領域 b または c に完全に収まっているので問
題ありません。

3: 大きさは問題ありませんが、どの領域にも完

全に収まっていないので、修正が必要です。
（b または c に収まるように位置を修正する必
要があります。）

4: サイズが大きすぎるので修正が必要です。
（a、b または c に収まるように位置とサイズ

を修正する必要があります。）

a

b

c

4
32

1
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作ってみましょう 9-2 : 大型枠用の刺しゅうデータを作る

1 →［デザイン設定］をクリックします。

2 ［縫製データの出力設定］タブをクリックし

ます。

3 チェックボックスで［大型枠の付け替え回数

を最適化する。］にチェックを入れてから、
［OK］をクリックします。

ステップ 3 枠を最適化する b
• 枠の最適化をオフにするときは、チェックボッ
クスのチェックを外します。

• 枠の最適化をオンにすると、設定したぬい順
を、刺しゅう枠の取り付け位置の付け替え回数
が最も少なくなるように、ぬい順／枠の位置順
を最適化したデータを作ります。
このページの例では、ぬい順は次のようになり
ます。
a（刺しゅうデータ 1）→ ｂ（刺しゅうデータ
2）→ a（刺しゅうデータ 3、5）→ c（刺しゅ
うデータ 4、6）
枠の最適化をオフにすると、設定したぬい順通
りに、各刺しゅうデータをぬいます。
このページの例では、ぬい順は次のようになり
ます。
a（刺しゅうデータ 1）→ ｂ（刺しゅうデータ
2）→ a（刺しゅうデータ 3）→ c（刺しゅう
データ 4）→ a（刺しゅうデータ 5）→ c（刺

しゅうデータ 6）
この場合、刺しゅう枠の取り付け位置の付け替
え回数は、刺しゅうデータによってはオンの場
合より多くなるときがあります。

a
• 刺しゅう枠の取り付け位置の付け替え回数が多
くなると、ぬいずれ、ぬい弛みなどが起きやす
くなりますので、［大型枠付け替え回数の最適
化］をオンにして刺しゅうデータを作ることお
勧めします。

• 枠の最適化を行うと設定したぬい順が変更され
ることがありますので、縫製する前にぬい順を
確認してください。

a

b

c

4

2

13

5

6
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1 →［デザインプロパティ］をクリックし

ます。

2 各刺しゅうデータのぬい順、枠の付け替え回

数を確認します。

このとき、デザインページの表示では、ダイ
アログボックスに表示されている枠の位置番
号に対応する刺しゅうデータのみが表示さ
れ、また、対応する刺しゅう枠の取り付け位
置の外形が赤い線で表示されます。

a 現在表示されている枠部分の付け替え順と、
枠の付け替え総回数を表示しています。

b［前］ボタンまたは［次］をクリックし
て、表示内容を現在表示されている取り
付け位置から、前後の取り付け位置に対
応するデザインに切り替えます。

■刺しゅうデータを保存する
すべての刺しゅうデータが、1 個のファイル

（.pes ファイル）に保存されます。

■刺しゅうデータをオリジナルカード
へ書き込む

大型枠用刺しゅうデータは、1 つの刺しゅう枠の

取り付け位置に対応する刺しゅうデータを 1 つの

刺しゅうデータとし、それを複数組み合わせて縫
製するように構成されています。

書き込みは、1 回の書き込み作業で、1 つの大型枠

用の刺しゅうデータのすべてを（複数の刺しゅう
データとして）書き込みます。

: 刺しゅう枠の上位の取り付け位置（位置
a）でぬう刺しゅうデータ

: 刺しゅう枠の中央の取り付け位置（位置
b）でぬう刺しゅうデータ

: 刺しゅう枠の下位の取り付け位置（位置
c）でぬう刺しゅうデータ

したがって、上記の例では、刺しゅうデータの枠
位置のぬい順は b → a → c の順になります。

ステップ 4 刺しゅうデータを確認
する

a
• デザインページより大きい、またはデザイン
ページからはみ出している刺しゅうデータがあ
るときは、エラーメッセージが表示されます。

• メッセージ画面を閉じると、エラーに該当する
刺しゅうデータが選択されるので、サイズまた
は位置を調整してください。

a
b

b
ファイルのサイズ、色替え回数が指定数より大き
い場合、または、個々の刺しゅうデータの中にど
の部分デザインシートにも入らないものがある場
合は、警告メッセージが表示されます。



178

レ
イ
ア
ウ

ト
セ
ン

タ
ー
を

使
い
こ

な
す

作ってみましょう 9-2 : 大型枠用の刺しゅうデータを作る

大型刺しゅう枠を使用する際の注意点：

• 実際の布地に縫製する前に、同じ布地で試しぬ
いを行ってください。 また、針と糸も実際に使
うものと同じものを使ってください。

• 必ず布地の裏に接着芯を貼り、刺しゅう枠に
しっかりと張ってください。特に、薄い生地や
伸縮地の場合は、接着芯を 2 枚重ねて使ってく
ださい。接着芯がないと、ぬい縮み、輪郭線の
ずれ、布じわが起き、きれいな仕上がりになり
ません。

cc 大きな刺しゅうデータに接着芯を使う
場合の詳細は、P.170 の「布地に接着芯
を貼る」を参照してください。

• 線部は、サテンぬいを設定してください。走り
ぬい設定よりもぬいずれを防ぐことができま
す。

• 刺しゅう枠を異なった枠位置で取り付ける必要
のある刺しゅうデータでは、刺しゅうデータの
各部（継ぎ目）を重ねてデザインすると、ぬい
ずれを防ぐことができます。

1 重ねる

■大型枠用の刺しゅうデータの印刷に
ついて

1 ページ目にデザインページの全体画像が原寸で

印刷されます。（ただし、130×300mm が選択され

ている場合は、デザインページ全体の縮小印刷に
なります。）2 ページ目以降は、各部分データのイ

メージとぬい情報がぬい順に印刷されます。

［原寸］印刷が選択されている場合 :

各部分データは、縫製イメージとぬい情報を 1
ページごとに分けて印刷されます。

［縮小］印刷が選択されている場合 :

各部分データは、縫製イメージとぬい情報を 1
ページにまとめて印刷されます。

cc P.96 の「印刷する」

1
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作ってみましょう 9-3 :
ジャンボ枠（別売）を使って刺しゅうする
枠サイズ :360×360mm のジャンボ枠（別売）専用の刺しゅうデータを作ります。

ここで作るサンプルデータは、ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅう PRO 10￥作ってみましょう
￥作ってみましょう _9 にあります。

1 をクリックし、［デザイン設定］を選択

します。

2 ［ミシンの種類］で をクリックし、 

［デザインページサイズ］の下にある、［枠サ
イズ］の中の、360×360mm（ジャンボ枠）

を選択し、［OK］をクリックします。

a
• ジャンボ枠を選択すると、デザインページのサイズが

350×350mm で表示されます（ミシンの内蔵カメラでの
自動位置合わせに必要な領域を確保するため、サイズは
350×350mm となります）。

• ジャンボ枠は、内蔵カメラを搭載した多針ミシンに取り
付けてお使いください。一針ミシンなど、その他の種類
のミシンでは使用できません。お使いの多針ミシンの取
扱説明書にジャンボ枠の使用方法が記載されている場合
は、ジャンボ枠を使うことができます。

b
内蔵カメラと刺しゅう位置合わせシールを使用した詳しい操作方法は、お使いのミシンの取扱説明書を参
照してください。

ステップ 1 デザインページのサイズを設定する

ステップ 2 刺しゅうデータを作る

ステップ 3 分割された刺しゅうデータを確認する

ステップ 4 布地に接着芯を貼る

ステップ 5 刺しゅうする

ジャンボ枠　枠サイズ :360×360mm

ステップ 1 デザインページのサイ
ズを設定する
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作ってみましょう 9-3 : ジャンボ枠（別売）を使って刺しゅうする

3 画面上のデザインページは次のように示され

ます。

a 領域 1:
先に刺しゅうされる縫製領域

b 領域 2:
後で刺しゅうされる縫製領域

刺しゅうデータは自動的に別々の領域に分割
されます。

ここでは、ソフトウェアに付属の刺しゅうデータ
を使って説明します。

1 ［取り込み］を表示します。

2 ［取り込み元］から［作ってみましょう］を

選び、［分類］から［作ってみましょう _09］
を選びます。［tutorial_9-3.pes］を選び、

［取り込み］をクリックします。

cc P.91 の「刺しゅうデータを取り込む」

刺しゅうする前に、分割された刺しゅうデータを
確認します。模様データの中の、分割されたくな
い部分が領域 1 と領域 2 に分かれた場合は、刺

しゅうデータを調整して分割のしかたを変更でき
ます。

1 をクリックし、［デザインプロパティ］

をクリックします。

a
お使いのミシンで使用可能な刺しゅう枠を確認し
てから設定してください。

a
a とb の縫製領域の境界は重なりあっていま
す。
サテンぬいを使った面が、この重なった領域にか
かる場合は、自動で模様が変更されます。このた
め、領域の境界にサテンぬいがかからないように
あらかじめ模様の位置をずらしておくか、サテン
ぬいをタタミぬいに変えておくことをお勧めしま
す。

ステップ 2 刺しゅうデータを作る

a

b

ステップ 3 分割された刺しゅう
データを確認する
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2 ［次］をクリックし、次の領域の刺しゅう

データを確認します。

■刺しゅうデータを保存する
すべての刺しゅうデータが、1 つのファイル

（.pes ファイル）に保存されます。

cc P.193 の「USB メモリーを使って転送す
る」、P.193 の「ミシンのメモリーに直
接転送する」

刺しゅうするときは、必ず接着芯を使用してくだ
さい。
大きな刺しゅうデータを刺しゅうする際は、アイ
ロン接着タイプの接着芯や、のりの付いた接着芯、
スプレーのりタイプの接着芯などを使って、布地
にしっかり接着芯を貼ってください。布地の種類
によって、接着芯のタイプを使い分けてください。

使用する接着芯は、十分な強度を持ち、さらに刺
しゅうエリア全体がおさまる大きさのものを使用
してください。薄手の接着芯を使用する場合は、
二枚重ねて貼ってください。

cc 接着芯について詳しくは、P.170 の「ス
テップ 4 布地に接着芯を貼る」を参照
してください。

ミシンに付属の位置合わせシールを使用して刺
しゅうしてください。ミシンが位置合わせシール
を検知して、自動で位置決めします。

1 刺しゅう枠に布地を張ります。

2 ミシンに刺しゅう枠をセットします。

3 領域1の刺しゅうデータを選択して、領域1の

刺しゅうを開始します。

b
［選択したデータを表示］のチェックを外すと、
もう一方の領域を確認できます。

a
ジャンボ枠用の刺しゅうデータは、オリジナル
カードを使ってミシンに送ることができません。
ミシンに付属の USB ケーブルを使うか、市販の

USB メモリーを使って刺しゅうデータを送って
ください。

ステップ 4 布地に接着芯を貼る

ステップ 5 刺しゅうする
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作ってみましょう 9-3 : ジャンボ枠（別売）を使って刺しゅうする

4 刺しゅうが完了したら、ミシンに表示される

メッセージにしたがって刺しゅう範囲に刺
しゅう位置合わせシールを貼ります。

 ミシンの内蔵カメラが刺しゅう位置合わ
せシールを検出します。

5 刺しゅう位置合わせシールが検出された後、

いったん刺しゅう枠をミシンから外し、180
度回転させたら、もう一度刺しゅう枠をミシ
ンにセットします。

 ミシンの内蔵カメラが、再度、刺しゅう
位置合わせシールを検出します。

6 ミシンに表示されるメッセージにしたがって

刺しゅう位置合わせシールを布地からはがし
てください。

7 領域2の刺しゅうデータを選択して、領域2の

刺しゅうを開始します。

■ジャンボ枠専用の刺しゅうデータに
ついて

• ジャンボ枠のサイズに設定されたデザインペー
ジで作成された刺しゅうデータは、［レイアウ
トセンター］の Ver.9.1 以降のファイル形式で
保存することができます。
また、この刺しゅうデータは内蔵カメラを搭載
した多針ミシン専用に保存されます。それ以外
のミシンで刺しゅうすることはできません。

• ［デザインセンター］のジャンボ枠サイズに設
定されたデザインページで作成された刺しゅう
データは、ミシン付属の USB ケーブルを使っ
てミシンに送ることができません。まず、刺
しゅうデータを［レイアウトセンター］に取り
込んだ後、ミシンに送ってください。

b
• 針位置が画面に表示され、位置を検出する範囲
が線で囲まれます。

• 線で囲まれた中に、刺しゅう位置合わせシール
を貼ってください。

• 詳しい使い方は、お使いのミシンの取扱説明書
を参照してください。

b
• 詳細は、お使いのミシンの取扱説明書を参照し
てください。

• 刺しゅう枠を外して、セットしなおすときは、
十分に注意してください。刺しゅう枠が正しく
セットされていなかったり、布地にしわが寄っ
ていると、刺しゅうデータの位置合わせがずれ
ることがあります。
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お好みのぬい方設定を保存する

お好みのぬい方設定を保存する

ぬい方設定を保存し、ぬい方を設定するときに呼
び出すことができます。

■ぬい方設定をリストに保存する

1 ［ぬい方設定］タブをクリックします。

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」

2 必要に応じて、ぬい方設定を変更して

をクリックします。

3 ［保存］をクリックします。

4 設定名を入力し、［OK］をクリックして、リ

ストに登録します。

■リストからぬい方設定を削除する

1 ［ぬい方設定の読み込み／保存］ダイアログ

ボックスで、削除する設定名を選択します。

2 ［削除］をクリックすると、リストから選択

された設定が削除されます。

■リストからぬい方設定を呼び出す

1 ［ぬい方設定の読み込み／保存］ダイアログ

ボックスで、呼び出したい設定名を選択しま
す。

a 保存した設定のグループが名前の横に
「*」が付けられて表示されます。

b さまざまな生地に適したぬい方設定が使
用できます。刺しゅうする生地の種類を
選択して、その生地の推奨設定を指定し
ます。

2 ［開く］をクリックします。

［ぬい方の設定］ウィンドウの設定が呼び
出した設定に変わります。

よく使う糸やお手持ちの糸を登録して、独自の
ユーザー糸リストを作成できます。

1 ［オプション］→［オプション］をクリック

します。

よく使うぬい方を保存する

b
• 呼び出した設定を変更して上書き保存したいと

きは、［ぬい方設定］ウィンドウで をク

リックし［保存］をクリックし、設定名を変更
しないで［OK］をクリックします。

• 保存した設定は、別のパソコンで使うこともで
きます。次のパスの［Settings］フォルダーか
ら［sastu.txt］をコピーして、コピー先のパ
ソコンの同じパスにある［Settings］フォル
ダーに貼り付けます。

刺しゅう PRO がインストールされているドラ

イブ￥Program Files（ProgramFiles（x86））
￥Brother￥刺しゅう PRO 10￥Settings

ユーザー糸リストを作成／
編集する

a

b
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2 ［ユーザー糸リストの編集］をクリックしま

す。

3 ユーザー糸リストを作成／編集／削除しま

す。

a 既存の糸リストを選択します。

b 既存の糸リストから糸色を追加します。

c 糸リストを編集／削除するときは、ここ
で糸リストを選択してから実行します。

d 糸リストを取り込みます。

e 糸リストを削除します。

f 新しい糸リストを作成します。

g 糸リスト名を変更します。

h 既存の糸リストの糸色を表示します。

i 糸色を削除します。

j ユーザー糸リストの糸色を表示します。

k 糸色の順序を変更します。

l 新しい糸色を追加します。

m 糸色を編集します。

■新しい糸リストを作る

1 ［リスト作成］ f をクリックします。

2 リスト名を入力し、［OK］をクリックしま

す。

■糸リストの名前を変更する

1 ［ユーザー糸リスト］セレクターc で糸リス

トを選択します。

2 ［リスト名変更］g をクリックします。

3 リスト名を入力し、［OK］ をクリックしま

す。

■糸リストを削除する

1 ［ユーザー糸リスト］セレクターc で糸リス

トを選択します。

2 ［リスト削除］e をクリックします。

3 メッセージが表示されたら、［はい］をク

リックします。

f gedcba

h i j k l m

b
登録された糸リストは、［ユーザー糸リスト］セ
レクターと［糸リスト］セレクターから選択でき
ます。 
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■糸リストを取り込む

1 ［リスト取り込み］d をクリックします。

2 ドライブ、フォルダーを選択してから、btc、

btc2、または csv ファイルを選択し、［開く］

をクリックします。

.btc、.btc2、または .csv 形式のファイルを取

り込みできます。

cc P.186 の「ユーザー糸リストファイル」

3 メッセージが表示されたら、［はい］をク

リックします。

■糸リストを編集する

1 ［ユーザー糸リスト］セレクターc で糸リス

トを選択します。

2 目的の手順に進みます。編集し終えたら、

［OK］をクリックして保存します。

■糸リストから糸色を追加する

1 ［糸リスト］セレクターa で、糸のブランド

またはユーザー糸リストを選択します。 
複数のユーザー糸リストが作成されている場
合、糸色を複数のユーザー糸リストから選択
できます。

2 糸リストの糸色一覧h から糸色を選択しま

す。

3 ［追加］b をクリックします。

 選択した糸色がユーザー糸リストj に追
加されます。

■新しい糸色を追加する

1 ［糸色作成］l をクリックします。

2 ［色の作成］をクリックします。

3 色を選択し、［OK］ をクリックします。［糸

色の編集］ダイアログボックスに新しい色が
表示されます。

4 必要に応じて、糸番号、ブランド、糸色名の

ボックスに数字や文字を入力します。

5 ［OK］をクリックして、新しい糸色をユー

ザー糸リストj に追加します

b
複数の項目を選択するときは、＜ Shift ＞または

＜ Ctrl ＞キーを押しながら糸色を選択します。

b
スライダー（a）が最上部に設定されていると、
色を設定できません。

b
糸番号は数字のみ入力できます。

b
新しく追加された糸色は、行の左端に＊マークが
表示されます。

（a）
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■糸色を削除する

1 ユーザー糸リストの糸色一覧j で削除する

糸色を選択します。

2 ［削除］i をクリックします。

■糸色を編集する
ユーザー糸リストに登録されている糸色は、色や
糸番号などを変更できます。

1 ユーザー糸リストの糸色一覧j で編集する

糸色を選択し、［糸色編集］m をクリックし
ます。

2 新しい糸色の追加と同じように糸色の詳細を

編集します。

■糸色の順序を変更する

1 ユーザー糸リストの糸色一覧j で移動する

糸色を選択します。

2 ［上へ］または［下へ］k をクリックしま

す。

b
編集された糸色は、行の左端に＊マークが表示さ
れます。

b
ユーザー糸リストファイル

既存のユーザー糸リストを取り込むか、編集され
たユーザー糸リストを別のコンピューターで使用
できます。
• 新たに作成された糸リストは、糸リストと同じ 
名前の .btc2 形式で以下の場所にインストール
されます。

刺しゅう PRO がインストールされている
ドライブ￥Program Files(x86)￥Brother
￥刺しゅう PRO 10￥MyChart 

• 刺しゅう PRO NEXT などのアプリケーション
の以前のバージョンで作成された既存のユー
ザー糸リストは、刺しゅう PRO 10 で使用でき

ます。以下の場所からファイル「chart2.btc」
を取り込みます。

刺しゅう PRO がインストールされている
ドライブ￥Program Files (x86)￥Brother
￥刺しゅう PRO NEXT￥Color

•［Color］フォルダーのファイル「chart1.btc」
は取り込めません。

• .csv 形式のユーザー糸リストファイルを取り込
めます。 
.csv ファイルは 1 行 1 色となるように作成し、

各行には糸番号、ブランド、糸色名、R、G、
B の情報をコンマで区切って含めるようにしま
す。RGB 値は 0 ～ 255 としてください。 

例）.csv ファイルの場合

　　100,MyBrand,Black,10,10,10
　　101,MyBrand,White,245,245,245
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a
このソフトウェアで作った刺しゅうデータをミシ
ンで扱う場合、ミシン上での糸色に関する表示
は、ミシンにより異なります。

1. 糸色を表示する機能がないミシン

設定された糸色の情報は、一切ミシンには
表示されません。

2. 糸色を表示する機能があるミシン

各刺しゅうデータに設定された糸色の情報
のうち、糸色名のみがミシン上に表示され
ます。 
ただし、表示される糸色名はミシンが内蔵
している糸色名に限られます。そのため、
刺しゅうデータに設定された糸色に一番近
い糸色をミシンに内蔵している糸色名から
選択し、ミシンに表示されます。

3. データ糸色優先機能があるミシン

ミシンの中には、このソフトウェアで設定さ
れた糸の情報を表示できる機種があります。
ただし、編集もしくは追加した糸色（行の
左端に＊マークが付いている糸色）は、糸
番号のみが表示されます。
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マニュアルパンチツールを使用する
［マニュアルパンチ］ツールを使用すると、ぬい方向線を手動で調整できる刺しゅうデータを作成できま
す。

［マニュアルパンチ］ツールを使えば、お好きなロ
ゴの画像を下絵にして刺しゅうデータを作ること
もできます。

1 刺しゅうデータにしたいロゴの画像を取り込

みます。

cc P.150 の「画像データを取り込む」

この例では、左端の赤いデザインのデータを作成
します。

2 最初に、［マニュアルパンチ］ツールを選択

します。［ホーム］タブ→［図形］→ を

クリックします。

: 直線ブロックデータを作成します（面

ぬい）。 
（ショートカットキー : ＜ Z ＞）

: 曲線ブロックデータを作成します（面

ぬい）。 
（ショートカットキー : ＜ X ＞）

: 走りデータを作成します（線ぬい）。 

（ショートカットキー : ＜ V ＞）

: 送りデータを作成します（渡り糸）。 

（ショートカットキー : ＜ B ＞）

cc P.289 の「ミシンの糸切りの設定」

b
［マニュアルパンチ］ツールを使用して描かれた図形は、［図形］ツールを使用して描かれた図形データと
同じ方法で編集できます。

オリジナルロゴを作る

b
［デザインページ］の下絵の表示濃度を変更でき
ます。

cc P.152 の「画像の表示濃度を変更する」
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マニュアルパンチツールを使用する

3 ポイント 1 から 4 を順にクリックします。

4 曲線ツールを選択します。

［マニュアルパンチ］タブの［入力］グルー

プで をクリックします。

5 ポイント 5 から 11 を順にクリックします。

ポイント 12（データの最終点）をクリック

し、＜ Enter ＞キーを押します。

6 ［マニュアルパンチ］タブの［入力］グルー

プで をクリックします。

7 ポイント 13 →ポイント 14（部分をつなぐ走

りぬいの最終点）をクリックし、＜ Enter ＞
キーを押します。

手順 5 で作成した部分にポイントが重なっ

てつながるように指定します。

8 ［マニュアルパンチ］タブの［入力］グルー

プで をクリックします。

9 ポイント 15 から 23 を順にクリックします。

ポイント 24（データの最終点）をクリック

し、＜ Enter ＞キーを押します。 

手順 7 で作成した部分にポイントが重なっ

てつながるように指定します。

10 ［マニュアルパンチ］タブの［入力］グルー

プで をクリックします。

b
右クリックするか、＜ BackSpace ＞キーを押す

と、入力したポイントを削除できます。

b
＜ Enter ＞キーを押す代わりに、ダブルクリッ
クしてデータを完成させることができます。

1 2

3
4

6

5

10

7 8

9

11

12

13 14

16

15

19
17

18

23

21

22

24

20
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11 ポイント 25 から 27 を順にクリックします。

ポイント 28（データの最終点）をクリック

し、＜ Enter ＞キーを押します。

手順 9 で作成した部分にポイントが重なっ

てつながるように指定します。

完成したロゴのイメージ

b
• 前後の部分がつながっている場合、ぬいの始点
とぬいの終点を最適化するため、渡り糸は作成
されません。 
ぬう前にステッチシミュレーターを使用してス
テッチをチェックすることをお勧めします。

cc P.80 の「ステッチシミュレーターでス
テッチを確認する」

• すべての図形データをマニュアルパンチツール
で作った後に、ぬい方向線を手動で追加／編集
すると、ツールを切り替える手間を省けるの
で、データを効率良く作成できます。

cc P.51 の「ぬい角度を設定する」

26

2527

28
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ミシンへの転送方法

刺しゅうデータをミシンに転送する方法につい
て説明します。
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刺しゅうデータをミシンへ転送する
作成した刺しゅうデータをミシンへ転送する方法は、お手持ちのミシンの機種によって異なります。詳し
くは、お使いのミシンの取扱説明書を参照してください。

USB メモリーを接続できるミ

シンには、USB メモリーを

使って転送できます。

1 USB メモリーをパソコンに接続します。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［出力］グループの［データ出力］をクリッ

クして、［USB メモリー］をクリックし、任

意のドライブを選択します。

 転送が開始されます。

4 転送が完了すると、「書き込みが完了しまし

た。」と表示されます。［OK］をクリックし

て、USB メモリーを取り外します。

USB ケーブルを使ってパソコ

ンと接続できるミシンには、
ミシンのメモリーに直接転送
できます。

1 ミシンとパソコンを接続します。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［出力］グループの［データ出力］をクリッ

クして、［ミシン］をクリックし、任意のド
ライブを選択します。

 転送が開始されます。

USB メモリーを使って転送
する

a
「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」は、USB メ
モリーとしては使用できません。転送目的で「刺
しゅう PRO ソフトウェアキー」に刺しゅうファ
イルを保存しないでください。

a
出力先に同じ名前のファイルがある場合は、ファ
イルのコピーダイアログボックスが表示されま
す。上書きコピーするか、コピーを中断するか、
別名でコピーするかを選択してください。

b
複数の USB メモリーが接続されている場合は、

出力先のドライブを指定してください。

ミシンのメモリーに直接転送
する
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4 転送が完了すると、「書き込みが完了しまし

た。」と表示されます。［OK］をクリックし

ます。

刺しゅうカードスロットを装
備したミシンには、オリジナ
ルカードを使って転送できま
す。

cc 複数の刺しゅうデータのオリジナル
カードへの書き込みについては、P.238
の「刺しゅうデータをミシンへ転送す
る」を参照してください。

1 カードライターをパソコンに接続します。オ

リジナルカードをカードライターに挿入しま
す。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

a
出力先に同じ名前のファイルがある場合は、ファ
イルのコピーダイアログボックスが表示されま
す。上書きコピーするか、コピーを中断するか、
別名でコピーするかを選択してください。

b
• ミシンとの接続方法や転送方法について詳しく
は、お使いのミシンの取扱説明書を参照してく
ださい。

• 複数のミシンが接続されている場合は、出力先
のドライブを指定してください。

• Link 機能対応ミシンのメモリーに転送する場
合、出力先のミシンが Link モードに設定され

ていると、［ミシン］は選択できません。転送
操作を開始する前に、ミシンを通常モードに設
定してください。

オリジナルカードを使って
転送する

a
• 刺しゅうデータに設定されている刺しゅう枠サ
イズが、お使いのミシンで使える刺しゅう枠の
サイズより大きくないことを確認してくださ
い。

• データが保存されているオリジナルカードに書
き込みを行うと、カードのデータはすべて消去
されます。書き込みを行う前に、必要なデータ
はハードディスクや他の記録媒体などに保存
し、カードに必要なデータが残っていないこと
を確認してください。

cc P.92 の「刺しゅうカードから」

• ジャンボ枠用の刺しゅうデータは、オリジナル
カードを使ってミシンに送ることができませ
ん。ジャンボ枠は、内蔵カメラを搭載したブラ
ザー製多針ミシン用に作られています。

cc P.179 の「作ってみましょう 9-3 : ジャン
ボ枠（別売）を使って刺しゅうする」
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3 ［出力］グループで［データ出力］をクリッ

クした後、［カードライター］をクリックし
ます。

4 次のメッセージが表示されたら、［OK］をク

リックします。

 書き込みが開始されます。書き込み中は、
次のメッセージが表示されます。

5 書き込みが完了すると、次のメッセージが表

示されます。［OK］をクリックします。

a
分割模様の書き込みについて
• カスタムサイズのデザインページで作られた分
割模様は、枠パーツごとに分けて書き込まれま
す。

• 枠パーツデータの合計サイズが、メディアまた
はミシンのメモリーの空き容量を超えている場
合や、パーツのサイズが 90×90mm で 80 個以
上に分割されている場合は、刺しゅうデータを
分けて書き込んでください。

• 1 回の操作で保存できないときは、［書き込む
パーツの選択］ダイアログボックスが表示され
ます。書き込み可能容量がいっぱいになるまで
枠パーツを選択します。

• ダイアログボックス上部のカード容量インジ
ケーターで、枠パーツデータの容量（青色）と
カードの空き容量（白色）を確認できます。

• 枠パーツを選択すると、選択した枠パーツデー
タによって使用される容量が青色で表示され、
選択するごとに加算されていきます。

• 空き容量の上限を超えると、カード容量インジ
ケーター全体が赤色になります。

• 選択を解除する場合は、解除する枠パーツを再
クリックします。

•［書き込み］をクリックすると、選択した枠
パーツデータがメディアに書き込まれます。

［書き込み］は、枠パーツが選択されており、
選択した枠パーツを書き込むために十分な空き
容量がカードにある場合にのみ表示されます。

cc 分割模様について詳しくは、P.168 の
「作ってみましょう 9-1 : 分割模様の刺
しゅうデータを作る」を参照してくださ
い。
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Link 機能を使って刺しゅうする
Link 機能を備えたミシンへ、パソコンから刺しゅうデータを転送して刺しゅうできま
す。パソコンからプリンターにデータを送って印刷するように、パソコンからミシン
へデータを送り刺しゅうできます。

1 ［レイアウトセンター］で転送する刺しゅう

ファイルを開きます。

2 ミシンを Link モードに設定します。

• ミシンの Link 機能をオンにして、電源を

切ります。

3 ミシンに付属されているUSBケーブルを使っ

て、ミシンとパソコンを接続します。

• ミシンの電源を入れます。

4 ［ホーム］タブをクリックします。

a
• Link 機能対応のミシンでのみ使用できる機能
です。その他のミシンでは使用できません。詳
しくは、お使いのミシンの取扱説明書を参照し
てください。

• Link 機能は、以下の刺しゅうデザインでは使
用できません。

ミシンで縫製できる領域を超えるサイズの
データ

カスタムサイズのデザインページまたはジャ

ンボ枠の刺しゅうデータ

 240×360mm 枠のデータ

a
ミシンの Link モードの設定方法について詳しく

は、お使いのミシンの取扱説明書を参照してくだ
さい。

a
• ミシンとの接続方法について詳しくは、お使い
のミシンの取扱説明書を参照してください。

• ミシンとパソコンの距離が離れていて付属の
USB ケーブルでは接続できない場合は、電源

付きの USB ハブを使用してください。電源供
給のない USB ハブや、延長ケーブル、リピー
ターケーブルは使用しないでください。

• ミシンの電源が入っているときは、USB ケー

ブルを抜き挿ししないでください。

•［コントロール パネル］で［電源オプション］
を選択し、［システムスタンバイ］および［シ
ステム休止状態］を両方［なし］に設定してく
ださい。

b
最大で 4 台までミシンとパソコンを接続して
Link 機能を使用できます。
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5 ［出力］グループで［データ出力］をクリッ

クした後、［Link］をクリックします。

a 転送済みデータ表示

b キュー表示
転送待ちのデータが表示されています。

 ミシン側でデータロードが可能な状態に
なると、転送が開始されます。転送中は、
ミシンの画面にメッセージが表示され、
キュー表示のデータアイコンが転送済み
データ表示に移動します。

6 転送が完了したら、ミシンのスタート／ス

トップボタンを押して、縫製を開始します。

縫製が開始されると、［Link］ウィンドウは次のよ

うに表示されます。

c ミシンの状態を確認できます。

d 縫製中の刺しゅうデータ情報

ミシンの状態表示の内容は次のとおりです。

a
［レイアウトセンター］から転送したデータが、
転送済みデータ表示a に表示されない場合は、
ミシンの操作パネルを確認してください。

b
複数のデザインを［Link］ダイアログに送信す

るには、各デザインについて手順 4 と 5 を繰り

返します。［レイアウトセンター］で刺しゅう
データを表示していても、［Link］ウィンドウは

表示されたまま、転送／縫製状況を確認できま
す。

a

b

b
ミシンでは、転送された刺しゅうデータの編集は
できません。届いたデータを縫製するのみです。
ただし、縫製設定は指定できます。

表示 内容

縫製できます ミシンのスタート／ストップボタ

ンを押すと、縫製をスタートでき

ます。

ミシン待機中 転送待ちデータがない（キュー表

示b に何も表示されていない）

場合は、パソコンから出力先に

［Link］を選択し、データを送って

ください。

転送待ちデータがあっても

（キュー表示b にデータが表示さ

れていても）、転送されずこの状態

が続く場合は、ミシンの操作パネ

ルを使って次に進めてください。

縫製中 縫製中です。

一時停止中 一時停止中です。

糸替え ミシンにセットしている糸コマを

交換してください。

糸コマを確認 ミシンの下糸または上糸を確認し

てください。

枠を交換 ミシンにセットしている刺しゅう

枠では縫製できません。

別の刺しゅう枠をセットしてくだ

さい。

ミシンを確認 エラーが発生しました。ミシンを

確認してください。

c
d
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Link ウィンドウで、ミシンから取得した縫製中の刺

しゅうデータの情報を確認できます。

a 次にミシンが停止するまでの時間

b 色替え数 :
（左）ぬい始めてからの色替え数
（右）縫製中の模様の総色替え数

c 縫製時間 :
（左）ぬい始めてから縫製中の糸色がぬい
　　終わるまでの時間
（右）縫製中の模様全体の縫製時間

d 最大縫製速度表示

e 模様の大きさ :
高さ、幅

f ミシンで使用中の枠サイズ :
高さ、幅

■複数の刺しゅうデータを転送すると
きは

レイアウトセンターで複数の刺しゅうデータの転
送を行うと、［Link］ウィンドウは次のように表示

されます。

このウィンドウでは、次の操作が行えます。

a 選択した刺しゅうデータの縫製順を先頭
に移動します。

b 選択した刺しゅうデータの縫製順を 1 つ
前に移動します。

c 選択した刺しゅうデータの縫製順を 1 つ
後ろに移動します。

d 選択した刺しゅうデータの縫製順を最後
に移動します。

e 糸こま交換が少なくなるように、縫製順
を最適化します。

f 選択した刺しゅうデータをキュー表示か
ら削除します。

このボタンをクリックすると、情報の表示／非表示

を切り替えることができます。

a

b

c

d

e

f

b
• デザインデータベースを使うと、複数の刺しゅ
うデータを一度の操作で転送できます。

cc P.242 の「Link 機能を使って刺しゅうす
る」

•［名前差替え］機能を使っても、文字列を差し
替えた複数の刺しゅうデータを転送できます。

cc P.128 の「名前差替えリストの文字列を
適用して出力する」

b
ミシンに「ミシンが動きます。ミシンに手などを
近づけないでください。」と表示され［OK］を押
すまで、先頭の刺しゅうデータはミシンへ転送さ
れません。［OK］を押す前は、先頭の刺しゅう

データも縫製順の変更ができます。

a b c d e f
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■複数のミシンと接続している場合
操作は、１台のミシンへ転送するときと基本的に
同じですが、転送先を指定するための［ディスト
リビューター］ダイアログボックスとそれぞれの
ミシンの［Link］ウィンドウが表示されます。

［ディストリビューター］ダイアログボックスで刺
しゅうデータを選択し、 どの刺しゅうデータをど

のミシンで縫製するかの指定をします。

1 ［ミシン名］セレクターa でミシンを選択

し、刺しゅうデータを選択して、［送る］b
をクリックします。

c［Link］ウィンドウの［オプション］ボタン

→［ディストリビューター］をクリックして
も、［ディストリビューター］ダイアログ
ボックスを表示することができます。

［Link］ウィンドウにデータアイコンが移
動します。

b
［ディストリビューター］ダイアログボッ
クス

a すべての刺しゅうデータを選択します。
オープン時はすべてのデータが選択さ
れています。

b 刺しゅうデータの選択を解除します。

c 選択した刺しゅうデータをキュー表示
から削除します。（ゴミ箱に移動しない
で削除されます。）

a
• デザインデータベースを使うと、複数の刺しゅ
うデータを一度にミシンに割り当てることがで
きます。

• レイアウトセンターから、複数のデータを転送
する場合は、データの転送操作を１つずつ繰り
返し行ってください。

cc p. 197 の手順 5

a b c

b
• ミシン名は、初期状態でプロダクト No. が表示
されています。
詳しくは、お使いのミシンの取扱説明書を参照
してください。

• ミシン名は変更できます。
詳しくは、P.201 の「Link 機能で表示するミシ

ン名を変更する」を参照してください

a b

ミシン名

c

c
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2 1 を繰り返して、各刺しゅうデータを

［Link］ウィンドウの各ミシンに割り当てま

す。

b
• 縫製順を変更できます。

cc P.198 の「複数の刺しゅうデータを転送
するときは」

•［Link］ウィンドウが表示されているときにミ

シンを追加して接続すると、そのミシンの
キュー表示が追加表示されます。また、ミシン
の接続を解除すると、そのミシンのキュー表示
は非表示になります。

• データアイコンをダブルクリックするか、1 つ

選択してから右クリックし、メニューから［プ
ロパティ］を選択すると、［プロパティ］ダイ
アログボックスを表示できます。

• ウィンドウは、［最小化］ボタンをクリックし
て、タスクバーに収納できます。

USB ケーブルを取り外す、パソコンをシャット
ダウンするときは

• データの転送が完了し、ミシンの画面の転送
メッセージ画面が閉じてから、USB ケーブル
をパソコンから抜いてください。または、パソ
コンをシャットダウンしてください。 
再度、ミシンと接続すると、引き続き Link 機
能を操作できます。

• パソコンをシャットダウンしても、ミシンで現
在縫製中の刺しゅうデータは最後まで縫製され
ます。

• 刺しゅう中にミシンの電源が切れた場合、電源
を入れ直したときに再開できます。その場合
は、［デザインデータベース］の［オプション］
→［Link］をクリックするか、［レイアウトセ

ンター］の［オプション］メニュー→［Link
の起動］をクリックすると、［Link］ウィンド
ウが表示され、Link 機能による転送を再開で

きます。

• ミシンの接続が検出できない場合、［Link］
ウィンドウは自動的に閉じます。

• パソコンを再起動したときは、［デザインデー
タベース］の［オプション］→［Link］をク
リックするか、［レイアウトセンター］の［オ
プション］メニュー（画面右上）→［Link の
起動］をクリックすると、［Link］ウィンドウ
を再表示できます。
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■ Link機能で表示するミシン名を変更
する

1 名前を変更するミシンのキュー表示の［オプ

ション］をクリックし、［ミシン名設定］を
クリックします。

2 ［ミシン名］に新しい名前を入力し、［OK］

をクリックします。

b
設定できるミシン名は、半角英数字／記号で文字
数は 10 文字までです。

a
• パソコンにミシンを USB 接続すると、ミシン
はリムーバブルディスクとしてパソコンに認識
され、ドライブレターが割り当てられます。こ
のドライブレターが、パソコンですでに割り当
てられている他のドライブレターと重複してい
る場合は、そのミシンに刺しゅうデータを転送
できません。例えば、ネットワークドライブを
パソコンのドライブレターに割り当てていると
きに、この問題が発生します。この場合は、重
複しているドライブレターの割り当て先の割り
当てを解除してください。

• パソコンに USB 接続するミシンを増やすと、
オペレーションシステムからパソコンの再起動
を求められることがあります。その場合は、パ
ソコンを再起動してください。



デザインセンター

デザインセンターの使い方を説明します。イラ
ストなどの原画から、4 つのステージを踏むこ
とにより簡単に刺しゅうデータを作ります。
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デザインセンターの基本的な使い方
デザインセンターでは、オリジナルの画像から刺しゅうデータを作成できます。線や面の糸色やぬい方を、
レイアウトセンターの［オートパンチ］より細かく設定することができます。

次の 4 つのステージで作っていきます。

ここでは、デザインセンターの基本的な使い方を説明します。詳しい使い方や設定については、P.213 の
「デザインセンターの画面」以降を参照してください。

ステップ 1
原画ステージ

ステップ 2
輪郭線画ステージ

ステップ 3
輪郭データステージ

ステップ 4
ぬい方設定ステージ

画像を開き、輪郭線にする

色を指定します。

原画は白黒の輪郭線画に変

換されます。

輪郭線を描いたり、消した

りできます。

輪郭線画が、輪郭データに

変換されます。

輪郭データのポイントを編

集して図柄を編集できます。

輪郭データにぬい方や糸色

を設定して、刺しゅうデー

タを完成させます。

例）

マフラーの線を消しました。

マフラーに線を加えました。

例） 
目の部分を移動して、表情

を変えてみました。

尾翼に星模様を入れました。

例） 
原画とは違う色を付ける

と、雰囲気が変わります。

• 各ステージで作業を中断しても、データを保存しておけば後で作業を再開できます。

• 原画にする画像は色数が少なく、色のはっきりしたイラストが適しています。細かい部分やグラデー
ションがあるイラストや写真は輪郭線を抽出しにくいので不向きです。

• 輪郭線画データは .pel 形式で、輪郭データは .pem 形式で保存されます。

• 刺しゅうデータは .pem 形式で保存されます。デザインセンターで作った .pem データをミシンに転送
するには、レイアウトセンターへいったん送り、レイアウトセンターから転送してください。

cc P.212 の「レイアウトセンターへ転送する」と P.193 の「刺しゅうデータをミシンへ転送する」
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■原画から輪郭線を抽出する

1 ［スタート］画面左下の下矢印をクリックし

て、［アプリ］ビューを表示します。

2 画面のタイトル［刺しゅう PRO 10］の下に

ある［デザインセンター］をクリックしま
す。

3 をクリックします。

4 をクリックします。

5 画像ファイルを選び、［開く］をクリックし

ます。

ステップ 1 原画ステージ

a
飛行機の画像は、以下のパスにあります。 
ドキュメント（マイ ドキュメント）￥刺しゅう
PRO 10￥サンプル￥デザインセンター
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6 ［色の選択］ウィンドウに表示された画像で、

輪郭線に使用したい線の色を選択します。

 クリックした部分の色が右側のボックス
に表示されます。チェックボックスに

が表示されている色が選択されている
色です。

7 輪郭線にする色が選択できたら、［OK］をク

リックします。

 輪郭線画がデザインページに表示されます。

■消しゴムツールを使う

1 線を消すには、［ツール］グループで［消し

ゴム］をクリックし、消す線の領域または太

さのサイズに合わせてツール を選択しま

す。

2 カーソルを消去する線上に置き、クリックす

るかドラッグして線を消去します。

■ペンツールを使う

1 線を描くときは、［ツール］グループで［ペ

ン］を選択し、描きたい線の太さによって

ツール を選択します。

輪郭線以外の色を選択してしまった場

合は、その色の横のチェックボックス

のチェックを外すと、選択が解除され

ます。

［ズーム］スライダーで原画を大きく表

示すると、目的の色を選択しやすくな

ります。

ステップ 2 輪郭線画ステージ
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2 ドラッグして、線を描きます。1 回クリック

すると、点を追加できます。

■輪郭線を輪郭データに変換する

1 輪郭線画ができたら、［ステージ］グループ

の［輪郭データステージへ］、または画面右

上の （右から 2 番目のアイコン）をク

リックします。

2 ［OK］をクリックします。

 輪郭線画が、輪郭データに変換されます。

■輪郭データを移動する

1 ［輪郭データステージ］タブをクリックしま

す。

2 ［ツール］グループの をクリックし、移

動する輪郭をクリックします。

1 回転ハンドル

2 ハンドル

b
＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、水
平方向または垂直方向に線を引けます。

b
• まちがって線を描いたり消してしまった場合

は、 （元に戻すボタン）をクリックすると、

直前の操作を取り消すことができます。

•［ズーム］コマンドを使うと、表示サイズを変
更できます。

•［パン］機能を使うと、作業領域の表示位置を
簡単に移動できます。

ステップ 3 輪郭データステージ

1

2
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3 カーソルを輪郭データ上に移動して、カーソ

ルの形が に変わったら、ドラッグします。

■輪郭データに線を加える

1 ［ツール］グループで［線］をクリックしま

す。

2 始点（1）でクリックし、次の点（2）でク

リックします。

 2 つのポイントを結ぶ直線が引かれます。
クリックを繰り返すごとに直線が追加さ
れていきます。

3 終点でダブルクリックします。

■輪郭データの形を変更する

1 ［ツール］グループで［ポイント編集］をク

リックします。

2 輪郭データの線をクリックします。

1 ポイント

2 ピンクの線

3 線をクリックして、ポイントを追加します（1）。

そのポイントをドラッグすると、角を追加で
きます（2）。

b
ハンドルをドラッグすると、サイズを変更した
り、回転できます。輪郭データを削除したいとき
は、＜ Delete ＞キーを押します。

b
• 右クリックすると、直前に入力したポイントを
削除できます。

• ＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
水平方向または垂直方向に線を引けます。

2

1

1 2

1

2
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デザインセンターの基本的な使い方

4 ポイントを削除すると、角がなくなります。

削除するポイントをクリックし、＜Delete ＞

キーを押すか、［クリップボード］グループの
［削除］をクリックします。

5 ポイントをドラッグして移動すると、線の形

が変わります。

■線を切断する
ポイント部分で線を切断できます。

1 「輪郭データの形を変更する」の手順 1 と 2
に従って線を選択します。

2 ポイントを選択し、［編集］グループの［ポ

イント切断］をクリックして線を切断しま
す。

■線を接続する
2 つのポイントを合わせて線をつなぐことができ

ます。

1 「輪郭データの形を変更する」の手順 1 と 2
に従って線を選択します。

2 ＜ Alt ＞キーを押しながら、ポイントを接続

するポイントまでドラッグします。

 カーソルの形が に変わり、2 つのポイ
ントが重なると赤い四角が表示されます。

3 マウスボタンを放すと、接続されます。

b
• 複数のポイントを選択すると、そのポイントを
同時に移動または削除できます。

• 複数のポイントを選択するときは、＜ Ctrl ＞
キーを押しながらクリックするか、ポイントを
囲むようにドラッグします。
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デザインセンターの基本的な使い方

■ぬい方設定ステージへ進む
輪郭データができたら、ぬい方設定ステージに進
みます。

1 ［ステージ］ グループの［ぬい方設定ステー

ジへ］または画面右上の をクリックしま

す。

輪郭データの各部分にぬい方を設定し、刺しゅう
データにします。

■ぬい方を設定する

1 ［ぬい方設定ステージ］タブをクリックしま

す。

2 線のぬい方を指定するには、［ツール］グ

ループの［線］をクリックし、［線ツール］
から任意のツールを選択します。

1［線のぬい方］セレクター

 : ひとつながりの線すべてにぬい方を設

定します。

 : 線の一部にぬい方を設定します。

面のぬい方を設定するときは、［ツール］→
［面］の順にクリックします。

1［面のぬい方］セレクター

3 をクリックします。

b
ぬい方設定ステージに進んでからも、輪郭データ
ステージに戻り、輪郭データを修正できます。

ステップ 4 ぬい方設定ステージ

b
面のぬい方設定は、輪郭データステージでその面
を囲む線が閉じていない（線で完全に囲まれてい
ない）と設定できません。

1

1
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デザインセンターの基本的な使い方

4 設定する色をクリックします。

5 ぬい方セレクターをクリックし、ぬい方を選

択します。

6 または を選択しているときは、線

をクリックしてぬい方を設定します。

7 を選択しているときは、面をクリックし

てぬい方を設定します。

設定し直したいときは、2 から 7 を繰り返

します。
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デザインセンターの基本的な使い方

a
下図のように、閉じていない（線で完全に囲まれ
ていない）面はぬい方を設定できません。

面にぬい方が設定できない場合は、輪郭データス
テージに戻り、面を囲む線を閉じてください。ポ
イント編集ツールを使って、つながっていない線
を編集します。

cc P.207 の「輪郭データに線を加える」

b
• サテン幅や走りピッチなどぬい方の詳細設定
は、［ぬい方の設定］ウィンドウで指定できま
す。

cc P.225 の「詳細なぬい方設定を指定す
る」

• リファレンスウィンドウを使うと、原画の色を
確認しながら色選びができます。

リファレンスウィンドウの使い方

1. ［表示］タブをクリックします。

2. ［表示または非表示］グループの［リファ
レンスウィンドウ］チェックボックスを
チェックします。

3. ［画像］ タブをクリックします。

 原画ステージで開いた画像が表示されま
す。

［参照画像］ボタンが押されている場合は、
［原画］ボタンをクリックしてください。



212

デ
ザ

イ
ン
セ

ン
タ
ー

デザインセンターの基本的な使い方

デザインセンターで作った刺しゅうデータは、レ
イアウトセンターへ送り、さらに編集したり、他
の刺しゅうデータと組み合わせたりできます。ま
た、ミシンへ刺しゅうデータを転送するときは、
いったんレイアウトセンターへ送り、レイアウト
センターからミシンへ転送します。

1 ［ぬい方設定ステージ］タブをクリックしま

す。

2 ［ステージ］グループの［レイアウトセン

ターへ］をクリックします。

 レイアウトセンターが起動します。

3 ステッチデータまたは図形データとしてデー

タを取り込むことができます。

4 ［取り込み形式］、［取り込み倍率］、［方向］

を設定して、［取り込み］をクリックします。

ステップ 5 レイアウトセンターへ
転送する

a
線と面の両方にぬい方が設定されていない刺しゅ
うデータは、レイアウトセンターに送ることはで
きません。

b
［取り込み形式］の横にある設定［ステッチデー
タとして取り込む］と［図形データとして取り込
む］について詳しくは、P.94 の「デザインセン

ターから刺しゅうデータを取り込む」を参照して
ください。
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デザインセンターの画面

デザインセンターの画面

1 アプリケーションボタン

2 リボン

3 クイックアクセスツールバー

4 ステージボタン

現在のステージを示しています。クリックすると、ステージを移動できます。

5 オプションボタン

6 ヘルプボタン

7 リファレンスウィンドウ（cc p. 220）
リファレンスウィンドウには、常に輪郭データまたは刺しゅうデータ全体が表示され、デザインページ
で全体のどの部分が表示されているかを確認できます。

8 デザインページ

9 作業領域

10 ステータスバー

11 再描画ボタン

cc P.11 の「画面について」

43 5 6

1

10

7

11

8

9

2
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原画ステージ

どのように刺しゅうデータを作るか選択します。

をクリックし、アプリケーションボタンメ

ニューから［ウィザード］を選択します。

a 原画から
クリックすると、［原画から］ダイアロ
グボックスが表示されます。

b 新規作成（輪郭線画）
クリックすると、輪郭線画ステージで新
規デザインページが開きます。

cc P.217 の「新規デザインページで輪
郭線画を描画する」

c 新規作成（輪郭データ）
クリックすると、輪郭データステージで
新規デザインページが開きます。

cc P.219 の「輪郭データステージの新
規デザインページを開く」

d PEM ファイルを開く
クリックすると、［開く］ダイアログ
ボックスが表示され、.pem ファイルを
選択できます。

e 最近使ったファイル
ファイルリストからファイルを選択し、

［開く］をクリックします。

f 起動時にこのウィザードを表示する
デザインセンターの起動時に、ウィザー
ドを常に表示する／しないの設定をしま
す。

■画像を開く
トップウィザードで［原画から］をクリックする
と、［原画から］ダイアログボックスが表示されま
す。

a 画像ファイルを開く
クリックすると、［開く］ダイアログ
ボックスが表示され、画像ファイルを選
択できます。

cc P.150 の「画像ファイルの形式につ
いて」

b クリップボードから
クリップボードの画像をデザインページ
に貼り付けます。クリップボードに画像
がコピーされているときにのみ選択でき
ます。

c TWAIN 機器から
パソコンに接続された TWAIN 機器（ス
キャナーなど）から画像を取り込みま
す。

d 現在のイメージ
原画ステージで開かれている原画を使う
場合にクリックします。原画ステージで
原画を開いているときにのみ選択できま
す。

トップウィザードを使う

a b c d

e

f

a

b

c

d
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原画ステージ

1 をクリックし、アプリケーションボタン

メニューから［開く］を選択します。

2 フォルダーを選択します。

3 ファイルアイコンを選択して［開く］をク

リックするか、ダブルクリックしてファイル
を開きます。

b
TWAIN 機器から画像データを取り込むときは

 TWAIN 機器をパソコンに接続して、［原画か
ら］ダイアログボックスで［TWAIN 機器か

ら］をクリックするか、原画ステージで［開
く］→［TWAIN 機器から入力］をクリックし
ます。［ソースの選択］ダイアログボックスが
表示されたら、使う機器を選択し、［選択］を
クリックします。

 TWAIN 機器の使い方については、その機器
のヘルプマニュアルをご覧になるか、その機
器の製造元にお問い合わせください。

画像をスキャナーで読み込む際のヒント

輪郭線がはっきりしない画像は、トレーシン
グペーパーで輪郭線をなぞり、スキャンして
ください。

画像の色数を少なくすると、より良いスキャ

ン結果を得ることができます。

ファイルを開く

b
• 画像ファイルを選択した場合は、原画ステージ
で開きます。

• .pel ファイルを選択した場合は、輪郭線画ス

テージで開きます。

• .pem ファイルを選択した場合は、輪郭データ
ステージまたはぬい方設定ステージで開きま
す。
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輪郭線画ステージ

輪郭線画ステージ

1 原画ステージで、［輪郭線画ステージへ］を

クリックします。

cc P.204 の「原画ステージ」

2 輪郭線にする色を選択し、［OK］をクリック

します。

a ズームスライダー
原画の表示倍率を調整できます。

b 色数スライダー
輪郭線の色を選択するのが難しい画像
は、このスライダーで色数を減らしてみ
てください。

c ノイズ除去スライダー
輪郭が不鮮明な画像は、このスライダー
で、ゴミ（ノイズ）を除去してみてくだ
さい。

d 表示されている画像から、輪郭線にする
色をクリックして選択してください。

e d で選択した色が表示されます。選択
した色を取り消すときは、その色の
チェックボックスのチェックを外しま
す。

f［境界線］チェックボックスをチェック
すると、色の境界線を抽出できます。

g［プレビュー］をクリックすると、デザ
インページで輪郭線画のプレビューを確
認できます。

画像の輪郭を抽出する

a e

d

b

c

f

g

b
［境界線］を選択すると、次のように、色と色の
境界が線に変換されます。
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輪郭線画ステージ

をクリックし、アプリケーションボタンメ

ニューから［新規作成（輪郭線画）］を選択しま
す。

新規デザインページで、ペンツールや消しゴム
ツールを使ってフリーハンドで輪郭線画を描くこ
とができます。

cc P.205 の「輪郭線画ステージ」

新規デザインページで輪郭
線画を描画する

b
輪郭線画ステージでは、画像データは .pel ファ
イルで保存されます。

cc P.229 の「刺しゅうデータを保存する」、
P.219 の「輪郭データステージの新規デ
ザインページを開く」
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輪郭データステージ

輪郭データステージ

1 線画ステージで、［輪郭データステージへ］

をクリックします。

cc P.205 の「輪郭線画ステージ」

2 ［輪郭線変換の設定］ダイアログボックスで

設定を指定して、［OK］をクリックします。

a［解像度］を選択します。

細かい
輪郭線画が非常に細かい場合のみ、選
択してください。

通常
ファイル容量をあまり大きくすること
なく、適度な解像度になります。

粗い
ファイル容量をできるだけ小さくした
い場合に選択してください。

b［細線化処理］を行う場合は、チェック
ボックスにチェックを入れ、スライダー
で処理回数を設定します。輪郭線画の中
心をたどり、輪郭データに変換されま
す。

［細線化処理］を行わない場合は、
チェックを外します。輪郭線画の周囲を
たどり、輪郭データが作られます。

c［サイズ］スライダーで、変換後の輪郭
データのサイズを設定します。

d サイズは、デザインページよりも大きく
拡大することはできません。必要に応じ
て、［デザインページの設定］をクリッ
クし、デザインページのサイズを変更し
てください。

e 原画を部分的に輪郭データにしたいとき
は、範囲が選択できます。［範囲の指定］
をクリックし、カーソル（＋）をドラッ
グして、表示された四角形で選択したい
範囲を囲みます。

輪郭線変換の設定を指定する

b
［多い］にするほど、太い線は中心線が輪郭デー
タになります。

a

b

c

e
d

オン

オフ
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輪郭データステージ

をクリックし、アプリケーションボタンメ

ニューから［新規作成（輪郭データ）］を選択しま
す。

1 ［輪郭データステージ］タブをクリックしま

す。

2 ［デザインページ］グループの［デザイン

ページ設定］をクリックします。

3 デザインページのサイズを指定して、［OK］

をクリックします。

a ミシンの種類を選択します。
ここで選択するミシンの種類によって、
選択できる［デザインページサイズ］の
枠サイズが異なります。

b 刺しゅう枠のサイズに設定する場合は、
［枠サイズ］を選択し、セレクターで枠
サイズを選択します。

c カスタムサイズに設定する場合は、［カ
スタムサイズ］を選択し、幅と高さを指
定します。

d［標準］をクリックすると、標準設定
（枠サイズ：100 × 100mm）に戻ります。

a
輪郭線変換の設定でいろいろな設定を試しても、
思い通りの輪郭データにならない場合は、輪郭線
画ステージに戻り、輪郭線画の輪郭線を修正する
か、原画を修正してください。

輪郭データステージの新規
デザインページを開く

b
• 輪郭データステージでは、輪郭データは .pem
ファイルで保存されます。

• 既存の .pem ファイルを取り込むときは、［輪
郭データステージ］タブの［輪郭データ取り込
み］コマンドを使います。

デザインページのサイズを
設定する

a
［枠サイズ］は、お使いのミシンの最大刺しゅう
縫製範囲を超えるサイズを選択しないでくださ
い。

a

b

c

d
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輪郭データステージ

■輪郭データを拡大／縮小する

サイズを指定して拡大／縮小する

1 輪郭データを選択します。

2 ［輪郭データ ステージ］タブをクリックしま

す。

3 ［編集］グループの［数値設定］をクリック

し、［サイズ］を選択します。

4 サイズを指定して、［OK］をクリックしま

す。

a 縦横比を固定して拡大／縮小するとき
は、［縦横比を保持］チェックボックス
をチェックします。

b 比率（%）またはサイズ（mm またはイ
ンチ）のどちらで指定するかを選択し、
幅と高さの数値を入力します。

■輪郭データを上下または左右に反転
する

1 輪郭データを選択します。

2 ［編集］グループの［上下反転］または［左

右反転］をクリックします。

■輪郭データを回転する

回転する

1 輪郭データを選択します。

2 回転ハンドルをドラッグします。

角度を指定して回転する

1 輪郭データを選択します。

2 ［編集］グループの［数値設定］をクリック

し、［回転］を選択します。

3 回転角度の数値を入力して指定し、［OK］を

クリックします。

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［表示または非表示］グループの［リファレ

ンスウィンドウ］チェックボックスをチェッ
クします。

輪郭データを編集する

a

b

b
［回転］ダイアログボックスで の矢印をド

ラッグしても回転角度を指定できます。

刺しゅうデータをリファレン
スウィンドウで見る
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輪郭データステージ

■表示方法を切り替える
［リファレンスウィンドウ］は、デザインページ全
体を表示するか、刺しゅうデータ全体を表示領域
サイズに合わせて表示するか、切り替えることが
できます。

［位置とサイズ］タブをクリックして、 をクリッ

クします。

■表示領域枠を移動する
表示領域枠をドラッグして移動して、画面に表示
するデザインページの領域を指定できます。

1 カーソルを表示領域枠の上に移動します。

2 表示領域枠をドラッグして、デザインページ

の表示したい部分を囲む位置に移動します。

 表示領域枠で囲まれた部分が表示されま
す。

■表示領域枠を描き直す
表示領域枠を描き直して、画面に表示するデザイ
ンページの領域を指定できます。

［リファレンスウィンドウ］の画面に表示したい部
分をクリックまたはドラッグして、表示領域枠を
描き直します。

■別の参照画像を表示する

1 ［画像］ タブをクリックします。

2 ［参照画像］をクリックし、 をクリックし

ます。

3 画像ファイルを選択し、［開く］をクリック

します。

デザインページ全体を

表示

データ全体を表示
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輪郭データステージ

■下絵の表示濃度を変更する

1 ［表示］タブをクリックします。

2 スライダーをドラッグするか、［下絵］グ

ループで または をクリックします。

■下絵の位置やサイズを調整する

1 下絵を選択します。［下絵］グループで［移

動／サイズ変更］をクリックします。

2 下絵をドラッグして、移動します。

ハンドルをドラッグして、下絵を拡大／縮小
します。

■グリッドの設定を変更する

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［グリッド］グループでグリッド設定を指定

します。

a グリッド表示 :
チェックすると、グリッドが表示されます。 
チェックを外すと、非表示になります。

b 線で表示 :
チェックすると、グリッドが実線で表示
されます。
チェックを外すと、グリッド線の交点の
みが表示されます。

c グリッド間隔 :
数値を指定して、グリッドの間隔を設定
します。

■長さの単位を変更する
［オプション］→［オプション］→［単位］をク
リックして、 単位（［mm］または［インチ］）を選

択します。

cc P.20 の「長さの単位（mm ／インチ）を
変更する」

下絵を調整する

b
ショートカットキー＜ F6 ＞で、表示（100%）、
75%、50%、25% および非表示を切り替えるこ

とができます。

非表示 50%

25% 75%

100%

ソフトウェアの設定を
変更する

a

b

c
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ぬい方設定ステージ
1 輪郭データステージで、［輪郭データステー

ジへ］をクリックします。

2 ［ステージ］グループの［ぬい方設定ステー

ジへ］をクリックします。

■面ぬい

1 ［ぬい方設定ステージ］タブをクリックしま

す。

2 ［ツール］グループで［面］をクリックしま

す。

3 必要に応じて、糸色とぬい方の種類を変更し

ます。

cc P.224 の「ぬい設定を指定する」

4 糸色とぬい方の種類を設定する面をクリック

します。

1 動く点線

b
ぬい方設定ステージでは、［デザインページの設
定］ダイアログボックス（［オプション］メニュー
をクリックし、［デザインページの設定］を選択し
て表示）で、デザインページと作業領域の色を指
定できます。

線と面にぬい方を設定する

a
• 面にぬい方を設定できないときは、輪郭データ
ステージに戻り、面を閉じて（線で完全に囲ん
で）ください。

• 線のポイントは、ポイント編集ツールで編集し
ます。

b
• 面は閉じているように見えても、その面に対し
てぬい方を設定できない場合は、面は閉じてい
ません。

• 面の閉じられていない部分は、次の方法で見つ
けることができます。
輪郭データステージで、線ツールを使い面をい
くつかに分割し、ぬい方設定ステージでぬい方
を設定してみます。 設定できない面を囲む線を

確認します。

1
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■線ぬい

1  ［ツール］グループの［線］をクリックし、

［線ツール］から任意のツール（ または

）を選択します。

2 必要に応じて、糸色とぬい方の種類を変更し

ます。

cc P.224 の「ぬい設定を指定する」

3 ぬい方を設定する線をクリックします。

1 動く点線

ぬい方設定ステージタブの［ぬい設定］グループ
で、面と線の糸色とぬい方の種類を設定できます。

設定できるぬい方の種類は、選択したツールに
よって異なります。

例 1: が選択されている場合

1 面の糸色ボタン

2 面のぬい方セレクター

例 2: または が選択されている場合

1 線の糸色ボタン

2 線のぬい方セレクター

■ぬい方の種類

1 ぬい方セレクターをクリックします。

2 ぬい方の種類をクリックします。

3 面または線をクリックして、ぬい方の種類を

設定します。

b
は、選択した線の一部にぬい方を設定すると

きに使います。

1

ぬい設定を指定する

線のぬい方 面のぬい方

b
• ぬいをオフにするには、［線のぬい方］セレク
ターから［ぬわない（線）］を、または［面の
ぬい方］セレクターから［ぬわない（面）］を
選択します。

• ぬいがオフになっている場合は、面は白く、線
は点線で表示されます。

1 2

1 2
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■詳細なぬい方設定を指定する

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［表示または非表示］グループの［ぬい方設

定］チェックボックスをチェックして、［ぬ
い方設定］ウィンドウを表示します。

• 面のぬい方

• 線のぬい方

a  
左の設定を標準設定値に戻します。

b 詳細モードへ／簡易モードへ
モードを切り替えます。

c  

ぬい方設定の保存／呼び出しをします。

cc P.183 の「よく使うぬい方を保存す
る」

d ガイドを隠す／ガイドを表示
ガイドの表示／非表示を切り替えます 

e 設定を変更するごとに、具体的な変化を
ここで確認できます。

1 ［線のぬい方］または［面のぬい方］の各設

定を変更します。

cc ぬい方設定ウィンドウの各設定につ
いては、P.316 の「線のぬい方」、
P.322 の「面のぬい方」を参照して
ください。

2 線部／面部をクリックして、設定を適用しま

す。

■糸色 
1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［表示または非表示］グループの［ぬい方設

定］チェックボックスをチェックして、［ぬ
い方設定］ウィンドウを表示します。

3 ［糸色］タブをクリックします。

簡易モード 詳細モードa a

e b d c
e b d c

詳細モード簡易モード a

e b d c

a

e b d c

b
よく使うぬい方設定は、保存すると便利です。

• ぬい方設定を保存し、ぬい方を設定するときに
呼び出すことができます。

• 操作のしかたは、レイアウトセンターと同じで
す。

cc 詳しくは、P.183 の「よく使うぬい方を
保存する」を参照してください。
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ぬい方設定ステージ

4 ［糸リスト］セレクターから、糸のブランド

またはユーザー糸リストを選択します。

5 糸色リストで、色を選択します。

cc 糸色リストの下の 4 つのボタンについて
は、P.48 の「特別色」を参照してくだ
さい。

6 面または輪郭線をクリックして、糸色を設定

します。

■グラデーションを作る
糸密度を調整して、お好みのグラデーションパ
ターンを作ることができます。

1 ［ぬい方設定］ウィンドウの詳細モードで、

面のぬい方の［グラデーション］チェック
ボックスをチェックし、［パターン］をク
リックします。

2 ［グラデーションパターンの設定］ダイアロ

グボックスで設定を指定して、［OK］をク

リックします。

a［パターン選択］のパターンボタンをク
リックして、グラデーションのパターン
を選択します。

b スライダーを動かして、グラデーション
の糸密度を調節します。

c 変更結果がプレビュー領域に表示されま
す。

同心円ぬいまたは放射ぬいが設定された面ぬいは、
中心点を変更して装飾効果を調整できます。

1 ［ぬい方設定ステージ］タブをクリックしま

す。

2 ［ツール］グループで［面］をクリックしま

す。

3 糸色とぬい方の種類（［同心円ぬい］または

［放射ぬい］）を選択します。

b
グラデーション機能は、面のぬい方がサテンぬ
い、タタミぬい、またはプログラムタタミぬい
で、ぬい角度が［一定］に設定されている場合に
設定できます。

a
デザインセンターのグラデーション設定では、ブ
レンディング機能は設定できません。

同心円ぬいと放射ぬいの
中心点を移動する

a

c

b
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4 面をクリックします。

 中心点（ ）が表示されます。

5 中心点をお好みの位置にドラッグします。
ドーナツぬいを設定すると、重なった面の二重ぬ
いを防ぐことができます。ドーナツぬいは、1 つ

の面が他の面を完全に囲む場合にのみ設定できま
す。

1 ［ぬい方設定ステージ］タブをクリックしま

す。

2 ［ツール］グループで［ドーナツぬい］をク

リックします。

3 別の面を完全に囲む面をクリックします。

4 ［OK］をクリックして、ドーナツぬいを設定

します。

b
後で中心点を移動するには、ツールグループの

をクリックし、同心円ぬいまたは放射ぬいを

適用した面をクリックします。中心点が表示され
移動が可能になります。

ドーナツぬいを設定する
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ぬい方設定ステージで、面部にスタンプを設定で
きます。

1 ［ぬい方設定ステージ］タブをクリックしま

す。

2 ［ツール］グループの［スタンプ］をクリッ

クし、［スタンプ］ツールから任意のツール
を選択します。

: スタンプを設定します。

: スタンプを編集します。

使い方は、レイアウトセンターのスタンプ機能と
同じです。

cc P.58 の「スタンプを設定／編集する」

1 ［ぬい方設定ステージ］タブをクリックしま

す。

2 ［デザインの確認］グループで［ぬい順］を

クリックします。

3 色のぬい順を確認、変更するときは、色タブ

をクリックします。コマを新しいぬい順の位
置にドラッグすると変更できます。

4 色の各模様のぬい順を確認、変更するとき

は、色タブ画面で表示する色を選択し、［部
分］タブをクリックします。

5 コマを新しいぬい順の位置にドラッグして、

模様のぬい順を変更します。

6 ［OK］をクリックします。

b
内側の白い面をクリックすると、ドーナツぬいが
解除されます。外側の面と同じ色で表示されてい
る内側の面は、2 回ぬわれます。

スタンプを設定／編集する

b
• スタンプは、サテンぬい、タタミぬい、プログ
ラムタタミぬいが設定された面部に設定できま
す。

• あらかじめいくつかのプログラムタタミ／スタ
ンプパターンが用意されています。ステッチク
リエイターで、付属のパターンを編集したり、
オリジナルのパターンを作成したりできます。

cc P.250 の「ステッチクリエイター」

ぬい順を確認／変更する

b
• 複数のコマを選択するときは、＜ Shift ＞また

は＜ Ctrl ＞キーを押しながら各コマをクリッ
クするか、コマを囲むようにドラッグします。

• 面ぬいのコマと線ぬいのコマは太い縦線で分け
られています。この縦線を飛び越えてぬい順を
変更することはできません。

• をクリックすると、それぞれのデータが

コマいっぱいに拡大表示されます。
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1 ［ぬい方設定ステージ］タブをクリックしま

す。

2 ［デザインの確認］グループの［ステッチシ

ミュレーター］をクリックして、ステッチシ
ミュレーターを表示します。

使い方は、レイアウトセンターのステッチシミュ
レーターと同じです。

cc P.80 の「ステッチシミュレーターでス
テッチを確認する」

輪郭データステージと同様の方法で、ぬい方設定
ステージでも刺しゅうデータをリファレンスウィ
ンドウで見ることができます。 

cc P.220 の「刺しゅうデータをリファレン
スウィンドウで見る」

それぞれのステージでデータを保存できます。

■上書き保存する

をクリックし、アプリケーションボタンメ

ニューから［上書き保存］を選択します。

■新しい名前をつけて保存する

1 をクリックし、アプリケーションボタン

メニューから［名前をつけて保存］を選択し
ます。

2 保存先のフォルダーを選択し、ファイル名を

入力します。

3 ［保存］をクリックします。

ステッチシミュレーターで
ステッチを確認する

刺しゅうデータを
リファレンスウィンドウで見る

刺しゅうデータを保存する
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b
• 原画ステージからの画像データはビットマップ
ファイル（.bmp）としてのみ保存できます。

• 輪郭線画ステージでは、画像データは .pel
ファイルで保存されます。

• 輪郭データステージとぬい方設定ステージで
は、輪郭データ、刺しゅうデータは .pem ファ
イルで保存されます。

a
ファイルの種類で旧バージョンを選択すると、保
存された .pem ファイルを旧バージョンのソフト
ウェアで開くことができます。 ただし、情報の一
部が失われることがありますのでご注意くださ
い。
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デザインデータベース

デザインデータベースを使って、作成した刺
しゅうデータを管理します。イメージを確認し
ながら整理したり、複数のデータをミシンに転
送したりできます。
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デザインデータベースの画面

デザインデータベースの画面

1 ツールバー

2 フォルダービュー

3 コンテンツビュー

選択したフォルダーにあるすべての刺しゅう
ファイルの一覧を表示します。

4 カード読み込みボタン

オリジナルカードを読み込みます。

5 フォルダー内容表示ボタン

フォルダー内容を表示します。

6 出力先セレクター

刺しゅうファイルの出力先を選択します。

7 出力ボタン

書き込み候補リストに表示されている刺しゅう
ファイルの出力を開始します。

8 削除ボタン

書き込み候補リストから、選択されているファ
イルを削除します。

9 書き込み候補リスト

オリジナルカード、USB メモリー、またはミ
シンに出力する刺しゅうファイルが表示されま
す。

10 追加ボタン

コンテンツビューで選択した刺しゅうファイル
を、書き込み候補リストに追加します。

11 書き込みビューの表示／非表示ボタン

刺しゅうファイルを出力するときにクリックし
ます。 
書き込みビューの表示／非表示を切り替えま
す。

1

2

4
6

7
8

3

5
11
10

9

b
次の設定をオプションメニューで指定できます。

• 長さの単位を mm またはインチから選択でき

ます。

• アプリケーションの外観色をブルー、ブラッ
ク、シルバー、アクアから選択できます。
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デザインデータベースを起動する

デザインデータベースを起動する
1 ［スタート］画面左下の下矢印をクリックし

て、［アプリ］ビューを表示します。

2 画面のタイトル［刺しゅう PRO 10］の下に

ある［デザインデータベース］をクリックし
ます。

3 フォルダービューのフォルダーをクリックし

ます。

 フォルダー内のすべての刺しゅうファイ
ルが右側のコンテンツビューに表示され
ます。

b
• 次の拡張子のファイルのみが表示されます。

.pes　.phc　.dst　.exp　.pcs　.hus　.vip 

.shv　.jef　.sew　.csd　.xxx　.pen

• .pem ファイルは、ミシンで呼び出せないファ
イルのため表示されません。デザインセンター
からレイアウトセンターへ送り、.pes ファイ
ルで保存してください。

• Zip 圧縮されたファイルは呼び出せません。
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刺しゅうファイルを整理する

1 フォルダービューで、フォルダーを選択しま

す。

2 メニューの［ファイル］→［フォルダー作

成］をクリックします。

3 フォルダー名を入力し、＜ Enter ＞キーを押

します。

1 フォルダービューで、移動／コピーする刺

しゅうファイルがあるフォルダーを選択しま
す。

2 フォルダービューに、移動先のフォルダーを

表示させます。

3 コンテンツビューの刺しゅうファイルを、

フォルダービューの移動先のフォルダーにド
ラッグします。

 移動先のフォルダーが移動前のフォル
ダーと同じドライブにある場合は、刺
しゅうファイルは移動します。

 移動先のフォルダーが移動前のフォル
ダーと異なるドライブにある場合は、刺
しゅうファイルはコピーされます。

1 フォルダービューで、名前を変更する刺しゅ

うファイルのあるフォルダーを選択します。

2 コンテンツビューで、刺しゅうファイルを選

択し、もう一度ファイル名をクリックしま
す。

3 新しいファイル名を入力し、＜ Enter ＞キー

を押します。

新規フォルダーを作る

刺しゅうファイルを別の
フォルダーに移動／コピー
する

b
• 同じドライブにある別のフォルダーにファイル
をコピーするときは、＜ Ctrl ＞キーを押しな
がら、刺しゅうファイルをドラッグします。

• 異なったドライブにあるフォルダーにファイル
を移動するときは、＜ Shift ＞キーを押しなが
ら、刺しゅうファイルをドラッグします。

• ファイルの移動やコピーは、メニューからもで
きます。

- 刺しゅうファイルを選択して、メニューの
［編集］→［切り取り］（または［編集］→
［コピー］）を選択します。

- フォルダービューで移動先（コピー先）の
フォルダーを選択し、メニューの［編集］→

［貼り付け］を選択してファイルを貼り付け
ます。

刺しゅうファイルの名前を
変更する

a
刺しゅうファイルの名前の変更は、コンテンツ
ビューの表示のしかたが詳細に設定（メニューの

［表示］→［詳細］を選択）されているときのみ
できます。

cc P.236 の「コンテンツビューの表示のし
かたを変更する」

b
ファイルの拡張子は、変更できません。
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刺しゅうファイルを整理する

1 フォルダービューで、削除する刺しゅうファ

イルのあるフォルダーを選択します。

2 コンテンツビューで、刺しゅうファイルを選

択します。

3 ＜ Delete ＞キーを押します。

 ファイルがゴミ箱に移動します。

コンテンツビューの刺しゅうファイルの表示を、
サムネイル大、サムネイル小、詳細表示から選択
できます。

■サムネイル大

をクリックするか、メニューの［表示］→

［サムネイル大］をクリックします。

■サムネイル小

をクリックするか、メニューの［表示］→

［サムネイル小］をクリックします。

■詳細

をクリックするか、メニューの［表示］→

［詳細］をクリックします。

刺しゅうファイルを削除する

コンテンツビューの表示の
しかたを変更する
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刺しゅうファイルを開く

1 フォルダービューで、フォルダーを選択しま

す。

2 コンテンツビューで、.pes ファイルを選択し

ます。

3 メニューの［ファイル］→［レイアウトセン

ターで開く］をクリックします。

取り込むことができるファイルは次の形式です。
.pes、.phc、.dst、.exp、.pcs、.hus、.vip、.shv、
.jef、.sew、.csd、.xxx

1 フォルダービューで、フォルダーを選択しま

す。

2 コンテンツビューで、レイアウトセンターに

取り込む刺しゅうファイルを選択します。

3 メニューの［ファイル］→［レイアウトセン

ターに取り込む］をクリックします。

 選択した刺しゅうファイルが、レイアウ
トセンターに取り込まれます。

レイアウトセンターで
刺しゅうファイルを開く

a
必ず .pes ファイルの入っているフォルダーを選
択してください。

レイアウトセンターで
刺しゅうファイルを取り込む

a
.pen ファイルは、レイアウトセンターに取り込

めません。
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刺しゅうデータをミシンへ転送する

1 転送方法に合わせてメディアを準備、または

ミシンをパソコンに接続します。

2 をクリックします。

1 コンテンツビュー 
（使用できる刺しゅうファイル）

2 書き込み候補リスト

（選択された刺しゅうファイル）

a
作成した刺しゅうデータをミシンへ転送する方法は、お手持ちのミシンの機種によって異なります。詳し
くは、お使いのミシンの取扱説明書を参照してください。

USB メモリー／ USB ケー
ブル／オリジナルカードを
使って転送する

a
刺しゅうデータに設定されている刺しゅう枠サイ
ズが、お使いのミシンで使える刺しゅう枠のサイ
ズより大きくないことを確認してください。

b
• USB メモリーに書き込む場合は、USB メモ

リーをパソコンに接続します。

• USB ケーブルを使って転送する場合は、ミシ

ンとパソコンを接続します。接続方法について
は、お使いのミシンの取扱説明書を参照してく
ださい。

• オリジナルカードに書き込む場合は、オリジナ
ルカードをカードライターに挿入します。

• Link 機能は、Link 機能対応のミシンでのみ使
えます。Link 機能を使って転送する場合は、
転送操作を開始する前に、ミシンのモードを
Link モードに設定してください。

cc P.196 の「Link 機能を使って刺しゅうす
る」

1 2
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3 ［出力先］セレクターをクリックして、出力

先を選択します。

a USB メモリーに転送します。

b 直接、ミシンのメモリーに転送します。

c カードライターに書き込みます。

d Link 機能を使ってミシンに転送します。

cc P.196 の「Link 機能を使って刺しゅうす
る」

以降の操作は、出力先によって異なります。

■ USBメモリーを使う
USB メモリーを接続できるミ

シンには、USB メモリーを

使って転送できます。

4. ［出力先］セレクターで を選択します。

5 をクリックします。

6 a でフォルダーを選択し、コンテンツ

ビューb で、刺しゅうファイルを選択しま

す。 c をクリックして、書き込み候

補リストに追加します。書き込む刺しゅう

ファイルをすべて選択できたら、 d
をクリックします。

 書き込み候補リストに表示された刺しゅ
うファイルが、USB メモリーに転送され
ます。

 転送が完了すると、「書き込みが完了しま
した。」と表示されます。

b
［出力先］セレクターで Link を選択できないとき
は、ミシンが Link モードに設定されているか、
USB ケーブルが正しく接続されているか、確認

してください。

a

b

c

d

a
「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」は、USB メ

モリーとしては使用できません。

b
複数の USB メモリーが接続されていると、デバ

イスごとの が表示されます。刺しゅうファイ

ルを転送したい USB メモリーを選択してくださ

い。

a

d

b

c
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■ミシンのメモリーに
直接転送する

USB ケーブルを使って、パソ

コン と接続できるミシンに直

接転送できます。

Link 機能対応のミシンの場合は、転送操作を開始

する前に、ミシンのモードを通常モードに設定し
てください。

4. ［出力先］セレクターで を選択します。

5 をクリックします。

6 a でフォルダーを選択し、コンテンツ

ビューb で、刺しゅうファイルを選択しま

す。 c をクリックして、 書き込み候補

リストに追加します。書き込む刺しゅうファ

イルをすべて選択できたら、 d をク

リックします。

 書き込み候補リストに表示された刺しゅ
うファイルが、ミシンに転送されます。

 転送が完了すると、「書き込みが完了しま
した。 」と表示されます。

a
• データ転送中は、USB メモリーを抜かないで
ください。

• 出力先に同じ名前のファイルがある場合は、
ファイルのコピーダイアログボックスが表示さ
れます。上書きコピーするか、コピーを中断す
るか、別名でコピーするかを選択してくださ
い。

b
• USB メモリーにボリュームラベルが指定され

ている場合、「 ［（ドライブレター）:］（ボ

リュームラベル）」が［出力先］セレクターに
表示されます。

• ボリュームラベルが指定されていない場合、 

「  ［（ドライブレター）:］USB メモリー」

が表示されます。

• USB メモリーの名前（ボリュームラベル）の
詳細については、USB メモリーの取扱説明書
を参照してください。

b
複数のミシンが接続されていると、ミシンごとの

が表示されます。直接転送するミシンを選

択してください。

a
• データ転送中は、USB ケーブルを抜かないで
ください。

• 出力先に同じ名前のファイルがある場合は、動
作を確認するダイアログボックスが表示されま
す。上書きコピーするか、コピーを中断する
か、別名でコピーするかを選択してください。

a

d

b

c
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■オリジナルカードを
使う

刺しゅうカードスロットを装
備したミシンに転送できます。

4. ［出力先］セレクターで を選択します。

5 ［ミシンの種類］で、お使いのミシンを選択

します。

a 1 針ミシン

b 多針ミシン

6 ［枠サイズ］セレクターで、刺しゅう枠のサ

イズを選択します。

7 をクリックします。

8 a でフォルダーを選択し、コンテンツ

ビューb で、刺しゅうファイルを選択しま

す。 c をクリックして、 書き込み候補

リストに追加します。書き込む刺しゅうファ

イルをすべて選択できたら、 d をク

リックします。

9 ファイルをオリジナルカードに書き込む場

合、以下のメッセージが表示されます。
［OK］をクリックします。

a
• .phc ファイルは、オリジナルカードへ書き込
めません。

• カードライターがコンピューターに接続されて
いない場合、オリジナルカードを出力先に選ぶ
ことはできません。
転送する前に、カードライターがコンピュー
ターに接続されていることを確認してくださ
い。

a
• お使いのミシンの最大刺しゅう縫製範囲を超え
るサイズを選択しないでください。使用できる
刺しゅう枠サイズより大きいサイズで書き込ま
れたオリジナルカードは、ミシンで正しく動作
しません。

• データが保存されているオリジナルカードに書
き込みを行うと、カードのデータはすべて消去
されます。書き込みを行う前に、カードに必要
なデータが残っていないことを確認してくださ
い。必要なデータは、ハードディスクや他のメ
ディアなどに保存してください。

cc P.92 の「刺しゅうカードから」

b

a

a
• ジャンボ枠用の刺しゅうデータは、オリジナル
カードを使ってミシンに送ることができませ
ん。

• 刺しゅうデータのサイズが手順 6 で選択した
枠サイズより大きい場合や、刺しゅうデータの
針数や色数が手順 6 で選択した刺しゅう枠の
制限値を越えている場合、その刺しゅうファイ
ルは書き込み候補リストに追加できません。
書き込み候補リストに表示された刺しゅうファ
イルのみ、オリジナルカードに書き込むことが
できます。

b
• 刺しゅうファイルを右クリック→［書き込み候
補リストに追加］をクリックするか、コンテン
ツビューから書き込み候補リストにファイルを
ドラッグしても、書き込み候補リストにファイ
ルを追加できます。

• ファイルは書き込み候補リストで右クリックし
て、［書き込み候補リストから削除］をクリッ
クしても削除できます。

a
データ書き込み中（LED 表示が点滅中）は、オ
リジナルカードや USB コネクターを抜かないで
ください。

a

d

b

c
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10 書き込みが完了し、書き込み完了のメッセー

ジが表示されたら、［OK］をクリックしま

す。

• オリジナルカードの刺しゅうファイルを
再度カードに書き込むときは、

をクリックしてから刺しゅう

ファイルを選択し、書き込み候補リスト
にファイルを追加します。

• 刺しゅうファイルがオリジナルカードに
書き込まれたかどうかを確認したいとき

は、 をクリックします。

  がフォルダービューに表示さ

れ、オリジナルカードに書き込まれた刺
しゅうファイルがコンテンツビューに表
示されます。

■ Link 機能を使って刺
しゅうする

Link 機能対応のミシンに転送

できます。

転送操作を開始する前に、ミシンのモードを Link
モードに設定してください。

cc P.196 の「Link 機能を使って刺しゅうす
る」

4. ［出力先］セレクターで を選択します。

5 をクリックします。

6 a でフォルダーを選択し、コンテンツ

ビューb で、刺しゅうファイルを選択しま

す。 c をクリックします。

7 P.197 手順 5 の「Link 機能を使って刺しゅう

する」に従って手順を進めます。

b
カスタムサイズのデザインページで作られた分割
模様の刺しゅうデータは、枠パーツごとに分けて
書き込まれます。

cc p. 194「オリジナルカードを使って転送
する」の注意

b
• オリジナルカードに書き込まれた刺しゅうファ
イルは、コンテンツビューに［カードデータ］
として表示されます。

• コンテンツビューをフォルダー表示に戻すとき

は、 をクリックします。

または をクリックする

と表示を切り替えることができます。

a
次の刺しゅうファイルは、Link 機能を使って転
送できません。出力先セレクターで Link が選択
されると、コンテンツビューのファイルは非表示
になります。
• .dst、.exp、.phc 形式のファイル

• デザインページサイズを［カスタムサイズ］に
設定した刺しゅうファイルや、［枠サイズ］を
360×360mm（ジャンボ枠）に設定したファイ
ル

b
パソコンの再起動をしたときは、メニューの［オ
プション］→［Link］をクリックすると、

［Link］ウィンドウを表示できます。

a b

c
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刺しゅうファイルを検索する
1 フォルダービューで、フォルダーを選択しま

す。

2 メニューの［ファイル］→［検索］をクリッ

クします。

3 検索条件を指定します。指定する検索条件の

チェックボックスをチェックします。

a ファイル名
特定のファイル名で検索できます。ボッ
クスにファイル名を入力します。

b 対象フォーマット
希望のファイル形式のチェックボックス
をチェックします。

c 針数
ボックスに針数の上限と下限の数値を入
力します。

d 色替え数
ボックスに色替え数の上限と下限の数値
を入力します。

e 総色数
ボックスに糸色数の上限と下限の数値を
入力します。

f 幅
ボックスに刺しゅうの横の大きさの上限
と下限の数値を入力します。

g 高さ
ボックスに刺しゅうの縦の大きさの上限
と下限の数値を入力します。

h 更新日
ボックスに更新日の期間（何日から何日
まで）を入力します。

.pes ファイルの検索には、さらに次の条件を
設定できます。

i デザイン名
ボックスにデザイン名を入力します。

j 分類
ボックスに刺しゅうのタイプや文字を入
力します。

k 作者
特定の作者名で検索します。ボックスに
検索したい文字を入力します。

l キーワード
特定のキーワードで検索します。 ボック
スに検索したい文字を入力します。

m コメント
特定のコメントで検索します。 ボックス
に検索したい文字を入力します。

4 ［検索］をクリックします。

 指定した検索条件に一致するファイルの
一覧が表示されます。

b
ワイルドカード文字（「?」で任意の 1 文字を、
「 」で任意の長さの任意の文字列を表す）での
検索もできます。

a
b

c

d
e
f
g

h
n

i

j
k
l

m

b
• サブフォルダー（選択したフォルダー内のフォ
ルダー）も検索する場合は、［サブフォルダー
も検索］チェックボックスn をチェックしま
す。

•［ファイル名］の横にあるボックスに入力され
た文字は、1 つの文字セットとして扱われま

す。ただし、［検索条件（PES のみに有効）］
の場合は、スペースで区切られた単語を複数入
力し、各単語とすべて一致するファイルを検索
できます。
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刺しゅうファイルを別の形式に変換する
刺しゅうファイルを、簡単に別のファイル形式（.pes、.dst、.exp、.pcs、.hus、.vip、.shv、.jef、.sew、
.csd、.xxx）に変換できます。

1 フォルダービューで、変換する刺しゅうファ

イルがあるフォルダーを選択します。

2 コンテンツビューで、刺しゅうファイルを選

択します。

3 メニューの［ファイル］→［フォーマット変

換］をクリックします。

4 ［変換するフォーマット］セレクターから

ファイル形式を選択します。

5 ［出力するフォルダー］を選択します。

元ファイルと同じフォルダーに出力する場合
は、［同じフォルダーに出力］を選択します。
別のフォルダーに出力する場合は、［次の
フォルダーに出力］を選択し、フォルダーを
指定します。

6 ［変換］をクリックします。

 ファイルが変換され、新規ファイルが指
定フォルダーに出力されます。

b
変換ファイルの出力先フォルダーを変更するとき

は、 をクリックします。

b
•［オプション］メニューの［DST 形式の設定］
で、.dst ファイルで出力するときの渡り糸での
糸切りジャンプ数を指定できます。

cc P.293 の「DST 形式の刺しゅうデータの
ジャンプ回数を設定する」

•［同じフォルダーに出力］が選択されていると
きに、異なる形式のファイルを複数選択して変
換した場合は、指定ファイルと同じ形式のファ
イルは変換されません。ただし元のフォルダー
とは別のフォルダーに出力する場合は、指定
ファイルと同じ形式のファイルはすべてコピー
出力されます。

• ファイルを .pes ファイルに変換した場合は、

ファイルがレイアウトセンターに取り込まれる
ときと同様に糸色が変わります。

a
.phc および .pen 形式へのファイル変換はできま

せん。
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刺しゅうファイルを確認する

ツールバーボタン : 

1 a でフォルダーを選択し、コンテンツ

ビューで、プレビューする刺しゅうファイル
b を選択します。

2 ツールバーの をクリックするか、メ

ニューの［表示］→［プレビュー］をクリッ
クします。

ファイル名、サイズ、針数、縫製時間、糸色数、
変更日などのぬい方情報を、ファイルプロパティ
ダイアログボックスで確認できます。.pes ファイ

ルは、刺しゅうファイルに関する追加情報も確認
できます。

ツールバーボタン : 

1 コンテンツビューで、情報を確認する刺しゅ

うファイルを選択します。

2 ツールバーの をクリックするか、メ

ニューの［表示］→［ファイルプロパティ］
をクリックします。

Ver. 4.0 以降の PES ファイル

刺しゅうファイルを
プレビューする

b
.pen ファイルは、プレビューできません。

a b

刺しゅうファイルの情報を
確認する

a
• 表示される縫製時間は目安です。実際の縫製時
間は、お使いのミシンの機種や設定により前後
する場合があります。

• .pen ファイルは、縫製時間が表示されません。

b
•［色の順番］の横にある［色替え数］を選択し
て、色リストで糸色変更情報を表示します。

•［総色数］を選択して、色リストのすべての糸
色の情報を表示します。

cc P.88 の「刺しゅうデータ情報を確認す
る」
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b
• PES 以外のファイルおよび Ver. 3.0 以前の

PES ファイル

• デザインページサイズが［カスタムサイズ］に
設定された場合、または［枠サイズ］が大型枠
（100×172mm または 130×300mm）または

ジャンボ枠（360×360mm）に設定された場
合、次のような［ファイルプロパティ］ダイア
ログボックスが表示されます。

• 赤い枠が、表示されている枠パーツの位置を示
しています。

• または をクリックして、

他の枠の位置に切り替えます。
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刺しゅうファイルの一覧を出力する

刺しゅうファイルの一覧を出力する
すべての刺しゅうデザインの画像およびぬい情報は、さまざまな形式で出力できます。お好みで以下の方
法から選択できます。

選択したフォルダーの刺しゅうイメージを、一覧
スタイルまたは指示書スタイルで印刷できます。

1 フォルダービューで、刺しゅうファイルのあ

るフォルダーを選択します。

2 メニューの［ファイル］→［印刷の設定］を

クリックします。

3 ［用紙］a と［印刷の向き］b で、設定を選

択します。

4 ［色の順番］c を選択します。

色替え数
　各色替えの糸色の情報が表示されます。

総色数
　必要な糸の糸色の情報が表示されます。
　糸色の総数をチェックできます。

cc P.88 の「刺しゅうデータ情報を確認す
る」

5 ［印刷レイアウト］d を選択します。

6 ［糸色の印刷方法］e で、糸色を糸色名で表

示するか、ブランド名と糸番号で表示するか
を選択します。

7 ［印刷］をクリックします。

印刷する

a

d

b

e

c

一覧スタイル 1 一覧スタイル 4

一覧スタイル 12 指示書スタイル
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刺しゅうファイルの一覧を出力する

刺しゅうファイルの一覧は、HTML ファイルとし

て出力することができます。

1 フォルダービューで、刺しゅうファイルのあ

るフォルダーを選択します。

2 メニューの［ファイル］→［HTML 出力］を

クリックします。

3 保存先のフォルダーを選択し、ファイル名を

入力します。

4 ページ上部とタイトルバーにタイトルを表示

する場合は、［ページタイトル］にタイトル
を入力します。

5 ［ページレイアウト］で、ページ上の刺しゅ

うのレイアウトを選択します。

6 ［保存］をクリックします。

選択した刺しゅうファイルのぬい方情報（ファイ
ル名、サイズ、針数、色数、ファイルのパス、
ファイルプロパティ（.pes ファイルのみ）、糸色

名、色番号）を CSV ファイルとして出力すること

ができます。

1 フォルダービューで、刺しゅうファイルのあ

るフォルダーを選択します。

2 メニューの［ファイル］→［CSV 出力］をク

リックします。

3 保存先のフォルダーを選択し、ファイル名を

入力します。

4 ［保存］をクリックします。

b
• コンテンツビューで刺しゅうファイルを 1 つ、
または複数選択すると、選択した刺しゅうファ
イルだけを印刷できます。

• ブランド名、糸番号、ファイルプロパティは文
字数が多い場合は、一部の文字が印刷されない
ことがあります。

• メニューの［ファイル］→［印刷］をクリック
しても、一覧を印刷できます。前回、［印刷の
設定］ダイアログボックスで選択された設定内
容で印刷されます。

HTML ファイルを出力する

CSV ファイルを出力する
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ステッチクリエイター

ステッチクリエイターを使って、ステッチパ
ターンを作成、編集します。 作成したパターン
は、レイアウトセンターやデザインセンターの
プログラムタタミぬいやモチーフぬい、スタン
プに使用できます。
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ステッチクリエイターの基本的な使い方

ステッチクリエイターの基本的な使い方
ステッチクリエイターは、プログラムタタミぬいやモチーフぬいを構成するパターンの作成／編集／保存
をするアプリケーションです。パターンには次の 2 つの種類があり、それぞれのモードで作業を行います。

プログラムタタミ／スタンプパターン

• 面のぬい方に設定するパターンです。レイアウトセンターやデザインセンターのプログラムタタミ
ぬいやスタンプのパターンとして使います。

• 1 本または複数の線で構成されるデザインのパターンで、さらに面にぬい沈め／浮き上がり効果を

設定できます。

• 作業は、プログラムタタミ／スタンプモードで行います。

モチーフパターン

• 線と面のぬい方に設定するパターンです。モチーフぬいのパターンとして使います。

• 一筆書きのような 1 本の線で構成されるデザインのパターンで、ミシンの飾りぬいのような模様です。

• 作業は、モチーフモードで行います。

ぬい沈め 浮き上がり
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プログラムタタミ／スタンプパターンを作る

プログラムタタミ／スタンプパターンを作る
既存のプログラムタタミ／スタンプパターンを編集して、新しいパターンを作ってみましょう。

まず、編集するプログラムタタミ／スタンプパ
ターンを開きます。ここでは、wave1.pas を使い

ます。

1 ［スタート］画面左下の下矢印をクリックし

て、［アプリ］ビューを表示します。

2 画面のタイトル［刺しゅう PRO 10］の下に

ある［ステッチクリエイター］をクリックし
ます。

3 をクリックし、アプリケーションボタン

メニューから［開く］を選択します。

4 ファイルの種類セレクターで、パターンファ

イル（*.PAS）を選択し、wave1.pas を選択

します。

パターンファイルは、次のフォルダーにあり
ます。

刺しゅう PRO がインストールされているド

ライブ￥Program Files （x86）￥Brother￥
刺しゅう PRO 10￥Pattern

ステップ 1 プログラムタタミ／スタンプパターンファイルを開く

ステップ 2 線を描いてパターンを編集する

ステップ 3 パターンにぬい沈め／浮き上がり効果を設定する

ステップ 4 編集したパターンを保存する

ステップ 5 レイアウトセンターで編集したプログラムタタミ／スタンプパターンを使う

ステップ 1 プログラムタタミ／
スタンプパターン
ファイルを開く

b
［一覧］をクリックすると、［一覧］ダイアログ
ボックスで表示中のフォルダー内のパターンファ
イルをアイコンで確認できます。
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プログラムタタミ／スタンプパターンを作る

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで［線（凹）］をクリック

します。

3 ポイント（1）から（4）を順にクリックしま

す。

4 ポイント（5）（終点）でダブルクリックしま

す。

5 ここまでの操作を繰り返します。

1 ポイント（1）をクリックし、ポイント（2）

でダブルクリックします。

続いて、ポイント（3）をクリックし、ポイ

ント（4）でダブルクリックします。

 デザインページの上端と下端に線が引か
れます。

ステップ 2 線を描いてパターンを
編集する

b
• 右クリックすると、直前に入力したポイントを
削除できます。

cc P.256 の「プログラムタタミ／スタンプ
パターンの形を修正する」

• グリッド間隔は変更できます。

cc P.265 の「グリッドの設定を変更する」

1

2

3

4

5

ステップ 3 パターンにぬい沈め／
浮き上がり効果を設定
する

b
ぬい沈め／浮き上がり効果を設定するには、閉じ
た線で囲まれた面が必要です。

1 2

4 3
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プログラムタタミ／スタンプパターンを作る

2 ［ツール］グループで［面（凹）］をクリック

し、1 つ目と 4 つ目の波線の面をクリックし

ます。

 面にぬい沈み効果が設定され、赤色で表
示されます。 この面は、短いステッチでぬ
われます。

3 ［ツール］グループで［面（凸）］をクリック

し、2 つ目と 5 つ目の波線の面をクリックし

ます。

 浮き上がり効果が設定され、青色で表示
されます。この面は、サテンぬい（針落
ちしない面ぬい）でぬわれます。

プログラムタタミ／スタンプパターンは、.pas 形

式で保存されます。

1 をクリックし、アプリケーションボタン

メニューから［名前を付けて保存］を選択し
ます。

2 保存先のフォルダーを選択し、ファイル名を

入力します。

［標準サイズ］でサイズを指定します。
［mm］または［インチ］をクリックして、

単位を選択します。

3 ［保存］をクリックします。

b
ぬい沈め／浮き上がり効果を解除するときは、
［面設定クリア］ツールを使います。［ツール］グ
ループで［面設定クリア］をクリックし、効果を
設定した面をクリックします。

ステップ 4 編集したパターンを保存
する
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プログラムタタミ／スタンプパターンを作る

1 レイアウトセンターを起動します。

2 刺しゅうデータを選択します。

3 リボンの［図形］タブの［面のぬい方］セレ

クターで、［プログラムタタミぬい］を選択
します。

4 ［ぬい方設定］ウィンドウを表示します。

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」

5 ［面のぬい方］の［プログラムタタミ］の下

にある をクリックします。

6 ステップ 4 でファイルを保存したドライ

ブとフォルダーを選択します。

7 編集したプログラムタタミ／スタンプパター

ンをクリックし、［OK］をクリックします。

 パターンが、刺しゅうデータの面に設定
されます。

ステップ 5 レイアウトセンターで
編集したプログラムタ
タミ／スタンプパター
ンを使う

b
• スタンプツールで設定するスタンプのパターン
としてもこのプログラムタタミ／スタンプパ
ターンを使えます。

cc P.58 の「スタンプを設定／編集する」

• P.326 の「プログラムタタミぬいとスタンプに

関する注意」を参照して、パターンを効果的に
設定してください。
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プログラムタタミ／スタンプモードで編集する

プログラムタタミ／スタンプモードで編集
する
■パターンを選択する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで［選択］をクリックし

て、［選択］ツールを使用します。

3 パターンをクリックします。

1 回転ハンドル

2 ハンドル

4 複数のパターンを選択するときは、＜ Ctrl ＞

キーを押しながらパターンをクリックしま
す。

■パターンを移動する
選択したパターンをドラッグして、移動します。

■パターンを拡大／縮小する
選択したパターンのハンドルをドラッグして、サ
イズを調整できます。回転ハンドルをドラッグす
ると、回転できます。

■プログラムタタミ／スタンプパター
ンの形を修正する

1 ［ツール］グループで［ポイント選択］をク

リックします。

2 パターンの線をクリックします。

b
• ドラッグして表示される四角形で、選択したい
パターン全体を囲むようにドラッグしても、パ
ターンを選択できます。

• ＜ Ctrl ＞キーを押しながら選択中のパターン
をクリックすると、選択を解除できます。

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
水平方向または垂直方向に移動できます。

• 矢印キーを押すと、矢印キーの方向に 1 グリッ
ドずつ移動できます。

1

2

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
パターンの中心から拡大／縮小されます。

•［反転］グループで［上下反転］をクリックし
て、選択されたパターンを上下反転します。
［反転］グループで［左右反転］をクリックし
て、選択されたパターンを左右反転します。

• 上記のほか、複製や削除など、コマンド操作で
選択中のパターンの編集ができます。

cc P.309 「メニュー／ツール」の「ステッ
チクリエイター」
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プログラムタタミ／スタンプモードで編集する

3 ポイントをクリックして選択し、編集しま

す。

• ポイントを移動するときは、目的の位置
までドラッグします。

• ポイントを挿入するときは、挿入したい
線上でクリックします。

新しいポイントが表示されます。

• ポイントを削除するときは、 を

クリックするか、＜ Delete ＞キーを押し

ます。

b
• 2 つのポイントで作られた線は、片方のポイン
トを削除すると、線全体が削除されます。

• 複数のポイントを選択するときは、＜ Ctrl ＞
キーを押しながらポイントをクリックするか、
ポイントを囲むようにドラッグします。

• ＜ Ctrl ＞キーを押しながら ／ キーを

押すと、終点または始点の方向へ選択するポイ
ントを変更できます。

• ＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
水平方向または垂直方向へ移動できます。

• 矢印キーを押すと、矢印の方向へ移動できま
す。

: 選択されたポイント

: 未選択のポイント
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モチーフパターンを作成する

モチーフパターンを作成する
新しくモチーフパターンを作ってみましょう。モチーフパターンは、モチーフモードで作ります。

1 ステッチクリエイターを起動します。

2 をクリックし、アプリケーションボタン

メニューから［新規作成（モチーフ）］を選
択します。

モチーフモードでは、1 本の線の形を変えて、オ

リジナルのパターンを作ります。

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで［ポイント選択］をク

リックします。

青い四角 : 始点

赤い四角 : 終点

3 ポイント（1）をクリックし、ドラッグします。

ポイントを移動すると、一緒に緑色の線が移動
します。

ステップ 1 モチーフモードにする

ステップ 2 線を編集してモチーフパターンを作る

ステップ 3 編集したモチーフパターンを保存する

ステップ 4 レイアウトセンターで編集したモチーフパターンを使う

ステップ 1 モチーフモードにする

ステップ 2 線を編集してモチーフ
パターンを作る

1

2
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モチーフパターンを作成する

4 線上をクリックして、ポイントを挿入しま

す。
（1）と（2）の間をクリックして、ポイント

（3）を挿入します。

（3） と（2）の間をクリックして、ポイント

（4）を挿入します。

5 ポイント（4）をクリックし、ドラッグしま

す。

6 （2）と（4）の間をクリックして、ポイント

（5）を挿入し、ポイント（5）をドラッグし

ます。

7 （4）と（5）の間をクリックして、ポイント

（6）を挿入し、ポイント（6）を（1）まで

ドラッグします。
ポイント（3）を選択し、（2）までドラッグ

します。

1

3 4

2

4

4 5

2

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
ポイントは水平方向または垂直方向に移動でき
ます。

• 矢印キーを押すと、選択したポイントを矢印
キーの方向に 1 グリッドずつ移動できます。グ
リッドが表示されていない場合、パターンはグ
リッドの最小間隔より小さい間隔で移動しま
す。

• ＜ Delete ＞キーを押すと、選択中のポイント
が削除されます。

• モチーフパターンは、レイアウトセンター、デ
ザインセンターの線ぬいとの面ぬいのパターン
として使用します。

1

4

6

5

3

2
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モチーフパターンを作成する

モチーフパターンは、.pmf 形式で保存されます。

1 をクリックし、アプリケーションボタン

メニューから［名前を付けて保存］を選択し
ます。

2 保存先のフォルダーを選択し、ファイル名を

入力します。

［標準サイズ］でサイズを指定します。
［mm］または［インチ］をクリックして、
単位を選択します。

3 ［保存］をクリックします。

1 レイアウトセンターを起動します。

2 刺しゅうデータを選択します。

3 リボンの［図形］タブの［線のぬい方］セレ

クターで、［モチーフぬい］を選択します。

4 ［ぬい方設定］ウィンドウを表示します。

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」

5 ［線のぬい方］の［モチーフ］の下にある

をクリックします。

6 ステップ 3 でファイルを保存したフォルダー

を選択します。

7 作成したモチーフパターンをクリックし、

［OK］をクリックします。

 パターンが、刺しゅうデータの線に設定
されます。

ステップ 3 編集したモチーフパ
ターンを保存する

ステップ 4 レイアウトセンターで
編集したモチーフパ
ターンを使う

b
モチーフパターンは、面のぬい方のモチーフぬ
い、パイピングぬい、スティップリングのパター
ンとしても使えます。
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モチーフモードで編集する

モチーフモードで編集する
■複数のポイントを一度に移動／削除
する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで［ポイント選択］をク

リックします。

青い四角 : 始点

赤い四角 : 終点

3 白い四角をクリックして、ポイントを選択し

ます。

複数のポイントを選択するときは、＜Ctrl ＞
キーを押しながらポイントをクリックするか、
ポイントを囲むようにドラッグします。

4 ポイントを編集します。

• ポイントを移動するときは、ドラッグし
ます。

• ポイントを削除するときは、 を

クリックするか、＜ Delete ＞キーを押し

ます。

■パターンを拡大／縮小する

1 ［ツール］グループで をクリックします。

2 ハンドルをドラッグして、パターンのサイズ

を調整します。

b

＜ Ctrl ＞キーを押しながら ／ キーを押

すと、終点または始点の方向へ選択するポイント
を変更できます。

: 選択されたポイント

: 未選択のポイント

a
始点（青い四角）と終点（赤い四角）は削除でき
ません。

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながらハンドルをドラッ

グすると、パターンの中心から拡大／縮小され
ます。

• 上下軸に沿ってパターンを反転するには、［反
転］グループの［上下反転］をクリックしま
す。

• 左右軸に沿ってパターンを反転するには、［反
転］グループの［左右反転］をクリックしま
す。
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ステッチクリエイターの画面

ステッチクリエイターの画面

1 アプリケーションボタン

2 リボン

3 クイックアクセスツールバー

4 ヘルプボタン

5 プレビューウィンドウ（cc p. 264）
どのようなぬい目になるか確認できます。

6 デザインページ

7 作業領域

8 ステータスバー

cc P.11 の「画面について」

2

1

8

3

4

7

5

6



263

下絵を使う

下絵を使う

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［下絵］グループの［開く］をクリックしま

す。

3 保存されているフォルダー、ファイルを選択

し、［開く］をクリックするか、ファイルア
イコンをダブルクリックします。

1 ［下絵］グループでスライダーをドラッグす

るか、 または をクリックします。

下絵を開く

b
• デザインページに開くことができる下絵は 1 つ
です。別の下絵を開くと、それまで表示されて
いた下絵と置き替えられます。

• いろいろなファイル形式の画像を開くことがで
きます。 

cc P.150 の「画像ファイルの形式につい
て」

下絵の表示の濃さを変更する

b
• デザインページに取り込まれた下絵画像がない
場合は、この機能は使えません。

• ショートカットキー＜ F6 ＞で、表示
（100%）、75%、50%、25% および非表示を切

り替えることができます。

非表示 50%

25% 75%

100%
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プレビューウィンドウ

プレビューウィンドウ
1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［プレビュー］ ウィンドウの表示と非表示を

切り替えるには、［表示または非表示］グ
ループで［プレビューウィンドウ］チェック
ボックスにチェックを入れる、または、
チェックを外します。

パターンを保存する

をクリックし、アプリケーションボタンメ

ニューから［上書き保存］を選択します。

 データがまだ名前を付けて保存されてい
ないときや、元のファイルが見つからな
いときは、［名前を付けて保存］ダイアロ
グボックスが表示されます。

プログラムタタミ／スタンプモードでは .pas ファ

イルで保存され、モチーフモードでは .pmf ファイ

ルで保存されます。

1 をクリックし、アプリケーションボタンメ

ニューから［名前を付けて保存］を選択しま
す。

2 保存先のフォルダーを選択し、ファイル名を

入力します。

［標準サイズ］でサイズを指定します。
［mm］または［インチ］をクリックして、
単位を選択します。

プログラムタタミ／

スタンプモード

モチーフモード

上書き保存する

新しい名前を付けて保存する
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表示設定を変更する

3 ［保存］をクリックします。 表示設定を変更する

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［グリッド］グループの［グリッド間隔］か

らグリッド線の任意の間隔を選択します。

表示しない
グリッドを表示しません。

狭い
グリッド間隔をデザインページの 1 ／ 32
に変更します。

普通
グリッド間隔をデザインページの 1 ／ 16
に変更します。

広い
グリッド間隔をデザインページの 1 ／ 8 に

変更します。

b
保存したファイルは、レイアウトセンターやデザ
インセンターで使用できます。

cc P.255 の「レイアウトセンターで編集し
たプログラムタタミ／スタンプパターン
を使う」と P.260 の「レイアウトセン
ターで編集したモチーフパターンを使
う」

グリッドの設定を変更する



フォントクリエイター

フォントクリエイターを使用すると、オリジナ
ルフォントを作成できます。文字データのフォ
ントにオリジナルフォントを指定して、レイア
ウトセンターで使用できます。
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フォントクリエイターの基本的な使い方

フォントクリエイターの基本的な使い方
フォントクリエイターで作成／編集したオリジナルフォントを、レイアウトセンターで使うことができま
す。オリジナルフォントを使って、オリジナルの刺しゅうデータを作りましょう。

1 ［スタート］画面左下の下矢印をクリックし

て、［アプリ］ビューを表示します。

2 タイトル［刺しゅう PRO 10］の下にある

［フォントクリエイター］をクリックします。

3 ［ホーム］タブをクリックします。

4 ［文字］グループで［文字選択］ボックスを

クリックし、リストから「T」を選択します。

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［下絵］グループで［開く］をクリックし、

リストから［画像ファイル］を選択します。

3 Capital_T.bmp を開きます。

この画像ファイルは次のフォルダーにありま
す。

ドキュメント（マイドキュメント）￥刺しゅ
う PRO 10￥サンプル￥フォントクリエイ

ター￥テンプレート

ステップ 1 作る文字を選択する

ステップ 2 下絵を開く

ステップ 3 フォントデータを作る

ステップ 4 小文字のフォントデータを作る

ステップ 5 フォントデータを保存する

ステップ 6 作ったフォントを使って刺しゅうデータを作る

ステップ 1 作る文字を選択する ステップ 2 下絵を開く
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フォントクリエイターの基本的な使い方

4 文字の上端と［キャップライン］が揃うよう

に文字を移動します。ハンドルをドラッグし
て、［キャップライン］と［ベースライン］
の高さになるように、文字の高さを調整しま
す。

1 キャップライン

2 ハンドル

3 ベースライン

4 セットライン

5 ［ホーム］タブをクリックします。

6 ［ツール］グループで をクリックし、赤

い三角形のアイコンをドラッグして、セット
ラインを移動し、文字の幅を設定します。

1 セットライン

7 ［表示］タブをクリックします。

8 ［下絵］グループで、スライダーをドラッグ

して（または か をクリックして）下

絵の表示の濃さを「25%」に変更します。

1 ［ホーム］タブをクリックします。

b
いろいろなファイル形式の画像を開くことができ
ます。

cc P.150 の「画像ファイルの形式につい
て」

b
•［ベースライン］、［キャップライン］、および
［セットライン］を、サンプルの画像上に赤い
線で追加してあります。この線をガイドライン
として、下絵を配置してください。

• ハンドルが見えなくなった場合は、選択ツール
でデザインページを右クリック→［下絵の移動
／サイズ変更］をクリックします。

1

3

2

4

b
• デザインページに取り込まれた下絵画像がない
場合は、この機能は使えません。

• ショートカットキー＜ F6 ＞で、表示
（100%）、75%、50%、25% および非表示を切
り替えることができます。

ステップ 3 フォントデータを作る

1

非表示 50%

25% 75%

100%
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フォントクリエイターの基本的な使い方

2 ［ツール］グループで［マニュアルパンチ］

をクリックし、［マニュアルパンチツール］
から任意のツールを選択します。

: 直線ブロックデータ（面ぬい）

（ショートカットキー : ＜ Z ＞）

: 曲線ブロックデータ（面ぬい）

（ショートカットキー : ＜ X ＞）

: セミオートを使った直線ブロックデータ

セミオートとは半自動トレースのこと
で、下絵の線に密着してポイントが設定
されます。

（ショートカットキー : ＜ C ＞）

: 走りデータ（線ぬい）

（ショートカットキー : ＜ V ＞）

: 送りデータ（渡り糸）

（ショートカットキー : ＜ B ＞）

3 をクリックし、ポイント（1）（始点）

から（4）を順にクリックします。

4 ［マニュアルパンチ］をクリックして、 を

選択し、ポイント（5）から（7）を順にク

リックします。

5 ［マニュアルパンチ］をクリックして、 を

選択し、ポイント（8）から（10）を順にク

リックします。

b
• マニュアルパンチデータを作成中は、ツールの
種類を自由に変更できます。ショートカット
キーを使うと便利です。

• セミオートを選択して描画する場合は、下絵と
なる画像が必要です。画像がない場合は、直線
ブロックデータと同じ動作になります。また、
TrueType フォントを下絵にしている場合は使
えません。

• データを作ってから、直線を曲線に、またはそ
の逆に変換できます。

cc 詳細については、P.280 の「直線化／曲
線化する」を参照してください。

1 3

2 4

5
6

7

9

810
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フォントクリエイターの基本的な使い方

6 ［マニュアルパンチ］をクリックして、 を

選択し、ポイント（11）をクリックします。

7 ［マニュアルパンチ］をクリックして、 を

選択し、ポイント（12）から（13）を順に

クリックします。

8 ポイント（14）（終点）でダブルクリックす

るか、クリックして＜ Enter ＞キーを押しま

す。

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［文字］グループで［文字選択］ボックスを

クリックし、リストから「g」を選択します。

3 「T」と同様にして、Small_g.bmp を開きま

す。

4 「T」の調整と同様に、文字のサイズと位置を

調整し、赤い三角形のアイコンをドラッグし
て、セットラインを移動し、文字の幅を設定
します。

1 セットライン

赤い線が表示されない場合、下絵の表示の濃
さを変更します。

b
右クリックするか、＜ BackSpace ＞キーを押す
と、直前に入力したポイントを削除できます。

11

12

13

14

ステップ 4 小文字のフォントデー
タを作る

1
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フォントクリエイターの基本的な使い方

5 ［ツール］グループで をクリックし、青

い三角形のアイコンをドラッグして、文字の
上端と下端に合わせて青いガイドラインを移
動します。

1 ミーンライン

2 ディセンダーライン

6 ［マニュアルパンチ］をクリックして、 を

選択し、ポイント（1）から（7）を順にク

リックします。

7 ［マニュアルパンチ］をクリックして、 を

選択し、ポイント（8）から（24）を順にク

リックします。

8 ［マニュアルパンチ］をクリックして、 を

選択し、ポイント（25）から（26）を順に

クリックします。

1

2

1

2

3
4 5

6

7

8
9

10

11

12

13

14

15
16

18

17

20

19

22

21
23

24

25

26
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フォントクリエイターの基本的な使い方

9 ［マニュアルパンチ］をクリックして、 を

選択し、ポイント（27）から（33）を順に

クリックします。

10 ［マニュアルパンチ］をクリックして、 を

選択し、ポイント（34）から（38）を順に

クリックします。

11 ［マニュアルパンチ］をクリックし、 を選

択します。ポイント（39）から（46）を順

にクリックします。ポイント（47）（終点）

でダブルクリックするか、クリックして
＜ Enter ＞キーを押します。

1 をクリックし、アプリケーションボタン

メニューから［上書き保存］を選択します。

2 次の［MyFont］フォルダーを選択します。

刺しゅう PRO がインストールされているド

ライブ￥Program Files (x86)￥Brother￥刺

しゅう PRO 10￥MyFont

ファイル名を入力します。この例では、「My 
font 1」と入力します。

［保存］をクリックします。

27

2829

3031

3233

38

37
36 35

34

39

41

40

42

43

44

47
46

45

ステップ 5 フォントデータを保存
する

a
• フォントファイルは、次の［MyFont］フォル
ダーに保存してください。

刺しゅう PRO がインストールされている

ドライブ￥Program Files (x86)￥Brother
￥刺しゅう PRO 10￥MyFont

• 別のフォルダーに保存すると、レイアウトセン
ターで利用できません。

• 編集中の文字データの一部がデザインページか
らはみ出ているときに保存すると、メッセージ
が表示されます。すべてをデザインページの枠
内に入れてから、保存し直してください。

b
下絵を開いている状態でフォントデータを保存す
ると、下絵も保存されます。次にこのフォント
データを開くと、下絵も表示されます。
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フォントクリエイターの基本的な使い方

1 レイアウトセンターを起動します。

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［ツール］グループで［文字］をクリックし、

［文字ツール］から を選択します。

4 フォントセレクターをクリックして、 

「My font 1」を選択します。

フォントクリエイターで作られたフォントは、

アイコンがフォント名の横に表示されていま

す。

5 デザインページをクリックします。

文字を入力して、＜ Enter ＞キーを押すか、

デザインページをクリックします。

cc P.100 の「文字を使った刺しゅうデータ
を作る」

ステップ 6 作ったフォントを使って
刺しゅうデータを作る

a
レイアウトセンターを起動していた場合は、再起
動してください。新しいフォントは、起動時に認
識されます。

b
この例では、「T」と「g」のみ作成している

（「A」「B」「C」などは作成していません）ので、
［フォント］セレクターをクリックして表示され
るフォントの見本は、作成した文字以外は表示さ
れません。
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フォントクリエイターの画面

フォントクリエイターの画面

1 アプリケーションボタン

2 リボン

3 クイックアクセスツールバー

4 ヘルプボタン

5 プレビューウィンドウ（cc p. 281）
どのようなぬい目になるか確認できます。

6 デザインページ

7 ガイドライン（固定）（cc p. 275）

8 ガイドライン（移動可能）（cc p. 275）

9 作業領域

10 ステータスバー

cc P.11 の「画面について」

2

1 4

6

8

5

8

7

9

10

3
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フォントクリエイターの画面

デザインページには、フォントを作るための基準
となるガイドラインが表示されます。各ガイドラ
インの内容は、次のとおりです。

1 三角形のアイコン

a ベースライン

b キャップライン
フォントの標準的な高さは、ベースライ
ンからキャップラインまでです。この線
は移動できません。

c ミーンライン
小文字の場合、文字の標準的な高さは、
この線からベースラインまでになりま
す。線の右端にある三角形のアイコンを
ドラッグすると、移動できます。

d ディセンダーライン
この線は、「g」や「y」などのように、
ベースラインより下の部分（ディセン
ダー）がある文字の基準になります。線
の右端にある三角形のアイコンをドラッ
グすると、移動できます。

e アセンダーライン
この線は、アクセント記号などのよう
に、キャップラインより上の部分（アセ
ンダー）がある文字の基準になります。
線の右端にある三角形のアイコンをド
ラッグすると、移動できます。

f セットライン（左）

g セットライン（右）
この線の間隔が、文字の幅になります。
線の下にある三角形のアイコンをドラッ
グすると、調整できます。

デザインページのガイドラ
インについて

e

b

c

a

d

f g 1

b
•［ベースライン］、［キャップライン］、［セット
ライン］は、文字を作るときの基準マスク（高
さと幅の基準）になります。

• フォントクリエイターで作った文字をレイアウ
トセンターに取り込むと、文字の幅と高さは次
の範囲になります。

文字の高さ : ベースラインaからキャップラ
インb

文字の幅 : セットライン（左）f からセット

ライン（右）g
• 文字の高さを揃えるための目安として、［アセ
ンダーライン］、［ミーンライン］、［ディセン
ダーライン］は、すべての文字に共通して表示
されます。
これらの線の高さを変更すると、別の文字を編
集するときも同様に変更されます。

•［セットライン］は、文字ごとに個別に設定で
きます。
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フォントファイルを開く

フォントファイルを開く

をクリックし、アプリケーションボタンメ

ニューから［新規作成］を選択します。

1 をクリックし、アプリケーションボタン

メニューから［開く］を選択します。

2 次の［MyFont］フォルダーを選択します。

刺しゅう PRO がインストールされているド

ライブ￥Program Files (x86)￥Brother￥刺

しゅう PRO 10￥MyFont

3 ファイルアイコンを選択して［開く］をク

リックするか、ダブルクリックしてファイル
を開きます。

新しいフォントを作る フォントファイルを開く
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文字を選択して下絵を準備する

文字を選択して下絵を準備する

■セレクターで選択する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［文字］グループで［文字選択］ボックスの

左右の矢印をクリックすると、表示中の文字
の前後の文字を選択できます。

■文字リストから選択する

1 ［文字］グループで［文字選択］ボックスを

クリックします。

2 作る文字を選択します。

■文字リストの登録文字を追加／削除
する

1 ［文字］グループで［文字リスト編集］をク

リックします。

2 キーボードから、登録する文字を入力しま

す。

作る文字を選択する b
• 青いマスは、そのマスの文字のフォントデータ
が作られていることを示しています。

• 左上の空白のマスは「半角スペース」です。ク
リックすると、半角スペースを選択できます。

a
• 編集中の文字のフォントデータの一部がデザイ
ンページからはみ出ているときに別の文字を選
択すると、メッセージが表示されます。

• フォントデータ全体をデザインページの枠内に
入れてから、別の文字を選択してください。
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文字を選択して下絵を準備する

3 ［追加］をクリックします。

4 登録された文字を削除したいときは、文字を

選択して［削除］をクリックします。

選択された文字は、マスが赤く表示されま
す。文字をクリックするごとに選択／選択解
除が切り替わります。

5 設定できたら、［OK］を押します。

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［下絵］グループで［開く］をクリックし、

リストから［TrueType フォント］を選択し

ます。

3 ［フォント名］セレクターでフォントを選択

します。［スタイル］セレクターで字体を選
択します。［OK］をクリックします。

フォントを作成中は、下絵にする画像を選び
直すまで、選択した TrueType フォントが表

示されます。また、［文字選択］ボックスで
編集する文字を選択し直すと、その対応する
文字が下絵として表示されます。

b
文字を登録して、その文字のフォントデータを作
成しなくても、登録した文字はフォントファイル
に保存されます。

下絵を開く
（TrueType フォント）

b
•［文字選択］ボックスで選択した文字が

TrueType フォントにない場合は、「?」と表示
されます。

• TrueType フォントを下絵にしているときは、 
自動的にフォントデータに変換することができ
ますが、下絵を移動したり、サイズを変更した
りできません。

cc P.279 の「TrueType フォントを自動変換
する」

• TrueType フォントを下絵にしているときは、
セミオートを使った直線ブロックデータを入力
できません。
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フォントデータを作る

1 TrueType フォントを下絵に開きます。

cc P.278 の「下絵を開く （TrueType フォ
ント）」

2 ［ホーム］タブをクリックします。

3 ［編集］グループの［TrueType フォントから

データ作成］をクリックします。

4 下絵に TrueType フォントが開かれていない

場合は、［TrueType フォント選択］ダイア

ログボックスが表示されます。

■パンチデータを選択する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで をクリックして、

［選択］ツールを選択します。

3 パンチデータをクリックします。

1 回転ハンドル

2 ハンドル

4 複数のパンチデータを選択するときは、
＜ Ctrl ＞キーを押しながらパンチデータを
クリックします。

■パンチデータを移動する
パンチデータを選択し、ドラッグして移動します。

■フォントを拡大／縮小する
選択したパンチデータのハンドルをドラッグして、
サイズを調整できます。回転ハンドルをドラッグ
すると、回転できます。

TrueType フォントを自動変
換する

フォントデータを編集する

1

2

b
• パンチデータを囲むようにドラッグしても、複
数のパンチデータを選択できます。

• ＜ Ctrl ＞キーを押しながら選択中のパンチ
データをクリックすると、選択を解除できま
す。

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながらドラッグすると、
水平方向または垂直方向に移動できます。

• 矢印キーを押すと、矢印キーの方向に移動しま
す。

［グリッドに固定］が設定されている場合は 1
グリッドずつ移動します。

［グリッドに固定］が設定されていない場合は、
グリッドの最小間隔より小さい間隔で移動しま
す。

b
• ＜ Shift ＞キーを押しながらハンドルをドラッ
グすると、中心から拡大／縮小されます。

• パンチデータを上下に反転させるときは、
［編集］グループで［反転］をクリックして、
［上下反転］をクリックします。
左右に反転させるときは、［左右反転］をク
リックします。

• 上記のほか、複製や削除など、コマンド操作で
選択中のパンチデータの編集ができます。

cc P.310 「メニュー／ツール」の「フォン
トクリエイター」
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フォントデータのポイントを編集する

フォントデータのポイントを編集する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［ツール］グループで［ポイント選択］をク

リックします。

3 パンチデータをクリックします。

4 ポイントをクリックして選択します。

1 未選択のポイント

2 選択されたポイント

• ポイントを移動するときは、目的の位置
までドラッグします。

• ポイントを挿入するときは、挿入したい
線上でクリックします。

新しいポイント（小さい黒い四角）が
追加されます。

• ポイントを削除するときは、 を

クリックするか、＜ Delete ＞キーを押し

ます。

1 ポイントを選択します。

2 ［編集］グループで［ポイント編集］をク

リックし、リストから任意のコマンドを選択
します。

cc 直線化、曲線化、スムーズ化、対称化、
尖化はレイアウトセンターの操作と同
じです。詳しくは、P.70 の「直線を曲
線に、または曲線を直線に変える」と
P.70 の「曲線の形を変更する」を参照
してください。

ポイントを移動／挿入／
削除する

1

2

直線化／曲線化する

a
これらのコマンドは、［走り］または［送り］
ツールを使用して入力されたデータでは使用でき
ません。
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作ったフォントデータを確認する

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［編集］グループで［ぬい順］をクリックし

ます。

 : クリックすると、それぞれの模様が

コマいっぱいに拡大表示されます。

3 ［ぬい順］ダイアログボックスで、コマをク

リックします。

4 ぬい順を変更するときは、選択したコマを新

しいぬい順の位置までドラッグします。

ドラッグ中は赤い縦線が表示され、コマの移
動先を示します。

ダイアログボックスの下のボタンをクリックして
も部分を移動できます。

 : ぬい順を先頭に移動します。

 : ぬい順を 1 つ前に移動します。

 : ぬい順を 1 つ後に移動します。

 : ぬい順を最後に移動します。

［OK］をクリックして、ぬい順を変更します。

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［プレビューウィンドウ］の表示／非表示は、

［表示または非表示］グループの［プレ
ビューウィンドウ］チェックボックスをク
リックして切り替えます。

ぬい順を確認／変更する フォントデータをプレビュー
する



282

フ
ォ

ン
ト
ク

リ
エ
イ

タ
ー

作ったフォントデータを確認する

現在編集しているフォントファイルに含まれてい
る文字を一覧で表示し、文字を選択して文字の
フォントデータを編集できます。

1 ［ホーム］タブをクリックします。

2 ［文字］グループで［文字一覧］をクリック

します。

文字のフォントデータを編集する場合は、文字を
クリックし、［選択］をクリックします。

作った文字を一覧で確認／
選択する
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フォントファイルを保存する

フォントファイルを保存する

をクリックし、アプリケーションボタンメ

ニューから［上書き保存］を選択します。

 データがまだ名前を付けて保存されてい
ないときや、元のファイルが見つからな
いときは、［名前を付けて保存］ダイアロ
グボックスが表示されます。

ファイルは、.pef ファイルで保存されます。

1 をクリックし、アプリケーションボタン

メニューから［名前を付けて保存］を選択し
ます。

2 次の［MyFont］フォルダーを選択します。

刺しゅう PRO がインストールされているドライブ

￥Program Files (x86)￥Brother￥刺しゅう PRO 
10￥MyFont

ファイル名を入力し、［保存］をクリックします。

上書き保存する

a
• 編集中のフォントデータの一部がデザインペー
ジからはみ出ているときに保存すると、メッ
セージが表示されます。

• すべてのフォントデータをデザインページの枠
内に入れてから、保存し直してください。

新しい名前を付けて保存す
る

a
• 別のフォルダーに保存すると、レイアウトセン
ターで利用できません。

• フォントファイルは、次の［MyFont］フォル
ダーに保存してください。

刺しゅう PRO がインストールされているド
ライブ￥Program Files (x86)￥Brother￥刺
しゅう PRO 10￥MyFont

• 保存したフォントファイルは、レイアウトセン
ターで使用できます。

cc P.273 の「作ったフォントを使って刺
しゅうデータを作る」

• レイアウトセンターを起動中に、フォントクリ
エイターで新しいフォントファイルを保存する
と、そのフォントファイルはレイアウトセン
ターの［フォント］セレクターに表示されませ
ん。
このような場合には、いったんレイアウトセン
ターを終了して、再起動してください。
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各設定を変更する

各設定を変更する

フォントクリエイターには、2 つの表示モードが

あります。

• 塗りつぶし表示モード
縫製部分が塗りつぶされて表示されます。
このモードでは、フォントデータの重な
り方が分かりやすく表示されます。

• 線表示モード（塗りつぶし表示モードオフ）
縫製部分が塗りつぶされません。このモー
ドでは、より簡単にポイントを編集できま
す。

表示モードは、次の手順で切り替えます。

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［表示または非表示］グループで［塗りつぶ

し表示］をクリックします。

［下絵］グループの［移動／サイズ変更］をクリッ
クします。

 下絵が選択されます。

フォントデータの編集と同じ操作で、下絵の
移動やサイズ変更ができます。

cc P.279 の「フォントデータを編集する」

表示モードを変更する 下絵を移動／サイズ変更する

b
TrueType フォントを下絵にしている場合は、拡

大／縮小、移動はできません。



285

各設定を変更する

1 ［表示］タブをクリックします。

2 ［グリッド］グループでグリッド設定を指定

します。

a［グリッド表示］
チェックボックスをチェックすると、
グリッドが表示されます。

b［線で表示］
チェックボックスをチェックすると、
グリッドが実線で表示されます。

c［グリッド間隔］
ボックスで、グリッド間隔を選択します。

d［グリッドに固定］
チェックボックスをチェックすると、ポ
イントをグリッド間隔で挿入／移動で
き、太さが均一な文字を作成できます。

グリッドの設定を変更する

b
［グリッドに固定］を選択すると、ポイントは
［グリッド間隔］で設定した間隔で移動します。

また、グリッドの表示／非表示に関わらず有効

です。

a

b

d

c



ヒントとテクニック

刺しゅうをよりきれいなぬい上がりにするため
のヒントやテクニックを紹介します。
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基本操作について

取り込んだステッチデータをレイアウトセンター
で拡大／縮小する方法は、次の 3 通りがあります。

1 ステッチデータをそのまま拡大／縮小する。

2 ステッチデータを＜ Ctrl ＞キーを押しながら
拡大／縮小する。

3 ［STB 機能］ツールを使用して、ステッチデー
タを、ブロックデータ（複数のぬい方向線を含
む図形データのグループ）に変換した後に拡大
／縮小する。

サイズを少しだけ変更する場合は、1 の方法をお

勧めします。

大きくサイズを変更する場合は、2 または 3 の方

法をお勧めします。

• 1 の方法で拡大／縮小する場合

- 縫製される針数は変わりません。

- 拡大するとぬい目が粗く、また、縮小すると

ぬい目が細かくなります。

- 目安として、90％から 110％程度のサイズ変

更の場合はこの方法をお勧めします。

• 2 の方法で拡大／縮小する場合

- 糸密度と針落ち点のパターンを保ちながらサ

イズを変更します。

- プログラムタタミぬいやスタンプではこの方

法をお勧めします。

- ステッチデータのもともとの針密度や針落ち

パターンが一定でない場合は、この方法でも
糸密度と針落ち点のパターンが維持されない
ことがあります。

- この方法で拡大／縮小するときは、ステッチ

表示やリアル表示の画面で糸密度や針落ち点
のパターンを確認しながら行ってください。

• 3 の方法で拡大／縮小する場合

- サイズを変更しても糸密度は保持されます。

- ただし、針落ち点のパターンは必ずしも維持

されません。

- ぬい方（サテンぬいやタタミぬいなど）や形

状を変更する場合は、この方法で拡大／縮小
してください。

ぬい縮みを抑えるためには、ぬう方向を、長い辺
に直角になるように設定します。

レイアウトセンターやデザインセンターで複数の
刺しゅうデータを組み合わせた刺しゅうデータを
作った場合は、ぬい順を確認し、必要に応じて
データを修正してください。

• レイアウトセンターでは、データを作成した順
序が標準のぬい順となります。

• デザインセンターでは、ぬい方を設定した順序
が標準のぬい順となります。

重なった領域は誤った順序に配置される可能性が
あるため、ぬい順を変更する際は注意してくださ
い。

ステッチデータの拡大／縮小 a
• 刺しゅう PRO では、オリジナルの刺しゅう
データを作ることができるように、様々なぬい
方（糸密度、ぬいピッチなど）が設定できま
す。

• 最終的な仕上がりは、お使いのミシンの性能や
実際の縫製条件（布、糸など）によって異なる
場合がありますので、実際にお使いになるミシ
ン、ぬう条件で、必ず試しぬいを行ってくださ
い。

• 試しぬいには、最終的にお使いになるものと同
じ布、針、ミシン刺しゅう糸をお使いくださ
い。

ぬい方向

ぬい縮みが生じやすい

ぬい縮みが生じにくい

ぬい順
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• 広い範囲をぬうときは、［下打ち］を設定しま
す。

cc P.322 の「下打ち」

• ［ぬい角度］の設定を変更すると、ぬい縮みを
防ぐことができます。

• 刺しゅうするときは、必ず布地の裏に刺しゅう
用接着芯を貼り付けてください。
特に薄地や伸びる布地の場合、接着芯を貼り付
けないで刺しゅうをすると、針が折れたり曲
がったりするおそれがあります。
また、ぬい縮みや模様のずれの原因にもなりま
す。

• 広い範囲にサテンぬいをするときは、布や糸の
種類によっては、ぬい縮みが生じることがあり
ます。
このようなときは、タタミぬいを選択して、布
地の裏側に接着芯を貼ります。

広い範囲をぬうときは

データ

縫製後
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設定について

■レイアウトセンターで設定した設定
に従ってミシンで糸切りをするには

レイアウトセンターの［デザイン設定］ダイアロ

グボックスで を選択した場合、渡り糸の各

部分で糸切りをする／しないを設定できます。
この設定は、刺しゅうデータ（.pes ファイル）に

保存されます。
渡り糸切り機能をオンに設定したブラザー製多針
ミシンでこの .pes ファイルを縫製する場合、この

PES データの設定に従って糸切りが行われます。

■レイアウトセンターで渡り糸の糸切
りを指定する

1 ［デザイン設定］ダイアログボックスで

を選択します。

cc P.14 の「デザインページを設定する」

2 渡り糸の糸切り位置を表示します。

cc P.78 「刺しゅうデータの表示モードを
切り替える」のメモ

3 刺しゅうデータの各部分について、渡り糸の

糸切りを設定します。

cc P.87 の「渡り糸での糸切りを設定する」

必要に応じて、次の設定を変更してくださ
い。

• 糸切りせずに残す渡り糸の長さ

cc P.87 の「渡り糸での糸切りを設定す
る」、P.87 の「渡り糸切り設定につい
て」

• 新規入力データの渡り糸切り設定を有効
にする／しない

cc P.294 の「新規入力データの渡り糸切り
設定を有効にする」

ミシンの糸切りの設定

a
ミシンの渡り糸切り機能について詳しくは、お使
いのミシンの取扱説明書を参照してください。

ステッチ 渡り糸 ステッチ

a
この設定は、ブラザー製多針ミシンで縫製する場
合にのみ適用されます。その他のミシンでは機能
しません。
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各種設定を変更する

■ クイックアクセスツールバー／リボン

［クイックアクセスツールバー］の をクリック

すると、メニューが表示されます。

［その他のコマンド］

［クイックアクセスツールバー］のリストに表
示されているコマンドを追加または削除したい
ときにクリックします。

［リボンの下に表示］

リボンの下に［クイックアクセスツールバー］
を移動したいときにクリックします。元の位置
に戻すときは、上記と同様にメニューを表示し
て［リボンの上に表示］をクリックします。

［リボンの最小化］

チェックを入れると、リボンが最小化されま
す。

タブをクリックするとリボンが表示され、コマ
ンドを選ぶとリボンは非表示に戻ります。元の
表示に戻すときは、チェックを外します。

例：［リボンの下に表示］を選択し、［リボンの最
小化］にチェックを入れた場合

■ クイックアクセスツールバーコマンド

初めて起動したときにクイックアクセスツールバー
に設定されているコマンドは、次のとおりです。

各コマンドの表示／非表示は、 をクリックし、

コマンドの横にあるチェックボックスをクリック
して切り替えることができます。チェックを外す
と非表示になります。

［クイックアクセスツールバー］のコマンドは、
［オプション］ダイアログボックスで変更できま
す。

cc P.292 の「クイックアクセスツールバー
をカスタマイズする」

■取り込み／糸色設定／ぬい方設定／
書式設定ウィンドウ、ぬい順ウィン
ドウ、ステッチシミュレーター

フローティング
各ウィンドウのタブごとに独立したウィンドウで
表示して、移動できます。

• ウィンドウのタイトルバーまたはタブをダブル
クリックします。

• ウィンドウ内またはタブを右クリックして、
［フローティング］をクリックします。

• タブを別の場所へドラッグします。

画面をカスタマイズする

: 新規作成 : 元に戻す

: 開く : やり直し

: 上書き保存 : ウィザード

: ズームイン
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各種設定を変更する

ドッキング
フローティングしたウィンドウを画面にドッキン
グします。

• タイトルバーをダブルクリックします。

• ウィンドウ内を右クリックして、［ドッキング］
をクリックします。

• タイトルバーを画面のドッキングさせたい所へ
ドラッグします。

非表示
各表示領域を使用しないときに、非表示にできま
す。

• ウィンドウ右上の をクリックします。

• ウィンドウ内またはタブを右クリックして、
［非表示］をクリックします。

• リボンの［表示］タブをクリックして、タブ名
をクリックします。表示するときも、この操作
を行います。

自動的に隠す
各ウィンドウを使用しないときはサイド
バーにコマンドが配置され、コマンドの
上にカーソルを置くまたはクリックする
とウィンドウが表示されます。
他の場所をクリックするなど、そのウィ
ンドウを使用していない状態になると自
動的に非表示になります。

• タブまたはウィンドウのタイトルバーを右ク
リックして、［自動的に隠す］をクリックしま
す。

• 表示領域の右上の をクリックします。

［自動的に隠す］を解除するときは、タイトルバー
を右クリックして自動的に隠すをクリックするか、

タイトルバーの をクリックします。

■アクセスキーを使う
＜ Alt ＞キーを押すと、各コマンドにバッチ（英

数字が表示されたラベル）が表示されます。続け
て、目的のコマンドに表示されたキーを押すと、
そのコマンドを実行できます。

バッチが表示されているときに＜ Alt ＞キーを押

すと、アクセスキー操作は解除されます。

b
• ステッチシミュレーターは、自動的に隠す機能
を使えません。

• これらのウィンドウはデフォルト表示に戻せま
す。

cc P.293 の「ショートカットキーを変更す
る」
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各種設定を変更する

［オプション］ダイアログボックスで、［クイック
アクセスツールバー］に表示するコマンド、キー
ボードショートカット、渡り糸、糸リストの設定
の変更、アプリケーションの外観の設定ができま
す。

次の手順で、［オプション］ダイアログボックスを
開きます。

をクリックし、ウィンドウ下部の［オプショ

ン］をクリックします。

■クイックアクセスツールバーをカス
タマイズする

1 クイックアクセスツールバー

1 ［カスタマイズ］をクリックします。

2 次の操作を繰り返して、表示するコマンドを

選択します。

a コマンドの選択セレクター
コマンドカテゴリーを選択します。

b コマンドリスト
追加するコマンドを選択します。

c 追加ボタン
クリックして、コマンドを追加します。
A にコマンドが表示されます。

d 削除ボタン
選択したコマンドを削除する場合にク
リックします。
A のコマンドが削除されます。

e

A でコマンドを選択し、クリックして、

表示順を変更します。

f リセットボタン
初期設定時のコマンドに戻す場合にク
リックします。

このダイアログボックスで次の設定もできま
す。

g クイックアクセスツールバーをリボンの
下に表示する
クイックアクセスツールバーの表示位置
を設定します。チェックを入れると、リ
ボンの下に表示されます。

3 設定が終わったら、［OK］をクリックして設

定した内容を確定します。

オプション設定を変更する

b
［オプション］ダイアログボックスは、次の方法
でも表示できます。

• クイックアクセスツールバー右端の →［そ

の他のコマンド］をクリックする。

• 画面右上の［オプション］→［オプション］を
クリックする。

1

A

a

b

g

e

f

c

d
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各種設定を変更する

■ショートカットキーを変更する

1 オプションリストで［カスタマイズ］をク

リックして、［ショートカットキー］の横の
［カスタマイズ］をクリックします。

2 ［分類］リストでコマンドカテゴリーを選択

します。［コマンド］リストでショートカッ
トキーを設定するコマンドを選択します。

［現在のキー］ボックスa に初期設定で設
定されているショートカットキーが表示
されます。

3 キーボードを使用して［割り当てるキーを押

してください］b ボックスで新しいショー
トカットキーを記録し、［割り当て］d をク
リックします。［現在のキー］ボックスa
に新しいショートカットキーが表示されま
す。

 入力したキーの組み合わせの使用状況が
表示されます。他のコマンド用に使用さ
れている場合は、c にそのコマンドが表
示されます。

設定を取り消したい場合や初期設定のショー
トカットを無効にしたい場合は、a をク
リックしてショートカットキーを選択して
［削除］e をクリックします。

初期設定に戻したい場合は、［すべてリセッ
ト］f をクリックします。

4 手順 2と 3を繰り返して、必要なコマンドの

ショートカットを設定し、［閉じる］をク
リックします。

5 ［オプション］ダイアログボックスの［OK］

をクリックします。

■ユーザー糸リストを編集する
詳細については、P.183 の「ユーザー糸リストを

作成／編集する」を参照してください。

■ DST形式の刺しゅうデータのジャン
プ回数を設定する

DST 形式の刺しゅうデータは、渡り糸の糸切りを

する／しないをジャンプコードの回数によって指
定できます。ジャンプ回数はご使用のミシンに
よって異なります。

オプションリストで［DST 形式の設定］をクリッ

クし、ジャンプ回数を指定し、［OK］をクリック

します。

取り込みの設定を指定するには、［DST 形式取
り込み設定］の横に値を入力します。書き出し
の設定を指定するには、［DST 形式書き込み設
定］の横に値を入力します。

DST 形式取り込み設定

DST ファイルの連続するジャンプコード

の回数がここで設定した回数未満の場合
は、ステッチとして取り込まれます。
DST ファイルの連続するジャンプコード

の回数がここで設定した回数以上の場合
は、糸切りする渡り糸として取り込まれま
す。

DST 形式書き込み設定

.pes ファイルの糸切りする渡り糸は、ここ

で指定した数以上の連続するジャンプコー
ドとして DST 形式に書き込まれます。

a

e

d

f

b

c
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各種設定を変更する

■新規入力データの渡り糸切り設定を
有効にする

新規でブラザー製多針ミシン用の刺しゅうデータ
を作るとき、渡り糸で糸切りをする／しないを設
定できます。

オプションリストで［渡り糸切り設定］をクリッ
クして、［新規入力データの渡り糸切り設定を有効
にする。］チェックボックスをチェックし、［OK］

をクリックします。

チェックボックスがチェックされると、渡り
糸切り設定が適用されることを示すはさみア
イコンが枠の横に表示されます。

1 はさみアイコン

■単位を変更する
詳細については、P.20 の「長さの単位（mm ／イ

ンチ）を変更する」を参照してください。

■画面補正を調整する
詳細については、P.19 の「画面表示の長さを調整

する（画面補正）」を参照してください。

■ユーザーインタフェース設定をカス
タマイズする

アプリケーションの外観色の設定や、ステータス
バーの表示／非表示の設定、ウィンドウ位置のリ
セットができます。

オプションリストで［ユーザーインタフェース設
定］をクリックします。

［配色］

セレクターからアプリケーションの外観の色を
設定できます。

［ステータスバーの表示］

ステータスバーの表示／非表示を設定できま
す。表示する場合は、チェックを入れます。

［ウィンドウ位置のリセット］

ボタンをクリックすると、ドッキングしたウィ
ンドウ（［取り込み］／［糸色設定］／［ぬい
方設定］／［書式設定］ウィンドウ、［ぬい順］
ウィンドウ、［ステッチシミュレーター］ウィ
ンドウ）がアプリケーション再起動後に標準の
表示に戻ります。

設定が終わったら、［OK］をクリックします。

a
この設定は、ブラザー製多針ミシンで縫製する場
合にのみ適用されます。設定前に、［デザイン設
定］ダイアログボックスの［ミシンの種類］を 

に設定しください。

1
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このアプリケーションを効果的に使用するために

このアプリケーションを効果的に使用する
ために

TrueType フォントを使うと、中国語、韓国語など

の文字から刺しゅうデータを作ることができます。

この例では、韓国語の TrueType フォントで説明

します。

1 レイアウトセンターを起動します。

2 文字ツールを選択し、韓国語の TrueType

フォント（この例では「Gulim」）を選択しま

す。

3 パソコンの文字コード表を表示します。（［ス

タート］画面左下の下矢印→［Windows ア

クセサリ］→［文字コード表］）

4 ［文字コード表］の［フォント］で、

［Gulim］を選択し、［詳細表示］チェック

ボックスにチェックを入れます。次に、［文
字セット］セレクターから［Windows：韓

国語］を選択して、作りたい文字

（この例では、「 」）を選択

し、［選択］をクリックします。

5 文字をすべて選択できたら、［コピー］をク

リックして、文字をコピーします。

6 デザインページをクリックします。

7 ［書式設定］ウィンドウの文字入力領域に文

字を貼り付けて、＜ Enter ＞キーを押しま

す。

■ TrueType フォントを刺しゅうデー
タに変換する場合

TrueType フォントを刺しゅうデータに変換すると

きは、ゴシック体のようにすべての線ができるだ
け太いものを選択してください。

日本語以外の文字（中国語、
韓国語など）を刺しゅう
データに変換する

刺しゅうに適したフォント
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このアプリケーションを効果的に使用するために

PES 形式の刺しゅうファイルは、エクスプローラ

（Windows® 7 の場合は Windows® エクスプロー

ラー、Windows® 8.1 の場合はエクスプローラー）

でサムネイルとして表示できます。
必要な刺しゅうファイルを見つけやすくなり、
ファイルの管理がより簡単にできるようになりま
す。

刺しゅうファイルに関する情報を表示するには、

をクリックします。

サムネイルを使用して刺しゅうファイルを表示す

るには、 をクリックします。

PES 形式の刺しゅうファイル
をサムネイルとして表示する
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メニュー／
ツール・ぬい方設定・フォント一覧

各アプリケーションのメニュー／ツール、ぬい
方の種類、ぬい方の詳細設定、内蔵フォントを
一覧で確認できます。
メニューやツールから、詳細説明ページを探す
ことができます。
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レイアウトセンター

レイアウトセンター

■ホームタブ

アプリケーションボタンメニュー

No. メニュー 参照ページ

1 新規作成 p. 90

2 開く p. 90

3 上書き保存 p. 95

4 名前をつけて保存 p. 95

5 印刷 p. 96

6 デザインプロパティ p. 88

7 デザイン設定 p. 14

8 生地の設定 p. 17

9 ウィザード p. 10

10 データ書き出し p. 95

リボンメニュー

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 選択ツール p. 31 12 その他のズームツール p. 77

2 切り取り — 13 パン p. 77

3 コピー — 14 ものさし p. 78

4 貼り付け p. 55 15 データ取り込み p. 91

5 複製 — 16 オプション編集 p. 32

6 レイアウトコピー p. 35 17 エンボス加工 p. 57

7 削除 — 18 ぬい重なり編集 p. 40

8 文字ツール p. 106 19 グループ編集 p. 39

9 図形ツール p. 60 20 アップリケウィザード p. 161

10 ズームイン p. 77 21 ワッペンウィザード p. 166

11 ズームアウト p. 77 22 データ出力 p. 193

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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■画像タブ

■表示タブ

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 画像を開く p. 150 7 画像の削除 p. 153

2 画像の保存 p. 153 8 オートパンチウィザード p. 132

3 画像の移動／サイズの変更 p. 152 9 クロスステッチウィザード p. 135

4 画像の濃さ p. 152 10 フォトステッチ 1 ウィザード p. 139

5 右に 90 度回転 p. 153 11 フォトステッチ 2 ウィザード p. 144

6 左に 90 度回転 p. 153 12 デザインセンターの起動 p. 149

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 塗りつぶし表示 p. 78 9 取り込みウィンドウ p. 13

2 ステッチ表示 p. 78 10 リファレンスウィンドウ p. 81

3 リアル表示 p. 79 11 グリッド表示 p. 18

4 糸切り表示 p. 79 12 線で表示 p. 18

5 リアル表示設定 p. 79 13 グリッドに固定 p. 18

6 ぬい順 p. 82 14 グリッド間隔 p. 18

7 ステッチシミュレーター p. 80 15 ルーラー p. 18

8 設定ウィンドウ p. 29 16 ガイド線 p. 19

13 4 6 7

2 5

8 9 0 A B

1 3 5

4

6 72 9 :

8

B C

A ED

F
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レイアウトセンター

■文字タブ

■図形タブ（閉じた線／開いた線）

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 選択ツール p. 31 9 線のぬい方 p. 117

2 文字ツール p. 106 10 面の糸色 p. 117

3 フォント p. 107 11 面のぬい方 p. 117

4 文字サイズ p. 109 12 テキスト編集 p. 107

5 フォントフィルター p. 108 13 ブロックデータに変換 p. 115

6 フォントフィルター設定 p. 108 14 ステッチデータに変換 p. 71

7 TrueType フォント設定 p. 110 15 図形データに変換 p. 116

8 線の糸色 p. 117

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 選択ツール p. 31 7 鉛筆ツール（開いた線） p. 63

2 閉じた直線 p. 63 8 線の糸色 p. 65

3 閉じた曲線 p. 63 9 線のぬい方 p. 65

4 鉛筆ツール（閉じた線） p. 63 10 面の糸色 p. 65

5 開いた直線 p. 63 11 面のぬい方 p. 65

6 開いた曲線 p. 63

1 54

3

2 7 0 A

8 9

B

C

D E6

1 567

234 8 9
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■図形タブ（長方形）

■マニュアルパンチタブ

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 選択ツール p. 31 4 線のぬい方 p. 65

2 角の丸み p. 61 5 面の糸色 p. 65

3 線の糸色 p. 65 6 面のぬい方 p. 65

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 選択ツール p. 31 5 渡り p. 188

2 直線ブロック p. 188 6 面の糸色 p. 65

3 曲線ブロック p. 188 7 マニュアルパンチのぬい方 p. 65

4 走り p. 188

1 2 5 6

3 4

1 3 4

2

5 6 7



303

レイアウトセンター

■図形タブ（図形／円／円弧）

■ステッチタブ

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 選択ツール p. 31 9 線の糸色 p. 65

2 図形データ分割 p. 42 10 線のぬい方 p. 65

3 ぬい方向線の追加 p. 52 11 面の糸色 p. 65

4 ぬい方向線の削除 p. 53 12 面のぬい方 p. 65

5 ぬい方向線を反転 p. 53 13 ステッチデータに変換 p. 71

6 ポイント編集 p. 70 14 オフセットライン p. 44

7 ポイント削除 p. 67 15 花模様 p. 42

8 ポイント切断 p. 67

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 選択ツール p. 31 5 ポイント切断 p. 73

2 ステッチ分割 p. 74 6 STB 機能 p. 75

3 糸色 p. 71 7 図形データに変換 p. 76

4 色毎に分解 p. 75

1 4 5

3
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6
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B
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デザインセンター

■原画ステージタブ

■輪郭線画ステージタブ

アプリケーションボタンメニュー

No. メニュー 参照ページ

1 ウィザード p. 214

2 新規作成（輪郭線画） p. 217

3 新規作成（輪郭データ） p. 219

4 開く p. 215

5 上書き保存 p. 229

6 名前を付けて保存 p. 229

リボンメニュー

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 画像を開く — 2 輪郭線画ステージへ p. 216

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 ペンツール p. 205 4 パンツール p. 206

2 消しゴムツール p. 205 5 原画ステージへ p. 214

3 ズームツール p. 206 6 輪郭データステージへ p. 219

1

2

3

4

5

6

21

21 3 4 5 6
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デザインセンター

■輪郭データステージタブ

■表示タブ

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 選択ツール p. 206 10 削除 p. 208

2 ポイント編集ツール p. 207 11 ポイント切断 p. 208

3 線ツール p. 207 12 上下反転 p. 220

4 ズームツール — 13 左右反転 p. 220

5 パンツール — 14 数値設定 p. 220

6 切り取り — 15 輪郭データ取り込み p. 219

7 コピー — 16 デザインページ設定 p. 219

8 貼り付け — 17 輪郭線画ステージへ p. 216

9 複製 — 18 ぬい方設定ステージへ p. 209

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 リファレンスウィンドウ p. 220 4 グリッド表示 p. 222

2 下絵の移動／サイズ変更 p. 222 5 線で表示 p. 222

3 下絵の濃さ p. 222 6 グリッド間隔 p. 222

1

6
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■ぬい方設定ステージタブ

■表示タブ

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 面ツール p. 223 8 ぬい方 p. 224

2 線ツール p. 224 9 ぬい順 p. 228

3 ドーナツぬいツール p. 227 10 プレビュー —

4 スタンプツール p. 228 11 リアルプレビュー —

5 ズームツール — 12 ステッチシミュレーター p. 229

6 パンツール — 13 輪郭データステージへ p. 218

7 糸色 p. 224 14 レイアウトセンターへ p. 212

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 リファレンスウィンドウ p. 220 2 ぬい方設定 p. 225

21 3 4 5 6 7 8 9 : A B C D

1 2
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デザインデータベース

デザインデータベース

■ファイルメニュー

■編集メニュー

■表示メニュー

メニュー一覧

メニュー
ツール

バー
参照ページ メニュー

ツール

バー
参照ページ

レイアウトセンターで開く — p. 237 印刷の設定 — p. 247

レイアウトセンターで取り

込む
— p. 237 印刷プレビュー — —

フォルダー作成 — p. 235 印刷 — p. 247

フォーマット変換 — p. 244 HTML 出力 — p. 248

削除 — p. 236 CSV 出力 — p. 248

検索 — p. 243 終了 — —

メニュー
ツール

バー
参照ページ メニュー

ツール

バー
参照ページ

切り取り

p. 235

貼り付け p. 235

コピー すべて選択 — —

メニュー
ツール

バー
参照ページ メニュー

ツール

バー
参照ページ

サムネイル大

p. 236

ファイルプロパティ p. 245

サムネイル小 最新の情報に更新 — —

詳細 ツールバー — p. 233

プレビュー p. 245 ステータスバー — —
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■オプションメニュー

■ヘルプメニュー

メニュー
ツール

バー
参照ページ メニュー

ツール

バー
参照ページ

単位の設定
mm

— p. 20

配色

ブルー

— p. 294
インチ ブラック

Link — p. 242 シルバー

DST 形式の設定 — p. 293 アクア

メニュー
ツール

バー
参照ページ メニュー

ツール

バー
参照ページ

マニュアル — p. 4 バージョン情報 — —

刺しゅう PRO WEB ページ — p. 5
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ステッチクリエイター

ステッチクリエイター

■ホームタブ

■表示タブ

アプリケーションボタンメニュー

No. メニュー 参照ページ

1 新規作成（プログラムタタミ／スタ

ンプ）
—

2 新規作成（モチーフ） p. 258

3 開く p. 252

4 上書き保存 p. 264

5 名前を付けて保存 p. 264

リボンメニュー

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 選択ツール p. 256 8 コピー —

2 ポイント選択ツール p. 256 9 貼り付け —

3 線（凹）ツール p. 253 10 複製 —

4 面設定クリアツール p. 254 11 削除 p. 261

5 面（凹）ツール p. 254 12 上下反転 p. 256

6 面（凸）ツール p. 254 13 左右反転 p. 256

7 切り取り —

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 下絵を開く p. 263 4 ステータスバー p. 262

2 下絵の濃さ p. 263 5 グリッド間隔 p. 265

3 プレビューウィンドウ p. 264

1

2

3

4

5

1 8

7

A2

0

93 4 5 6

B

C

1 2 3 4 5
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フォントクリエイター

■ホームタブ

アプリケーションボタンメニュー

No. メニュー 参照ページ

1 新規作成 p. 276

2 開く p. 276

3 上書き保存 p. 283

4 名前を付けて保存 p. 283

リボンメニュー

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 選択ツール p. 279 11 前の文字 p. 277

2 ポイント選択ツール p. 280 12 文字選択 p. 277

3 マニュアルパンチツール p. 269 13 次の文字 p. 277

4 ズームツール — 14 文字一覧 p. 282

5 パンツール — 15 文字リスト編集 p. 277

6 切り取り — 16 ぬい順 p. 281

7 コピー — 17 TrueType フォントからデータ作成 p. 279

8 貼り付け — 18 ポイント編集 p. 280

9 複製 — 19 反転 p. 279

10 削除 p. 280 20 整列 —

1

2

3

4

1

6

72

9

8 0 D E F

HA B C

3 4 5 G I J
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フォントクリエイター

■表示タブ

No. メニュー 参照ページ No. メニュー 参照ページ

1 下絵を開く p. 267 6 ステータスバー p. 274

2 下絵の移動／サイズ変更 p. 284 7 グリッド表示 p. 285

3 下絵の濃さ p. 284 8 線で表示 p. 285

4 塗りつぶし表示 p. 284 9 グリッドに固定 p. 285

5 プレビューウィンドウ p. 281 10 グリッド間隔 p. 285

1 8

2

0

5

93 4 6

7
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ぬい方設定
ぬい方設定を変更して、お好みのステッチを作ることができます。

cc 詳細については、P.316 の「線のぬい方」と P.322 の「面のぬい方」を参照してください。

線のぬい方の種類

サテンぬい（cc p. 316） 走りぬい／ 3 重ぬい（cc p. 316）

モチーフぬい（cc p. 317） ステムステッチ（cc p. 318）

キャンドルウィックステッチ（cc p. 318） E ／ V ステッチ（cc p. 319）

チェーンステッチ（cc p. 320）
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ぬい方設定

面のぬい方

サテンぬい（cc p. 322） タタミぬい（cc p. 324）

プログラムタタミぬい（cc p. 324） パイピングぬい（cc p. 327）

モチーフぬい（cc p. 328） クロスステッチ（cc p. 329）

同心円ぬい（cc p. 329） 放射ぬい（cc p. 329）

渦巻きぬい（cc p. 329） スティップリング（cc p. 329）

ネットフィル（cc p. 330） サテンぬいネットフィル（cc p. 330）

b
プログラムタタミぬいとモチーフぬいは、選択するぬいパターンによって模様が変わります。
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モチーフぬいパターン

モチーフ名 パターン モチーフ名 パターン

motif001 motif021

motif002 motif022

motif003 motif023

motif004 motif024

motif005 motif025

motif006 motif026

motif007 motif027

motif008 motif028

motif009 motif029

motif010 motif030

motif011 motif031

motif012 motif032

motif013 motif033

motif014 motif034

motif015 motif035

motif016 motif036

motif017 motif037

motif018 motif038

motif019 motif039

motif020 motif040

motif041 motif062

motif042 motif063

motif043 motif064

motif044 motif065

motif045 motif066

motif046 motif067

motif047 motif068

motif048 motif069

motif049 motif070

motif050 motif071

motif051 motif072

motif052 motif073

motif053 motif074

motif054 motif075

motif055 motif076

motif056 motif077

motif057 motif078

motif058 motif079

motif059 motif080

motif060 motif081

motif061 motif082

モチーフ名 パターン モチーフ名 パターン



315

ぬい方設定

motif083 motif087

motif084 motif088

motif085 motif089

motif086

プログラムタタミぬい
パターン

タタミパ

ターン名
パターン

タタミパ

ターン名
パターン

net1 pat11

net2 pat12

net3 pat13

net4 pat14

pat1 pat15

pat2 pat16

pat3 pat17

pat4 stamp1

pat5 stamp1_

pat6 stamp2

pat7 stamp2_

pat8 stamp3

pat9 stamp3_

pat10 stamp4

モチーフ名 パターン モチーフ名 パターン

stamp4_ stampO

stamp5 stampP

stamp5_ stampQ

stamp6 stampR

stamp6_ stampS

stamp7 stampT

stamp7_ stampU

stampA stampV

stampB stampW

stampC stampX

stampD stampY

stampE stampZ

stampF tatami1

stampG tatami2

stampH tatami3

stampI tatami4

stampJ tatami5

stampK wave1

stampL wave2

stampM wave3

stampN wave4

タタミパ

ターン名
パターン

タタミパ

ターン名
パターン
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■線のぬい方
指定できるぬい方設定は、選択したぬい方によって異なります。

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」

サテンぬい

走りぬい

3 重ぬい

下打ち

しない する

サテン幅

狭い 広い

糸密度

粗い 細かい

ハーフステッチ

しない する

角のタイプ

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」

走りピッチ 走りピッチを設定します。

短い 長い

走り回数 線をぬう回数を設定します。

1 回 5 回

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」

走りピッチ 走りピッチを設定します。

短い 長い

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」

内側の糸密度が細かい 一定密度に調整される
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ぬい方設定

モチーフぬい

モチーフぬいのパターンを選択します。

をクリックすると、［一覧］ダイアログボックスが表示されます。フォルダーを選択し、パ

ターン一覧から希望のパターン（.pmf ファイル）を選択します。

パターンのサイズを設定します。高さと幅の比率

を維持して、拡大／縮小できます。

小さい 大きい

1 高さ 
（縦の長さ）

パターンの高さを設定します。

短い 高い

2 幅 
（横の長さ）

パターンの幅を設定します。

短い 長い

縦横比を保持 選択すると、パターンの高さと幅の比率が維持されます。

アレンジ 1
（縦配列）

パターンの縦配列を設定します。

パターン全部または 1 パターンごとに上下反転で

きます。

 標準

 反転

 交互

アレンジ 2
（横配列）

パターンの横配列を設定します。

パターン全部または 1 パターンごとに左右反転で

きます。

 標準

 反転

 交互

オフセット 0.0mm オフセット :4.5mm

スペース 狭い 広い

走りピッチ 走りピッチを設定します。

短い 長い

ぬい始終点のタイプ

渡り 走り

cc P.321 の「ぬい始終点の位置を変更したときは」

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」

1

2
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ステムステッチ

キャンドルウィックステッチ

幅
狭い 広い

間隔
狭い 広い

角度
45° 135°

ぬいのタイプ
３重ぬい 1 重ぬい

ぬい始終点のタイプ

渡り 走り

cc P.321 の「ぬい始終点の位置を変更したときは」

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」

糸密度
濃い 普通 薄い

大きさ
小さい 大きい 

間隔
狭い 広い

ぬい始終点のタイプ

渡り 走り

cc P.321 の「ぬい始終点の位置を変更したときは」

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」
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ぬい方設定

E ／ V ステッチ

E ステッチか V ステッチかを選択します。

E ステッチ

1 間隔

狭い 広い

2 ストローク幅

短い 長い

3 走りピッチ

狭い 広い

走り回数 線ぬいのぬい回数を設定します。

1 回 5 回

ストローク回数
ストロークのぬい回数を設定しま

す。

1 回 3 回

ストロークの向き

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」

V ステッチ

1 間隔

狭い 広い

2 ストローク幅

短い 長い

3 走りピッチ

狭い 広い

走り回数
V ステッチは、線ぬいとストロー

クは同じぬい回数でぬわれます。

1 回 5 回

ストロークの向き

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」

1 2

3

1 2

3
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チェーンステッチ

ぬいのタイプ
三角形 ダイアモンド型

大きさ
小さい 大きい

ぬいの回数
1 回 6 回

チェーンの向き

ぬい始終点のタイプ

渡り 走り

cc P.321 の「ぬい始終点の位置を変更したときは」

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」
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ぬい方設定

■ぬい始終点の位置を変更したときは
線ぬいのモチーフぬい、ステムステッチ、キャンドルウィックステッチ、またはチェーンステッチのぬい
始終点を調整または最適化した場合は、線のぬい方設定の［ぬい始終点のタイプ］を設定してください。

cc P.317 の「ぬい始終点のタイプ」と P.50 の「ぬい始終点、中心点、ステッチパターン基準点を移
動する」

［渡り］を選択すると、設定したぬい始点と本ぬい（モチーフぬい、ステムステッチ、キャンドルウィック
ステッチ、またはチェーンステッチを設定した線ぬい）の始点間、または設定したぬい終点と本ぬいの終
点間を渡り糸で移動します。［走り］を選択すると、設定したぬい始点と本ぬいの始点間、または設定した
ぬい終点と本ぬいの終点間を、ぬい経路に沿って走りぬいで移動します。

a
• ぬい始終点のタイプ変更後は、ステッチシミュレーターで縫製を確認してください。

cc P.80 の「ステッチシミュレーターでステッチを確認する」

• 刺しゅう PRO 8 以前のレイアウトセンターでぬい始終点を変更／最適化されたモチーフぬいの線ぬい
は、本ソフトウェアで開く／取り込むと、この設定は渡りに設定されます。

ぬい始終点の変更前

ぬい始点の位置を変更した場合

渡り糸

走りぬい

実際にぬわれる経路

（本ぬい）

渡り

走り

ぬい始点／ぬい終点

ぬい始点

ぬい終点

ぬい終点

ぬい始点
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■面のぬい方
指定できるぬい方設定は、選択したぬい方によって異なります。

cc P.54 の「詳細なぬい方設定を指定する」

サテンぬい

下打ち

下打ちを設定する場合、チェックを入れ、以下の設定を行います。

下打ちのぬい種類を設定します。

• 文字データまたは複数のぬい方向線のある図

形データの場合
• ぬい方向線が単一の図形データの場合

• デザインセンター内の面の場合

［糸密度］

下打ちの糸密度を、［濃い］／［標準］／［薄い］から選択します。

糸密度

粗い 細かい

［グラデーション］

次の場合は、設定できません。

• ぬい角度が［自動］に設定されている

• 文字データ

• ぼかしぬいが指定されている場合

［パターン］をクリックして、グラデーションの

パターンを設定します。

cc P.47 の「グラデーション／ブレンディング
を設定する」

オフ オン

ぬい角度

文字データには設定できません。

［手動］: 一定の角度でぬいます。

の矢印をドラッグするか、数値を選択して、

角度を設定します。ぬい方向線が複数ある場合、

角度の値は指定できません。

［手動］

［自動］: 面の形状に合わせて、ぬい方向を自動

的に可変します。

［自動］

ハーフ

ステッチ

ハーフステッチを設定する場合、チェックを入

れます。

ぬい角度が［手動］に設定され、ぬい方向線が 1

本しかない場合は、指定できません。

オフ オン

端のみ

面部のみ（サテンぬいの 1 重ぬい）

面部のみ（パイピングぬいの 1 重

ぬい）

端と面部（サテンぬいの 1 重ぬい）

面部のみ（サテンぬいとパイピン

グぬいの 2 重ぬい）

1 重ぬい

2 重ぬい

1 重ぬい

2 重ぬい

内側の糸密度が細か

い
一定密度に調整さ
れる
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内部走り

経路

面の内部は、［グラデーション］が設定されてい

ると設定できません。

次の場合は、設定できません。

• ぬい角度が［自動］に設定されている

• 文字データ

• ぼかしぬいが指定されている場合

面の内部

輪郭線沿い

輪郭線上

縮み補正
縫製面をぬい方向に伸長して、ぬい縮みを補正

します。

補正なし
最適補正

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」

ぼかしぬい

ぼかしぬいを適

用する端を設定

します。

をクリックすると、［一覧］ダイアログボッ

クスが表示されます。パターン一覧から希望の

パターンを選択します。

図形データにのみ設定できます。また、次の場

合は、設定できません。

• グラデーションが指定されている場合

• ぬい角度が［自動］に設定されている場合

• ドーナツぬいが指定されている場合

上端

＜パターン 11 ＞の場合

下端

＜パターン 18 ＞の場合

上端のみ

下端のみ

上端下端両方

ぼかしぬいの幅を設定しま

す。

短い 長い

ぼかしぬい設定なし ぼかしぬい設定あり
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タタミぬい

プログラムタタミぬい

下打ち

cc P.322 の「サテンぬい」糸密度

ぬい角度

折り返し

ステッチの折り返しパターンの形を指定します。

ぬい角度が［自動］に設定されていると設定できま

せん。

ハーフス

テッチ
cc P.322 の「ハーフ ステッチ」と P.323 の「内部走り 経路」

内部走り

経路

ぬいピッチ ぬいピッチを設定します。

短い 長い

偏差

0% 50%

縮み補正 cc P.323 の「縮み補正」

文字間接続
文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」

ぼかしぬい cc P.323 の「ぼかしぬい」

下打ち

cc P.322 と 323 の「面のぬい方」

糸密度

ぬい角度

ハーフステッチ

内部走り経路

縮み補正

文字間接続 文字データにのみ設定できます。

cc P.116 の「文字データのぬい接続点を設定する」

ぼかしぬい cc P.323 の「ぼかしぬい」

b
cc P.322「面のぬい方」の「サテンぬい」
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ぬい方設定

プログラムタタミ

をクリックすると、［一覧］ダイアログボックスが表示されます。フォルダーを選

択し、パターン一覧から希望のパターン（.pas ファイル）を選択します。

パターンのサイズを設定します。高さ

と幅の比率を維持して、拡大／縮小で

きます。

小さい 大きい

1 高さ 

（縦の長さ）

パターンの高さを設定

します。

短い 高い

2 幅 
（横の長さ）

パターンの幅を設定し

ます。

短い 長い

縦横比を保持 選択すると、パターンの高さと幅の比率が維持されます。

角度

オフ

セット

横 0%

横 50% 縦 50%縦

ベースのぬい方 ベースのぬい方を設定する場合、チェックを入れ、以下の設定を行います。

折り返し

ステッチの折り返しパターンの形を指

定します。

ぬい角度が［自動］に設定されている

と設定できません。

ぬいピッチ ぬいピッチを設定します。

短い 長い

偏差 ぬい目のずらし具合を設定します。

0% 50%

1

2

45 度

0 度

315 度

90 度
135 度

180 度

225 度
270 度

ぬい沈め、または浮き上がり

効果を設定した面

プログラムタタミぬいのベースのぬい方（斜

線で示したパターン以外の領域）で設定され

たぬい方でぬわれます。

パターンファイルで設定されたぬい方でぬ

われます。

パターン
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プログラムタタミぬいとスタンプに関する注意

プログラムタタミぬいやスタンプを設定する場合、ぬい方とパターン角度によっては、パターンの効果が
十分に現れない場合があります。

必ずステッチ表示またはリアル表示でぬい角度、パターン角度が正しいか確認してください。効果的な角
度の値を得るため、別のぬい角度を試して比較してみてください。

プログラムタタミぬいの例 :

cc P.78 の「刺しゅうデータの表示モードを切り替える」、P.250 の「ステッチクリエイター」

例 1
ぬい角度：45 度（標準）

例 2
ぬい角度：90 度

例 3
ぬい角度：0 度
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ぬい方設定

パイピングぬい

ぬい方向に沿ってぬい目を作ります。

角度
これは、複数のぬい方向線のあるパ

ターンには指定できません。

モチーフぬいを使わない場合に設定します。

糸密度

粗い 細かい

走りピッチ 走りピッチを設定します。

短い 長い

偏差 ぬい目のずらし具合を設定します。

0% 50%

モチーフぬい
モチーフぬいを使って模様をつくる場合、チェックを入れ、以下の設定を行いま

す。

モチーフ
cc P.328「面のぬい方」の「モチーフぬい」

パターン 1 ／パターン 2

cc P.317「線のぬい方」の「モチーフぬい」

モチーフパターンの

種類と大きさ

アレンジ 1

アレンジ 2

オフセット横

cc P.328「面のぬい方」の「モチーフぬい」

オフセット縦

スペース横

スペース縦

オフセット量

走りピッチ

45 度

0 度

315 度

90 度
135 度

180 度

225 度
270 度
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モチーフぬい

モチーフ

モチーフぬいに使うパターンを選択します。

［パターン 1 のみ］ ［パターン 2 のみ］

［パターン 1 と 2］

パターン 1 ／パターン 2 各パターンの設定をします。

モチーフパターンの

種類と大きさ

cc P.317「線のぬい方」の「モチーフぬい」

縦横比を保持

アレンジ 1

アレンジ 2

オフセット横

（横の間隔）

0.0mm 2.5mm

オフセット縦

（縦の間隔）

0.0mm 2.5mm

スペース横

（横の間隔）

狭い 広い

スペース縦

（縦の間隔）

狭い 広い

角度

オフセット量

小さい 大きい

走りピッチ cc P.317「線のぬい方」の「モチーフぬい」

45 度

0 度

315 度

90 度
135 度

180 度

225 度
270 度
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クロスステッチ

同心円ぬい、放射ぬい、渦巻きぬい

同心円ぬいと放射ぬいの中心点の移動については、P.51 の「中心点とステッチパターン基準点を移動する」
を参照してください。

スティップリング

サイズ

小さい 大きい

ぬい方

2 重ぬい 6 重ぬい

糸密度

同心円ぬい 　粗い

放射ぬい 　粗い

渦巻きぬい 　粗い

同心円ぬい 　細かい

放射ぬい 　細かい

渦巻きぬい 　細かい

走りピッチ 走りピッチを設定します。
短い 長い

走りピッチ

走りピッチを設定します。

モチーフぬいを使う場合は設定できませ

ん。

短い

曲線が滑らかになり

ます。

長い

曲線が角張ります。

スペース

狭い

模様が細かくなります。

広い

模様が粗くなります。

モチーフぬい モチーフぬいを使って模様をつくる場合、チェックを入れ、以下の設定を行います。

モチーフパターンの

種類と大きさ

cc P.317「線のぬい方」の「モチーフぬい」

アレンジ 1

アレンジ 2

オフセット

スペース

走りピッチ
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ネットフィル

サテンぬいネットフィル

ぬいのタイプ
ネットフィルに使うパターンを指定しま

す。

間隔

細かい

パターンが細かくなります。

粗い

パターンが粗くなります。

角度 cc P.328「面のぬい方」の「モチーフぬい」

ぬいのタイプ
サテンぬいネットフィルに使うパターンを

指定します。

下打ち
下打ちを設定する場合、チェックを入れま

す。

オフ オン

サテン幅 cc P.316「線のぬい方」の「サテンぬい」

糸密度 cc P.316「線のぬい方」の「サテンぬい」

間隔

細かい

パターンが細かくなります。

粗い

パターンが粗くなります。

オフセット横 cc P.328「面のぬい方」の「モチーフぬい」

オフセット縦 cc P.328「面のぬい方」の「モチーフぬい」

角度 cc P.328「面のぬい方」の「モチーフぬい」
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内蔵フォント

内蔵フォント

文字

No. フォント名 文字形状
最小

サイズ

楷書 15 mm 

行書 15 mm 

001 Serif 01 10mm

002 Script 01 10mm

003 Gothic 01 10mm

004 Serif 02 10mm

005 Script 02 10mm

006 Serif 03 8mm

007 Block 01 9mm

008 Block 02 10mm

009 Gothic 02 10mm

010 Block 03 10mm

011 Decorative 01 10mm

012 Block 04 10mm

013 Block 05 9mm

014 Script 03 10mm

015 Decorative 02 20mm

016 Decorative 03 10mm

017 Script 04 10mm

018 Gothic 03 10mm

019 Script 05 10mm

020 Block 06 9mm

021 Gothic 04 10mm

022 Decorative 04 10mm

023 Decorative 05 8mm

024 Gothic 05 10mm

025 Decorative 06 10mm

026 Gothic 06 10mm

027 Block 07 10mm

028 Gothic 07 10mm

029
Brussels Demi 

Outline
10mm

030
Calgary 

MediumItalic
10mm

031 Istanbul 10mm

032 Los Angeles 10mm

033 Saipan 10mm

034 San Diego 10mm

035
Sicilia Light 

Italic
10mm

036 Alaska 10mm

037 Bayern Book 10mm

038 Belgium 10mm

039 Bengal 10mm

No. フォント名 文字形状
最小

サイズ
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040 Bergen 10mm

041 Berlin Regular 10mm

042
Bermuda 

Script
10mm

043 Blackstone 10mm

044 BR-OCRA 10mm

045
Brougham 

Bold
9mm

046
Brougham 
Condensed 
ExtraBold

9mm

047 Brunei 10mm

048 Brussels Light 10mm

049 Cairo 10mm

050
Calgary 

BoldItalic
10mm

051
Calgary 

BoldItalic LS
10mm

052 Canberra 10mm

053 Connecticut 10mm

054 Cordoba 10mm

055 Cyprus 10mm

056 Equador 9mm

057
Epsom 

Expanded
9mm

058 Epsom 10mm

059
Firenze Bold 

Expanded
10mm

060
Florida 
Medium

8mm

061 Frankfurt Bold 9mm

062
Frankfurt 
Medium

10mm

No. フォント名 文字形状
最小

サイズ

063 Germany 10mm

064 BR Symbol 10mm

065 Haiti 9mm

066
Helsinki 

Narrow Bold
10mm

067 Hungary 10mm

068 Jakarta 10mm

069 Jawa 10mm

070 Kentucky 10mm

071
Kingston 
Regular

10mm

072
Letter Gothic 

Bold
10mm

073 Lillehammer 10mm

074 Liverpool Italic 10mm

075 Maryland 10mm

076 Miami Roman 9mm

077 Montreal 10mm

078 Panama Bold 8mm

079 Princeton Italic 10mm

080 Riesa 10mm

081 Salamanca 10mm

082
Seattle 

BoldItalic
10mm

083 Sofia Bold 9mm

084 Helsinki 10mm

085
Tennessee 
ExtraBold

10mm

No. フォント名 文字形状
最小

サイズ
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086 Themes 10mm

087 Tianjin 10mm

088 Tirol 10mm

089 US Roman 10mm

090 Venezia 10mm

091 Vermont 10mm

092 Wellington 10mm

093
Künstler-

schreibschrift
10mm

094
Toms 

Handwritten
10mm

095 Luedickital 10mm

096 Atranta Book 10mm

097 Atranta Demi 10mm

098 Montana 10mm

099
Base 900 

Sans Heavy 
Italic

10mm

100
Base 

Monospace 
Wide Bold

10mm

101
Blockhead 
Alphabet 
Darkside

15mm

102
Dalliance 
Roman

10mm

103
Dalliance 

Script
10mm

104
Dogma Script 

Bold
10mm

105
Elliotts Apollo 
Venus Dioxide

10mm

106
Exocet 
Medium

13mm

107
Los Feliz Bold 

Italic
9mm

No. フォント名 文字形状
最小

サイズ

108
Mason Serif 

Bold
12mm

109
Matrix Inline 
Extra Bold

17mm

110
Modula 
Outlined

19mm

111
Modula Round 

Serif Ultra
17mm

112
Modula Sans 

Bold
10mm

113
Not Caslon 

Two
30mm

114
Remedy 
Double

25mm

115
Sabbath Black 

Regular
13mm

116 Senator Ultra 13mm

117
Soda Script 

Bold
10mm

118
Suburban 

Light
10mm

119 Totally Gothic 10mm

120
Vista Sans Alt 

Regular
10mm

ミニサイズ文字

No. フォント名 文字形状 サイズ

01 Utah Bold S 5-6mm

02 Belgium S 5-6mm

03
Calgary 

MediumItalic S
5-6mm

04 Utah SR 3-4mm

05
Calgary 

MediumItalic 
SR

3-4mm

06 Script 01 SR 4-6mm

07 Block 03 S 5-6mm

No. フォント名 文字形状
最小

サイズ



334

メ
ニ
ュ

ー
／

 ツ
ー
ル
・

ぬ
い

方
設
定
・

フ
ォ

ン
ト
一

覧
内蔵フォント

08 Block 07 SR 4-6mm

09 Germany S 5-6mm

10 Riesa S 5-6mm

11
美杉ゴシック B

S
5-6mm 

12
美杉ゴシック L

SR
3-4mm 

モノグラム文字

記号 フォント名 文字形状

Diamond

Script

No. フォント名 文字形状 サイズ
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困ったときは

困ったときは
問題が発生したときは、お問い合わせの前に、ブラザーソリューションセンターの FAQ（よくある質問）
ページをご覧ください。

トラブルが発生したときは、下記の項目をチェックしてください。対処に従っても問題が解決しない場合
は、お買い上げの販売店または「お客様相談室（ミシン 119 番）」（cc p. 5）までお問い合わせください。
本製品のサポート情報については、下記のアドレスの弊社 Web サイトをご覧ください。
ブラザーソリューションセンター（http://support.brother.co.jp/）

こんなときは 原因 対処方法 参照ページ

ソフトウェアが正しくインス

トールできない。

正しいインストール手順

で、インストールされま

せんでした。

（キャンセルをクリックし

た、インストールが完了

する前に「刺しゅう PRO
ソフトウェアキー」を取

り出したなど。）

インストール手順に従って、正しくイ

ンストールしてください。

「かんたんガイド」

を参照してくださ

い。

「刺しゅう PRO ソフトウェア

キーが接続されていません。

刺しゅう PRO ソフトウェア

キーを接続してください。」と

表示された。

「刺しゅう PRO ソフト

ウェアキー」が接続され

ていません。

「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」

が、コンピューターのリムーバブル記

憶装置のリストに表示されていること

を確認してください。

表示されていない場合は、「刺しゅう

PRO ソフトウェアキー」を取り外し、

もう一度接続してください。

「刺しゅう PRO ソフト

ウェアキー」の情報が破

損しています。

「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」を

コンピューターに接続したまま、刺

しゅう PRO 10 をいったんアンインス

トールした後、再インストールしま

す。

旧バージョンからのアップグ

レード時に、

「インターネットに接続できま

せん。」

または、

「サーバーに接続できません。

しばらくしてから再度接続を

試みて下さい。」

と表示され、「刺しゅう PRO
ソフトウェアキー」のアップ

グレードができない。

「刺しゅう PRO ソフト

ウェアキー」を接続して

いるパソコンが、イン

ターネットに接続されて

いません。

「刺しゅう PRO ソフトウェアキー」を

アップグレードするには、「刺しゅう

PRO ソフトウェアキー」が USB ポー

トに接続されたコンピューターをイン

ターネットに接続する必要がありま

す。

ファイアウォール機能を有効にしてい

る場合は、アップグレード中は一時的

に無効にしてください。

インターネットに接続できない場合

は、お買い上げの販売店にお問い合わ

せください。

http://support.brother.co.jp/
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こんなときは
考えられる原因

原因 ファイル形式 対処方法

「予期しないファイル形式で

す。」というエラーが表示さ

れた。

または

刺しゅうデータまたは画像

を開けない。

刺しゅうデータを開くとき

（アプリケーションボタン＞

［開く］）

.pes データが破損している可能

性があります。

.phc（ミシン刺しゅう形式）

ファイルを開けませんが、

取り込みはできます。

→ （［ホーム］タブ＞

［データ取り込み］＞

［ファイル］）

または、ファイルを PES 形

式に変換してから開きます。

その他のメーカー対応形式

（.dst、.hus、.exp、.pcs、
.vip、.sew、.jef、.csd、
.xxx、.shv）

ファイルを開けませんが、

取り込みはできます。

→ （［ホーム］タブ ＞ 
［データ取り込み］ ＞ 
［ファイル］）

または、ファイルを PES 形

式に変換してから開きます。

非対応形式 ファイルを使用できません。

刺しゅうデータを取り込む

とき

 （［ホーム］タブ＞

［データ取り込み］＞

［ファイル］）

.pes、.phc、 
その他のメーカー対応形式

（.dst、.hus、.exp、.pcs、
.vip、.sew、.jef、.csd、
.xxx、.shv）

データが破損している可能

性があります。

非対応形式

ファイルを PES などの対応

形式に変換し、それを使用

します。

下絵を開くとき

（［画像］タブ＞［開く］）

またはステッチウィザード

の画像を開くとき

（オートパンチ、フォトス

テッチ 1 および 2、クロス

ステッチ）

.bmp、.tif、.jpg、.wmf、

.png、.eps、.gif
データが破損している可能

性があります。

上記以外の形式の画像

ファイルを開けません。

→上記のいずれかの形式の

画像を使用してください。

刺しゅうデータとしてベク

トル画像を取り込むとき

（［ホーム］タブ＞

［データ取り込み］＞

［ベクトル画像ファイル］）

.wmf、.emf、.svg
データが破損している可能

性があります。

.wmf、.emf、.svg 以外の形

式のベクトル画像

.wmf、.emf、または .svg 形

式にファイルを変換し、そ

れを取り込みます。

ラスター画像（.bmp、.jpg
など）

現在、これらのファイルは

取り込みできません。背景

でファイルを開きトレース

に使用してください。
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刺しゅう PRO 10 の新機能

• 刺しゅう PRO 10 では、セキュリティーデバイ

スが、カードライターから刺しゅう PRO ソフト

ウェアキーになりました。（cc p. 7）

• 刺しゅうファイル（.pes）を Windows® エクス

プローラーでサムネイルとして表示できます。
（cc p. 296）

• 図形データのぬい方向を示す線を、複数指定で
きます。図形データの形を変えずに、ぬい方向
線を追加、移動、削除、反転できます。
（cc p. 51）

• マニュアルパンチツールで入力したブロック
データを図形データとして編集できます。
（cc p. 188）

- グラデーション、ぬい始終点、下打ち、線ぬ
いをブロックデータに設定できます。

- また、重なり解除／結合、ドーナツぬいオフ
セットライン、アップリケウィザードなどの
図形編集機能を使用してブロックを編集でき
ます。

• 線ぬいの種類に次のぬい方が増えました。
（cc p. 320）

- チェーンステッチ 

• 面ぬいの種類に次のぬい方が増えました。
（cc p. 330）

- ネットフィル 

- サテンぬいネットフィル 

• ぬい順最適化機能が追加されました。ぬい順と
ぬい始終点を調整して、糸色替えの回数と渡り
糸を減らします。（cc p. 83）

• ステッチデータの図形データに変換機能が追加
されました。ステッチデータを図形データに変
換できます。（cc p. 76）

• ステッチデータのポイントを編集する機能が改
善されました。

- ポイント切断機能で、1 つのステッチデータ

を 2 つに分割できます。（cc p. 73）

- ポイント接続機能で、2 つのステッチデータ

を接続して 1 つにします。（cc p. 73）

• 図形データのポイントを編集する機能が改善さ
れました。

- ポイント切断機能で、1 つの開いた図形デー

タを 2 つに分割したり、閉じた 1 つの図形

データを切断して開いたものにできます。
（cc p. 68）

- ポイント接続機能で、2 つの図形データを接

続して 1 つにしたり、開いたデータの 2 つの

終点を接続して閉じたものにできます。
（cc p. 69）

• 図形データ分割ツールが追加されました。指定
したポイントで囲んで、図形データを分割でき
ます。（cc p. 42）

• 生地の設定機能が追加されました。ぬい方設定
を、選んだ生地に応じた推奨設定に変更できま
す。（cc p. 17）

• 配列コピー機能が追加されました。選んだデー
タのコピーを、一定の間隔で配置できます。

（cc p. 37）

• 属性の貼り付け機能が追加されました。コピー
したデータの糸色、ぬい方を、選んだデータに
貼り付けられます。（cc p. 55）

• EMF および SVG ファイルも、刺しゅうデータ

に変換できるようになりました。（cc p. 93）

• グラデーションパターンの設定ダイアログボッ
クスが改善されました。グラデーションの調整
が簡単になりました。（cc p. 47）

• データを、デザインセンターからレイアウトセ
ンターに図形データとして取り込めるようにな
りました。（cc p. 94）

新セキュリティーデバイス

刺しゅうファイルのサムネ
イル表示

図形データ編集機能の改善

ステッチバリエーションの
強化
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刺しゅう PRO 10 の新機能

• ワッペンウィザードが追加されました。選択し
た模様の周りにサテンぬいとカットラインを作
成できます。（cc p. 165）

• アップリケウィザードが強化されました。
（cc p. 161）

- 刺しゅうデータと文字データを組み合わせた
模様を作成できます。

- 選択した模様の周りにアップリケ模様を作成
することもできます。

• スタートアップウィザードが強化されました。
ワンクリックで任意の機能とファイルにアクセ
スできます。（cc p. 10）

• フォトステッチ 1 の機能が改良されました。

（cc p. 142）

• 右クリックメニューが充実され、目的のコマン
ドを見つけやすくなりました。

• ガイド線機能が追加されました。この機能に
よって、刺しゅうデータを整列しやすくなりま
す。（cc p. 19）

• デザインページ上での表示制御機能が追加され
ました。刺しゅうデータをデザインページで表
示または非表示にできます。（cc p. 82）

• ぬわないデータを非表示機能が追加されました。
ぬわないデータを含むコマをぬい順ウィンドウ
で表示または非表示にできます。（cc p. 85）

• ぬい始終点を表示する機能が改善されました。
ぬい順で次（または前）のデータのぬい始終点
も表示できるようになりました。（cc p. 50）

• 色リストに色替え数または総色数を表示できる
ようになりました。（cc p. 88、97、247）

• 取り込みウィンドウが強化されました。取り込
みウィンドウから、刺しゅうデータを簡単にデ
ザインページに追加できます。（cc p. 13）

• ものさしツールが改善されました。（cc p. 78）

• フォント・文字のバリエーションが広がり、改
善されました。（cc p. 331）

- 内蔵の通常フォントが 122 種類になりました。

- 内蔵のミニサイズ文字フォントが 12 種類にな

りました。

- 一部の内蔵の通常フォントで、入力できる記
号・アクセント記号付きアルファベットの文
字が増えました。

- 一部の内蔵の通常フォントの文字が改善され
ました。また、文字間と文字のサイズが調整
されました。

• フォント選択のユーザーインターフェイスが改
良されました。

- 内蔵フォントの名前がフォントセレクターに
表示されます。（cc p. 107）

- 内蔵の通常フォントの推奨最小サイズがフォ
ントセレクターに表示されます。（cc p. 107）

- フォントフィルター機能が追加されました。
フィルターをかけると、選んだ種類のフォン
トだけがフォントセレクターのリストに表示
されます。（cc p. 108）

• 刺しゅうサンプルのバリエーションが広がりま
した。

• 新しい刺しゅう枠設定（240×360mm 枠）がデ

ザイン設定ダイアログボックスで設定できるよ
うになりました。（お使いのミシンによっては、
使用できない場合があります。）（cc p. 15）

ウィザードの追加および強化

ユーザーインターフェイス
の使いやすさ向上

レタリング機能の強化

その他
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